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 われわれは，WAI技 法による自我の実証的分

析を数年にわたって続けている。本稿はその成果

をまとめた ものであるが，1988年 度までの成果に

ついては，既に 「組織行動研究，No.16」(槇 田 ・

岩熊，1990)に モノグラフとして掲載 されている。

そこで本稿では，1989年 度以降の成果を中心に述

べることにする。この章では，既存の自我 ・自己

についての理論，実証的研究の成果，われわれの

研究の目的について述べるつもりであるが，これ

は前述のモノグラフの 内容 とも大 きく重 なるた

め，簡略にまとめて触れるにとどめる。

1.自 我 ・自己理論 の 流 れ

 自我 ・自己 に つ い て の考 察 は ，多 くの研 究 者 に

よっ て為 され て きた 。 そ の 中 で も特 に大 き な影 響

を与}xた 理 論 と して は ，社 会 心 理 学 的 自己 論 ，精

神 分 析 学 的 自我 心 理 学 ， 現 象 論 的 自己 論 な どが 挙

げ られ る。 まず ， これ ら の理 論 に つ い て概 観 して

み よ う。

 社 会 心 理 学 的 自己論 は7Jamesの 自己理 論 を ，

CooleyやMeadな どが発 展 させ た もの で あ る。

James(1890，1892)は ， 自我(self)を 知 者 また

は 主体 と して の 自我 ，即 ち ， 主我(the I)と ， 被

知 者 また は 客 体 と しての 自我 ，即 ち ， 客我(the

Me)と に分 け て分 析 を行 な っ て い る。彼 は ，特 に

客我 に注 目 し， それ らが 喚 起 す る感 情 や 情 緒 ， そ

れ が人 々 に と らせ る行 為 ， さ ら には 様 々な 客 我 間

の 階 層 性 に つ い て も言 及 して い る 。Cooley(1902)

やMead(1934)は ， Jamesの 主 我 と客 我 の分 類

を継 承 し， 特 に ，社 会 的側 面 に注 目 して分 析 を 進

め て い る。Cooley(1902)は ，反 映 的 あ るい は 鏡

映 的 自己(reflected or looking glass self)と い

う概 念 を用 い ， 自己 と他 者 と の関 連 に つ い て も考

察 を加 え て い る。Mead(1934)は ， Jamesの 主

我 と客 我 の考}方 を 発 展 させ ， 人 が ， 他 め 人 々を

彼 の対 象 とす る よ うに ， 自分 自身 を 自分 に と って

の客 体 とす る こ とに よ っ て， 社 会 の 一 員 と して 合

理 的 で効 果 的 な 活 動 を 為 し， 適 切 な 態 度 を と る こ

とが で き る と考 え た 。 また ， 広 い 社 会 で の 様 々な

態 度 や 行 動 の 組 織 体 を ， 一 般 化 され た 他 者(the

generalized other)と 呼 び， これ が ，個 人 の 中 に

自己 とい う統 一 体 を つ く る と考xた 。
＼ 精 神 分 析 学 的 自我 心 理 学 には

，Freudを は じ

め ，A. Freud， Hartmann， Eriksonな どの 理

論 が 含 まれ る。 精 神 分 析 学 の 始 祖 で あ るFreud
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(1923，1933)の 自我論は，それぞれ独自の役割や

機能を持った自我，エス，超自我とい う3つ の基

本概念に基づき構成されているが，自我は，エス，

超自我，現実の3者 の要求の調整役 として受動的

に振舞 うものとされている。 しか し，Freud以 降

は，自我をよ り自立的なものと見る傾向が強くな

る。例えぽ，A・Freud(1936)は ，防衛機制に注

目し，自我の防衛的側面について明確に系統立て

て論述 している。また，Hartmann(1939)は ，

自我がエスから発達す るわけではなく，自我 もエ

スも共に共通の母胎か ら分化すると考えた。

 Erikson(1950，1959)は ，心理 ・社会的側面か

らの自我の発達に注 目して理論を構成 している。

彼は，人間の誕生から死に至るライフサイ クルを

8つ の発達段階に分け，人生の中で発達させられ

るぺき精神的健康の構成要素を8つ 挙げている。

各構成要素は，対応す る発達段階において発達さ

せられ るぺ きものである。これ らは，対応する発

達段階に至って初めて優勢にな り，その危機に直

面 し，永続的解決を見出す。この精神的健康の構

成要素の中で特に重要なのは，同一性(identity)

あるいは自我同一性(ego identity)の 感覚であ

る。この同一性の感覚とは，内的な不変性と連続

性を維持する能力が，他者に対する自己の意味の

不変性と連続性に合致す る経験か ら生 まれた 自信

のことである。 自我同一性は，それ以前のすべて

の同一性の漸新的な統合か ら発達 し，青年期の終

わ りに確立 される。そのため，最終的な同一性は，

すぺての重要な同一化を包括するが，それらの同

一化群から独自で適切なまとまりを持
った全体を

形成 している。発生的な見地から見ると，同J性

形成過程は，生得的，体質的要因，その個体特有

な リビドー欲求，恵まれた能力，重要な同一化，

効果的な防衛，成功した昇華，一貫 した役割など

を統合して行 く構造化 の過程 と言 うことができ

る。従って，自我同___..性の形成過程は，自我を統

合 していく過程と見ることも可能であろ う。

 現象的自己論としては，RogersやAllportの

理論などが挙げられる。Rogers(1951)の パーソ

ナリティあるいは行動 についての理論 におい て

は・現象の場(phenomenal field)に おける自己

構造(self structure)あ るいは自己概念(self一

concept)が 大きな意味を持 っている。自己の構

造は，厂私」の特質や関係についての知覚が組織

化 された，流動的だが首尾一貫 した概念のパター

ソである。そ して，これ らの概念に結び付けられ

ている価値 も自己の構造の 中に組織化 されてい

る。ところが，経験が自己の構造と矛盾すると，

経験は象徴化を拒否されるか，あるいは，歪曲さ

れて象徴 される場合 がある。これには意識的 な

知覚の拒否の場合 もあるが，Freudの 言 う抑圧

(rePression)に あたる場合 がある。このような

場合には，有機体としての経験はあるが，この経

験の象徴化が存在 しないか，あるいは，歪曲され

た象徴だけが存在すると考えられる。心理的不適

応は，このように有機体が重要な感官的 ・内臓的

経験を意識す ることを拒否 し，そのような経験が

象徴化 されず，自己構造のゲシュタル トへ と組織

化 されない時に存在する。自己の構造と矛盾 ・対

立するあらゆる経験は，何らかの脅威として知覚

され，このような知覚が多 くなるほど，自己構造

はそれ自体 を維持するように強固に組織化 され

る。それに対 し，自己の構造に対 しての基本的に

何らの脅威も含んでいない条件のもとでは，自己

構造と矛盾 ・対立する経験は，知覚され，検討さ

れるようにな り，自己構造は，このような経験を

同化し包含す るように修正 されるようになる。つ

ま り，このような条件のもとで自己構造の再組織

化が行なわれるのである。そ して，個人が自分の

感官的 ・肉体的経験の一切を知覚 し，それを首尾
一貫 した統合 された1っ の体系 へ受容す るなら

ぽ，必然的に他の人 々をより一層理解し，独立 し

た個人 として受容できるようになるのである。

 Allport(1955)は ，自我 ・自己の概念が “何で

も屋” としていい加減に使用され，結果 として自

我 ・自己の研究に害を及ぼすことを憂慮 した。ま

た，心理学が最初にやるぺきことは，個人にとっ

て重要なことを弁別することであると主張 してい

る。Allport(1943)は ，自我の概念の整理を行な

っているが，さらにこの概念の整理を発展させ，

プロプリウム(proprium)と い う概念を用いるこ

とに した(Allport，1955)。 これは，われわれが

特に自分のものだとみなす，われわれの生活のす

べての領域を指す。プロプリウムは，①身体感覚



(bodily sense)， ② 自己 同一 性(self・identity)，

③ 自我 高揚(ego・enhancement)， ④ 自我 拡 大

(ego-extension)， ⑤ 合 理 的 な 対処 者(rational

agent)， ⑥ 自己 像(self-image)， ⑦ 固 有 的 希 求

(propriate striving)， ⑧ 知 者(the knower)の

8つ に 分 け られ て い る。 後 に，Allport(1961)は ，1

プ ロプ リウム を① か ら⑦ ま で と し， ⑧ の 知 者 を 除

い て考}て い る。 そ して， プ ロプ リ ウムに 被 知 者

と して の客 我 の位 置 を 与 え てい る。 これ は ， 知 者

を含 めた 主 動 者 と しての 自己 を ， パ ー ソナ リテ ィ

の 内部 の固 有 の 体 系 か ら刧 り放 して 考xる こ とを

心 理 学 にお い ては 避 け るべ きだ と彼 が 考 え て い た

た め と思 わ れ る。 また ，7つ の プ ロプ リウ ムの 要

素 を 発 達 的 な 段 階 に 従 って 提 示 し，① 身体 感 覚 ，

② 自己 同 一 性 ， ③ 自己 高揚 は誕 生 か ら3才 まで の

間 に あ らわ れ ，④ 自我拡 大 と⑥ 自己像 は4才 か ら

6才 まで の 間 に あ らわ れ る。 そ の後12才 まで の

間 に⑤ 合理 的 な対 処 者 が あ らわ れ て ，⑦ 固有 的 希

求 は青 年 期 に あ らわ れ る と して い る 。全 体 的 に見

る と， プ ロ プ リウ ムは ，他 の 自我 ・自己 の理 論 を

参 考 に して， 包 括 的 な視 点 か ら導 き 出 され た もの

と言 え る 。 しか しこれ は ， 単 な る理 論 の寄 せ 集 め

では な く， 概 念 的 とい う よ りも感 覚 的 な 統 一 を 持

っ てい る。 彼 が 自己 の こ とを 厂生 活 の 暖 か い ， 中

心 的 な ， 私 的 な領 域 」(Allport著 今 田監 訳 ，

1968，p.137)と 述 べ て い る こ とか ら もわ か る よ

うに ， こ の よ うな 統 一 は ， 生 身 の 個 人 の 視 点 か ら

考 察 を 行 な うこ とに よ っ て得 られ た もの と言 え る

であ ろ う。

 この よ うに ， こ こに 挙 げ た 理 論 だ け を 見 て も，

自我 ・自己 ガミ人 間 の 理 解 に お い て重 要 で あ り， し

か も， そ れ に 関 して は 多様 な 考 え 方 が あ る こ とが

わ か る。 この 場 で これ らの理 論 を 総 合 して ，何 ら

か の結 論 を 得 る こ とは不 可能 で あ る が ， これ らの

理 論 か ら， 自我 ・自己 につ い て考 え る上 で の視 点

を得 る こ とは 可 能 で あ る 。 そ こ で ， これ ら の理 論

を参 考 に しな が ら， こ の よ うな視 点 につ い て考 え

て みた い 。

 まず ， 自我 や 自己 は ， 広 い 領 域 ， あ るい は ， 多

くの側 面 を持 っ てい る もの と思 わ れ る。 これ は ，

多 様 な理 論 が 存 在 して お り， それ らが 様 々 な 自

我 ・自己 の 側 面 を 扱 っ てい る こ とに も よ く現 れ て

一一 は じめ に一 一   7

いる◎一一方，個々の理論を見ると，James(1892)

の理論では，客我に身体，衣服，直接近親の家族，

住居，財産，周囲の他者から受ける認識，様 々な

意議状態，心的能力，諸傾向など，広範囲に及ぶ

ものが含まれているだけでなく，それ らが喚起す

る感情や情緒としての自己評価や，それ らが個人

にとらせ る行動 としての 自己追求や 自己保存な

ど，自我 ・自己には多 くの側面があることも示さ

れている。Freud(1933)の 理論では，エス，自

我，超 自我 とい う3つ の領域を仮定 している。自

我 ・自己を広 く捉える場合には，この3者 を含め

て考えるべきであろ う。また，Erikson(1950)

も，8つ の精神的健康の構成要素を挙げている。

さらに，それまでの多 くの 自己理論 を参考 に し

て，広 く自我を考察 した結果とも言えるAllport

(1955)の プロプ リウムが，多 くの領域 を含 んで

いることは，自我 ・自己が広範囲に及ぶものであ

ることを端的に物語っている。このように自我 ・

自己を考える上では，広範囲の領域や多様な側面

を考慮すべきと言えるであろ う。

 さらに，それ らの領域や側面は，個々独立に存

在しているのではなく，相互に関連し合い，全体と

して1人 の人間の自我 ・自己を構成 している。つ

まり，自我 ・自己は構造を持っていると考えられ

る。James(1892)は ，客我間に階層性があると

述べている。この階層性は，上位の客我の自己追

求や自己保存が下位の客我のそれよ り優先される

とい う関係を表 している。Freud(1933)の エス，

自我，超自我の間には，密接な相互関係が存在 し

ている。この'関係は，Jamesの 階層性 とは異 な

り，それぞれが独自の機能を持ち，相互に影響 し

合 うとい う力動的な関係を意味している。一方，

Rogers(1951)の 理論では，自己の構造が重要な

意味を持 っている。自己の構造 は，厂私」の特質

や関係についての知覚や，それ らに結び付いた価

値が組織化 されたものであ り，この構造 と感官

的 ・内臓的経験 との関係が，心理的不適応を引き

起 こす と考えられている。また，Erikson(1950)

は，同・一性形成過程を，生得的，体質的要因，そ

の個体特有な リビドー欲求，恵まれた能力，重要

な同一化，効果的な防衛，成功 した昇華，一貫 し

た役割な どを統合 して行 く構造化の過程としてい
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る。このように，多 くの理論は自我 ・自己に何ら

かの構造があると仮定 している。 しかし，構造を

考える時の視点 が理論 によって様々であ り，自

我 ・自己の構造と一概に言えないような質的な違

いを持っている。そ うい う意味では，様 々な視点

から構造の分析を行ない，さらに，分析の結果得

られた構造を理論的に比較 ・統合していく作業が

必要となるであろ う。

 最後に残 された問題 として，自我 ・自己の機能
の問題がある。Freud(1933)の 理論は，機能的

な側面に焦点をあてた ものと言える。エスは，快

感原則のもとに欲動や欲求を満足させようとし，

超 自我は，良心，自己監視，自我理想とい う機能

を持っている。一方，自我は，知覚一意識体系を

通 じて外界を観察 し，運動性への通路も支配 して

いる。また，エスや超自我の要求はすべて自我に

突きつけられることになる。つまり，自我の機能

は，エス，超自我，外界の間の調整役とい うこと

になる。その後の精神分析学的自我心理学では，

自我機能についての詳細な検討が行なわれている

(e・9・・Freud，1936；Hartmann，1939)。 例えば，

自我機能を測定 ・評価する試みをしているBellak

とSheehy(1976)は ，自我機能の構成要因とし

て，現実検討，判断，現実感覚，衝動統制，対象

関係，思考過程，適応的退行，防衛機能，刺激障

壁，自立的機能，総合一統合機能，支配一有能性の

12の 機能を挙げている。ところで，James(1892)

は，自我全体を知者としての自我(主 我)と 被知

者としての自我(客 我)と に分けて考察 している。

彼は，主我を 「考える主体」としてお り，認知的

な機能をこの主我に帰属 させていると見 ることが

できる。ただし彼は，主我を意識の流れ と考え，

その背後に不変的な実体や行為者を想定すること

を自然科学的見地の範囲内では避けるべ きだ と主

張 している。Allport(1961)も ，知者を含めた主

動者 として自己を，パーソナ リティの内部の固有

の体系から切 り放 して考えることを心理学におい

ては避けるべきだと主張 している。ところがその

一方で，James(1892)は ，客我が個人にとらせ

る行為として自己保存や自己追求を挙げている。

これらは自我 ・自己の動機づけの側面と言 うこと

ができるが，Allport(1955)も ，同 じように，自

我高揚，自我拡大，固有的希求を挙げている。こ

のような動機づけは，直接，自我 ・自己の機能 と

して見ることはできないにしても，自我 ・自己の

機能 とも密接 に関連 している。 これ らについて

は，自我 ・自己の内容としての側面 と，機能的な

側面との両面性を考えるべきかも知れない。

 以上のように，自我 ・自己をその領域 ・範囲，

構造，機能などの視点か ら考えることが可能であ

ろ う。そして，自我 ・自己の理解には，これらの

視点から捉えられた自我や自己を総合的に考察す

ることが必要であろう。自我 ・自己については，

心理学だけではなく，哲学をは じめとする様々な

領域で理論的に考察されてきた。そ して，このよ

うな理論的考察は，益々盛んになる傾向を示 して

いる。そ うい う意味では，今後，自我の理論的な

研究も大きく発展するものと期待され る。

2.自 我 ・自己の実証的研究

 自我 ・自己 に 関す る実 証 的 研 究 は ，第2次 世 界

大 戦以 降 ，心 理 学 の様 々な領 域 で盛 ん に行 なわ れ

る よ うに な った 。例 えぽ ， 実 験 社 会 心 理 学 では ，

社 会 心 理 学 で の重 要 な領 域 で あ る態 度 研 究 にお い

て ， 自我 ・自己 を 問題 と した もの や(e.9.，Bem，

1967；Ne1， Helmreich，&Aronson，1969)， 自

我 ・自己 に関 す る新 た な 個 人 差 の 変 数 を 見 出 した

もの な どが あ る(e.9.，Fenigstein， Scheier，&

Buss，1975；5nyder，1974)。 また ， 発 達 的 な 研

究 では ，Erikson(1950)の 自我 同 一 性 に 関 す る

理 論 を 実 証 的 に 分 析 した も の や(e.，Marcia，

1966；Marcia，1976；Waterman， Geary，&

Waterman，1974；Waterman&Goldman，

1976；Waterman&Waterman，1971)， 自己概 念

の 発 達 的 な 変 化 を 分 析 した もの な どが あ る(e.g.，

Goebel&Brown，1981；Haan，1981； 加 藤 ，

1977； 加 藤 ，1987； 加 藤 ・高 木 ，1980；Katz&

Zigler，1967；Kifer，1975； 間 宮 ，1974；Ryff&

Heincke，1983； 下 仲 ・村 瀬 ，1976)。

 自我 ・自己 に関 す る 実証 的 研 究 で は ， 自己概 念

やself・imageが 測 定 ・分 析 され る こ とが 多 い 。

自己概 念(self・concept)は ， 個 人 が 自分 自身 に

対 して抱 い て い る考 え の こ とを指 す 。 これ には ，



自分 の生 物 学 的 な属 性 ， 社 会 的 な 属 性 ， 能 力 ， 性

格 ，態 度 な どの広 範 な もの が 含 まれ る。 また ， 現

実 の 自分 だ け では な く， 「自分 は こ うあ りた い 」

とか 「自分 は こ うあ るべ きだ 」 とい った “理 想 的

な 自己(ideal self)” もこれ に含 まれ る。 つ ま り，

そ の 個 人 が 自分 自身 を どの よ うに 見 て い るか とい

うこ との 全 般 が これ に 含 まれ る こ とに な る。self-

image(自 己 像)も ほ とん ど同 じ様 な 意 味 で用 い

られ て お り， 自己 概 念 と明 確 に 区 別す るこ とは む

ず か しい が ， 自己 概 念 は ， よ り恒 常 的 で ， よ り抽

象 化 され た もの を 指 して 用 い られ て い る よ うで あ

る(e・9・，梶 田，1988)。 しか し， どの程 度 の恒 常

性 や 抽 象 性 が あ れ ぽ 自己 概 念 と言 え るの か は程 度

の 問 題 で あ り， 明 確 な 境 界 が あ るわ け で は な い 。

い ず れ に して も， これ らは ，す べ て個 人 に よっ て

主 観 的 に 捉 え られ た “自分 ”を 扱 った もの で あ る。

自我 ・自己 の 問 題 は ， 必 ず し もこれ らに限 定 され

る もの で は な い が ， そ の 中 で重 要 な位 置 を 占 め て

い る領 域 の1つ と言 え る で あ ろ う。

 自己概 念 やself・imageを 実 証 的 に 捉 え るた め

の技 法 が い くつ か 考 案 され てい るが ， そ れ らは ，

評 定 法 また は チ ェ ッ ク ・ リス ト法 ，Q分 類 技 法 ，

自由 回答 法 の3つ に大 き く分 け る こ とが で き る。

こ の 中 で 最 も 一 般 的 な もの は ，評 定 法 とチ ェ ッ

ク ・ リス ト法 で あ る。 これ に 属 す る技 法 は 非 常 に

多 いが ，基 本 的 な手 続 きは 類 似 してい る。 これ ら

の技 法 では ， い くつ か の項 目が 質 問 紙 で示 され ，

被 験 者 は そ の 項 目が 自分 に どれ く らい あ て は ま る

か を 評 定 す る。 項 目1ま， 形 容 詞 の よ うな 単 語 で 示

され る場 合 もあ る し(e.9.，Gouth&Heibrun，

1980；Sarbin&Rosenberg，1955)， 行 動 や 性 格

特 性 の 記 述 の よ うな 文 章 で 示 され る 場 合 もあ る

(e.g.， Fittes，1964)。 また ，被 験 者 の反 応 の 仕方

に もバ リエ ー シ ョン が あ る。1つ は ， 「よ くあ て

は ま る」 とか 厂全 くあ ては ま らない 」 とい う よ う

な選 択 肢 が 数：段 階 の尺 度 で示 され て， 被 験 者 は そ

の 間 のい ず れ か を 選 択 す る とい う もの も あ る。

(e.9.，Fittes，1964)。 も う1つ は ， チ ェ ッ ク ・リ

ス トと呼 ぼ れ る もの で， 項 目が あ ては ま る場 合 の

み 項 目 に チ ェ ッ クを 付 け る とい うもの で あ る。

(e.g.， Gough& Heibrun，1980；Sarbin &

Rosenberg，1955)。 そ の ほ か に ， SD(semantic

一 は じめに一   9

differential)法 を用いた ものがある。これは，項

目を反対の意味を持つ形容語の対で示 して，被験

者は2つ の形容語のどちらが自分にあてはまるか

を何段階かで評定するとい うものである(e.9.，

長島他，1966)。一方，Q分 類技法は， Stephenson

(1953)やButlerとHaigh(1954)に よって使

用されている。これは，被験者が行動や性格特性

についての記述の書かれた100枚 のカー ドを，そ

れらが自分にどのくらいあてはまるかに従って，

9つ の群(パ イル)に 分類す るとい うもの であ

る。この時各パイルに分類され るカー ドの数は予

め決められていて，分類されたカー ドの数が正規

分布するようになっている。

 上記の2種 類の技法は，研究者が項 目を予め用

意するとい う共通点を持 っている。しかし，項 目

を予め決めて被験者に呈示す ることにはいくつか

の間題がある。その1つ は，被験者のself-image

や自己概念を測定す るのに，どのくらいの数の項

目が必要なのかとい うことである。項 目数は数十

から数百に及ぶものまであるが，個人の持つ膨大

なself・image・ 自己概念の数に比較すれば，いず

れにしても十分な数 とは言xな い。か と言って膨

大な項 目数のテス トを施行することは，被験者の

負担を考えれば不可能 と言わざるを得ない。従っ

て，被験者に呈示される項 目が，何らかの基準で

選択されることになる。そ して，この項 目の選択

に第2の 問題がある。予備的に収集されたデータ

に基づいて帰納的に項 目の選択を行なっている研

究者 もいるが，研究者の関心や研究者の考xる 重

要性に従って恣意的に項 目選択が為されているこ

とも少な くない。第3の 問題は，これらの技法に

おいて被験者は与えられた項 目に対 し受身的に反

応 しているだけで，その個人にとって重要なself-

imageや 自己概念を得られる保証 が全 くないと

い うことである。例えば，「自律性のある人間」と

い う自己概念をもっている個人は，テス トに自律

性に関する項目が含まれていればそれに反応す る

ことができるが，もしなければ，その個人にとっ

てそれがいかに重要な自己概念であっても，テス

トには反映 されない。またその反対に，自分の自

律性についてまるで考xた こともない個人は，自

律性に関する項 目に一時的で信頼性のない反応 し
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か で きな い で あ ろ う◎ つ ま り， そ の よ うな個 人 の

自己 概 念 やself-imageに お い て ， 自律性 は ほ と

ん ど意 味 を 持 って お らず ， 自律 性 に 関す る項 目の

あ る こ と 自体 が 問 題 な の で あ る。

 この よ うに 考 え る と， 研 究者 が予 め用 意 した 項

目を 用 い る限 りは ， 被 験 者 に と って 意 味 の あ る 自

我 概 念 やself・imageが 得 られ る保 証 は な い こ と

に な る。 む しろ ，被 験 者 が 自発 的 に反 応 内 容 を選

択 す る場 合 に の み ，適 切 な 自己概 念 やself-image

を 捉xら れ る と 言xる で あ ろ う。McGuireと

Padawer-Singer(1976)も ，個 人 が 実 験 者 に よ

って示 され た 次 元 の ど こに 自分 を位 置 づ け るか と

い うこ と よ りも， そ の 個 人 が 自分 を記 述 す る の に

どん な 次 元 を選 ぶ か とい うこ とに ， 自己 概 念 につ

い て の 興 味 深 い 情 報 が あ る と 述 べ てい る。 彼 ら

は ， この よ うな視 点 か ら， 自発 的 な反 応 を 得 るた

め に ， 自由 回答 法 を用 いた 自己 概 念 の把 握 を 行 な

っ て い る 。 自由回 答 法 では ， 研 究 者 が 項 目を 用 意

す る の では な く， 被 験 者 が 自発 的 に 自分 の 言 葉 で

自己 記 述 を行 な う。 そ の た め ， 研 究 者 の 視 点 に よ

っ て被 験 者 の反 応 が 左 右 され る こ とは 少 な く， 被

験 者 の 自己 概 念 ・self-imageに お い て 全 く意 味 を

持 た な い よ うな 反 応 が 出 る こ と もな い 。 この よ う

な点 を考 慮 す る と，自己 概 念 ・self-imageの 測 定

に は ， 評 定 法 ， チ ェ ッ ク ・リス ト法 ，Q分 類 技 法

よ り も自 由回 答 法 の 方 が 望 ま しい と言 え るで あ ろ

う。        ・

 自 由回 答 法 を 用 い た 自己 概 念 ・self-image把 握

の た め の 技 法 で 一 般 的 に 用 い られ て い る もの と し

て は ，W-A-Y技 法 ， WAI技 法 ，“Tell Us abut

Yourself” テ ス トが 挙 げ られ る。W・A・Y技 法 は ，

BugentalとZelen(1950)カ ミ考 案 した もの で ， 自

由 回 答 法 を 用 い た 自己 概 念 ・self-imageの 研 究 技

法 の 先駆 け とな っ た もの で あ る 。 こ の技 法 では ，

被 験者 に 対 して 「あ な た は誰 で す か?(Who are

you?)」 とい う質 問 を して ， それ に対 す る3っ の

答 え を被 験 者 自身 の言 葉 で記 述 させ る。 回答 は ，

文 で も， 節 で も，単 語 で も 構 わ な い 。Kuhnと

McPartland(1954)が 考 案 したWAI技 法 は ，

20答 法(TST：Twenty Statements Test)と も

呼 ばれ ，W-A-Y技 法 と も多 くの 共 通 点 を 持 って

い る 。た だ し，W-A・Y技 法 が 「あ な た は 誰 で す

か?(Who are you?)」 とい う問 い に 対 す る回 答

を 求 め るの に 対 し，WAI技 法 で は 「私 は誰 で し

ょ う?(Whoam I?)」 とい う閥 い に被 験 者 が 自

問 自答 して 回 答 を 記 述 す る点 と， 回 答数 が20答

で あ る点 が ，W・A-Y技 法 と異 な っ て い る 。 こ の

技 法 は ，W・A・Y技 法 に比 べ て ， 多 くの反 応 を得

られ る とい う利 点 を 持 って い る。 また ，WAI技

法 の 教示 に よっ て 多様 な反 応 が得 られ る こ とを示

唆 す る報 告 もあ る(菊 地 ，1970)。 最 後 の “Tell

Us about Yourself” テ ス トは ， McGuireを 中

心 と した グル ー プ に よっ て考 案 され た もの で あ る

(e.g.， McGuire&McGuire，1981；McGuire，

McGuire&Winton，1979；McGuire&Pada-

wer-Singer，1976)。 こ の 技 法 は ， 「私 た ちに あ な

た 自身 の こ とに つ い て を 教 え て くだ さい 。(Tell

us about yourself.)」 とい う教 示 を 被 験 者 に 与

}
x，5分 間 口頭 で答 え させ るか ， あ るい は ，7分

間筆 記 で答 え させ る とい うもの であ る。 この 技 法

では ， 回答 の単 位 が 示 され な い た め ， 上 記 の2っ

の技 法 よ りも 自 由な 反 応 が 可 能 とな る。 そ の 一 方

で， 分 析 の 単 位 が 不 明確 な こ とや ， 反 応 が 冗 長 に

な りが ち であ るな どの 問 題 もあ る。

 自 由 回答 法 で 得 られ た 反 応 の 分 析 手 続 き と して

一 般 的 な もの は ， 反 応 カ テ ゴ リーを 作 成 し， そ れ

表1-1BugentalとZelen(1950)の 反 応 カ テ ゴ
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に基 づ き反 応 を分 類 し， 各 カ テ ゴ リー の反 応 頻 度

を 分 析 す る と：い う もの で あ る。 反 応 カテ ゴ リ ー

は ， 研 究 の対 象 や 目的 の 違 い に よ って 様 々な もの

が 作 成 され てい る。 例 え ぽ ，BugentalとZeln

(1950)は ， 大 学 生134名 にW-A-Y技 法 を 施 行

し，予 備 調 査 の反 応 か ら作 成 され た17の 反 応 カ

テ ゴ リー の言 及率 を 算 出 した(表1-1参 照)。 言

及率 とは ， そ の カ テ ゴ リー に分 類 され る反 応 を ，

被 験 者 の何 パ ー セ ン トが 少 な くと も1回 行 な って

い るか を 算 出 した もの で あ る。 彼 らの 分 析 の 結

果 ・〈名 前(Name)〉 ，〈職 業(Occupation)〉 ，〈性

別(Sex)〉 の カ テ ゴ リーは 言 及 率 が60%を 越 え

て お り， カテ ゴ リー に よっ て言 及率 が 異 な る こ と

や ，被 験 者 の性 や 年 齢 に よって カ テ ゴ リー の言 及

率 が 異 な る こ とな どが 示 され た 。

 KuhnとMcPartland(1954)は ，反 応 をcon.

sensualな 言 及 とsubconsensua1な 言 及 に分 類

して 分 析 を 行 な って い る。consensua1な 言 及 と

は ， 「そ の 成 員 性 の 制 限 や 条 件 が 常識(common

knowledge)で あ る よ うな， グ ル ー プや クラ スに

つ い て言 及 して い る記 述 」(Kuhn&McPartland
，

1954・P・69)で あ る。 これ に は ，「学 生 で あ る」，

「女 の 子 で あ る」， 「夫 で あ る」 とい うよ うな反 応

が 分類 され る。 それ に対 し，subconsensua1な 言

及 とは ， 「正 確 に す るた め ， あ るい は ， 他者 との

比 較 をす るた め に ， 反 応 者 自身 に よ る解 釈 を 必 要

とす るで あ ろ う， グル ー プ， クラ ス，属 性 ，特 性 ，

そ の 他 の 事 柄 に 言 及 して い る 記 述 」(Kuhn&

McPartland，1954， p.69)で あ る。 これ には ，

「幸 せ だ 」，厂退 屈 して い る」，「か な り良 い 学 生 で

あ る」 とい うよ うな反 応 が 分 類 され る。 彼 らは ，

被 験 者 の20の 回 答 を 見 る と， 初 め にconsensual

な言 及 が 続 け て 出 現 し， そ の 後subconsensua1

な 言 及 が ま とめ て現 れ る傾 向 が あ る こ とに気 づ い

た ・ そ こ で，consensualな 言 及 か らsubcon-

sensua1な 言 及 に 移 行 す る回 答数 を “10cus score”

と 呼 び ， それ を 分 析 指 標 と し て 用 い た 。10cus

scoreは ，社 会 シ ス テ ム との つ な が りや ，そ こで の

自己 確 認(self・identi丘cation)の 強 さを示 す と'cam

れ てい る。 彼 らは ， 宗 教 へ の態 度 とlocus score

との 関 連 を 分 析 し， そ の結 果 ，両 者 の 間 に 有意 な

関連 が あ る こ とを示 した 。例 え ぽ ， ロー マ ・カF

一は じめ に一一  11

リッ クを好 む 者 はlocus scoreが11 .89で 最 も

高 く・無 宗 教 を 好 む者 は5.57で 最 も低 か った 。

 反 応 カ テ ゴ リー と して広 く用 い られ て い る もの

と して は ・Mc：Laughlin(1966)とGordon(1968)

の カ テ ゴ リーが あ る。 両 者 ともWAI技 法 の反 応

の分 類 を 目的 と して作 成 され てい る。McLaugh-

linは ， コ ン ピュ ー タ に よ る 内容 分 析 の 手 法 を

WAI技 法 の 分 析 に 用 い るた め に ， ・WAI Dic-

tionary” を 作 成 した 。 これ は ，約3，000の 単 語

と50の 熱 語 で構 成 され てお り，8つ の 次 元 に 整

理 され た30の ヵ テ ゴ リーを 持 って い る(表1-2

参 照)。 “WAI Dictionary” は ，先 行 研 究 や 理 論 ，

特 に ， 自己 概 念 の 次 元 に 関 す るRogers(1959)

の 理 論 と，200人 の 被 験 者 か ら得 られ たWAI反

応 を 参 考 に して構 成 され て い る 。彼 は ，243人 の

表1-2McLaughlin(1966)の 反 応 カ テ ゴ リー・

一   . 圓■『 『 一 rT    一    一  . 「 ・」  、r 一    一..    τr    一.  .      - __.              ..一

カテjリ ー
. 一ゴ.「『 『 一 _
                  一 一  '一. -    一一7 

a.Ro.壗
1.Male-Role

2.Student-Role

3.lntelectual-Role

4.Family-Role

5.lnterpersonal-Role

8.50cial-Group-Role

互≦又aユ旦e-a吐 一算 しerest昼
7.Religi。 腿s・Refer帥co

8.Political-Reference

9.Economic-And-Status-Reference

10.Aesthentic-Reference

11.Physical-Reference

12.Recreation-And-Sports-Reference

.c・Te墨Pρ 」皿.一an.4_S巨a亘 一a工_Q-d睡ot鍍i⑳ 亳

13.Past-Orientation
14.Future-Orientation

15.Place-Orientation

≦μL⊆ 》gnitijf皇_亘nd_B」ehavio】 」)犀ionta」 隻1◎L典疂

18.Acceptance-Orientatioa

17.Rejection-Orieatatioa
18.Acti。nつrientati。n

19.Cognitive-Orientation

20.Achieveoent-Orientation

』LSolf=E..呶uati。 且阜
21.Positive-Self-Evaluation

22.Nejative-Self-Evaluation

23.Nefitral-Self-Evaluation

」L」P8坐d殴1Ω幺起弖上旦ta些.es              層

24.Si；n-Content

25.Sign-Discontent

28.$ijn-Need

B亠_E_EPr.e891vS M一。do§

27.Overstate

28.Understate

29.Negative

彑』cΩ 嘘 卿al-H遡 匹」L⊆㎞t重 しz
30.Consensual

一   一 「.一 一r 2冂'皇 一  一  國  一   一 一一   一.一 凵一π  L
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大 学1年 生 のWAI反 応 を この カ テ ゴ リーで 分 析

し，被 験 者 ご とに各 カテ ゴ リー の反 応 数 を算 出 し

た 。 そ して ， それ を 因子 分 析 した 結 果 ， 対 人 関 係

の領 域 に 関す る因子 と，過 去 と個 人 の背 景 ・達 成

に 関す る因子 を得 て い る。

 Gordon(1968)は ， そ れ ま で に作 られ た カ テ ゴ

リー の特 徴 を統 合 し，社 会 的 同一 性(social iden-

tiy)と い う視 点 か ら カテ ゴ リー を 作 成 した 。彼 の

カ テ ゴ リー で も，30の カテ ゴ リー が8つ の 主 要

な項 目の も とに整 理 され てい る(表1-3参 照)。

彼 の カ テ ゴ リー特 徴 は ， 社 会 学 的 な 視 点 を 多 く取

り入 れ てい る点 で，例 え ぽ ，ParsonsのAGILモ

デ ルが4つ の 自己 の感 覚(sense of self)に 対 応

づ け られ てい る。 表1-3の 言 及 率 は ， 高 校 生157

表1-3Gordon(1968)の 反 応 カ テ ゴ リー とそ の

   言 及 率

一 一    一 一  一 一 一 一一 ”r一 η __  _-一

…_♂ 竺 _..」 騰 ・
△亠A鎚d.be(1£.ha迦 し豊Li旦Lig

 1.Sex

 2.Age

 3.Name

 4.Ratial or National Heritage5
・Rehgi。us Caしegorizati。n

一=-  一 一  一  一 ・一一r一.一

   . 一 一 一  『` -r

    74

    82

    17
     7

    11

旦 亠RQle亀.岨 」凱一⑳.be[s_hips_
B.Kinship Roles

7.Occupat.ionai Role

8.Student Role

9.Politieal Affiliation

10.Social S tatus

ll・Territoriality， Ciしizenship

】2，Membership in Actual I nteracしing Group

17

 J

80

 1

 1

16

17

≦二_L∠㌧bsしra隻1」一一一工d弖旦しifi豆a」三ig9{ミ

13.Existenしial， Individuating

14.'Nenbership in an Abstract Category

l5. l dcological and Belief References

29

Al
18

D.lnしe一}■ 一『

16.Judg

l7.lnしe

]8.Arti

19.Othe

ests ao廴 ム ⊆Uvi」4e§

27
 1

 4

27

          -

gents， Tasts， Likes

ectual Concerns

tic Activities

Activities

旦亠塵 亀erlaユー一Ref鉦eo(塑
20.Possessions， Resources

21.Physical Self， Body I mage
 5

36

旦翼ajQr S.ens_e_s_.of，一蝕 ユf

22.Sense of Competence

23.Sense of Self-Deter.inaしion

24.Sense of Unity

25.Sense of Moral Worth

ss

23
。5

22

Ω皿 Ωr.50naしCharact皿is虹i㎎

28.lnterpersonal Style

27.Psychic Sしyle

59

52

旦.E一 悲
28.Jud

29.Sit

30.Unc
  一}

霊旦aLR旦 藍e隍 膨 §

e鵬ents I爾putedしo Others

ational References
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名 の反 応 を分 析 した 結 果 得 られ た も の で あ る。 こ

の 中 で ，最 も言 及率 が 高 い の は ， 〈年 齢(Age)〉

で ， そ の 他 に く学 生 の 役 割(Student Role)〉 ，

〈性 別(Sex)〉 の 言 及 率 が 高 くな って い る。表1-1

のBugenta1とZelen(1950)の 結 果 と比 較 す る

と，〈学 生 の 役 割 〉，〈性 別〉に つ い て は類 似 した 結

果 を 得 て い る(Bugentalら の く職 業(Occupa-

tion)〉 には 「学 生 で あ る」 とい う反 応 も分 類 され

て い る)。 しか し，〈年 齢〉 は ，Bugentalら の結

果 で は8.0%に 過 ぎず ，Bugenta1ら の結 果 で最

も言 及率 の高 か っ た 〈名前 〉 は ，Gordonの 結 果

で は17%に 過 ぎな い 。 こ の違 い は ，W・A・Y技

法 とWAI技 法 の 違 い(e.9.， 回 答 数 ， 教 示)， 被

験 者 の違 い(e.g.， 年 齢 ， 施 行 時 期)， あ るい は ，

施 行 状 況 ，分 類 評 価 の仕 方 な どの違 い に よ る も の

と考 え られ る。 と ころ で ，Gordonは こ の カ テ ゴ

リー に よ る分 類 以 外 の分 析 も行 な っ てい る。 そ の

1つ は ，反 応 を 性 別 ，人 種 ，.宗教 な どの “catego-

ry” の 反 応 か ，あ る い は，「恥 ず か しが り屋 」 とか

「知 的 」 な どの “attribute” の 反 応 か で 分 類 す る

も の で あ る。 も う1つ は ， 反 応 の時 制 を分 析 す る

もの であ る。 時 制 の分 析 では ， 過 去 か ら現 在 に つ

なが る も のが 約75%を 占め る こ とが 示 され て い

る。 さ らに ， 彼 は ， 各 反 応 を ， 被 験 者 自身 に と っ

て 「非 常 に否 定 的(negative)な もの」か ら 「非 常

に 肯 定 的(positive)な もの 」 ま での5段 階 で評

定 させ た 。 そ の 結 果 ， は っ き りと肯 定 的 ， あ るい

は ， 否 定 的 とみ な され る反 応 は 学 生 で 約40%で

あ った の に 対 し， ア ル コ ール 中 毒 患 者 で は52%，

分 裂 病 患 者 で は70%で あ り， これ らの 患 者 で 感

情 負 荷 的(affect・1aden)な 反 応 が 多 い こ とを示 し

た 。

 MontemayorとEisen(1977)は ，10才 か ら

18才 まで の被 験 者 にWAI技 法 を施 行 し，Gordon

(1968)の 反 応 カ テ ゴ リーを 用 い て 分 析 を 行 な っ

て い る 。表1-4は ，各 年 齢 ご とに カテ ゴ リー の言

及率 を算 出 した もの で あ るQこ れ を見 る と，Gor・

don(1968)が 高 校 生 の反 応 を 分 析 した 結 果(表

1-3参 照)と は 異 な る 点 もあ る。 例 えぽ ，〈年 齢

(Age)〉 を 比 較 す る と， Gordonの 結 果 では ，82

%も の 言 及 率 が あ るの に 対 し，Montemayorら

の 結 果 では ， 高 校 生 に あ た る16才 と18才 を 見
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表1-4カ テ ゴ リー の年 齢 別 言及 率(00)(Montemapor&Eiaen(1977)よ り作 成)

カチゴリー

一 一 . 一    `一 一 幽  ■  一
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て も，25%と41%で あ る。 また ， 《Interest

and Activities》 の4つ の カテ ゴ リー(16～19)

は ，Gordonの 結 果 の 方 が か な り低 い 。 この よ う

な 違 い に は ， 研 究 の行 な わ れ た 時 期 が 違 う点 や ，

被 験 者 の居 住 地 域 の 違 い が 影 響 して い る と思 わ れ

るが ， そ れ だ け で な く， 分 類 を 行 な う時 点 で の カ

テ ゴ リーの 解 釈 に 違 い が あ る こ と も考 え られ る。

と ころ で ，Montemayorら の 結 果 か ら， 反 応 の

年 齢 に よ る違 い を 見 る と， い くつ か の 発 達 的 特 徴

が 認 め られ る。1つ はs<Possessions， Resources>

と 〈Physical Self， Body Image>の 言 及率 が ，

年 齢 と と もに 下 が る傾 向 が あ る こ とで あ る。Gor・

donは ， こ の2つ の カ テ ゴ リ ー を 《Material

References》 と 呼 ん で あ り， こ れ は ， James

(1892)の 物質 的 客 我 と 対応 づ け て考 え るこ と も

で き るで あ ろ う。 こ の結 果 は ，発 達 に伴 っ て ， 自

己概 念 ， あ るい は ，self・imageか ら 具 体 的 で 物

質 的 な側 面 が希 薄 に な る傾 向が あ る こ とを 示 唆 し

て い る。 も う1つ の 特 徴 は ， 〈Interpersonal

Style>と 〈Psychic Style>の 言 及 率 が ， 年 齢 と

とも に上 昇 す る傾 向が あ る とい うこ とで あ る。 こ

の2つ の カ テ ゴ リーは ， 《Personal Character-

istics》 とさ れ て お り， い わ ゆ る “性 格 ” に つ い

て の記 述 が 分 類 され る。 これ は ， 年 齢 と と もに 自

己 概 念 ・self・imageに お い て “性 格 ”が 顕 在 化 す

る傾 向 が あ る こ とを 示 唆 して い る。

 McGuireら の “Tell Us about Yourself” テ

ス トの 分 析 で は ， 体 系 的 な 反 応 カ テ ゴ リー に よ る

分 類 を 行 な う一 方 で(McGuire&Padawer-

Singer，1976)， 被 験 者 の属 性 と， 反 応 の 中 で の

そ の 属 性 へ の 言 及 との 関 係 を 分 析 して い る。 性 別

に つ い て の 分 析 で は(McGuire&McGuire，
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   女性が多数       男女「司数        男性が多数  …・       家 族 の 性 別 構 成

図1-1 家 族 構 成 と 性 別 の 言 及 率 との 関 係(Mc-

   Guire & McGuire， 1981)

1981；McGuire， MdGuire，&Winton，1989)，

小 学 校1年 生 か ら中学 校3年 生 の560名 に “Tell

Us about Yourself” テ ス トを 施 行 し， そ の 反 応

の中 で 自分 の性 別 に言 及 して い るか ど うか を 評 定

した 。 そ して ， これ と被 験 者 の 家 族 構 成 との 関 連

を 調 べ た 結 果 ， 女 性 が 多 数 を 占 め る 家庭 の 男 子

は ， 男 性 が 多 性 を 占め る家庭 の 男 子 よ りも， 性 別

に つ い て 言 及す る割 合 が 高 い こ と と，女 子 では そ

れ と逆 の 傾 向 が あ る こ とが 示 され た(図1-1参

照)。 彼 らの 仮 説 は ，準 拠 集 団 に お い て ， あ る特

徴 を 共 有 す る人 の数 が 少 な い と， そ の 特 徴 の顕 在

性 が 増 す とい うもの で ， この結 果 は この仮 説 を支

持 して い る。

 そ の他 の分 析 法 と しては ， 自由 回答 法 で得 られ

た 反 応 の心 理 的 負 荷 を分 析 す る ものが あ る。 これ

は ， 被 験 者 の 自 由回 答 法 での 反 応 を 被 験 者 自身 に

示 し， 反 応 の 好 悪 や 重 要 度 な どを 評 定 させ る とい

うもの で あ る。 例 え ば ， 西 村 ・星 野(1964)は ，

WAI技 法 を 施 行 し， 各反 応 の適 合 性(自 分 に ぴ

っ た りして い るか ど うか)， 好 悪 カセ ク シス(気 に

入 っ て い るか ど うか)， 重 要 性(大 切 か ど うか)を

評 定 させ て い る。 そ の 結 果 ， 〈家 族 家 庭〉 の カ テ

ゴ リーに 分 類 され る反 応 はpositiveに 価 値 づ け

ら れ る こ と が 多 く， 〈行 動 性 格 特 性〉 の 反 応 は

negativeに 評 価 され る こ と が 多 か っ た 。 高 垣

(1974)は ， 反 応 の 際 に ス ラ ス ラ 出 て きた もの ，

自分 の 日頃 の 行 動 に 強 く影 響 して い る もの ， 日頃

しば しば 意 識 す る もの な どを ， 被 験 者 のWAI反

応 の 中 か ら挙 げ させ て い る。 そ の 結果 ，〈人 間 〉，

〈女 性 〉，〈学 生 〉， 〈国i籍〉， 〈姓 名〉， 〈私 は私 〉 の

各 カ テ ゴ リー に分 類 され る 反 応 は ， 「ス ラス ラ 出

て きた 」 と評 定 され るこ とが 多 か った 。〈私 は私 〉

を 除 く とこれ らの カ テ ゴ リー一は ，KuhnとMc.

Partland(1954)が 反 応 の最 初 に 現 れ る と 言 う

consensua1な 言 及 に あ た り， Kuhnら の 説 を 別

の 指 標 を 用 い て 支持 して い る と言 え る。 また ， 高

垣(1975)は ， 明 瞭 度(ど の 程 度 ハ ッキ リして い

るか)， 意 識 度(ど の 程 度 意 識 す る か)， 中心 度

(自己 イ メー ジ に どの 程 度 ウエ イ トを しめ てい る

か)， 重 要 度(ど の 程 度 大 切 で あ る か)， 好 悪 度

(どの 程 度 気 に 入 って い るか あ るい は い や で あ る

か)を 尋 ね て い る。 彼 は ， 反 応 を 厂主 観 に よ る評

価 を 媒 介 に しな い記 述 を 内 容 とす る反 応 」 と 「主

観 に よ る評 価 を 媒 介 に した 記 述 を 内 容 とす る反

応 」 とに分 類 して， 後 者 が 前 者 よ りも， 明瞭 度 が

低 く， 意 識 度 ， 中 心 度 ， 重 要 度 が 高 く，negative

な感 情 を 帯 び る傾 向が 強 い と述 べ てい る。

 自 由回 答 法 は ， 応用 的 な研 究 に も用 い られ て い

る。 臨床 的 な 研 究 で は ，Grossack(1960)が ， 様

々な 精 神病 患 者 にWAI技 法 を 施 行 し， そ の 反 応

の 事 例 を 紹 介 して い る。McPartlandとCum.

mingら (McPartland&Cumming，1958；

McPartland， Gumming，&Garretson ，1961)

は ・ 精 神 病 院 の 入 院 患 者 にWAI技 法 を 施行 し，

患 者 の 病 棟 で の 行 動 との 関連 を 分 析 した 。 彼 ら

は ・WAI反 応 を “A・Concrete”(免 許 証 や 身 分

証 明 書 に 書 かれ る よ うな属 性)， “B.Status”(社

会 的 に定 義 ・確 認 され る 地 位 に つ い て の 言 及)，
“C

・Stylistic”(“situation・free” な 行 動 ス タイ ル

の記 述)， “D・Extravagant”(あ ま りに も漠 然 と

して い て ， そ の 個 人 の 行 動 の予 測 に 役立 た な い記

述)の4つ の カテ ゴ リー に分 類 し， さ らに ，各 個

人 の反 応 が主 に どの カ テ ゴ リー に分 類 され るか に

よっ て， 被 験 者 を上 の4つ の カ テ ゴ リーに 分 類 し

た 。 そ の 結 果 ，“A” に 分 類 され る患 者 は 行 動 が 過

少 で ，“D” に 分 類 され る患 者 は 行 動 が過 多 で あ る

こ とを示 した 。 また ，健 常 者 を 調 べ た 結果 ， そ の

60%近 くは “B” に分 類 され ，患 者 は健 常 者 に比

べ て，``B” に 分 類 され る者 が 少 な く
，“A” や “D”

に分 類 され る者 が 多 か った 。 加 藤(1964)は ， 肢

体 不 自 由者 に対 し，WAI技 法 を 文 章 完 成 法 形 式

に 変 更 した もの を 施 行 して い る 。 これ に は ，「私

は … … で す 。」とい う現 在 時 制 の もの と，「私 は … …



で した 。」 とい う過 去 時 制 の もの とが あ り， 現 在

時 制 の もの は ， 健 常 な 中 学 生 に も施 行 して い る 。

反 応 をKuhnとMcPartland(1954)のcon-

sensual-subconensualな 言 及 に 分 類 した 結 果 ，

全 反 応 に対 す るconsensualな 反 応 の割 合 は ， 身

障者 の現 在 時 制 が7.5%， 過 去 時 制 が2.7%で あ

る の に対 し， 中学 生 の現 在 時 制 が19.6%で あ っ

た 。 彼 は こ の結 果 か ら， 身 障 者 の 地 位 ， 役 割 に 関

す る 自我 関 与 が 薄 い と考 察 して い る。 また 彼 は ，

細 か い 反 応 内容 の 分 類 を 行 な い ， 身 障者 の過 去 時

制 に は ，〈身 体 の叙 述 〉 が 多 く， 〈特 性 ・態 度 〉 が

少 な い こ と も示 して い る。

 教 育 に 関す る研 究 で は ，学 業 成 績 とWAI反 応

との関 連 を調 べ た ものが い くつ か あ る。 例 え ぽ ，

Gustav(1962)は ，大 学 生 に1WAI技 法 を 施 行 し

て， 学 業 成 績 との 関 連 を 調 べ て い る。 そ の 結果 ，

学 業 成 績 の 優 れ た 者 に は ， 学 業 に 関 す る言 及 が 多

い 傾 向が あ り， しか も，そ れ がsubconsensua1な

言 及 と して 現 れ る傾 向 が あ っ た 。 しか し， こ の結

果 は 明 確 な もの で は な く， 彼 女 自身 は ，WAI技

法 が ，学 生 の学 力 を識 別 す る の には 有 効 でな い と

結 論 づ け てい る。 そ れ 以 外 の研 究 で も， 自 由回 答

法 の反 応 と学 力 との 間 に 明確 な 関 連 は 見 出 され て

い な い が(e・9・，Jones&Strowig，1968；Mason，

Adams，&Blood，1968)， この よ うな 研 究 では ，

反 応 の 分 析 に 用 い る カ テ ゴ リー の適 刧 さが 問題 と

な るで あ ろ う。 そ の他 の研 究 と して は ，社 会 階 層

との 関 連 を 分 析 した もの や(e.9.，McPartland，

Gumming，&Garretson，1961；Wellman，

1971)， ソシ オ メ トリーを 併用 して 対 人 関 係 との

関 連 を 分 析 した もの(e.g.， 松 本 ，1967；Zelen，

1954)も あ る。 また ， 宇 宙 飛 行 士 の 適 性 を 調 べ る

の に 用 い られ た とい う報 告 もあ る(Ruff&Levy
，

1959)o

 以 上 ， 自由 回答 法 を 用 い た 実 証 研 究 を 見 て き

た 。 これ らの研 究 を見 る と， 自 由回 答 法 の 特 徴 が

理 解 され る。 まず そ の1つ は ， 自 由回 答 法 を 用 い

る こ とに よ って ， 多 様 な 反 応 が 得 られ る とい うこ

と であ る。 例 えば ，McLaughlin(1966)やGor-

don(1968)の カテ ゴ リー見 る と， 性 別 ・年 齢 ・

氏 名 な どの人 口学 的 な属 性 ，所 属 や 役 割 ，身 体 ，

価 値 ・関 心 ・好 み な ど の 指 向 的 な 側 面 ， 自己評
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価 ， 性 格 な ど 多 様 な 反 応 が あ る こ とがわ か る。

James(1892)やAllport(1955，1962)は ， 自

我 あ るい は 自己 が 広 い領 域 に及 び ， 多 様 な 側 面 を

持 つ こ とを示 唆 してい る。 そ うい う意 味 では ， 自

由 回答 法 は ， よ り包 括 的 に 自我 ・自己 を 捉 え るの

に有 効 な 技 法 とな る可 能 性 を 持 って い る と言 え る

であ ろ う。 も う1っ の 特 徴 は ， 多 様 な 分 析 が 可 能

な こ とで あ る。 こ こに 挙 げ た 多 くの 研 究 は ，反 応

を 何 らか の カテ ゴ リー で分 類 す る とい うもの で あ

っ た 。 しか し， カ テ ゴ リー に は研 究 の 目的 に よっ

て様 々 な もの が あ り， カ テ ゴ リー の違 い に よ っ て

様 々 な分 析 が可 能 とな る 。 また ， カ テ ゴ リー分 類

を行 なわ な くて も， 被 験 者 の反 応 を 現 象 学 的 に分

析 す る こ とに よ っ て， 被 験 者 の 全 体 像 を 捉 え る こ

と も可 能 で あ る(e.9： ，Grossack，1960)。 特 に ，

自 由回 答 法 の 場 合 ， 反 応 の 収 集 と分 析 が 比較 的 独

立 して い るた め ， あ る被験 者 の反 応 を様 々な視 点

か ら分 析 す る こ とが で き る。場 合 に よっ ては ， あ

る研 究 者 の収 集 した 反 応 を ，別 の研 究 者 が 全 く異

な る視 点 か ら分 析 す る こ と も可 能 で あ ろ う。 た だ

し，現 在 の ところ ， 分 析 技 法 が 十 分 発 達 して い る

わ け では な い 。 従 っ て， 自 由回 答 法 が 有 効 性 を 発

揮 で き るか ど うか は ， 今 後 の 分 析 技 法 の 発 展 に か

か って い る と言 って も過 言 で は な い 。

3.研 究 の 目的

 自我 ・自己 に 関す る理 論 的 な検 討 にお い ては ，

自我 ・自己 が 多 くの側 面 を 持 ち， 広 い 領 域 に わ た

る もの で あ る こ とが 示 唆 され てい る。 自我 ・自己

の領 域 あ るい は 内容 に つ い て は ，James(1892)

AIIport(1961)や の 理 論 が 包 括 的 に示 して い る と

言7...るで あ ろ う。James(1892)の 客我 に 関す る

理 論 に よれ ぽ ， 自我 ・自己 は ，身 体 ，所 有 物 ，家

族 ， あ る い は ， 国家 な どの物 質 的 な もの， 他 者 か

ら受 け る認 知 な ど の社 会 的 な もの ， 意 識 状 態 ， 心

的 能 力， 諸 傾 向な どの 精 神 的 な もの に まで 及 ぶ 。

また ・Allport(1961)の プ ロプ リ ウムを 見 る と，

身 体 感 覚 ， 自己 同一 性 ， 自我 高揚 ， 自我 拡 大 ， 自

己像 ， 合理 的対 処 者 ， 固 有 的希 求 な どの領 域 が 挙

げ られ て い るo'こ の よ うな 自我 ・自己 の領 域 や 内

容 は ， 自我 ・自己 につ い て考 察 を加 え てい く上 で
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の 出発 点 とな る。 “自分 ” とい うもの が 具 体 的 に

何 を指 し示 してい るか を知 る こ とに よ って ， そ れ

らの構 造 や機 能 も分 析 可 能 とな る の で あ る。

 従 っ て ， 自我 ・自己 が具 体 的 に ど の よ うな 領 域

や 内 容 を持 っ て い る のか を ，実 証 的 に 解 明 してい

くこ とが最 初 の課 題 とな る。 こ の よ うな 具 体 的 な

領 域 や 内容 の実 証 的 な分 析 にお い て， 特 に 有 効 と

考 え られ るの が ， 自己概 念 あ るい はself・image

で あ る 。 これ らは ， 自分 自身 を個 人 が どの よ うな

もの と して見 てい る のか ， あ るい は ， そ の 個 人 の

目に写 った 自分 の姿 を指 してい る。 こ の2つ の 概

念 の 内容 は 非 常 に類 似 してお り， 明確 に 区 別 す る

こ とは む ず か しい が ， この2つ の 概 念 を 比 較 す る

と， 自己 概 念 の方 が ， よ り抽 象 的 で 恒 常 的 な もの

を指 して い る の に対 し，self-imageは ，そ の よ う

な限 定 が 少 な く， 広 範 囲 の もの が 含 まれ て い る よ

うで あ る。 本 稿G` い て は ， 幅 広 く 自我 ・自己 を

捉 え る とい う立 場 か ら，self-imageと い う術語 を

用 い る こ とに す る。self-imageと は ，ひ と りひ と

りの個 人 に よ っ て 捉 え られ た 自分 自身 の 姿 で あ

る。 これ を 実 証 的 な 手 続 きで 捉 え て 分 析す る こ と

に よ っ て， 各 個 人 に と って の “自分 ” が どの よ う

な 領 域 に 及 ぶ か が 明 らか に な る と考 え られ る。 と

こ ろが ，self-imageに よっ て， 自己 ・自我 の あ ら

ゆ る側 面 を 捉 え られ る とは 言 え な い 。 そ れ は ， 自

我 ・自己 の あ らゆ る領 域 が ， 個 人 に よ って 意識 化

され てい る とは 言 え な い か ら で あ る。 例 え ば ，

Freud(1933)の 言 う無 意識 過 程 は 意識 化 され 得

ない し，Rogers(1951)も 意識 化 され な い経 験 が

あ る と述 べ て い る。 また ， 自我 関 与 の 識 閾 が 自己

認 知 の識 閾 よ りも低 い とい う研 究 もあ る(Hunt・

ley，1940；Wolff，1932)。 こ の よ うに， self・image

に よ る実 証 的 な 研 究 に は 限 界 が あ る と言 わ ざ るを

得 な い 。 従 って ， 最 終 的 に は 意識 化 され て い な い

もの を 把 握 す るた め の 方 法 も用 い て ， 総 合 的 に 分

析 を 進 め てい く必 要 が あ る。 しか し，self-image

は 個 人 に よ って 認 め られ た “自分 ” そ の もの で あ

る 。 それ 故 ，self-imageにi現 れ た もの は ，す べ

て ， 自我 ・自己 の 領域 に 含 まれ る もの で あ る。 し

か も， 自己 概 念 やself・imageが か な り広 い範 囲

に 及 ぶ こ とが ， 自由 回 答法 を用 いた 実証 的 な研 究

に よ っ て も 示 さ れ て い る(e.9.，Bugenta1&

Zelen，1950；Gordon，1968；McLaughlin，

1966)。 そ うい う意味では，self-imageを 実証的

に分析することは，自我 ・自己の領域あるいは内

容を明らかにする最初の段階において有効なもの

と言えるであろ う。

 しか も，自我の様々な領域や内容は相互に関連

を持ってお り，何らかの構造を成 していると考え

られる。このような構造を捉xる ことも実証的な

分析の課題と思われる。ところが，自我 ・自己の

構造を問題とする場合，分析の視点の違いによっ

て，その内容は 大 さく異なることがある。例 え

ば，James(1892)は ，客我の階層性について述

べているが，その場合の階層性とは，上位のもの

の自己保存や自己追求のために，下位のものの自

己保存や自己追求が断念されるとい う優先順位を

指 している。Freud(1933)は ，エス，自我，超

自我とい う3つ の領域を仮定しているが，それ ら

の間の構造を機能的 な連関 から説明 している。

Rogers(1951)も ，自己の構…造について述べてい

る。それによると，自己の構造 とは，“私”の特

質や関係についての知覚が組織化された。流動的

だが首尾一貫 した概念のパターソとされている。

つまり，この場合の構造は，主観的で認知的な構

造を指していると言えるであろう・

 以上のような構造は，個人の内部に想定される

構造である。それに対 し，個人の内部に想定され

るのではなく，むしろ，個人をその中に位置づけ

るような構造もある。これは，ある要素や特徴を

持つ個人が，別の特徴や要素を持つ傾向があると

い うような，共変関係や相関関係に基づいて想定

される構造である。このような構造は主に，因子

分析などの統計的な手法によって見出されること

が多い。このような構造分析は，要素や特徴を何

らかの “まとま り” として呈示することを可能に

す る。そしてこのような “まとま り”は，1人 の

個人の中に同時に見出され易い要素や特徴で構成

される。 結果 として個人は， このような要素群

や特徴群をどのくらい多く，あるいは，強 く持つ

かによって，この構造の中に位置づけられること

になる。このような分析の例 としては，加藤 と高

木(1977)の チェック・リス トで得 られた反応を

因子分析 した もの や，McLaughlin(1966)の



WAI技 法 の反 応 を 因子 分 析 した も のな どが 挙 げ

られ る。 以 上 の よ うに ， 自我 ・自己 の構 造 を 問題

とす る場 合 ， そ の構造 が 意 味す る とこ ろ は ，視 点

の違 い に よっ て様hで あ る。 従 っ て ， 自我 ・自己

の構 造 を 扱 う場 合 に は ， そ の分 析視 点 を 明確 に し

てお く必 要 が あ る。 また ， 自我 ・自己 の総 合 的 な

理 解 のた め には ，1つ の視 点 か ら得 られ た 構 造 だ

け で な く， 様 々な 視 点 か ら得 られ た 多 くの構 造 を

考 慮 す る こ とが 必 要 で あ ろ う。

 さ らに ， 自我 ・自己 に 関 す る 重 要 な 問題 と し

て ， 自我 ・自己 の 機 能 に つ い て の 分 析 が あ る。 自

我 あ るい は 自己 が どの よ うな 働 きを して い て ， そ

れ に よ って個 人 が どの よ うな影 響 を受 け て い るの

か を解 明す る こ とは ， 実 証 的 な研 究 の重 要 な課 題

の1つ と言xる で あ ろ う。 既 に ， 自我 ・自己 の担

っ てい る多 くの機 能 が 指 摘 され てい る。 例 えぽ ，

BellakとSheehy(1976)は ， 精 神 分 析 学 的 な 視

点 か ら， 自我 機 能 の 構 成 要 因 と して ， 現 実 検 討 ，

判 断 ， 現 実 感 覚 ， 衝 動 統 制 ， 対 象 関 係 ， 思 考 過

程 ， 適 応 的 退 行 ， 防 衛 機 能 ，刺 激 障 壁 ， 自立 的 機

能 ， 総 合 統 合 機 能 ， 支 配一有 能 性 の12の 機 能 を 挙

げ て い る。 また ， 実 験 社会 心理 学 で は ，態 度 に 関

して 自己概 念 が 及 ぼす 影 響 や(e.9.，Nel， H：elm・

reich，&Aronson，1969)， 自己 に関 す る情 報 の

処 理 過 程 の 分 析 も為 され て い る(e.g.， Markus，

1977)。 また ， 既 に 指 摘 され て い る もの 以 外 に も，

多 くの 自我 ・自己 の機 能 が 存 在 し， そ れ らは 今 後

さ ら に 明 らか に され てい くもの と考 え られ る。 た

だ し， 自我 ・自己 の 機 能 を 問 題 とす る場 合 ， そ の

機 能 に 関 与 した り対 象 とな る もの を 同 定 して お く

必 要 が あ る。 そ して 多 くの 場 合 ， そ の 中 に 自我 ・

自己 の 要 素 や 内 容 が 含 まれ て い る 。 例}xぽ ，

MarkusやNe1ら の研 究 で は ，「私 は ～で あ る」

とい う 自己概 念 あ るい はself-imageを 事 前 に測

定 して， 実 験 を行 な っ てい る。 従 っ て， 機 能 の分

析 は ， 自我 ・自己 の 内容 や 領 域 の 分 析 と平 行 して

進 め られ て い く必 要 が あ る と思 わ れ る。

 この よ うに ， 自我 ・自己 に 関 す る実 証 的 な 研 究

の 課 題 は 多 い 。 わ れ わ れ は ，WAI技 法 を用 い て，

自我 ・自己 に 関 す る探 索 的 な 実 証 研 究 に 取 り組 ん

で い るが(槇 田 ・岩 熊 ，1988a； 槇 田 ・岩 熊 ，1988b；
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槇 田 ・岩 熊 ，1990)， 特 に 自我 ・自己 の 領 域 や 内

容 に 注 目 して ，個 人 のself-image分 析 を 行 な っ

て い るo

 わ れ わ れ の第1の 目的 は ， 実 証 的 な 方 法 で 個 人

のself・imageを 具 体 的 に 捉 え ， そ れ が どの よ う

な 範 囲 に及 ぶ か を 把 握 す る こ とで あ る。 ひ と りひ

と りの個 人 は ， 様hなself・imageを 持 っ て い る。

そ して ，そ れ は す べ て ，個 人 の “私 ”あ るい は “自

分 ” を 表 して い る。 この よ うなself・imageを 具

体 的 に 集 め て 分 析 す る こ とに よ って ，self-image

に どの よ うな バ リエ ー シ ョンが あ る のか が 明 らか

に な っ て く る。 しか も， こ の よ う に 集 め られ た

imageの 全 体 は ，自我 あ るい は 自 己 の 内容 や 領 域

を も反 映 す るこ とに な る。 も ちろ ん ，self・image

に 自我 ・自己 の あ らゆ る側 面 が 現 れ る とい うわ け

で は な い が ，self・imageに 現 れ る もの は す べ て，

自我 ・自己 の 領 域 に 含 まれ る もの で あ り， しか

も， そ の 主 要 な 側 面 を 反 映 す る もの と 考}xら れ

る。 従 っ て，self・imageを 具 体 的 に収 集 し，分 析

す る こ とは ， 自我 ・自己 の理 解 に お い て 大 きな 意

味 を持 つ もの と思わ れ る。

 第2の 目的 は ，様 々なself・imageが どの よ う

な頻 度 で現 れ るか を分 析 す る こ とで あ る。 具 体 的

に集 め られ たself-imageの 中 に は ， 多 くの 個 人

に共 通 して現 れ る もの もあ れ ば ， 非 常 に 稀 に しか

現 れ ない もの もあ る 。 こ の よ うなself・imageの

分 布 を調 べ る こ とに よっ て，self・imageの 一 般 的

な 傾 向が 理 解 され るの であ る。しか も，self・image

の 中 に は ， あ る集 団 で は 一 般 的 で あ って も， 他 の

集 団 で は そ うで な い も の も あ る。 集 団 に 分 け て

self・imageの 頻 度 を 分 析 す る こ とに よっ て ，集 団

の 特 徴 も明 らか に な る 。特 に ，性 別 や年 齢 に よ っ

て 集 団 を 分 け る こ とに よ って ，self・imageに 現 れ

る性 差 や，self-imageの 発 達 的 な 変 化 も捉 え られ

る で あ ろ う。

第3の 目的 は ，WAI技 法 に現 れ るself-image

間 の相 関 関 係 あ るい は 共 変 関 係 を 分 析 し， そ れ に

基 づ きself・imageの 分 類 や 被験 者 の 分 析 を 行 な

うこ と で あ る。WAI技 法 を用 い る こ とに よっ て

多 様 なself・imageが 得 られ るが ， それ らの 中 に

は ，1人 の 被 験者 の 反 応 の 中 に 同時 に 出現 しやす

い もの や ， あ るい は ，1人 の 被験 者 の反 応 の 中 に
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同 時 に 現れ る こ との あ ま りない ものが あ る。 こ の

よ うなself・image間 の相 関 関 係 を体 系 的 に分 析

す る こ とに よ って ，self-imageの 全 体 的 な構 造 を

知 る こ とが で き る。 この構 造 に は ， 多 様 なself-

imageが それ らの 間 の相 関 関 係 を 反 映 す る よ う

に 位 置 づ け られ ， それ に基 づ い てself-imageを

分 類す る こ と も可 能 とな る 。た だ し， こ の場 合 の

構 造 とは ，個 人 内 に 想 定 され る 構 造 と 言 うよ り

も，む しろ ，個 人 を そ の 中 に位 置 づ け る よ うな 構

造 とな る。 と言 うの も， こ の構 造 には ， 多 くの個

人 の 多様 なself-imageが 含 まれ て お り， 各 個 人

のself-imageは ， そ の 構 造 の 一 部 分 に 位 置 づ け

られ る こ とに な るか らであ る。 結 果 と して ， この

よ うな構 造 か ら， 自我 ・自己 の 領 域 や範 囲 の 問 題

や ，self・imageの 個 人 差 に つ い て も体 系 的 な 理 解

が 進 む もの と思 わ れ る。

 第4の 目的 は ，self-imageが 個 人 内 で相 互 に ど

の よ うな 関 連 を 持 って い るか を 分 析 す る こ とで あ

る。 個 人 の 持 つ 様 々なself-imageは ， 個 々に 独

立 して 存 在 して い るの で は な く， 相 互 に 関 連 い 合

い ，1人 の個 人 の “私 ”を 構 成 してい る。 つ ま り，

この よ うな 関 連 性 か ら， 個 人 のself-imageの 構

造 を 捉 え よ うとい うもの で あ る。 こ の場 合 の構 造

とは ，Rogers(1951)の 言 う自己 の構 造 に近 い も

の で ， 個 人 が そ れ ぞ れ のself・imageを どの よ う

に 認 知 的 に 関 連 づ け て い るか とい うもの で あ る 。

この よ うな 構 造 の 把 握 は ，個 人 の パ ー ソナ リテ ィ

を 理 解 す る上 で も有 効 な もの とな るで あ ろ う。一

方 ， 個 人 が 持 つself-imageの 内 容 は人 様 々 で あ

り， 従 って ， そ れ らか ら構 成 され る構 造 も多 様 な

もの と考xら れ る。 しか し， こ の よ うな構 造 を個

人 間 で 比較 す る こ とに よ り，多 くの個 人 に共 通 す

る特 徴 が抽 出 で きれ ぽ，self・imageが どゐ よ うに

構 造 化 され てい るか につ い て の， 一 般 的 な 理 解 も

進 む もの と思わ れ る。

 そ して， 第：5の 目的 は ，WAI技 法 を パ ー ソナ

リテ ィ診 断 を 行 な うた め の 技 法 と して 確 立 す る こ

と で あ る。 これ は ， 上 に 挙 げ た 目的 の 達 成 と も大

き く関 わ っ てい る。 まず ，WAI技 法 に よ って 個

人 の何 を 知 り得 るの か とい うこ とを 明 確 に して お

か な け れ ぽ な らな い が ， これ は ，WAI技 法 に ど

の よ うな範 囲 のself-imageが 現 れ るか を 知 る こ

とによって，自ずと明らかになるであろ う。そし

て，WAI技 法を用いて個人を理解 しようとする

場合，その個人 の反応 が一般的 なものであるの

か，それ とも，特異な反応であるのか ということ

を判断できなけれぽならない。これは，性別や年

齢 も考慮 した反応の一般的な傾向を把握すること

によって，ある程度可能になるものと思われる。

しかし，このようなことだけからでは，WAI技

法をパーソナ リティ診断に利用する上での十分な

情報は得られない。そのためには，WAI技 法を

実際に個人に施行 し，それを基にパーソナリティ

診断を行なうとともに，他の技法で得られた情報

も含めて比較検討 して，WAI技 法の特性をよく

理解する必要があるだろ う。

 われわれは，以上 のような 目的 に従 って， 自

我 ・自己 の実証的分析 を進 めているが，本稿 で

は，その うち第1の 目的から第3の 目的までに対

応する研究成果について述べる。

 最後 に ， この 研 究 で 用 い られ て い るWAI技 法

の 特 徴 に つ い て ，若 干 触 れ てお くこ と に す る 。

WAI技 法 で は ， 「私 は 誰 で し ょ う? (Who am

I?)」 とい う質 問 に被 験 者 が 自問 自答 して反 応 す

る。 つ ま り，被 験 者 は ， 自分 自身 に とっ て の “私 ”

あ るい は “自分” とい う もの を考 え て， そ れ を 反

応す る こ とに な る 。 こ の よ うに して得 られ た 反 応

は ， 個 人 に よっ て認 識 され た 自分 の姿 を指 してお

り， ま さにself-imageそ の もの と言 うこ とが で

き る。 従 って ，WAI技 法 に よ っ て得 られ る反 応

は ， こ の質 問 に対 す る 回答 で あ る以 上 ， そ の被 験

者 のself・imageに ほ か な らな い の で あ る。 た だ

し，WAI技 法 に よっ て あ らゆ るself-imageが

得 られ るわ け で は な い 。WAI技 法 の 施 行 時 に 意

識 化 され てい な い もの や 言 語 化 され な い もの は 反

応 に現 れ な い し，20答 とい う回 答 数 を 越 え る反 応

は 得 られ な い 。 従 って ， この よ うな 限 界 を 考慮 し

てWAI技 法 を用 い るべ き で あ るが ， self・image

を 収 集 す る上 で ，WAI技 法 は 有効 な技 法 の1っ

と言}xる 。

WAI技 法 の重 要 な特 徴 と して ， 自由 回答 法 を

用 い て い る こ とが 挙 げ られ る。 つ ま り， この技 法

に お い て は ，被 験 者 が 自分 自身 の言 葉 で反 応 す る



こ とに な る 。 従 っ て， 被 験 者 の 自 由 で 自発 的 な 反

応 が得 られ ， そ れ は ， 個 人 が 自分 自身 の 言 葉 で 表

現 した 具体 的 なself-imageと な る。 し か も，

WAI技 法 では 「私 は誰 で し ょ う? (Who am

I?)」 とい う質 問 が 与 え られ るだ け な の で
，研 究

者 の 分 析 視 点 に あ ま り制 約 され な い反 応 が 得 られ

る こ とに な る。 と ころ で ， この よ うな 自由 で ， 自

発 的 で ， 具 体 的 なself-imageを 得 られ る と い う

こ とが ，わ れ わ れ の研 究 目的 に対 し， 大 き な有 効

性 を持 つ こ とに な る。 わ れ わ れ の 目的 の1つ は ，

self・imageの 内容 の バ リエ ー シ ョンを 調 べ る こ

と で あ るが ， 自 由回 答 法 以 外 の 方 法 に お い て は
，

予 め 研 究 者 が そ の バ リエ ー シ ョンを 制 限 せ ざ るを

得 な い 。 例 え ば ， 選 択肢 の 形 で示 した場 合 ，選 択

肢 に な い反 応 は絶 対 に 出現 し得 な い 。 そ の点 ， 自

由回答 法 の反 応 の バ リエ ー シ ョ ンは ， 理 論 的 に は

無 限 とい うこ とに な る。 もちろ ん ， 人 間 が 答 え る

以 上 ，反 応 には 共 通 す る もの や 類 似 した もの が あ

り， 結 果 と しては ， い くつ か の 種 類 に ま とめ る こ

とが で き るで あ ろ う。 そ して ， この よ うに して得

られ た 反 応 の 種 類 が ，self・imageの バ リエ_シ ョ

ンを 表 す こ とに な るの で あ る。 た だ し
，WAI技

法 に は 前 に も述 べ た よ うな限 界 が あ るた め， こ の

バ リエ ー シ ョンが あ らゆ るself -imageを 含 む と

は 言 え な い ・ しか し，WAI技 法 を 多 くの 個 人 に

施 行 す る こ と に よ っ て， か な り広 範 囲 のself.

1mageが 得 られ る もの と思わ れ る
。

 さらに・WAI技 法で得られた反応に対 しては，
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多様な分析が可能 となる。前節 でも述 べたよう

に，反応を何らかのカテゴリーで分類するに して

も，多様なカテゴリーの設定の仕方があ り，それ

以外にも・WAI反 応の心理的負荷を分析す るも

のや因子分析を用いるものもある。また，反応の

現象学的な分析 を行 なっている例 もある。しか

も，分析手続 きは，心理的負荷の分析は別として，
WAI施 行時に必ず しも決っている必要はない

。
反応を収集 した後で，分析手続きを変更すること

も可能である。特に，反応カテゴリーによる分類

を行なう場合，この 特性が有効性 を持 つ。つま

り，反応に対 し，複数のカテゴリーによる分類を

行な うことができるのである。例}ば ，1人 の研

究者が収集 したデータを，他の研究者が全 く別の

視点から分析することも可能となる。また，反応

カテゴリーを分析結果に合わせて変更 した場合，

新たにデータを収集する必要がなく，既に集めら

れたデータを再び用いることができる。さらに，
その結果を基に再びカテゴリーを変更することも

可能となる。つまり，このようなプロセスを通 じ

て，反応カテゴリーの精緻化 とデータの蓄積を同

時に行なっていくこともできるのである。_.方 ，
心理的負荷の分析や多変量解析を用いた分析につ

いては，まだ未開拓な部分があ り，新 しい分析技

法の開発の余地がある。また，現象学的な分析に

ついては，WAI技 法がパーソナ リテ
ィ診断に用

い られることが多 くなるに従って，その重要性を

増 してい くものと思われる。



2
.，準 轡 の 作 成

1. 目的               21

2.WAI技 法の施行と反応の分析    22

3.1983年 度版基準書の作成 と改訂………24

1.目 的

 WAI技 法 は ， 自 由回 答 法 を用 い たself・image

収 集 の た め の 技 法 で あ る。被 験 者 は ， 「私 は 誰 で

し ょ う?」 とい う問 い を 自分 自身 に 対 して 行 な

い ， それ に対 す る 回答 を 自分 自身 の言 葉 で記 述 す

る。 そ の た め 回答 の 内 容 は ，性 別 や 年 齢 な ど の基

本 的 な 属 性 ，職 業 な どの 社 会 的 な 役 割 ， 対 人 関

係 ， 家庭 ，身 体 ，能 力， 性 格 ， 希 望 ， 願 望 ， 態 度

な ど広 範 囲 に及 ぶ 。 また ， 回 答 の形 式 に も， 文 と

な っ て い る もの(e.g.， 「私 は 明 るい 性 格 で す 」)，

節 とな っ て い る もの(e.g.， 「子 煩 悩 の 父 親 」)，単

語 だ け の もの(e.g.， 「男」)な ど， 様 々 な パ リエ

ー シ ョ ソが あ る
。 つ ま り，WAI技 法 に は ， 被 験

者 自身 が 捉 えた “私 ” あ るい は “自分 ” に つ い て

の 様 々な イ メ ー ジが ， 被 験 者 自身 の ス タイ ル で 表

現 され るの で あ る。

 間 題 は ， この よ うに して 得 られ た 多様 な 回 答 を

どの よ うに 分 析 して い くか とい うこ とで あ る。 例

え ば ， 臨 床 的 な 目的 の た め に1人 の 個 人 を理 解 す

る上 で は ， 回 答 を読 む こ とに よっ て ， そ の個 人 が

どの よ うなself・imageを 持 つてい るか を理 解 で

き る 。 とこ ろが ， 多 数 の個 人 にWAI技 法 を 施 行

し， そ こか ら一 般 的 な 結 論 を 引 き出 す た め に は ，

あ る程 度 計 量 的 に 反 応 を 分 析 す る必 要 が あ る。 も

ちろ ん ，WAI反 応 の よ うな 自由 記 述 の デ ー タを

直 接 計 量 的 に 分 析 す る こ とは で きな い 。一 般 的 に

は ， この よ うな 反 応 を 計 量 的 に 分 析 す る場 合 ， 反

応 カ テ ゴ リーを 作 成 し， 反 応 を そ の カテ ゴ リー で

分 類 し， カ テ ゴ リー の 反 応 頻 度 に基 づ き分 析 を 行

な うとい う方 法 が と られ る。前 章 で も述 べ た よ う

に ，WAI反 応 の た め の カ テ ゴ リー は既 にい くつ

か 作 成 され て い る。 これ らの カ テ ゴ リー は ，分 析

の 目的 に よっ て ，作 成 す る時 の手 続 き も， 内容 も

異 な る。例 え ぽ ，KuhnとMcPartland(1954)

は ，個 人 の社 会 シス テ ム とのつ なが りや ， そ こ で

の 自己確 認 を 分析 す るた め に ，consensualな 言

及 とsubconsensua1な 言 及 とに 分 類 して い る。

また ，最 も 一 般 的 に 用 い ら れ て い るGordon

(1968)の カ テ ゴ リー も， 社会 的 同一 性 とい う 視

点 か ら設 定 され てい る。 この よ うな ア ・プ リオ リ

な分 析 枠 組 み に 従 っ て設 定 され た カ テ ゴ リーは ，

そ の枠 組 み の 中 で の 分 析 に 対 しては 有 効 で あ って

も， そ れ 以 外 の 目的 に 用 い る場 合 に は ， 意 味 の あ

る結 果 が 得 られ な い こ と もあ る。 従 って ，WAI
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技 法 を 用 い て 分 析 を 行 な う場 合 は ，分 析 の 目的 に

合 った 反 応 カテ ゴ リー を 使 う必要 が あ る 。 また ，

分 析 の 目的 に 合 っ た カ テ ゴ リーが ない 時 には ， 新

た に 反 応 カテ ゴ リー を作 成 す る必 要 が 出 て くる。

 前 章 で も述 べ た よ うに ，わ れ わ れ(e.g.， 槇 田 ・

岩 熊 ，1988a； 槇 田 ・岩 熊 ，1988b； 槇 田 ・岩 熊 ，

1990)の 第1の 目的 は ， 個 人 の 持 って い るself.

1mageの 具 体 的 な 内容 や バ リエ ー シ ョンを把 握

す る こ とで あ る。 そ して ， それ が どの よ うな頻 度

で 現 れ るか を 把 握 す る こ とを 目的 と して い る 。 と

ころ が ，既 存 の反 応 カテ ゴ リーは ， ア ・プ リオ リ

な 分 析枠 組 み に基 づ い て設 定 され てい るた め ， こ

の よ うな 目的 には あ ま り適 してい な い 。 ア ・プ リ

オ リな枠 組 み に従 えば ， 必 要 な カ テ ゴ リ…は そ こ

か ら演 繹 的 に決 定 され ， カ テ ゴ リー数 も少 な くな

る。 ところ が ， この よ うな カ テ ゴ リーを 用 い て 反

応 を 分 類 す る と， 枠 組 み に な い 反 応 内 容 が 無 視 さ

れ た り， あ るい は ， 枠 組 み に 合 わ せ て 反 応 内 容 が

歪 曲 され る可 能 性 が 高 くな る。 そ こ で ，わ れ わ れ

は ， ア ・プ リオ リな 分 析 枠 組 み を 導 入 せ ず に，

WAI技 法 で得 られ る反 応 そ の もの か ら
， 帰 納 的

に反 応 カ テ ゴ リー を作 成 す る こ とに した 。 この よ

うに反 応 カ テ ゴ リー を帰 納 的 に作 成 す れ ば ， カ テ

ゴ リー そ の ものが 反 応 の バ リエ ー シ ョンを 反 映 す

る こ と にな り， さ らに ， そ れ に 基 づ い て 反 応 頻 度

を 分 析 す る こ とに よ っ て，WAI反 応 の一般 的 な

傾 向・ す な わ ち，self・imageの 一 般 的 な 分 布 を

把 握す る こ とが 可能 とな る。

 わ れわ れ は この よ うな考 察 に基 づ き，「基 準 書 」

と呼 ばれ るWAI反 応 の帰 納 的 な カ テ ゴ リ、一を 作

成 す る試 み を 続 け て い る 。基 準 書 は ，1983年 度

に最 初 の版 が 作 成 され て以 来 ， 分 類 上 の 問 題 や 反

応 頻 度 の分 析 結 果 に 基 づ き， 数 回 の 改 訂 が 行 な わ

れ て い る。 本 章 で は ，WAI技 法 の 施 行 と基 準 書

の 作 成 ・改 訂 の 手 続 きに つ い て 述 べ るこ とにす

る。

で，中学生以上 の被験者 を対象 とした 厂・一般用

WAI用 紙」 と，小学生を対象とした 「小学生用

WAI用 紙」が作成 された。「一搬 用WAI用 紙」

には，B4版 の紙が用いられ，左半分にはフェイ

ス ・シー トと被験者への教示が印刷され，右半分

に被験者が反応を記入するスペースが設けられて

いる。左半分のフェイス ・シー トには，氏名，性

別，調査日時，生年月日，年齢，現住所，未婚 ・

既婚 職業，学歴を記入す る欄があ り，その下に

は・以下のような被験者への教示が印刷されてい

る。

 「私 は 誰 で し ょ う?」(WhoAmI?)と い う問

い に対 し， あ な た の こ とに つ い て ，20通 りの 異

な る答 え を右 のペ ー ジの1番 か ら順 に 書 い て い っ

て くだ さい 。 思 い つ くま まに ， 自 由に 書 い て い っ

て くだ さい 。 書 き終 った ら，1か ら20ま で の答

え を 見 て ， 特 に 自分 ら しい と思わ れ る答 え の番 号

を ○ で 囲 ん で くだ さい 。○ は い くつ つ け て もか ま

い ませ ん 。 も し， ど う して も最 後(20番)ま で答

xを 思 いつ か ない 場 合 は ， 思 い つ く ところ ま で で

結 構 です の で， そ こ ま での 内容 で， 自分 ら しい と

思 わ れ る答 えの 番 号 を ○ で 囲 ん で くだ さい 。

 用紙の右半分の反応を記入する欄は，20本 の

罫線が引かれ，各行の先頭に1か ら20の 番号が

付けられただけのものである。被験者は，これら

の各行に1答 ずつ反応を記入していき，最終的に

20の 回答を記入することになる。

 「小学生用WAI用 紙」は，一般用 と同じ大き

さの紙を用い，形式 もフェイス ・シー トと教示を

除いて同じになっている。小学生用のフェイス ・

シー トの項 目は，氏名，性別，調査日時，生年月

日，年齢，現住所，親の職業，学校名，学年であ

る。教示は，以下のように，一般用よりも平易な

ものになっている。

2.WAI技 法の施行 と反応の分析

[WAI用 紙]

実際にWAI技 法を施行するにあたっては，被

験者の反応を得るための用紙が必要となる。そこ

 「私 は だ れ で し ょ う?」 とい う問 い を 自分 に し

て み て くだ さい 。 そ して ， そ の 問い に対 す る ，20

通 りの それ ぞれ ちが う答 え を ，右 の ペ ー ジ の1番

か ら順 番 に書 い てい っ て くだ さい 。 思 い つ くま ま

に， 自由 に書 い てい っ て 下 さい 。 も し，20番 ま



で答xを 思いつかないときは，思いつくところま

ででかまいません。答えを書きおえたら，あなた

がかいた答xを 見て，特に自分らしいと思 う答え

の番号を○でかこんでください。○は，いくつつ

けてもかまいません。

 他 の用 紙 と して は ， 老 人 を 対 象 と した 厂老 人 用

WAI用 紙 」 が あ る。 これ は ， 字 を 大 き く して縦

書 き に 印 刷 した もの で， 大 き さはB4版 で あ る

が ， フ ェ イ ス ・シ ー トと反 応 の 記 入欄 の2枚 綴 り

に な って い る。 また ， フ ェイ ス ・シー トの記 入 欄

を 年 齢 と性 別 だ け に 限 った 「無 記 名WAI用 紙 」

も作 成 した 。

[被験者]

 1980年 前後から組織的にデータの収集を始め，

1989年 度までに14，324名 分の有効データを収集

した。被験者の性 ・年齢別の内訳は次章で詳述す

るが，被験者の年齢は9才(小 学校3年)か ら90

才以上にまで及んでいる。被験者の居住地域は，

関東地方が中心であるが，それ以外の地域の被験

者 も含 んでいる。学生 は，小学校，中学 校，高

校，大学のいずれも複数校 の被験者 を含 んでい

る。社会人の場合は，会社員と主婦が中心である

が，自営業，公務員，自由業の者もいる。老人の

データは，老人 クラブ等の団体で収集したものが

多く含まれている。

[施行の手続き]

 施行に際 しては，原則 として，被験者や施行状

況に合わせ，上のWAI用 紙の中から適切な もの

を選択 した。小学生の被験者(3年 生以上)に 対

しては小学生用を用い，それ以上の被験者に対 し

ては一般用を用いたが，老人の一部には老人用を

用いた。また，記名式のWAI用 紙では施行がむ

ずか しい場合に限 り，無記名のWAI用 紙を使用

した。データの収集は，3つ の手続きのいずれか

で行なわれた。その1つ は集団施行によるもので

ある。この手続きは，学生を対象とす る場合の大

部分や老人 クラブ等の会合において施行す る場合

に用いられた。この場合に，用紙を配布し，被験

者全員に対 し口頭で教示を行ない，その後，被験
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者か らの質問を受けつけた。反応に要する時間に

は個人差があるため，各自が自分のペースで反応

するよう数示 し，特に時間制限は設けなかった。

20分 から40分 程度の時間をとって施行したが，

時間内に書き終えなかった被験者については，可

能な限 り，自宅で記入して後日提出す るよう求め

た。2つ めの手続きでは，個人的に被験者に依頼

してWAIへ の反応を求めた。その場合，用紙を

手渡して口頭で教示を行ない，自宅で記入して提

出するよう求めた。そして，3つ めの手続きは，

大学の教員，企業の人事担当者，大学の学生 ・卒

業生などの調査協力者に，データの収集を依頼す

るとい うものである。この場合，調査協力者は上

の2つ の手続きに従ってデータを収集 した。

阪 応の分類と集計分析の手続き]

 WAI技 法で得られた反応は，反応カテゴリー

である基準書 で分類 されてから，集計分析 され

る。この分類作業においては，評価者が回答の内

容を見て，等価あるいは最 も内容的に近いカテゴ

リーのコー ドを各回答 に割 り当てていく。分類

は，原則として回答単位で行なわれる。つまり，

被験者の20の 回答をそれぞれ独立に分類す るの

である。ただし，1っ の回答だけからでは分類が

できない場合，その被験者の前後の回答を参考に

して分類する。また，1つ の回答の中に，複数の

内容が含まれている場合は，それぞれの内容を1

つの反応として分類を行な う。そのため1人 の被

験者の反応数が20を 越える場合もある。

 反応の分類には，評価者 として十数人程度の大

学生があた る。評価者は，分類に先立ち3ケ 月程

度の トレーニソグを受けている。 トレーニングで

は，同一の反応を全員がそれぞれ分類 し，その結

果について全員で討議を行な う。このような討議

を通 じて，評価者全員が同一の基準で反応を分類

できるようにするのである。実際の分類は，評価

者が分担 して行な うが，評価者が1人 では判断で

きない ものについては，全員で討議 して判断する

ように している。

 反応が基準書で分類された後，各被験者のデー

タは大型計算機に入力される。その際には，被験

者の属性(年 齢，性別，職業など)，各回答 に対
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す る基 準 書 の カ テ ゴ リー ・コー ド， 各 回 答 に “自

分 ら しさの ○ ” が 付 け られ て い た か ど うか が 入 力

され る。 入 力 され た デ ー タに 対 して は ，様 々な 分

析 が 行 な わ れ るが ， 性 ・年 齢 別 の カ テ ゴ リー の反

応 頻 度 を 中 心 に 分 析 が 行 なわ れ て い る 。

3.1983年 度版基準書の作成 と改訂

 わ れ わ れ は ，帰 納 的 な手 続 きで，「基 準 書 」 と呼

ば れ るWAI反 応 の 反 応 カ テ ゴ リー を 作 成 す る試

み を 続 け て い るが ，基 準 書 の最 初 の版 は ，1983年

に 作 成 され て い る(e.9.， 槇 田 ・岩 熊 ，1988a)。

この1983年 度 版 基 準 書 の 作 成 に は ， 内 容分 析 の

手 法 と してKJ法(川 喜 田，1967)が 用 い られ た 。

1983年 度 版基 準 書 は ， 全 部 で1，786の カ テ ゴ リ

ー を持 ち
， これ らの 各 カ テ ゴ リー は，「小 項 目」 と

呼 ば れ てい る。 小 項 目は ，334の 「中 項 目」 に ま

とめ られ ， さ らに ， 中 項 目は10の 「大 項 目」 に

ま とめ られ て い る。 この 基 準 書 の 作 成 に 際 して

は ， 小 項 目が 反 応 の バ リエ ー シ ョ ンを反 映 す る よ

うに ， そ れ ぞ れ の 小 項 目を な るべ く厳 密 な カ テ ゴ

リー に して あ る。 そ の た め ，小 項 目数 もか な り多

い もの とな っ て い る 。一 方 ， 中項 目や 大 項 目を 含

めた 項 目の配 置 にお い ては ， 反 応 カ テ ゴ リー と し

て使 う時 の見 や す さや 使 い や す さを 主 に 考 慮 し

た 。 こ の基 準 書 は ， 小 項 目と呼 ば れ る カ テ ゴ リー
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によって構成されている。各小項目には，そのカ

テゴリーを 代表 するような名前 と して 「小項目

名」が付けられてお り，そのカテゴリーに分類 さ

れる具体的な反応例が 「例示」として数個ずつ挙

げられている。そして，分類や分析を行なうため

のコー ドとして 「小項目番号」がそれぞれに与え

られている。また，意味内容の類似する小項 目が

まとめられた中項 目には 「中項目名」が付け られ，

さらに類似する中項目がまとめられた大項目には

「大項 目名」が付けられている。

 1983年 度までに収集された1，123名 のデータ

は，1983年 度版基準書によって分類され，集計分

析 された。その結果，カテゴリーの中には反応頻

度の非常に少ない ものや，分類の時点で区別 しに

くい ものがあ り，また，カテゴリー数が多いため

に反応の分類において，多くの時間と手間を要す

るとい う問題も出てきた。そこで，反応頻度の少

ないものや区別 しにくいものを併合し，項 目の配

置にも手を加 えた。1983年 度版基準書にはこの

よ うな改 良が 加 え られ ， そ の 結 果 ，1984年 度 版

基 準 書 が 作 成 され た 。 この 基 準 書 を月 い て ，新 た

に 収 集 され た もの を 含 め てす べ て の 反 応 を 分類

し， 反 応傾 向 の 分 析 を 行 な った 。 デ ー タを収 集 す

る一 方 で ， この よ うな 厂基 準 書 の改 訂→ 反 応 の分

類 → 集 計 →反 応 傾 向 の分 析 一〉基 準 書 の改 訂 」 とい

う過 程 を数 年 間 にわ た っ て繰 り返 して， 基 準 書 を

リフ ァイ ン して きた 。1983年 度 版 か ら1989年 度

版 に 至 る基 準 書 の 大 項 目の 変 遷 を 図2-1に 示 して

お く。

 1983年 度 か ら1989年 度 まで の 間 に ，類 似 した

小 項 目の 併 合 ，中 項 目の 廃 止 ，槇 田 ・佐 野(1965)

の パ ー ソナ リテ ィの概 要 の ス キ ー ム を考 慮 した カ

テ ゴ リー の 配置 な どの改 訂 を行 ない ， そ の結 果 と

して，1986年 度 には か な り安 定 した カ テ ゴ リーが

得 られ た(槇 田 ・岩 熊，1988a； 槇 田 ・岩 熊，1988b；

槇 田 ・岩 熊 ，1990)。 この1986年 度 版 基 準 書 は ，

そ の 後1988年 度 まで ， 数 項 目の 小 項 目に若 干 の

変 更 が 加 え られ た 程 度 で ， ほ とん ど同 じ形 で使 用

表2-11988年 度版基準 書の概要

    内 容   贐
.一.一.一_一 一.一.一.一一.._ 一一...一_一_.一_..一 一 __  一.一一一一 一. .L_.一 一                 

隴 靆 ：専門鰤 ・脯 轍 ど・… い
      一   _.一.._.._，..一 一一↓._.

1自 分の性 絡につい ての記述の うち，気質 といわ170

1蠅2哩 墜 聖 ・__.i～

雛 彎膿 譜(力 鵬 外の鰤 嚠47
                 ”T一 一.一t  一'..「一tt-L一'・一一一一.一一.一一・… ・一一一一一・・一t.一・一一一一一 一! 一一一r

「自 己 に 対 す る感 情 。評 価 な ど に つ い て の 記 述
。!90

厰 求， 驪 ，鯔 などにつ いての記述。 1陣

度， キ ヤセ クションな ど`こつ いての醤謎 。1

 「私 は私 」， 「私 は誰亅，実存 的な記述.   1

望 噸 轡 蝿 竺 __.に
Ie” の臨 についての縦 のうち，力動的側副43
1を表すもの。              }

1盛 鵜「轟 体質，身厩 爺 茜罷セr
lカ に つ い て の 記 述 。            1

1一一_.一一__.v.t.一，.一「    '}'『『一『巳一 .一皿一}.一冖舮“}'一'『'貯一申冒一 '一一一一・一一櫛→ 一一.一

1血 縁 的 役 割 ， 象 族 ， 家 庭 に つ い て の 記 述 。    12

              …一  +一一一一1
舗 ，翻 ，鞘 説 住所，出舳 ，生年月el28

 職桑，所属団体，学歴などについての記述。 l
I友 人関係，対人闘係についての記述。     }

1藤 ヨ廊翫 需1。編 鋤，一.商財
1回答など。                1

       . 一■一一一一兀.一一一 一 .一， 一一一  _        一一_ 一1  .一.__

               計303
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され た 。表2-1の1988年 度 版 基 準 書 の 概 要 に も

あ る よ うに ， こ の基 準 書 で は303の 小 項 目が9っ

の 大 項 目に ま とめ られ て い る 。 なお ，1988年 度 版

基 準 書 は，「組 織 行 動 研 究 ，No.16」(槇 田 ・岩 熊，

の資 料 と して掲 載 され て い る 。

 1988年 度 版 基 準 書 は，比 較 的 安 定 性 の高 い カ テ

ゴ リー と言 え る 。 しか し， ま だ ， 区別 の判 然 と し

な い カ テ ゴ リーが あ り， また ， カ テ ゴ リー数 も多

く，使 用 に際 して は あ る程 度 の トレー ニ ングが 必

要 で あ る 。 そ こ で，1988年 度 版 基 準 書 を さ らに 改

訂 し， カ テ ゴ リー数 が 少 な く， 分 類 が も っ と容 易

な基 準 書 を 作 成 す る こ とに した 。 改 訂 の 手 続 きの

概 略 は ， 類 似 した 小 項 目 を 併 合 す る こ とに よ っ

て， 小 項 目の 数 を 減 らす とい うもの で あ る。 具 体

的 には ，1988年 度 版 基 準 書 の 小 項 目を そ れ ぞ れ カ

ー ドに 書 き抜 き
， そ れ らをKJ法 で 内 容 分 析 す る

こ とに よ って ， 新 しい 基 準 書 を 構 成 した の で あ

る。 小 項 目を カ ー ドに 書 き抜 く際 に ，1っ の小 項

目の 小 項 目名 と例 示 は ， 区 別 を 付 け ず に1枚 の カ

ー ドに 列 挙 し
，不 適切 と思 まれ る小 項 目名 や例 示

は削除 した。また，小項 目番号はカー ドの裏側に

記入 し，内容分析の際に見えないように した。こ

れは，1988年 度版基準書の構成を示す手がか りが

内容分析に影響 しないようにするためである。な

お，非常に反応の少ない小項 目は予め分析から除

外 した。原則 としては小項 目の分割は行なわなか

ったが，2つ の小項 目については小項 目の分割を

行なった(i.e.，小項 目 〈職場 ・職業〉から例示の

「主婦」と 「無職」をそれぞれ分離；〈硬派 ・軟派〉

を 厂硬派」と 「軟派」に分割)。 内容分析は，大学

生10人 の2つ のグループが独立に行なった。1

つのグルー一プは，1988年 度版基準書の分類 トレー

ニングを受けた経験のあるグループで，もう1っ

は，基準書についての一切の予備知識を持たない

グループである。このように して得られた両者の

結果を総合 して基準書を構成 し， これを1989年

度版基準書とした。この基準書は，199の 小項目

で構成 されてお り，それらが9つ の大項目にまと

められている。表2-2に ，1989年 度版基準書の

概要を示 しておくが，詳細Y'つ いては巻末資料の

表2-21989年 度版基準書の概 要

                         

i大 項目名 l
i     [

キ… 一  一 一
11社 会

 1       職業，所m団 体，学歴などについての記述。

」_ 挫 嬰 挫 璽些 ・てILLXI：a 一
、隊 庭  i蛹 轍 割r族 ，家庭。つc、ての記述.旨2
一醤 一 一一一一 1                .一一1_._

31躰  1容姿・体格，健康 ・体質，身体撒.身 体的副3

1   }カについての記述。     1
-4.一一・…一一一一一… 一・1一一 … 一一一一・一一・.…         一!一一…一

4}勧  i黝 能力，専舳 勧 謝 人的能力などについi， 。

      1ての記述。               i
.『『亅.一 一.一..一.一._.一___

   ∴⊥∵  一省琴
ロ

驤 ・性糖 齢灘 所・蹴 ・生年・・い8

6、 力動

 1
一一一軽_._____↓
 i.._        i71擔向

 l     l

 1

 i

 l
一⊥_._._.一 」

 ロ

`陣 惣 黜 嬲 鉾述の・ち・情飆 ・1・・

一L一 一 一一 一 一 ・一・t

    _一 一一一一一.一，一.__一_一_..一__._ 一一_一.一一一1_...一.              ヒ

1       .    ・・_    L_

1自分の性絡についての謎 のうち，力動的甑132
 

1に つい て記述 したもの。

坐生 塵菱蝉…  
・陣 

一1押8'0.

                
[自 己に対する繍情 ・評価 などについての記述。159

}欲 求，願望，希望などについ ての記述.

1態 度，キャセクションなどについての記述。

 「私は私亅， 「私は誰亅，実存的な記述。}

上位縦念，隠喩 的な表現な ど.
.一・一一一 一 一.一.一一… 一..・一 … 一 … 一.一 一レー

               2

【1

L_一

199
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厂1989年 度 版 基 準 書 」 を参 照 され た い 。

 この よ うな 手 続 きで 作 られ た 基 準 書 は ， 分 析 の

た め の 応 反 カ テ ゴ リーで あ る と同 時 に ，WAI技

法 に よ って どの よ うな応 反 が得 られ る か を具 体 的

に示 す もの で もあ る 。 つ ま り，基 準 書 は ，多 くの

個 人 か ら得 られ たself-imageを 具 体 的 に列 挙 し

だ リス トと言 うこ とが で き る。 こ の よ うな 基 準 書

と槇 田 ・佐 野(1965)の パ ー ソナ リテ ィの 概 要 の

ス キ ー ム との 間 に は 対 応 関 係 が 認 め られ(槇 田 ・

岩 熊 ，1988a； 槇 田 ・岩 熊 ，1988b； 槇H1・ 岩 熊 ，

1990)， パ ー ソナ リテ ィの ほ とん どす べ て の 側 面

に つ い て の記 述 が ，WAI技 法 にお い て出 現 し得

る とい うこ とが 示 され てい る。 従 って ， この よ う

な特 性 を 持 つWAI技 法 は ， 目的 に よっ て は非 常

に 有 効 な もの とな るで あ ろ う。 た だ し，1人 の個

人 が これ らの す べ て の側 面 に つ い て言 及 してい る

とい うわ け で は な い 。 こ の結 果 が 意 味 してい るの

は ，多 くの個 人 の記 述 の総 体 が ス キ ー ムの す べ て

の側 面 に及 ぶ とい うこ とであ る。 そ うい う意 味 で

は ， 個 人 が どの 側 面 に 言 及 して い るの か とい うこ

とが ， そ の 個 人 の 特 徴 を 示 して い る こ とに な る。

そ の よ うな 視 点 か らの 分 析 も，self・imageあ る

い は 自我 ・自己 の理 解 に とっ て意 味 あ る もの とな

るで あ ろ う。
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1.目 的 2.方 法

 前 章 で述 べ た よ うに， わ れ わ れ は ，帰 納 的 な手

続 きに従 っ て，WAI技 法 の 反 応 カ テ ゴ リー で あ

る基 準 書 の精 緻 化 を進 め て きた 。 そ の結 果 ，1989

年 度 には199の カ テ ゴ リーを 持 つ1989年 度 版 基

準 書 が 完 成 され た 。 本 章 で は ， この 基 準 書 を 用 い

て 実 際 の 反 応 を 分 類 し， 各 カ テ ゴ リーの 反 応 頻 度

を 分 析 した 結果 に つ い て 述 べ る。 この よ うな 分 析

に よ って ，WAI技 法 で得 られ る反 応 の一 般 的 な

傾 向 や バ リエ ー シ ョ ンが 明 らか とな り， 個 人 が ど

の よ うなself・imageを 抱 い てい るの か も把 握 さ

れ る。 また ， 被 験 者 は ， 小 学 生 か ら老 人 に 至 る男

女 約14，000名 に も及 ぶ た め ，self-imageの 性 差

や 生 涯 発 達 的 な 変 化 も分 析 可 能 とな る。 な お ， 巻

末 の 資 料 に は ，「WAI事 例 集 」 と して ， 被 験 者 の

反 応 が そ の ま ま 掲載 され てい る。 た だ し， 「組 織

行 動 研 究 ，No.16」(槇 田 ・岩 熊 ，1990)に ，小 学

生 か ら高 校 生 まで の事 例 が 掲載 され て い る の で ，

本稿 で は ， 大学 生 か ら40代 まで の事 例 を掲 載 し

た 。

[被験 者]

 1980年 前 後 か ら組 織 的 にWAI反 応 の収 集 が

始 め られ ，1988年 まで に7，520名 のデ ー タが 収

集 され た 。 これ は デ ー タ数 と して は 少 な い もの で

は な い が ， 社 会 人 以 上 の デ ー タ数 ， 特 に 老 人 の デ

ー タ数 は 十 分 な もの で は な か
った 。 そ こで ，1989

年 度 に は ， 社 会 人 と老 人 に 焦 点 を 絞 って デ ー タの

収 集 を 行 な っ た 。 そ の結 果 ， 約6，800の 有 効 デ ー

タが得 られ た 。表3-1は ，1988年 ま で の 有効 デ

ー タ と1989年 度 に収 集 され た 有 効 デ ー タ を合 わ

せ た ， 性 ・年 齢 別 の被 験 者 の 内訳 で あ る。 これ を

見 る と， 有 効 被 験 者 数 は14，324名 で あ り， す べ

て の セ ル で200以 上 のデ ー タが あ り， 小 ・中 学 生

の 女 性 と60代 以 降 を 除 い た セ ルの デ ー タ数 は500

以 上 あ る。 な お ， 今 回 の 分 析 で は ， 反応 数 が5未

満 の デ ー タは ， 無 効 デ ー タ と して 扱 うこ とに した

た め ，1988年 ま で の デ ー タか ら も 分 析 か ら 除 外

され た もの が あ る。年 齢 区 分 に つ い て は ，便 宜 的

に ， 大学 生 以 下 の者 に つ い て は小 学 生 ， 中学 生 ，

高 校 生 ，大 学 生 に 分 け ， それ 以 上 で70才 未 満 の
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表3-1性 ・年齢別の被 験者数

 年 齢

小学生

中学 生

高校生

大 学生

20～29才

30～39才

40～49才

50～59才

60～69才

70才 以 上

ユ垂匡瑠

計i

 691

 939

1，599

 528

i，ose

 624

 752

 529

 278

 366

・・400

 479

 217

1.058

1，107

i，iss

858

1，137

549

 297

 233

計

1，170

1，156

2，857

1，833

2，289

1，283

ir88s

1，078

 575

 59fl

三__.一 」L

x，924114，324

一___」L____=

者 に つ い て10才 刻 み で分 類 した 。 従 っ て20代

の デ ー タに大 学 生 の デ ー タは 含 まれ てい な い 。

[反応の分類]

 反応の分類には1989年 度版基準書が用いられ

た。分類の手続きは，前章でも述べたように，評

価者が各反応を見て，最 も意味内容の近い基準書

の小項 目の番号を割 り当ててい く。分類は，原則

的には回答単位で行なわれ，1つ の回答の中に複

数の内容が含まれている場合には，それぞれの内

容を1つ の反応として分類を行な う。

 1989年 度 に収集 されたデータについては，大

学生20人 のグループと大学院 レベルの9人 のグ

ループが，WAI反 応の分類にあたった。50代 ま

でのデータについては大学生，60代 以上 のデー

タについては大学院 レベルの者が分類 した。評価

者は，分類に先立ち約1ケ 月間の トレーニングを

行なった。 トレーニングでは，同一の反応をグル

ープ全員がそれぞれ分類 し，その結果についてグ

ループで討議 を行な う。このような討議 を通 じ

て，評価者全員が同一の基準で反応を分類できる

ようにした。実際の分類は，評価者が分担 して行

なったが，評価者が1人 では判断できない ものに

ついては，グループで討議 して判断するように し

たo

 一方，1988年 度 までに収集 されたデータは，

既に1988年 度版基準書で分類され，大型計算機

に入力されている。これらのデータについては，

大型計算機上で1989年 度版基準書の小項 目番号

に変換 した。1988年 度版か ら1989年 度版への改

訂は，原則 として小項 目の併合なので，古い小項

目番号を対応する新 しい小項 目番号に変換するだ

けでよい。ただ し，分割 された小項 目につ いて

は，評価者による再分類，またはフェイス ・シー

トの情報等を使って大型計算機上で再分類を行な

った。また，反応が少ないため削除された小項 目

については，最 も意味の近い小項 目に便宜的に併

合 した。その他に，今回の分析では，小項目〈757

隠喩的な表現〉の反応を 〈802無 効回答〉に併合

している。〈757隠 喩的な表現〉に対応する1988

年度版基準書の小項目 〈自己規定〉には，隠喩的

な表現をとっている拒否的な反応が多く分類 され

ていた。ところが，1989年 度版では，拒否的なも

のは 〈802無 効回答〉 として分類 している。そこ

で，1988年 度以前のデータと1989年 度のデータ

の対応をとるために，集計分析の際に両者を便宜

的に併合した。そのため，分析結果では，〈757隠

喩的な表現〉に分類 された反応 は，すべて 〈802

無効回答〉 として集計されている。従って，〈802

無効回答〉はこの分析においては，無効回答だけ

ではなく，隠喩的な表現をとった自己記述を含ん

でいることになる。

[集計分析]

 1989年 度版基準書は，199の 小項 目が9つ の大

項 目にまとめられた ものである。従って，分析単

位は，大項 目と小項 目の2種 類が考えられる。大

項 目単位の分析は，反応の全体的傾向をつかむの

に適 しているが，細かい応反のニュアンスを読み

取 りに くい。一方，小項目単位の分析は，大項目

より細かいニュアンスを読み取ることが可能であ

るが，199と い う項目数のため，全体像が捉xに

くい。このように2つ の集計方法は，長所と短所

を合わせ持 っているため，この2種 類の分析方法

を併用することにす る。また，反応頻度の指標 と

しても2つ のものが考えられ る。1つ は，各カテ

ゴリーの被験者1人 あた りの平均応反数である。

もう1つ は，言及率 と呼ぽれ るもので，各カテゴ

リーの反応を少なくとも1反 応以上 している被験

者のパーセンテージを算出す るものである。平均

反応数は，1人 の被験者がそのカテゴリーの反応
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を数反応以上している場合は意味ある数値 となる

が，そ うでない場合には，言及率の方が理解 し易

い数値 となる。そこで，大項 目を分析単位 とする

場合には，平均反応数と言及率を分析指標とし，

小項 目単位の分析では言及率を分析指標として用

いることにする。

3.結 果 と考 察

[大項 目単位の分析]

 1989年 度版基準書の小項 目は，9つ の大項目に

分けられている。表3-2は ，各大項 目の平均反応

数を性 ・年齢別に示 した ものである。そして，表

3-3は ，各大項 目の言及率を性 ・年齢別に示 した

ものである。まず，大項 目《社会》から見てい く

ことにしよう。この大項 目には，名前や性別など

の個人の基本的な属性や学校，会社，友人関係な

社会関係についての記述が分類される。この大項

目の平均反応数は被験者全体 で約3.4で ，《社

会》は《指向》に次いで反応の多い大項目となっ

ている・言及率も，全体で85.4%と かな り高い

数値 となっている。年齢による違いを見ると，平

均反応数は，小学生で最 も多 く，70才 以上で最

も少ない。全体的に，年齢を追 うごとに反応数が

減る傾向があるが， 男性では，50代 と60代 の

間で大きく減少してお り，女性は大学生 と20代

の間で大 きく減少 している。言及率を見ても同 じ

様な傾向が認められる。 このような 変化は， 男

性における退職や職業生活からの引退，女性の結

婚など，社会的な位置づけの変化を反映している

と言えるであろ う。また，小学生 と大学生を除い

て，女性よりも男性の方が反応数が多 く，特に，

30代 から50代 の間はその差が大きい。これも，

男女の社会参加の仕方の違いを反映 していると言



32
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   図3-1〈 家 庭 〉 の 平 均 反 応 数

えるであろう。

 《家庭》には，「父」，厂長男」，「主婦」などの家

庭内の役割や，家族 の他 の構成員 についての記

述，そして家族や家庭全般についての記述などが

分類される。全体の平均反応数は，約1.4と 少な

いが，性別や年齢 による差 は大 きい。そこで，
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 図3-2〈 情意〉+〈力動〉の平均反応数

《家庭》の平均反応数を性 ・年齢別にグラフ化 し

てみると，図3-1の ようになる。これを見ると，

すべての年齢層で男性 よりも女性の方が反応数が

多 く，30代 以降その差が大 きくなっている。30

代か ら50代 にかけては家庭を持ち，子供の養育

にあたる時期である。この時期は，家庭において



子供の養育にあた る女性 も多 く，おそらく，その

ような人 々の関心は，社会的なものよりも家庭や

子供に向けられていると考えられる。言及率を見

てもこの年齢層の女性の約80%が 《家庭》の反

応をしている。一方，同じ年齢層の男性は，女性

よ りは少ない もの，他の年齢層の男性に比べて平

均反応数が多 くなっている。これは，男性にとっ

ても，自分が築き，維持すべきものとしての家庭

が重要な意味を持っていることを反映 したものと

考えられる。しか し，男性の場合，それ と同時に

社会的な活動が最 も活発な時期に当た り，社会的

な関心が女性よ りも高い一方で，家庭への関心は

女性 よりも低 くなったものと思われ る。60代 以

降では，女性の平均反応数はほとんど減少 してい

ないが，男性では減少 している。これは，女性に

とって，子供の養育が終っても，家族や家庭が大

きな意味を持ち続けるのに対 し，男性にとっての

家族 ・家庭の重要性に変化があることを示唆 して

いる。

 《個体》には，身体に関する記述全般が分類さ

れる。平均反応数を見ると，年齢を追 うごとに減

少する傾向があ り，特 に，70才 以上では，1反

応にも満 たない。性差 については，30代 以上は

ほとんど差がないのに対 し，20代 以下 では差が

大きくなっている。ただし，小 ・中学生では男子

の反応数が多 く，高校生から20代 にかけては女

性の方が多い。これは，身体に対する意識が，発

達とともに変化 し，そこには大きな性差があるこ

とを示唆 している。おそらく，男子の場合，小 ・

中学生の時期に，身体の大きさや身体的な能力に

強い関心を持つのに対 し，女性の場合，高校生か

ら20代 にかけて自分の容姿に強い関心を示すこ

とが反映 されているものと思われる。

 《能力》は，平均反応数 が最 も少 ない大項 目

で・いずれの性 ・年齢集団 でも1反 応 に満 たな

い。そこで言及率を見ると，小学生から高校生ま

での男性が30%代 であるほかは30%未 満で，

70才 以上では10%代 になっている。このように

自分の能力がself・imageに あまり現れないのは，

日本の文化 ・習慣によるところが大きいように思

われる。第1章 でも触れ た，Montemayorと

Eisen(1977)がWAI技 法を用いてアメリカの
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10才 か ら18才 までの被験者を分析 した 結果 で

は，《能力》と対応する 「能力の感覚(Sense of

competence)」 で，36%か ら48%の 言及率があ

る(表1-4参 照)。 アメリカのような能力主義の

文化では，個人は自己の能力を強 く意識すること

になる。これは，文化の違いが，そこで生まれ育

った個人のself・imageに 影響を与えるとい うこ

とを示す例と言えるであろ う。

 《情意》と《力動》は，いわゆる性格について

の記述が分類 される大項 目である。《情意》に

は，気質などの比較的固定的な性格記述が分類さ

れ，《力動》には ヒステリー傾向や神経質などの

力動的な ものが分類される。図3-2は ，両者の平

均反応数を加算 して，性格に関する反応の数と性
・年齢との関係を示 したものである

。これを見る

と，小学生から大学生までは平均反応数が増加 し

ている0こ れは，発達に伴って，自分の性格に対

す る関心が高ま り，それがself・imageの 中に反

映されることを示 している。それに対 し50代 以

降では減少傾向が認められ，自分の性格に対する

関心が加齢とともに減少することを示 している。

また・性差については，高校生から20代 にかけ

て，男性よりも女性の方が，平均反応数が多 くな

っている。この2つ の大項 目を別々に見ると，両

者の平均反応数は ともに，年齢を追って増加 し，

その後減少するとい う逆U字 型の曲線を描いて

いる。 しか し，《情意》と《力動》との間には発

達的なズレも認められる。《情意》は大学生から

50代 まで比較的安定 して推移 している。この期間

においては・言及率も80%付 近で比較的安定 し

ている。それに対 し，《力動》の平均反応数は，

大学生 でピークに達 し，20代 以降減少傾向を示

している。大学生とい う時期は，Erikson(1959)

の言 う自我同一性(ego identity)の 確立の時期

に もあたる。従って，不安定性を示す性格記述が

多 く含まれる《力動》の反応が多いことも理解で

きる。一方，社会生活を遂行する上では，自分の

性格をある程度把握する必要があ り，その際の性

格把握は，《情意》に含まれるような比較的恒常

的な性格記述 となるのであろう。

 《指向》は，最 も平均反応数の多い大項目で，

全体での平均は約6・9と なっている。また，こφ
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大 項 目に分 類 され る反 応 は 全 反 応 の37ｰｰに あた

る 。 こ の大 項 目には 個 人 の 指 向的 な 側 面 に つ い て

の 記 述 ， 例 えば ， 欲 求 ・願 望 ・希 望 ， 好 み や 態

度 ， キ ャセ ク シ ョ ン， 自己 評 価 な ど， 多 様 な 反 応

が 分類 され る。 実 際 ， 《指 向》 には59も の 小 項

目が あ り，最 も小 項 目数 の多 い 大 項 目で もあ る。

また ， 《指 向 》 の言 及率 を見 る と， い ず れ の 性 ・

年 齢 集 団 で も95%以 上 の言 及 率 が あ り， ほ ぼ す

べ て の被 験 者 が 指 向的 側 面 に言 及 してい る こ とを

示 してい る。 これ は ， 指 向的 側 面 が ， ほ とん どの

被 験 者 のself・imageの 中 で 顕 在 的 で あ り， しか

も，量 的 に もself・imageの 大 きな 部 分 を構 成 し

てい る こ とを 示 して い る と言x..る で あ ろ う。

 《 そ の他 》 には ， 〈801WAIに 関 す る記述 〉 と

〈802無 効 回 答〉の2つ の小 項 目が あ る。前Y'も 述

ぺ た 通 り，〈802無 効 回答 〉 に は ， 分 析 の都 合 上 ，

〈757隠 喩 的 な表 現 〉 が 併 合 され てい る。 しか し，

全 体 的 に は ， この 大 項 目に 「私 は誰 で し ょ う?」

とい う閙 い に対 して不 適 切 な反 応 が分 類 され て い

る と言 え る。 平 均反 応 数 を見 る と，大 学 生以 下 で

多 く，20代 以 降 は 比 較 的 少 ない 。 また ，言 及率

も，30代 以 上 で は20%以 下 とな っ て い る 。

 大 項 目《 無 回 答 》 に は 〈901無 回答 〉 とい う小

項 目が あ るだ け で ， しか も， こ の カ テ ゴ リー に分

類 され るの は，20の 回 答 の うち ，全 く書 か れ てい

な い 回 答 ， も し くは ，不 完 全 で意 味 を成 さ ない 回

答 で あ る。従 っ て ，20か ら 《無 回答 》 の 数 を 引

い た もの が ， そ の被 験 者 の 回答 数 とい うこ とにな

る。 これ を見 る と，70才 以 上 ， 小 学 生 ，60代 に

《無 回答 》 が 多 く，70才 以 上 で は ， 平 均 して5

以 上 もあ る。 つ ま り，70才 以 上 の者 の 回 答 数 は

平 均 して14～15答 とい うこ とに な る。 そ れ に 対

し， 《 無 回答 》 が 少 な い の は ， 大 学 生 と高 校 生 の

女 子 ， 大 学 生 と30代 の 男 子 で あ る。 こ の結 果 は，

低 年 齢 と高 年 齢 とい う両 端 で回 答 数 が 少 な く，20

代 を 除 い て， 中 間 に あ た る年 齢 層 で 回 答 数 が 多 い

とい うこ とを 示 して い る。 回 答 数 は 施 行 状 況 な ど

の 様 々な 外 的 な 要 因 に も影 響 され るが ， 自分 自身

を どの くらい 多 面 的 に 捉 え られ るか ， あ るい は ，

self・imageが どの 程 度 分 化 してい るか を 示 す 指

標 と も考 え られ る。 そ う考 え れ ば ，発 達 に 伴 っ て

分 化 が 進 む が ，老 年 期 を 迎 え る と，self-image

の広が りが失われてい くと見ることもできる。

[小項 目単位の分析]

 1989年 度版基準書には199の 小項 目がある。

ここでは，すべての小項目について言及す ること

はできないので，言及率の高かった項 目を中心に

述べることにする。表3-4は ，被験者を性 と年齢

で分けた10の 集団のいずれかで，20%以 上の言

及率があった48の 小項目の言及率を性 ・年齢別

に示 したものである。この表では，言及率を数字

ではなく，言及率10%に つき1っ のアスタ リス

クで示 してある。例xぽ ，小学生男子の 〈101名

前〉の言及率には4つ のアスタ リスクが示されて

お り，言及率が40%以 上50%未 満であること

がわかる。また，小項 目名の前にある数字は小項

目番号を示 してお り，その最初の1桁 は大項目の

番号 と対応 している。〈名前〉の例 で言 えば，小

項 目番号が “101”で，大項 目は1番 目の《社会》

ということになる。

 〈101名 前〉から 〈116友 人〉 までは，大項目

《社会》の小項 目である。この中で特に言及率が

高いのは，大学生以下の男女の 〈109学校〉と20

代以上の男性の 〈111職 場 ・職業〉である。学生

の く学校〉の言及率は，すべて60%以 上(高 校

生男子は71.6%)で ある。一方，〈職場 ・職業〉

の30代 から50代 男性の言及率は70%代 であ

り，同じ世代の女性より30%程 度高い。学生に

とっての学校や成人の男性にとっての職業は社会

生活 の 中心であ り，self-imageに おいて社会生

活が重要な意味を持 つことを示 している。〈101

名前〉は，小学生では男女ともに40%代 の言及

率があ り，中学生から大学生にかけては大きく変

動 している。 しか し，20代 以降は下降傾向があ

り，40代 以上では10%未 満になってなる。この

ような下降傾向は，〈103性別〉や 〈108人 種 ・国

籍：〉にも見 られる。特 に，〈人種 ・国籍〉は，図

3-3に も見られるように，明確な下降傾向を示 し

ている。これらの小項目は，個人の社会的あるい

は生物学的な基礎を示す基本的な属性である。こ

の結果は，発達にともなって，このような基本的

な属性がself-imageの 中で顕在性を失っていく

ことを示唆 している。また，〈性別〉は，中学生 と
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表3-4小 項 目の書及率(性 ×年齢のいずれかの集 団で20%以 上 の言及率 のあ ったもの)
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巌アスタッスク1つ が言及率10%を 示す。各セルの上段は男性
，下段は女性を示す。

60才 以上を除いて，女性の言及率の方が高 く，

女性の方が自分の性別を意識 していることも示 さ

れている。

 〈201家 庭内の役割〉か ら 〈211家 族 ・家庭〉

までは，大項 目《家庭》の小項 目である。〈家庭

内の役割〉には，「父である」とい うような家庭に

おいての自分の役割や位置づけなどが分類され，

「一人っ子」，厂主婦」などの反応 もここに分類さ

れ る。言及率は，70才 以上の男性を除いて，すべ

ての集団で20%以 上の言及率があるが，特に，
30代 か ら50代 にかけて高 くなっている。また，

女性の言及率は，すべての年齢層で男性を上回っ

ている。 これは，大項 目の分析 でも触れたよう

に，子供の養育にあたっている時期の個人，特に

女性にとっての家庭の重要性を示唆 していると言

えるであろう。実際，自分の子供についての反応
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が 分 類 され る 〈206子 供〉 の 言 及率 の変 化 を見 る

と， この 年 齢 層 で 高 くな って い る(図3-4参 照)。

20代 以 下 で は ，〈家 庭 内の 役 割〉 の 他 に 〈205兄

弟 姉 妹〉 に 若 干 言 及 が あ る もの の ， そ れ 以 外 は ほ

とん ど言 及 され て い な い 。60代 以 上 で は ， 女性 が

〈子 供〉，〈207配 偶者 〉，〈209孫 〉に か な り言 及 し

て い るの に 対 し， 男 性 の 言 及 率 は それ に 比べ て低

くな っ て い る。 こ の よ うに ， 年 齢 や 性 別 に よ っ

て ， 家 族 の捉 え方 や 家族 関 係 の意 味 づ け が 異 な る

こ と も示 され て い る 。

 大 項 目《個 体 》 には ， 〈301容 姿 ・体 格〉， 〈302

健 康 ・体 質 〉，〈302身 体 的 能 力〉 の3つ の 小 項 目

が あ る。 こ の3項 目は い ず れ も比 較 的 言 及 率 が 高

い 。 と こ ろ が ，〈容 姿 ・体 格 〉(図3-5参 照)と

〈身 体 的 能 力〉 は 年 齢 と と もに 言 及 率 が 下 が って

い るの に 対 し， 〈健 康 ・体 質 〉 は 高 くな る 傾 向 が

あ る(図3-6参 照)。 〈容 姿 ・体 格〉 と 〈身体 的能

力〉 の 下 降 は ， これ らの項 目が 先 に も述 べ た 社会

・生 物 的 な 基 礎 に あ た るこ と と も関連 して い る よ

うに 思 わ れ る。〈健 康 ・体 質〉 の 上 昇 に つ い て は ，

加 齢 に 伴 う疾 病 や 身体 的 な衰 え が，これ ら をself-

1mageの 中 で顕 在 化 させ る 要 因 に な っ てい る と

も考 え られ る 。

 大 項 目《能 力 》 ， 《情 意 》， 《 力動 》 の小 項 目

は ，全 般 的 に言 及 率 が 低 い 。 能 力 では ， 言 及 率 が

性 ・年 齢 別 のい ず れ か の集 団 にお い て20%以 上

の小 項 目は なか った 。 これ は ， 大 項 目の 分 析 で も

述 べ た 日本 の文 化 ・習 慣 の 現 れ と見 るべ きで あ ろ

う。 《 情 意 》 と《 力 動 》 に つ い て は ， 大 項 目単 位

で分 析 す る と反 応 が 少 な い わ け で は な い の で ， 反

応 が 多 くの 小 項 目に 分 散 して い る と考x ..るべ きで

あ ろ う。 そ れ で も， 《 情 意 》 の 〈503明 るい〉，

〈511お 人 好 し〉， 〈532ま じめ ・誠 実 〉 と， 《 力

動 》 の 〈601自 己 中心 的 〉， 〈606短 気 〉，〈618心

配 性 〉 で は ， あ る程 度 の言 及 率 が 認 め られ た 。 こ

れ ら6項 目は ，小 学 生 で の言 及 率 が10/未 満 で 』

高齢 者 の 言 及 率 も 低 い 。 これ は ， 性 格 をself・

imageの 中 に 組 み込 む の に は ， あ る 程 度 の 年 齢

的 な成 熟 が 必 要 であ る し， 一 方 ， 高 齢 に な る と性

格 はself-imageの 中 で 顕 在 性 を 失 って しま うも

の で あ る こ とを 示 唆 して い る。 各 項 目の 内 容 に 注

目す る と， 《 情 意 》 の3項 目は ， どち らか とい う

と肯 定 的 な ニ ュ ア ンスの あ る カ テ ゴ リ…で あ り，

また ， 《 力 動 》 の3項 目は ， 否 定 的 な ニ ュア ソス

の あ る カ テ ゴ リーで は あ る もの の ， 社 会 的 に 許 容

され 易 い もの と言 え る。 そ うい う意 味 で は ， “社

会 的 望 ま しさ(social desirability)” が反 映 され

て い る と も考 え られ る。 例 え ば ，〈明 る い〉は ，男

性 よ りも女 性 に 望 まれ る性 格 と言 え る が ， 図3-7

を見 る と， 女性 の 言 及率 が 男性 よ りも高 い こ とが

示 され て い る。 ま た ，社 会 人 の 男性 に求 め られ る

性 格 で あ る 〈ま じめ ・誠 実 〉 を見 る と(図3-8)，

いず れ の年 齢 層 で も男性 の方 が 高 く， しか も， 働

きざか りの30代 か ら50代 にか け て ， 高 い 言 及

率 を示 してい る。 これ は ， 社 会 的 な 役 割 や 期 待 が

self・imageに も 反 映 され る こ と 示 して い る と も

言 え る で あろ う。

 〈706健 康 に対 す る意 識 〉 か ら 〈758そ の他(指

向)〉 ま では 大 項 目《 指 向 》 の 小 項 目 で あ る。 こ

れ らを 見 る と高 齢 者 で の み 高 頻 度 の言 及 の見 られ

る 項 目 が い くつ か あ る。 それ は ，〈706健 康 に対

す る意 識〉， 〈711老 後 の希 望 〉，〈712老 い に対 す

る意 識〉， 〈716私 は 幸 せ〉(図3-9参 照)， 〈736

社 会 指 向〉 で， これ らは40代 以 下 では 言 及 率 が

低 くな って い る。 こ こか ら 高齢 者 のself-image

の特 徴が うか が え る。1っ は ， 老 い や 身 体 に 対 す

る意 識 が 顕 在 化 してい る こ とで ， これ に は ， 身 体

的 な衰 えや 退 職 や 引退 に伴 う社 会 関 係 の 変 化 な ど

が 強 く関 係 してい る と考Ntice.られ る。 も う1つ は ，

自分 や 社 会 に 対 す る肯 定 的 な 態 度 が 見 られ る とい

うこ とで あ る◎ 例 え ば ， 〈社 会 指 向〉 は ， 社 会 に

対 す る関 心 や ， 社 会 の た め に 役立 ち た い とい う意

識 の 現 れ た 反 応 が 分 類 され ， 高 齢者 の反 応 で は ボ

ラ ソテ ィ ア活 動 に つ い て の 記述 が 多 く分 類 され て

い る。 もち ろ ん ， 高 齢者 に も 自分 や社 会 に対 す る

否 定 的 な 感情 や態 度 を持 つ者 もい る で あ ろ うが ，

self-imageの 中 に肯 定 的 態 度 を持 つ 者 が 他 の 年

齢 層 に比 べ て 多い 。 こ の よ うな 傾 向に つ い ては ，

他 の研 究 で も類 似 した 結 果 が得 られ て い る(e.g.，

Moore，1975；Riley&Foner，1968； 下 仲 ・村

瀬 ， 1976)o

 《 指 向》 に は 興 味 ・関 心 ， 趣 味 や 好 み に つ い て

の 反 応 が 分 類 され る項 目が 多 い 。 多 くの場 合 は そ

の 対 象 に よ って項 目が 分類 され て い るが ，適 切 な
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項 目のない反応は 〈747趣 味〉や 〈748好 み〉に

分類 される。〈趣味〉は30代 以上では30%か ら

40%の 言及率があるが，大学生以下では30%未

満 になっている。それに対 し，〈好み〉は年少者

の方が言及率が 高い とい う傾向がある。おそら

く，これは，好み とい う個人の中であまり組織化

されていない指向の形態が，発達に伴って趣味と

い う組織的な活動に変化するためではないかと考

えられる。性差については，〈好み〉 と，美術，

音楽，文学なども含めた美一般に対する指向が分

類される 〈739審 美指向〉の言及率が高く，成人

男性では 〈740飲 食への指向〉 と 〈741ス ポーツ

への指向〉が高くなっている。〈飲食への指向〉に

は，飲酒や喫煙 も含まれていることを考えると，

これ らの結果は男女の一般的な指向の違いを反映

していると言xる であろう。

 〈756人間〉は 厂人間」，「地球人」，「生物」など

の反応が分類される小項 目で，これも〈103性別〉

や 〈108人 種 ・国籍〉のような生物学的基礎につ

いての項 目と言える。これの言及率の年齢的な変

化を図に したものが図3-10で ある。これを見る

と，他の生物学的基礎についての小項目にも見ら

れるような発達 ・加齢による言及率の下降が明確

に現れている。

 最後に 〈802無効回答〉についても触れてお く。

今回 の分析 では，〈757隠 喩的な表現〉の反応を

〈無効回答〉に併合 している。そのため 〈無効回

答〉の言及率が高くなっている。特に，高校生は

高く，男子では言及率が30%を 越えている。こ

れは，WAI施 行の際の外的な要因が影響 してい

る可能性 も強いが，その一方で，この年齢は，自

己に対する意識が特に強い時期であ り，そのよう

な自己意識が施行時の被験者の態度に影響を及ぼ

しているとも考えられる。

4. まとめ

本章では，WAI技 法で得 られた小学生から老

人までの約14，000名 の反応を，1989年 度版基準

書を用いて分析した結果について述べた。前章で

も述べたように，基準書は，WAI反 応の内容分

析を通 じて帰納的に作成された反応カテゴ リーで

ある。分析においては，基準書の大項 目を分析単

.位とするものと，小項目を分析単位 とするものの

2種 類が行なわれた。大項 目単位の分析は，被験

者 の反応 の全体的傾向をつかむのに適 している

が，細かい反応のニュアソスを読み取 りにくい。

・一方，小項 目単位の分析は，大項 目よ り細かいニ

ュアンスを読み取ることが可能であるが，199と

いう項 目数のため，全体像が捉xに くい。このよ

うに2つ の集計方法は，長所と短所を合わせ持っ

ているが，その両者を行な うことによって，WAI

反応あるいはself-imageの いくつかの特徴がつ

かめた。

 まず，WAIに は個人にとって重要なもの，あ

るいは，重要な事柄があらわれ る傾向があるとい

うことである。反応数や言及率の分析で得 られた

結果には，ある意味で，一般的な常識か らも当然

と考えられるものが多い。例えぽ，自分の家庭を

築き自分の子供を育てている世代において，家族

や家庭に関する記述や子供に関する記述が多いと

い う結果もそれにあたる。 しか し，一般的な常識

は，家庭を築いたものが家庭 や 自分 の子供 に対

し，強い愛情あるいは関心を示すことを当然 とし

ているからこそ，このような予測を生み出すので

ある。つまりこれは，WAIの 反応が個人の自我

関与と密接に関連 していることを示唆 している。

もちろんすべての反応が，このような重要性を持

つとは言えないが，各個人の20の 回答を総合的

に分析することにより，個人の自我 ・自己を理解

する際の重要な手がか りを得ることができるであ

ろう。

 もう1っ の特徴は，WAI反 応に，指向的側面，

デモグラフィックな属性，社会関係についての記

述が多いとい うことである。これを上の重要性の

闇題と結び付けて考えれば，このような側面や属

性が，self・imageに おいて，特に重要で，中心的

なものである可能性が高い とい うことになる。指

向的な側面は，心理学的には要求，動機づけ，態

度，キャセクションな どを含んでいる。これは，

個人の心が何に向いているのか，あるいは，個人

が何に生きているのかをあらわす側面と言 うこと

もできる。動機づけや要：求などを個人が内的に経

過する際，それらは非常に生き生きとした感覚を



伴 う。 お そ ら く，個 人 は それ らの感 覚 を “自分 自

身 の もの ” と して 強 く 感 じ るで あ ろ う。 とす れ

ぽ ， そ の よ うな 感 覚 が 比 較 的 頻 繁 に 経 験 され る こ

とに よ り，self・imageに 反 映 され る こ と も当 然 の

帰 結 と考 え られ る。 また ， 自我 ・自己 に 対 す る社

会 ・文 化 の 影 響 は ， 多 くの 研 究 者 の 指 摘 す る とこ

ろ で あ る 。 デ モ グ ラフ ィ ッ クな 属 性 や 社会 関 係

が ，WAI反 応 に 多 く現 れ る とい うこ とは ， こ の

よ うな 見 解 を 裏 付 けす る もの と言 え る で あ ろ う。

 また ，self-imageの 発 達 的 な変 化 に つ い て も，

い くつ か の特 徴 を捉 え る こ とが で きた 。 まず ， 児

童 期 か ら成 年 期 に至 る発 達 にお い ては ， 個 人 の 社

会 的 あ る い は生 物 学 的 基 礎 がself-imageの 中 で

顕 在 性 を失 っ てい き， そ の 一 方 で 性 格 が 顕 在 化 し

て くる とい う特 徴 が あ る。 これ は ， 名 前 ，人 種 ，

国籍 ， 容 姿 ， 体 格 ， 人 間 な どに つ い て の 言 及 が 発

達 と と もに 減 少 す る一 方 で， 性 格 に つ い て の 言 及

が 増 え る こ とに 現 れ て い る。 前 者 は ， 明 確 で曖 昧

さの 少 な い 属 性 で あ り，個 人 が 先天 的 に付 与 され

た り，親 か ら与 え られ た りす る もの で あ る。 あ る

意 味 で は絶 対 的 で ，個 人 が受 け 入れ ざ るを得 ない

もの で あ る。 こ の よ うな 属 性 は ，self・imageの

形 成 期 に お い て ， そ の基 底 構 造 を成 す もの と考 え

られ る。一・方 ，性 格 は 曖 昧 な属 性 で あ り， 自分 の

性 格 の把 握 には ， 自己 に対 す る洞 察 や 他 者 との 相

互 関係 を理 解 す る能 力が 必 要 とな る。 また ， 社 会

生 活 を 円滑 に営 む の に は ， 自分 が どの よ うな 性 格

な のか ， あ るい は ， 自分 に どの よ うな 行 動 傾 向 が

あ る のか を ，self-imageの 中 に 組 み 込 ん で お く

こ とが 必 要 とな る 。 つ ま り，self・imageに お け

る性 格 の 顕 在 化 は ， 精 神 的 な 発達 に よる もの だ け

で は な く， 社 会 的 な要 請 に よる とこ ろ も大 き い と

一 基準書に よる反応頻度の分析一一  39

言}る で あ ろ う。成 人 期 の特 徴 の1つ は ， 職 業 と

家庭 がself-imageの 中 で重 要 な 位 置 を 占め て い

る とい うこ とで あ る 。 これ は ， こ の年 齢 層 の 多 く

の個 人 が ，職 業 生 活 や 家 庭 生 活 に ほ とん どの 時 間

を 費 や してい る とい うこ とか ら も 十 分 理 解 で き

る。 しか しそ れ だ け でな く， 職 業 や 家庭 とい うも

のが 個 人 に ， 何 に 生 きて い るの か ， あ るい は ，誰

の た め に 生 きて い るの か とい う存 在理 由 を提 供 し

て い るた め と言 え るで あ ろ う。 今 回 の分 析 で は ，

老年 期 にself-imageの 広 が りが 失 わ れ てい く と

い う特 徴 が見 られ た 。 これ は ，反 応 数 が 少 ない こ

とに現 れ て お り，WAI技 法 の 施 行 上 の 問 題 が 影

響 して い る可能 性 もあ る 。そ の一 方 で， 自己 や 社

会 に対 す る肯 定 的 な態 度 が 現 れ てい る。 これ は ，

好 意 的 に見 れ ぽ ， 自己 実現(self-actualization)

の達 成 や ，Erikson(1959)が 人 生 で 最 終 的 に 達

成 す べ き もの と し て い る 「自我 の 完 全 性(ego

integrity)」 の 現 れ と 見 る こ と もで き る で あ ろ

う。 あ るい は ， 控 ；{，目な 言 い 方 を す れ ぽ ， 自分 の

人 生 をik一定 した い ， 安 心立 命 を 得 た い とい うこ と

の 現 れ と も考 え られ る。

 本 章 で は 反 応 頻 度 の 分 析 に 終 始 した が ，WAI

反 応 に 対 して は ， よ り多様 な 分析 が 行 なわ れ るべ

きで あ ろ う。例 え ぽ ， 回答 の 出現 順 位(反 応 が 何

番 目 の 回 答 に 現 れ てい る か)の 分 析 は ，self-

imageの 特 徴 を 理 解 す るの に 役 立 つ もの と 思 わ

れ る。 また ，単 な る 頻 度分 析 で は ，WAIに 反 応

した 個 人 とい う ものが 十 分 に浮 か び 上 が っ て こな

い 。 個 人 を もっ と深 く分 析 す るた め に ， 反 応 間 の

関 連 を 分 析 した り， あ るい は ， 他 の 技 法 の デ ー タ

も含 め て， 個 人 を 総 合 的 に 分 析 す る こ と も考 え ら

れ る。
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1・ 目的と方法の概略

 第2章 と第3章 では，WAI技 法の反応内容に

焦点をあてた分析について述べた。その結果を見

ると，WAI技 法によって得られる反応は，名前

や性別な どの基本的な属性，社会関係，家族や家

庭，身体，能力，性格，欲求や態度などの指向的

なものなどの広い範囲に及び，個人のパーソナ リ

ティのあらゆる側面についての記述が得 られるこ

とが確認 された。これは，self・imageが 多様性

に富み，広範囲にわたるものであることを示 して

いる。また，それ と同時に，WAI技 法が，この

ような多様なself・imageを 収集するのに有効な

技法であることを示 している。第3章 で示 された

ような頻度分析では，多くの個人に共通す るself-

imageの 特徴を示すことに も成功 していると言

えるであろ う。その一方で，このような頻度分析

では，個人 とい う単位は重視 されず，主に個々の

反応を単位 として分析が行なわれている。そのた

め，このような分析か らは，個々人の全体像は十

分に捉えきれない。つま り，個人の反応は，反応

ごとにばらばらにされてしまい，1人 の個人の反

応 と して の全 体 性 が分 析 され ない の で あ る。 そ こ

で本 章 で は ，WAI技 法 で 得 られ た 反 応 の 反 応 パ

タ ー ンを 分 析 す る こ と に よ っ て ， 個 人 のself-

imageを 包括 的 に捉 え ， そ こか ら，個 人 のself・

imageの 一 般 的 な特 徴 を抽 出 す る 試 み に つ い て

述 べ る こ とに す る。

 と ころ で ，WAI技 法 で得 られ る反 応 には ，個

人 の どの よ うな 特 徴 が現 れ て い るの で あ ろ うか 。

言 うまで もな く， それ ぞれ の反 応 には 個 人 の様 々

なself・imageが 示 され てい る 。言 い 換 えれ ぽ ，こ

れ は個 人 のself-imageの 具 体 的 な 内 容 と言 うこ

と もで きる で あ ろ う。 もち ろ ん，WAI技 法 に よ

っ て得 られ た 反 応 に，個 人 の す べ て のself・image

が 現 れ るわ け で は な い が ，'WAI技 法 の20の 回

答 に は ， 個 人 に とっ て顕 在 的 で ， お そ ら く重 要 性

の 高 いself-imageが 現 れ る。 こ の よ うな そ れ ぞ

れ のself・imageに よ って 個 人 を 特 徴 づ け る とす

れ ぽ ， 「男 性 であ る」 とい うself-imageが 顕 在 的

で あ る 者 とか ， 「ま じめ な 性 格 で あ る」 と い う

self-imageが 顕 在 的 で あ る 者 と して ，個 人 を捉

え る こ と も で き る◎ と ころ が ， 個 人 の 持 つ 多 くの

self-imageは ， す べ て1人 の人 間 のself・image

で あ る。 従 って ， そ の個 人 を よ り包括 的 に捉 え る
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とすれば，「男性 で あ る」とい うself-imageと

「まじめな性格である」 とい うself-imageを 合わ

せ持 っている者 として，個人 を見 るべきであろ

う。つ まり，WAI技 法に現れる多様なself・image

をすべて合わせ持つ1人 の “私” として，個人を

捉える必要がある。

 そこで有効 と考えられるのが，個人の反応パタ
ーンを分析する方法である。反応パタ…ンとは，

各個人の全体的な反応が，どのような反応の組合

せによって構成 されているかを 表 したものであ

る。これを分析することによって，個人の反応の

まとま り方や，反応間の相関関係あるいは共変関

係が捉えられる。これをWAI反 応の分析に適用

し，個人のWAI反 応が どのようなself・image

によって構成されているかを分析すれぽ，個人の

WAI反 応の全体的な特徴が捉えられる。反応パ

ターンの分析は，林の数量化IIIを 用いることに

よって体系的に行なうことが可能となる。数量：化

m類 の結果，それぞれ反応は個人差を反映するよ

うな複数の次元の上に位置づけられる。例xぽ ，

2つ の反応が，1人 の個人の反応の中に共に含ま

れる傾向が強ければ，両者はこのような次元の上

で近 くに位置づけられ，次元の両端には，1人 の

個人の反応の中に同時に現われることの少ない反

応が位置づけられることになる。つまり，このよ

うな次元で構成される空間は，個h人 の反応のま

とま り方を反映 したものとなる。

 一方，それぞれの個人は，どのような反応を し

ているかによって，このような空間の中の1っ の

点に位置づけられることになる。数量化nl類 によ

る分析が非常に うまくいった場合，1人 の個人の

すべての反応は空間の一部分に集まり，その個人

もそこに位置づけられることになる。そのような

場合，その位置に基づいて個人を比較す ることに

よって，個人差を体系的に捉えることも可能 とな

る。例えば，年齢や性別によって，個人の位置づ

けがどう異なるかを分析す ることもできる。とこ

ろが，実際には，個人の反応パターンは複雑であ

り，数量化皿類によって完全に説明できるとは限

らない。そのような場合，各個人の反応は，空間

内の一部分に集中せず，ある程度の広が りを持っ

て点在す ることになる。そして，その広が り自体

が ， 個 人 のself-imageの 多 様 性 を 反 映 してい る

こ とに な る。 こ の よ うな場 合 ， 個 人 を 空 間 内 の1

点 に 集約 して分 析 す るだ け では 不 十 分 であ り， こ

の よ うな広 が りを反 映 す る よ うな 分 析 が 必 要 とな

る。 そ こで考 え られ るのが ，空 間 内 で の反 応 の位

置 に基 づ い て反 応 カ テ ゴ リーを 作 成 し， 個 人 の反

応 が どの よ うな カ テ ゴ リーに 分 類 され るか を 分 析

す る方 法 で あ る 。 こ の よ うな 反 応 カ テ ゴ リーに お

い て は ， あ る個 人 の反 応 パ タ ー ンが 比 較 的 単 純 な

らば ， そ の個 人 のす べ て の反 応 は い ず れ か1っ の

カ テ ゴ リー に分 類 され ， 一 方 ， 反 応 が 複 雑 で 多 様

性 を持 っ て いれ ぽ ， 複 数 の カ テ ゴ リーに 分 類 され

る こ とに な る で あろ う。 こ の よ うに ， 数 量 化 皿 類

の結 果 に基 づ い て反 応 カ テ ゴ リーを 設 定 し， そ れ

を 用 い て個 人 を 分 析 す れ ぽ ， 個 人 の 反 応 の 多 様 性

も含 めた 個 人 差 を 体 系 的 に 捉 え る こ とが 可 能 とな

る で あ ろ う。

 WAI反 応 の 反 応 パ ター ンを数 量 化 皿 類 で 分 析

す る こ とに よっ て， 個 々人 の 反 応 を 位 置 づ け る こ

との で き る複 数 の次 元 が 得 られ る。 そ して 結 果 的

には ，この よ うな 次 元 で 構成 され るself・imageの

空 間 が 得 られ る。 この 空 間 は ， あ る 意 味 でself・

imageの 構 造 と言 って も よい 。 と ころ が ，前 に も

述 べ た よ うに ， 自我 ・自己 な どに 関 して 構 造 を 問

題 とす る場 合 に は ， 分 析 の 視 点 に よ って 多 様 な 構

造 が 考 え られ るた め ， どの よ うな 構 造 を 指 して い

る のか を 明確 に して お く必 要 が あ る。 こ こで 得 ら

れ るself-imageの 構 造 は ， 多 くの個 人 か ら得 ら

れ た 個 々 のWAI反 応 を構成 要 素 とす る こ とに な

る。 つ ま り， こ の構造 はWAI技 法 で得 られ る あ

らゆ るself-imageを 含 ん で い る の で あ る。 WAI

技 法 で得 られ るself・imageそ の も のに 制 限 は あ

る もの の ， この 構i造に は ， 主 要 なself・imageの

ほ とん どが 含 まれ る と考 え られ る。 こ の構 造 の性

格 を 明 らか に す る上 で 重 要 な の ぽ ，各 々のself・

imageが どの よ うな 関 係 に 基 づ い て ， この 構 造

の 中 に 位置 づ け られ る か とい うこ とで あ る。 お お

まか に 言 え ぽ ，類 似 した もの が近 くV'位 置 づ け ら

れ ，類 似 して い な い もの が遠 くに位 置 づ け られ る

こ とに な る 。た だ し， こ の時 の類 似 性 は ，基 準 書

の 作成 の よ うに 分 析者 が意 味 内 容 を見 て判 断 す る

もの で は な く，反 応 パ ター ンの類 似 性 に基 づ くも



の で あ る。 つ ま り，1人 の被 験 者 の反 応 の中 に 同

時 に現 れ る こ との多 いself-image同 士 が ，近 く

に位 置 づ け られ る こ とに な る。 結 果 と して ，1人

の個 人 のself-imageと して の ま と ま り方 が この

構 造 に 反 映 され る。

 この よ うな 構 造 は ，self-imageを 理 解 す る上 で

有 効 な もの とな る。 まず ， こ こに は 主 要 なself-

1mageの ほ とん どが 位 置 づ け られ る
。 そ の た め，

こ の構 造 はself-imageの 全 体 的 な領 域 あ るい は

範 囲 を示 す こ と に な る。 しか も， この 構 造 は 全 体

を 説 明す る次 元 を 持 って い るた め ， 全 体 像 を 理 解

し易 い ・self-imageの 範 囲 や 領域 を 捉 え るこ と

は ・ 自我 ・自己 の 領域 を 考 え る上 で も，非 常 に参

考 に な る もの と思 われ る 。 また ， こ の構 造 には 反

応 だ け で な く，個 人 も位 置 づ け られ る。 従 っ て，

こ の構 造 か らself-imageの 個 人 差 を 一 般 的 に 理

解 す る こ とが で き る。 この 場 合 ， 個 人 差 は数 量 化

m類 で得 られ た 次 元 に 従 って 考 え る こ と もで き る

し， あ るい は ， この 構 造 に お け る個 人 の反 応 の範

囲 の違 い と して考 え るこ と も可 能 で あ ろ う。 いず

れ に して も， こ の よ うな 構 造 の中 で個 人 を 比 較 す

る こ とが で きる よ うに な れ ば ， 集 団 も同 じよ うに

比 較 可 能 とな る。 例 え ば ， 性 差 や 年 齢 に よ る違 い

の 分 析 は ，self・imageあ る い は 自我 ・自己 の一 般

的 な 理 解 に も役立 つ で あ ろ う。

 self-imageの 発 達 は，自我 ・自己 の理 解 にお い

て も特 に重 要 な意 味 を持 つ が ， これ に関 しては い

くつ か の 仮 説 が 考xら れ る。 そ の1つ と して ，

self-imageが 発 達 に 伴 い 抽 象 化 ，あ るい は ，内面

化 す る とい う仮 説 が 考 え られ る 。Montemayor

とEisen(1977)は ， self-imageが 具 体 的 な もの

(e.g.，住 所 ， 容姿 ，所 有 物 ，遊 び)か ら抽 象 的 な

もの(e.g.， 個 人 的 な 信 念 ， 動 機 ，対 人 的 な性 格)

へ と変 化 して い く とい う報 告 を して い る
0こ の 結

果 は ， 発 達 に 伴 いself-imageが 内 面 的 に な る こ

とを 示 して い る よ うに も見xる 。 第3章 で も触 れ

た 反 応 頻度 の 分 析 で も， 性 格 に つ い て のself.

imageが 小 学 生 か ら大 学 生 にか け て 増 加 す る と

い う結 果 が得 られ て い る 。 これ ら の結 果 では ， 個

hの 反 応 カ テ ゴ リー の 頻 度 分 析 の 結果 を 総 合 し

て・ こ の よ うな 結 論 を 得 てい るわ け だ が ， 数量 化

皿 類 で 得 られ る構 造 に基 づ い て 分 析 を 行 な え ぽ ，
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発 達 に 伴 うこの よ うな 変 化 を よ り包括 的 に理 解 で

き るで あ ろ う。 も う1っ の 重 要 な 仮 説 は ，self・

imageが 発 達 と と もに分 化 して い く とい うも の で

あ る 。多 くの研 究 者 は ， 自我 ， 自己 ， パ ー ソナ リ

テ ィな どが 発 達 に伴 っ て分 化 す る もの と考 え て い

る(e・9・，Freud，1933；Lewin，1935)。 お そ ら

くself-imageも 同 じ よ うに， 発 達 に伴 い分 化 し，

多 様 な 内 容 を 含 む よ うに な る と考 え られ る。 反 応

の 多 様 性 を 分 析 す る こ とに よっ て ， こ の よ うな発

達 過 程 も明 らか に な る もの と思 わ れ る 。 こ の2っ

の仮 説 は ，成 人 に至 る ま で の発 達 につ い て の もの

で あ るが ， 自我 ・自己 は 生 涯 を 通 じて変 化 し続 け

る も の で あ り， 成 人 期 以 降 ，self・imageに も様 々

な 変 化 が あ る もの と考 え られ る。 小 学 生 か ら老 人

に 至 る まで のWAI反 応 の反 応 パ ター ンの分 析 を

行 な うこ とに よ り， これ らにつ い て も有 益 な知 見

が得 られ る もの と思 わ れ るが ， そ の前 に， 小 学 生

か ら高 校 生 ま でを 対 象 と した 反 応 パ タ ー ンの 分 析

結 果 につ い て簡 単 に 触 れ て お く。

2・ 小学生か ら高校生 までを対象 とした

  反応パター ンの分析

 われわれは，子供から老人までを対象とした分

析に先立ち，小学生から高校生までを対象とする

分析を行なった(岩 熊 ・槇田，1991)。 この分析の

目的は，実際にWAI反 応の反応パターンの分析

によって，self-imageの 及ぶ範囲を構造 として示
      ゐ
す こ とが 可能 な のか を確 か め るこ と，分 析 技 法 を

検 討 す る こ と，self-imageの 発 達 的 な 変 化 を 捉 え

る こ とであ る。

[方法]

 分 析 の 対 象 とな った の は ，1987年 度 ま で に収 集

され た 小 学 生 か ら 高 校 生 まで のWAI反 応 であ

る 。被 験 者 の 内訳 は ， 小 学 生1，191名(男 子708

名 ，女 子483名)中 学 生1，154名(男 子943名 ，

女 子211名)， 高 校 生2，603名(男 子1，589名 ，

女 子1，014名)の 計4，948名(男 子3，240名 ，

女 子1，708名)で あ る。小 学 生 に つ い て は ，3年

生 以上 の者 に限 っ て い る。被 験 者 は 特 に組 織 的 な

サ ソ プ リン グに よっ て選 ぼ れ た 者 では ない が ， 公
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立校と私立校を含 む複数校 の在学者 を含んでい

る。また被験者の居住地域は，関東近郊が主であ

るが，その他の地域 も若干含んでいる。WAI技

法の施行に際しては，一般用WAI用 紙および小

学生用WAI用 紙を使用 し，主に教室において集

団施行で行なわれたが，用紙を持ち帰って自宅で

施行 した被験者 もいる。

 得 られたWAI反 応は，1987年 度版基準書(槇

田 ・岩熊，1988b)を 使用 してコー ド化 された。

基準書は，前にも述べたように，WAI反 応のKJ

法による内容分析の結果に基づいて構成されたも

のである。1987年 度版基準書は，「小項 目」と呼

ばれる303の カテゴリーを持 ってお り，さらに小

項目は，その意味上の類似に基づいて9つ の 厂大

項 目」にまとめられている。この構成は，1988年

度版基準書においてもほとんど変更が加えられて

いないので，表2-1の1988年 度版基準書の概要

を参照 されたい。具体的な分類の手続きは，第2

章，第3章 で示された ものと同様で，1っ の回答

を1つ の反応 と見なし，各反応に最 もよく当ては

まる小項 目のコー ドを与えてい く。ただ し，1っ

の回答が複数の内容を持つ場合には，回答を分割

し，それぞれを1つ の反応 として分類 を行 なっ

た。そのために1人 の被験者の反応数が20を 超

える場合もあった。反応の分類は，大学生15人

が分担 して行なった。評価者は，反応の分類に先

立ち約3ケ 月間の トレーニングを行ない，全員が

共通 の基準 で反応 を分類できるように した。ま

た，評価者が1人 で判断できなかった反応につい

ては，15人 の評価者全員で討議 して分類するよう

にした。

 分類された反応を もとに，林の数量化m類 を用

いて，被験者の反応パターンの分析を行なった。

この手続きによって，個人内でのカテゴリー間の

関連の強さを体系的に捉えることができ，被験者

の個人差を反映するような次元を発見することが

できる。数量化皿類では，被験者が各小項目に分

類される反応を1回 以上 しているか否かをダミー

変数(1/0)の 形で表現 して分析を行なった。また，

数量化皿類では，反応の極度に少ないカテゴリー

に極端なカテゴリー ・ウェイ トが与えられる傾向

があ り，これを避けるために分析の対象とす る反

応カテゴリーと被験者に制限を加えた。分析対象

としたカテゴリーは，基準書の303の 小項 目のう

ち，全反応で反応頻度が50以 上あった172項 目

とした。なお，全反応の97%が この172項 目に

分類 されている。分析対象者 は，この172項 目

の うち少 な くとも5項 目に対する反応 のあった

4，767名 とした。

 数量化HI類 で得られたカテゴリー ・ウェイ トに

基づいて，小項 目の分類を行なった。これは，数
               ノ

量化皿類で得られた172の 小項 目の構造を包括的

表4-1

夏軸

コ ー ド

7

8

」
唖
00
8

数量化III類 で高いカテゴ1丿一 ・ウ ェイ トを得た正負各10の 小項 目

           n軸                  皿軸

小項目名
一 w

まわりを気にする
責任感がある
プライドが高い

物事にこだわる

消極的(積 極性
そう欝
主体性がない
負けず磁縣

 ナる)欠

物事 にこだわ らない

あが りやす い ・緊狽 しやす 、

学儷
実存的記述
生年月日

祖父母に関する記述
名前
その億の親披に鬨する記述
世代皿(い つ生まれたか)
私は瓢

世代1(年 齢)
人租

fight

852

823

782

733

705

597

512

998

438

7
置

0
0

1

コー ド   小項 目名 Weig卜t  コー ド   小項 目名

52私 は誰

51私 は私

53実 存的記述

70自 分に 自僧があ る

0欲 張 り・欲深い

0人 租

0冷 たい ・冷めてい る

0白 分に自信がな鯨

0生 命に聞する記述

0見 栄弧 り

10そ の他 の趣 味

60鮨 力に対す る願望

80容 姿 ・体格 に対する願望

70飲 食

O就 職への希望

 0兄 弟に関す る記述7

 0父 親に関す る記述7

 0専 門的能 力がないi

 O緒 婚への錆望4

 0母 親に関す る配述7

Weigh

3

5

8

6

5

4

6

8

9

1

0

4

8

1

1

9

8

3

2

0

2

7

4

1

1

0

9

9

9

9

3

2

2

2

2

2

1

1

1

1

6

3

6

2

0

2

6

0

7

6

一

5

7

2

7

2

2

2

5

5

2

…

4

4

5

5

6

6

6

6

6

9

1

1

1

1
凸
1

1

1

1

1

1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

」

ワ
」

0
σ

1

0

0
り

0

2

2

2

3

4

0

3

5

4

T

自分を変えたい
非現実的願望

能力に対する願望
成就欲求
容姿・体格に対する願望
政治
生命に関する記述

その他の将来への希望
成長欲求

神に関する記述

にきPやか ・騒が し 、

おお ざっぱ

ニ ックネーム

醐子 にの りやすし

あが りやす い ・緊彊 しやす

責任感 がある

お となしc

忘れ っぽ い

几帳面

消極的(積 極性 に欠け る)

2

4

0

4

9

7

1

7

2

9

、
1

8

8

5

4

3

7

8

6

6

卩

㎎

50

焉

92

88

譱

器

醤

58

65

66

η

囂

98

99

。5

55

一

引

4
。
艦

翫

3
。
㌫

翫

3
.
3
.
㌫

一
L

L

L

L

L

L

L

L

臥

2
・

へ
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に把 握 す るた め と， この 分類 結果 に基 づ い て被 験

者 の 分 析 を 行 な うた め で あ る。 分類 に は ，非 階 層

ク ラス ター 分 析(SAS FASTCLUS)を 用 い た 。

そ して ， こ の結 果 得 られ た クラ ス タ ー を新 た な 反

応 カ テ ゴ リー と して ，被 験 者 の反 応 の分 析 を 行 な

った 。 サ ンプ ル ・ス コア を用 い た 分 析 を 行 な わ な

かったのは，数量化m類 の分析に含められなかっ

た被験者の扱いが複雑になるとい う理由と，被験

者の反応の多様性を分析することが目的に含まれ

てい る とい う理 由の た め で あ る。

[結果と考察】

 172の 小項目を数 量化皿類で分析した結果，固

有値の大きい3つ の軸をその後の分析に用いるこ

表4-2非 階 層クラスター分析 による小項 目の分類結果

騙 が良.
1020顛 が惑い

1030専 門的能力がある
1040専 門的能力がない

1070一 般的能力がある

2050明 るい ・明朗 ・隔気

2230活 発

3120エ ッチ
4190生 活習慣(生 活態度)

4200生 活状態

4210ニ ックネーム

4490平 凡
4590身 だしなみ ・おしゃれ

14730審 美

14740宗 教

1
4770飲 食

4780ス ポ ーツ1

4800ギ ャンブ ル
ー_一 一.一一一..._____....，_-、 幽

   迯 ラ ス 」タ.一1頭
4810そ の他の趣味

4820好 み

4850勉 強

4951私 は私

4953実 存的記述

4954上 位概念 。機能部分
4955自 己規定

6010身 体に関する記述(容 喪 ・体格)

6020身 体に関するAz述(健 康 ・体質)

6030身 体機醴 ・身体的能力
7010血 縁的役割

7020阿 親 に関する記述

7030父 親に関する記述

7040母 親に闘する記述
7050兄 弟に聞する記述

?080祖 父母に関する記述
7100そ の他の親族に聞する記述

7110寂 族 。窯庭に関する記述

aoio名 前

8020性 別

aoso人 租
8040国 鰭

solo出 身地

8060住 所

amo年 ●

8080生 年月日

8090世 代1(年 齢)

8100世 代 旺(い つ生 まれたか)
8110資 格 ・免許がある

8140生 活形態

8160所 属団体 ・学内サークル

8180所 嵐団体 ・その他
8200学 校に関す る記述

8210学 麗
8220職 嚇 ・職業に関する記述

8250友 人に関する記述

ド     

k。8。輔 鰰 ない
i2040 気さ く

12060に き尸やか ・騒がしい
.i2070お しゃべり

12080ユ ーモアがある

}
 2090協 調性がある ・同pe的
 2130優 しい・思いや りがあるi

2140世 話好き

12150情 にもろい ・同情しやすい

12160お 人好し ・入が良い

12170寂 しが りや1
2180お っちょこちょい ・そそっかしい

 2200調 子にのりやすい

 2210飽 きっぽい
 2240行 動的

 2250物 事にこだわらない

階1鑞 ・ぱ
 

1
2280の ん壷

2300そ う欝

匳
「 一 『 』} 一

I

I

I

i4100蝋 への機

i
414

41

ニ

12470忍 耐力がある 。忍耐強い

12480強 情 ・頑固
2500凝 り性 ・一・・途

2510努 力家
12530ま じめ

2540几 犠面

  0壷 れい好き

  0の ろい

   之 ラ ス ー一：畑 一2?2
0内 向的

2730孤 独が好譬

2790怠 け考 ・面倒 くさがり屋

2800井 行動的

2850冷 たい ・冷めている

2890口 数が少ない
2900思 考的

3010短 気である

3040口 下手

3050お となしい
3070根 暗

3080好 奇心旺盛

3110個 性的

3140 気が強も、

3160好 戦的 。攻撃的

3170意 地悪
3220素 直

3230あ まの じゃく

3240う そつさ ・ほらふ壷

3310主 体性がある
3340忘 れっぽい

3350け ち

3380欲 張 り・欲深い

3410責 任感がある

3420貴 任感がない
3440消 極的(積 極性に欠ける)

3490そ の他

4280 自分`二自信がなし、

4320経 済観念がない

4370硬 派 ・軟派

4450正 義派

4510態 度がハッキリしている
5010見 栄彊り

5030プ ライドが高い

5040 負己ナず嫌4、
5070白 己躓示欲が遡1い

5110子 供 っぽい

5120甘 えんぼ う

5140主 体性がない

5160ロ マンチス ト

5170気 分厘

5180好 き嫌いが激しい
5210 自分齢手

5230感f#が 激 しい

5310神 経質

5320・くよ くよ悩む

5330 ・ひ配性
5350物 事にこだわる

5360 まわ りを気`こす る

53?0気 が弱い ・気が小さい

5380恥 しがり量

5390あ がりやすい ・緊張 しやすい
5420優 柔不断

5430 楓気がなv、●締めコゆ艦早彫、

5550多 重人格

8280人 聞関係に闘する記述

4010成 長欲求

4020成 就欲求

4030自 分を変えたい

4050非 現実的願望

4060能 力に対する磯望

4080容 婁 ・体格に対する願望1
4090進 学への希望

4110結 婚への希望

4130そ の他の将来への希望

 0将 来の予測

 0今 の精神状態

   挫ZL.タ ー弍.
4180現 在の欲求 ・希望

4220自 己課価と他者評価の食い違い

4230自 分は幸せ だ
4250自 分に満足している

4260自 分に不満

4270自 分に自信がある

4580心 ・がけ

4710政 治

4?20経 済

4760社 会
4790旅 行

4830好 壷な異性、搬いな異性のタイプ

4840好 書な人.搬 いな人のタイプ

4910生 命に関する記述
4920逝 命(遭)に 関す る記述

4930 神に関il一る継

4940 趨自然`こ関する紀述
4952私 は罐

4959そ の他

5530ア ンビバ レンス

8280恋 人 ・恋愛に関する記述
9060そ の他

、
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表4-3基 準 書の大項 目とクラス ター との対応関係

No.大 項 目 名

能 力

性 絡(気 質)

性 格`そ の 他1

自 己

性 格(力 動)

身体

Yrieary Group

 ク ラ ス タ ー

一 一・一 一 ・.一.一一    計

A   B

1

2

3

4

5

6

7

8

9

Secondary C；roup

そ の 他

 計         54

5

2

1

7

 

3

8

8

1

」唱

n
V

5

3

 

3

2

 

 
り
乙

G

-s

-36

   zi

3t   53

1   24

   3

   8

   20

   i

84  34  172

  巌表の数字は、該当する小項目の数を示す。

とに した 。 固 有値 は，1軸 が.319，r【 軸 が.220，

皿軸 が.168で あ っ た 。各 軸 で 高 い カ テ ゴ リー ・

ウ ェイ トを得 た ，正 負 の それ ぞれ10の 小 項 目を

表4-1に 示 す 。得 られ た カ テ ゴ リー ・ウ ェ イ トか

ら各 軸 の解 釈 を行 な った 結 果 ，1軸 は “性 格一デ モ

グ ラ フィ ッ クな属 性 の軸 ”，：n：軸 は “自己 に 対 す る

意 識 の軸 ”，m軸 は “欲求 ・希 望 ・願 望 の軸 ” と判

断 した 。

 数 量 化 皿 類 で 得 られ た3つ の 軸 の カテ ゴ リー ・

ウ ェ イ トに 基 づ い て， 非 階 層 ク ラ ス タ ー 分 析

(SAS FASTCLUS)に よ る172の 小 項 目の分 類

を 行 な った 。 そ の 結果 ，表4-2の よ うな ク ラス タ

ーA ，B， Cの3つ の ク ラス ター が得 られ た 。 ク

ラ ス タ ーAは ， 自分 の能 力 ， 日常 生 活 ，趣 味 ， 身

体 家 族 ， デ モ グ ラ フ ィ ッ クな属 性 につ い て の項

目で構 成 され て お り， ク ラス タ ーBは ， ほ とん ど

す べ て性 格 を記 述 した もの であ る。 また ， クラ ス

ターCは ， 願 望 ， 希 望 ， 欲 求 に つ い て の 項 目， 個

人 の指 向性 に つ い て の 項 目， 自己 評 価 に 関 す る項

目を 含 ん で い る。 基 準 書 に お い て 小 項 目は ， 意 味

の 類 似 性 に 基 づ い て9つ の 大 項 目に ま とめ られ て

い る・ そ こで ，3つ の ク ラス ター と9つ の 大項 目

との 対 応 関 係 を 見 る と(表4-3参 照)， ク ラス タ

ーAは ，《能 力 》，《身 体 》，《Primary Group》 ，

《Secondary Group》 の ほ とん どの小 項 目と，

《 自己 》 の 中 の 日常 生 活 に 関す る項 目を含 ん でい

る 。 つ ま り， こ の クラ ス タ ーは ，個 人 の生 物 的 な

基 礎 と，文 化 的 あ る いは 社 会 的 な基 礎 を広 く包 含

して い る こ とに な る 。そ こ で， これ を “社 会 ・生

物 的 基 礎 の クラス ター ” と包括 的 に呼 ぶ こ とに し

た ・ ク ラス ターBは ，性 格 を記 述 した 項 目の ほ と

ん どす べ て を 含 ん で お り，“性 格 の ク ラス ター”と

言 え る で あ ろ う。 ク ラス ターCは ， 大 項 目 《 自

己 》 に 集 中 して い る 。 《 自 己》 は か な り広 い範 囲

の小 項 目を含 ん で い るが ， クラ ス タ ーCに は 《 自

己 》 の 中 の 日常 生 活 に関 す る ものは 含 まれ てい な

い 。小 項 目の 内容 か ら見 て， この クラ ス タ ーは
，

“欲 求 と 自己評 価 の クラ
ス タ ー一” と 考 え る こ とが

で き る。

 被 験 者 の 全 反 応 を3つ の ク ラス ター に 分 類 し

て ， 各 クラ ス タ ーの 反 応傾 向 を調 べた 結 果
，全 反

応 の74%が クラ ス タ ーA，130が ク ラス タ_

B・10%が ク ラス タ …Cで あ った
。 そ して残 り

の3%は ， 今 回 分 析 に 使 わ れ なか った 。 《無 回

答 》 を除 く130の 小 項 目 の 反 応 で あ った 。 これ

は ・ ク ラス ターAの 反 応 が 非 常 に一 般 的 であ るの

に 対 し， ク ラス タ ーBとCの 反 応 は 比 較 的 少 な い

こ とを示 して い る・ つ ま り，WAIに 現 れ る反 応

は ， 被 験 者 の 生 物 学 的 ， 社 会 的 基 礎 に つ い て の 記

述 が 一 般 的 であ り， 性 格 や 欲 求 ・自己 評 価 は そ れ

に 比 べ る と少 な い とい うこ とで あ る。 次 に ， 被 験

者 を 小 学 生 ， 中 学 生 ， 高 校 生 の3つ の年 齢 層 と性

別 で 分 け て ， 各 クラ ス ター の 反 応傾 向 の違 い を調

べ る こ とに した ・ こ こで は ， そ れ ぞ れ の被 験 者 が

WAI反 応 に お い て各 ク ラス ター に 言 及 して い る

か 否 か とい う点 に 注 目 して ，各 ク ラス ター に 言 及

して い る複験 者 が ，各 集 団 で どの程 度 い る のか を

調 べ た 。 そ の結 果 ，い ず れ の 集 団 に お い て も100%

近 くの被 験 者 が ， ク ラス タ ーAに 言 及 して い る。

一 方
，クラ ス タ_BとCの 言 及 率 は30%か ら80%

の間 で， クラ ス タ ーAに 比 べ れ ば 低 い が ， これ ら

に言 及 す る被 験 者 が 必 ず しも稀 では な い こ とを 示

してい る。 また ， クラ ス タ ーBとCで は 性 ・年 齢

に よ る違 い も認 め られ る。 この2っ の ク ラ ス タ ー

に 言 及 す る者 は ，年 齢 が 上 が るに 従 って 多 くな る

傾 向 を示 して い る。 また ，小 学 生 の ク ラス ターC

を 除 い て ， 女 子 の方 が 男 子 よ りも'クラス ターBや

Cに 言 及す る割 合 が 高 くな っ て い る。 これ は ，性

格 ， 自己評 価 ， 欲 求 な どが ，発 達 に 伴 って ，self.

1mageの 中 で顕 在 的 に な る傾 向が あ り， しか も，

こ の よ うな発 達 に お い て女 子 が 男子 に先 行す るこ
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とを示 唆 して い る。        '

 最 後 に ， 各被 験 者 の反 応 が どの よ うな クラ ス タ

ー の組 合せ で構 成 され てい るか を 分 析 した 。 そ の

結 果 ， ク ラス ター の組 合 せ か ら， 被 験 者 を 主 に4

つ の グル ー プ に分 類 で き る こ とが わ か った 。 そ の

4つ の グル ー プ とは ， クラ ス タ ーAだ け に 言 及 し

てい る者 ， クラ ス タ ーAとBに 言 及 して い る者 ，

クラ ス タ ーAとCに 言 及 して い る者 ， そ して ，3

つ の クラス ター す べ て に 言 及 して い る者 で あ る 。

図4-1は ， 年 齢 と性 別 で 分 け た6っ の集 団 ご と

に ， こ の よ うな クラ ス タ ー の組 合 せ に よ っ て被 験

者 を分 類 した 時 の被 験 者 の 内訳 であ る0こ れ を 見

る と，年 齢 が 上 が るに 従 っ て， クラ ス タ ーAだ け

に言 及 す る者 は 減 少 し， クラ ス タ ーA，B， Cの

す べ てに 言 及 す る者 が 増 加 して い る。 そ して ， こ

の 変 化 は 小 学 生 と 中学 生 との 間 で 大 きい 。 これ

は ，1人 の 個 人 のself・imageが ，発 達 と と もに

多様 性 を増 し， よ り複雑 な もの に な っ て い くこ と

を 示 して い る。 そ して， お そ ら く 初 期 のself・

imageは ，個 人 の 生 物学 的 ・社 会 的 な 基 礎 に つ

い の もの で， 性 格 ， 欲 求 ， 自己 評 価 な どの よ り内

面 的 なself-imageは ，遅 れ て 現 れ て く る もの と

考 え られ る。

 これ らの 結 果 か ら 次 の よ うな こ とが 考xら れ

る。 この 分 析 で得 られ た3っ の ク ラス ター は ，項

目の反 応 パ ター ンの類 似 に基 づ いた もの で ，意 味

の類 似 に基 づ い て分 類 され た もの では な い が ， 明

らか に意 味 的 な ま とま りを 成 してい る。 これ は ，

個hの 被 験 者 の反 応 全 体 に ， 何 らか の 意 味 的 な ま

と ま りが あ る こ とを 示 唆 して い る。 また ， クラ ス

タ ーは ， 槇 田 ・佐 野(1965)の パ ー ソナ リテ ィ ・
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ス キ ー ム と も 明確 な 対 応 関 係 を持 って い る。 こ の

スキ ー ムは ， パ ー ソナ リテ ィ とい うもの を包 括 的

に 見 た 場 合 ，能 力 的 ，情 意 的 ，指 向的 ， 力動 的 ，

個 体 的 ， 家庭 的 ，社 会 的 に分 け て考 え る こ とが で

き る と して お り，個 人 を広 く総 合 的 に捉 え る場 合

の枠 組 み と して有 効 な もの であ る。 社 会 ・生 物 的

基 礎 の クラ ス タ ー に は ， 能 力 的 ， 個 体 的 ， 家 庭

的 ， 社 会 的 が 対 応 し， 性 格 の クラ ス タ ーに は ， 情

意 的 と力 動 的 が 対 応 す る。 そ して ， 欲 求 と 自己評

価 の ク ラス ター は 指 向 的 と 対応 す る。 これ は ，

self-imageが ， パ ー ソナ リテ ィの 多 くの 側 面 に

及 ぶ こ とを 示 して お り，self・imageを ，個 人 の 自

分 自身 に対 す る 主観 的 な パ ー ソナ リテ ィ観 と考 え

られ るこ とを示 唆 して い る 。そ して， そ の個 人 差

は ，個 人 の注 目す る パ ー ソナ リテ ィの 側 面 の 違 い

と して現 れ る 。つ ま り，self-imageに お い ては ，

パ ー ソナ リテ ィの 各 側 面 が 必 ず しも均 等 に 扱 わ れ

るの では な く， そ の 扱 い 方 に は 強 弱 が あ り， そ こ

に 個 人 の 特 徴 が 現 れ る もの と考 え られ る。

 ク ラス ター と年 齢 との 関係 を見 る と， 年 齢 が 低

くな るに つれ ， ク ラス ターAの 反 応 だ け をす る者

の割 合 が 多 くな っ て お り，self・imageの 発 達 の

初 期 の段 階 に おい て中 心 とな る もの は ， デ モ グ ラ

フ ィ ッ クな 属 性 を は じめ と した 個 人 の 社 会 ・生 物

的 基 礎 に つ い て の もの だ とい うこ とが 示 唆 され て

い る。 また ， 性 格 や 欲 求 ・自己 評 価 な どの 内 面 的

あ るい は 抽 象 的 なself・imageは ，社 会 ・生 物 的

な 基 礎 よ り遅 れ て 顕 在 化 して い る。 これ は ，発 達

に 伴 いself-imageが 内面 化 あ る い は抽 象 化 す る

こ とを示 して お り，MontemayerとEisen(1977)

の結 果 と も共 通 点 を持 っ てい る。 一 方 ， 年 齢 が 上

が る に従 っ て ，self-image全 体 が 複 雑 に な る と

い うこ と も示 され て い る。3っ の ク ラス ター す べ

て に 言 及 す る 被 験 者 は 年 齢 と と もに 増 加 して お

り， クラ ス タ ーAだ け に 言 及 す る被験 者 は 減少 し

て い る。 自我 ， 自己 ， パ ー ソナ リテ ィな ど も発 達

過 程 に お い て分 化 す る とい う考 え方 が あ り， こ の

結 果 は ， この よ うな 分 化 をself-imageが 反 映 し

て い る と も解 釈 で き る。 また それ と同 時 に，self・

imageの 分化 は ， 自分 の様 々な側 面 を 知 覚 し，

概 念 化 あ るい は 言 語 化 す る認 知 的 な 能 力 の 発 達 に

も裏 付 け られ てい る と言 え るで あ ろ う。
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分析技法については，WAI反 応の反応パター

ンを分析する際に，この分析で用いられた手続き

が有効性を持つことが示された。 しか し，すぺて

の被験者と反応カテゴリーを分析の対象としてい

ないことや，サ ンプル ・スコアに基づく分析が行

なわれていない点などの問題点もある。これらの

問題点は，分析対象となる被験者を増や し，反応

カテゴリーを改訂することによって，解決される

ものと思われる。

3.小 学生から老人 までを対象 とした反

  応パ ター ンの分析

 われわれは，さらに大学生や社会人 も含めて，

小学生から老人までのWAI反 応の反応パターン

の分析を行なった。この分析の第1の 目的は，よ

り一般的で包括的なself-imageの 構造を捉える

ことである。ここで目標 とするself・imageの 構

造とは，可能な限 り多様なself・imageを 構成要

素とし， しかも，それに基づき多様な個人を比較

分析できるような包括的 な構造 を指 している。

WAI反 応の反応パターソを数量化皿類で分析す

ることによって得られる構造は，分析の対象 とな

る被験者のほとんどすべてのWAI反 応を構成要

素とし，しかも，個人差を反映す る次元によって

構成される。小学生から老人までの多数の被験者

から得られるWAI反 応は， WAI技 法で得 られ

るself・imageと しては最大限に近い多様性を持

つと言xる であろう。このように多様な個人の反

応パターンの分析によって得 られる構造は，多様

な個人の反応のまとま り方を反映すると同時に，

多様な個人を比較分析することも可能にする。

 第2の 目的は，self-imageの 生涯発達的 な変

化を捉えることである。個人の生涯には，学校の

入学 ・卒業，就職，結婚，子供の誕生，退職など

の様々な節 目がある。個人がそのような節目を通

過することに，self-imageに も様々な変化 が起

こるであろ う。また，このような節 目以外にも日

々の経験がself・imageに 影響を与}x ，自己評価

が変化した り，自分の性格についての新たな認識

が生まれた りする。生涯 を通 してのself・image

の変化を一般的に捉 えることができれば，self・

lmageそ のものや 自我 ・自己についての理解 も

深まるであろ う。WAI反 応の反応パターンの分

析により，個人を包括的に比較分析することが容

易になる。従って，小学生か ら老人までを分析対

象とすることに よって，生涯 を通 してのself・

の変化の一般的な特徴が捉 えられる可能性 もあ

る。

 第3・番目の 目的 は，self・imageに おける個人
の多様性を分析することである。 もし，一般的な

発達の特徴が見つかった としても，すべての個人

のself-imageが ，同 じ年齢で同 じように変化す

るとは考えられない。む しろ，個人の間には様々

な違いがあ り，一般的な発達傾向では説明されな

いような個人差があると考えるべきであろ う。反

応パターンは，多 くの個人を体系的に比較すると

い う条件の下で，個人の反応を可能な限 り包括的

に表現 したものである。従って，反応パターンを

分析することによって，一般的 な特徴 だけで な

く，個人間の多様性 もある程度は捉えられるもの

と思われる。そして，少数の個人をよ りよく説明

するような特徴を見出すことによって，個人は共

通する特徴を持ついくつかのグループに分類され

るか も知れない。 もちろん，このような特徴は，

各個人を完全に説明するものではないが，各個人

を理解するのに役立つことになる。

[方法]

 この分析の対象となった被験者は，第3章 の反

応頻度の分析の対象となった被験者と同一で，小

学生か ら老人までの14，324名 のWAI反 応が分

析の対象となっている。ただ し，反応頻度の分析

では・60才 以上の者を2つ の年齢区分に分けて

分析 したが，この分析では，60才 以上を1つ に

まとめて分析を行なっている。このため，小学生

と中学生の女子を除くすべてのセルの被験者数が

500以 上になっている。WAI技 法の施行手続き

については，第2章 で詳述 した通 り，集団状況で

施行した り，個人的に依頼 して持ち帰 りで施行 し

た。また，用紙についても，被験者の年齢や施行

状況 に合 わせて，一般用WAI用 紙，小学生用

WAI用 紙 老人用WAI用 紙，無記名WAI用

紙を使用 した。



 被験者のWAI反 応は，反応カテゴリーによっ

てそれぞれ分類されてから，反応パターンの分析

が行なわれる。この分類においては，被験者の回

答をそれぞれ独立に見て，最も内容の近いカテゴ

リーのコー ドを割 り当てていく。結二果として，1

人の被験者に対 し，複数のコー ドが割 り当てられ

ることになる。つまり，このコー ドの組合せが被

験者の反応パターンとい うことになる。この分析

においては，巻末の資料にも掲載 した1989年 度

版基準書が反応カテゴリーとして用いられた。こ

れは199の 小項 目を持ち，それらが9つ の大項目

にまとめられたものである。この基準書は，反応

パターンの分析のためだけに作成されたものでは

ないが，小学生から高校生までの反応パターンの

分析で残された問題とも関連を持っている。前節

の分析では，反応頻度の少ない小項 目があったた

めに，それを数量化nl類 の分析に加えることがで

きなかった。これは，個人の反応を包括的に分析

するとい う意味では，不十分なものと言わざるを

得ない。そこで，反応頻度の少ない小項 目をな く

すために，1989年 度版基準書では小項目の併合

が行なわれたのである。その結果，すべての小項

目が数量化m類 で分析され，各個人の反応パター

ソを完全に分析することが可能となった。また，

WAI反 応を基準書によって分類する手続 きにつ

いては，第3章 で述べた通 りである。

 分析の手続 きについては，被験者のWAI反 応

が基準書によって分類 された後，数量化皿類によ

って被験者 の反応 パターソが 分析 された。1989

年度版基準書には199の 小項 目があるが，その う

ち，〈901無回答〉を除外 し，〈757隠喩的な表現〉

を 〈802無効回答〉に併合 した結果(第3章 参照)，

197の 小項 目が分析の対象となった。被験者につ

いては，14，324名すべてが分析の対象となってい

る。具体的な手続 きとしては，各被験者の反応の

中に各小項 目に分類される反応があるか否かによ

って，各被験者の反応パターンを197個 のダ ミー

変数(1/0)で 表現 し，全被験者の反応パターソを

数量化皿類によって分析 した。そ して，各小項 目

に与えられたカテゴリー ・ウェイ トに基づき，小

項 目の布置を行ない，各軸の解釈を行なった。ま

た，各被験者に与えられたサ ソプル ・スコアにつ
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い ては ， 年 齢 や 性 差 との 関 連 を 分 析 した 。

 さ らに ， 数 量 化m類 で 得 られ た カ テ ゴ リー ・ウ

ェイ トに 基 づ き，Ward法 の 階 層 ク ラス ター 分 析

に よ って 小 項 目の 分 類 が 行 な われ た 。 これ は ，前

節 の 分 析 で 使用 され た 非 階 層 の ク ラス ター分 析 と

Ward法 の 分 類 効 果 を疑 似F値(pseudo F)で 比

較 した 結果 ，Ward法 の疑 似F値 の方 が 高 か った

た め で あ る 。 ま た ， こ の分 析 では ，言 及 者 数 で各

小 項 目を重 みづ け した 上 で分 類 を行 ない ， 小 項 目

の分 類 とい うよ りも， 個hの 反 応 の分 類 に近 い 結

果 が 得 られ る よ うに した 。 クラ ス タ ー分 析 に よ っ

て得 られ た 小 項 目の クラ ス タ ーは ， まず そ れ ぞ れ

の 内 容 が 解 釈 され た 。 さ らに ，各 クラ ス タ ーを 反

応 カ テ ゴ リー と して 被 験 者 の 分 析 に用 い ，性 ・年

齢 に よ る各 クラ ス タ ーの 反応 傾 向 の違 い と，各 被

験 者 の 反応 全 体 が どの よ うな ク ラス ター の組 合 せ

で 構 成 され て い るか を 分 析 した 。

[結果 と考 察]

 数 量 化III類 の 結 果 ：14，324名 の被 験 者 の197

の小 項 目に対 す る反 応 パ タ ー ンを 数 量 化HI類 で 分

析 した 結 果 ，5つ の 次 元 が 得 られ た 。 各 軸 で の カ

テ ゴ リー ・ウ ェイ トとサ ソ プル ・ス コア の 相 関 係

数 は ，1軸 が.569，II軸 が.498， 皿 軸 が.428，

IV軸 が ・388， V軸 が.351で あ っ た 。 こ の相 関係

数 は 各 軸 の 説 明 力 を 示す 指標 で あ り， こ れ の二 乗

が 各 軸 の 固 有 値 とな る。 こ の 結果 を見 る と，相 関

係数 は 必 ず し も高 い もの とは言 え ない 。 これ は ，

今 回 分 析 され た 被 験 者 の反 応 パ タ ー ンが 多 様 であ

る こ とを示 唆 して い る。 表4-4に は ， 各 軸 で高 い

カ テ ゴ リー ・ウェ イ トを 与 え られ た 小 項 目が ， 正

負10項 目ず つ 示 して あ る。1軸 を見 る と，正 の 小

項 目は す べ て性 格 を 記 述 した もの に な って お り，

負 の小 項 目に は デ モ グ ラ フ ィ ッ クな 属 性 を 記 述 し

た もの が 多 く含 まれ て い る。 また ， 図4-2は ，1

軸 とH軸 の カテ ゴ リー ・ウ ェイ トで小 項 目を布 置

した もの で あ る が ，性 格 に 関す る記 述 は ほ とん ど

右 側 に あ り， デ モ グ ラ フ ィ ッ クな属 性 につ い ての

記 述 は ほ とん ど左側 に あ る 。 これ らの項 目だ け を

考 慮 す れ ば，この 軸 を 性 格一デ モ グ ラフ ィ ッ クな属

性 の軸 と解 釈 す る こ とが で き る。 とこ ろが ， 他 の

小 項 目につ い て見 る と，〈私 は 私 〉な どの 実 存 的 な
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表4-4数 量化III類 で高いカテゴ リ・・一・ウェイ トを得た正負各10の 小項 目

ト瀞 調

'唖 吃い5畳・悌 ρ坤'笠 先悟翫り・'∫・'・'・酬'∫ 一十醯ρ瓢w，'貞

547感 情 を表さない

625し つこい
538慎 重

520柔 軟性がある
406対 人能力がない

609自 憎過剰
517せ っかち

533責 任感がある

623ひ がみつぽい
548執 着心がない

105生 年月日
208祖 父母

755実 存的記述

106住 所
756人 間

101名 前

108人 種 ・国籍

102ニ ックネーム
753私 は私

801WA1に 関する記述1-1.717

1鷲eight
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802無 効回答     il.864 718私 は不幸

lll謙 記述 1攜1驚 畿 耋

ll撒1に関す縦1嬲lll畿 謎
518お 調 子 者     ll.591 209孫

719将 来 性 が あ る   i1.529212家 系 ・ 象 柄

rs一 一1t.At'Fas・H.AtsA.一菖 ・...・燗 一.tL._一St?■=、 「一t...、一t.f...獄貞一一....t、L...

皿 軸(n=.428)

小項・名 卜e・ゆ・

206子 供
113所 属団体

?12老 いに対する意識

112収 入
207配{禺者

706健 康に対する意識

210親 戚 ・親族
711老 後の希望

759戦 争体験

209徠

『1
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1嬲

撮：鬻
2.szi

2.908

}1：嬲
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Rte，.●57'

1-1.515

1-1.597

-1.55(1

i-1.559

；：}：籌1'攜

}緇

r
V  軸 (v=.351》

小項目名

707能 力に関する願望
702進 学の希望

710非 現実的願望

70q緕 婚に関する願望
703就 職の希望

730現 在の気分

709逃 避願望
746懐 古的記述

749生 死に対する意識

714将 来
ノゆ サ ヒぜづ くダ ゆ セちゆ るナニず ロ セナ  ド 

538慎 重
112収 入

534常 識がある
533責 任感がある

114経 歴

111職 場 ・職業

530努 力家
513積 極的

405対 人能力がある

510頼 りがいがある

ド，，ρせ評締 訊2'飴 ρげ 言タ

__一i_

     ロヘア  コ  ロへ 

小項 目名   !”eight

 一  一       一…一}一一
208祖 父母      17.246
203父 親        17.107

204母 親       16.805

210親 戚 ・親族    12.819

205兄 弟姉妹     12.722
623ひ がみっぽい   12.672

525抑 鬱的      12.108

]15故 郷        ；2.073
114経 歴       12.040

718私 は不幸     !1.965
∵氏・躍岬^一 ・'一一…'・・r・・一 一.<}一.一

537約 束を守る    1-1.780

733政 治指向     1-1.901
753私 は私      』1・901

802無 効回答     }・2.032

801WAIに 関する記述 一2.128

405対 人能力がある  1-2.509

401頭 が良い     1-2，518
409博 識 ・物知り    一2.947

743ギ ャンブルへの指向 ・2。964

723も てる      1・3.602
一唱・_一r   _ .一一_.一 凵 _ワ、一 _1』

意識を反映 した記述は左端にあ り，希望や願望は

中心か ら右側にかけて布置されている◎自分の性

格や希望 ・願望などは，自分自身の性質や特徴を

記述 したもので，いわぽ内容的な側面から自分を

把握 したものとも言える。それに対し，デモグラ

フィックな属性で自分 を記述することや，「私は

私」などとい う記述の仕方は，内容とは無関係な

形式的な側面からの把握と言 うことができるであ

ろ う。そこで，このような布置を総合的に見て，

1軸 を “内容的把握一形式的把握”の軸 と解釈 し

た。

 図4-2か らH軸 を解釈すると，上には実存的記

述や性格に関する項 目などの，自分自身に直接的

に向けられた意識を反映 した ものが多い。それに

対 し，下には 〈孫〉をは じめ とする家族について

の記述や 〈戦争体験〉などの，む しろ自分の外に

向けられた意識を反映 した ものが多い。そこで，

H軸 を “自己に対する意識”の軸と解釈 した。

 IH軸 を見ると，実存的な意識を反映 した項 目や

過去を懐'古するような記述が特に高い正のウェイ

トを得ている。それに対 し，負ではあまり高いウ

ェイ トを得ているものはないが，日常生活につい

ての記述や 日常行動に関する性格記述が多く含ま

れている。このような視点から正のウェイ トを得

た項 目を見ると，日常生活ではあまり意識 しない

ような非日常的な意識を反映した項目と見ること
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もできる。そこで，皿軸を “実存的意識 ・非 日常

的意識”の軸と判断した。

 IV軸を見ると，正の項目には願望や希望を記述

したものが多 く含まれている。そこでIV軸 を “欲

求 ・希望 ・願望”の軸と解釈した。また，V軸 に

ついては，〈祖父母〉，〈父親〉，〈母親〉だけが極

端に高い正のウェイ トを得てお り，〈親戚 ・親族〉

と 〈兄弟姉妹〉 も高い正のウェイ トを得ている。

そこでV軸 を “家系 ・家族”の軸 と判断した。

 数量化III類 のサンプル ・スコアの分析3数 量

化皿類では，上で述べたようなカテゴリー ・ウェ

イ トに基づいて，各被験者にサンプル ・スコアが

与えられる。これは，被験者を次元上の1点 に位

置づけるものであ り，これを用いることによ り，

被験者を計量的に分析することが容易にできる。

これは，各被験者の中の反応のぱらつきを反映 し

ていないため，各被験者を詳細に検討するには適

していないが，一一般的な傾向 の分析は 可能 であ

る。 そ こで ， こ こで は サ ン プ ル ・ス コ ア を 用 い

て ，WAI反 応 の性 ・年 齢 に よ る一 般 的 な違 い を

分 析 す る こ とに す る。

 各 被験 者 に与 え られ た サ ン プル ・ス コア の性 ・

年 齢 別 の 平 均 が ，表4-5Y`示 され て い る。 まず ，

各 軸 の サ ン プル ・ス コ ア と性 ・年 齢 との大 まか な

関 係 を見 るた め に ，各 軸 の サ ン プル ・ス コア を従

属 変 数 と し，性 と年 齢(小 学 生 か ら60才 以 上 ま

で の9水 準)を 要 因 と した 分 散 分 析 を 行 な った

(表4-6参 照)。 分 散 分 析 の結 果 を見 る と， す べ て

の軸 で ，性 の主 効 果 ，年 齢 の主 効 果 ， 性 と年 齢 の

交 互 作 用 が有 意 とな っ て い る。 しか し，F値 を 詳

細 に見 る と，軸 の間 には 違 いが 認 め られ る。 年 齢

の 効果 は ，II軸 で最 も大 き くな っ てお り， V軸 で

最 も小 さ くな っ て い る。II軸 の平 均 値 の年 齢 に よ

る変 化 を見 る と， 年 齢 と と もにサ ンプ ル ・ス コア

が下 が る傾 向が 認 め られ る。 年 齢 とサ ンプ ル ・ス

コア との相 関 を求 め た 結 果 ，II軸 と年 齢 との 相 関

表4-5
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表4-6性 ・年齢を要因とするサンプル ・スコアの分散分析
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0.oi%水 準 で有意 であ る。

は全体で一.58?と なっている。ただ し，このよう

な年齢による変動は20代 以降で大きく，小学生

か ら大学生にかけては比較的小さい。これは，自

分 自身に対する意識が年齢 によって大 きく異 な

り，特に20代 以降は，年齢が上がるに従って，

自分自身に対する意識が弱まり，外的な対象に対

する意識が強まることを示唆 している。性の効果

については，V軸 のF値 が最 も大きく，他の軸は

ほぼ同 じ程度の値になっている。V軸 のスコアの

平均は，すべての年齢で女性が男性を上回ってい

る。この結果は，家系や家族に対する意識が，男

性 よりも女性において強いことを示 していると言

えるであろ う。

 他の軸について見ると，1軸 と皿軸のスコアは

年齢 とともの上昇する傾向が 認 められる。ただ

し，1軸 では20代 以降の上昇が緩慢である。こ

れは，デモグラフィックな属性などによる形式的

な自己把握から，性格などの内容的な把握への変

化が，小学生から成人までの発達的変化の特徴の

1つ であることを示唆 している。一方皿軸では，

小学生から大学生までの間で，男性のスコアが女

性 よ りも高 い が ，20代 で下 が り，それ 以 降 は 女性

との 差 が ほ とん ど無 くな っ て い る 。 これ は ，成 人

まで の 発 達 過 程 に お け る男 性 のself・imageは ，

実 存 的 で 非 日常 的 な もの を 含 む傾 向 が女 性 よ りも

強 い こ とを 示 して お り， また ，全 体 と してself-

imageは 年 齢 と と もに 実 存 的 ・非 日常 的 な もの

を 含 む傾 向 が強 くな る こ とを示 してい る。IV軸 の

ス コア と年 齢 との間 には 直線 的 な 関 係は な い が ，

年 齢 や 性 との間 に 明確 な関 係 が 認 め られ る。IV軸

の ス コアは 男 女共 に ， 中学 生 で 最 高 に な り，40

代 で最 低 とな る よ うな “S” を 横 に した よ うな 曲

線 を 描 い てい る。 つ ま り， 中 学 生 か ら40代 の 間

では 下 降 して い るが ，小 学 生 か ら中学 生 の 間 と40

代 か ら60才 以 上 の 間 で は 上 昇傾 向 が 認 め られ る

の で あ る。 また ， 中学 生 か ら高校 生 の 間 と30代

か ら50代 の 間 で は ， 男性 よ りも女 性 で ス コアが

高 くな って い る。 これ は ，欲 求 ・希 望 ・願 望 が 中

学 生 で 最 も強 くself・imageに 現 れ ，40代 では あ

ま り現 れ な い こ とを示 して い る。生 涯 を通 して見

る と， 欲 求 ・希 望 ・願 望 がself・imageに 現 れ る

傾 向 は ， 男性 よ りも女 性 に おい て強 い よ うに 思 わ



54

れる。

  これらの次元も総合 して見ると，self-image発

達を大きく3つ の期間に分けて考えることができ

る・それは，小学生から大学生まで，20代 から40

代まで，50代 以降の3つ の期間である。まず，小

学生か ら大学生までは，最 も変動 の大 きい期間

で，性格や希望 ・願望で自己を記述する傾向，実

存的で非日常的な自己意識が強くなる傾向，家系

や 家 族 がself・imageで 顕 在 的 に な る傾 向 が進 む 。

また ， 欲 求 ・希 望 ・願 望 な どは 強 くself-image

に反 映 され てい て， 特 に 中 学 生 ， 高 校 生 の 女 子 で

強 く反 映 され る。 この 期 間 は 性 差 も 比 較 的 大 き

く， 実 存 的 ・非 日常 的 な意 識 も含 めた 自己 に対 す

る意識 は ， 女 子 よ りも 男 子 で 強 い 。 そ して， 性

格 ，欲 求 ・希 望 ・願 望 ， 家 系 ・家 柄 は ， 男子 よ り

も女 子 のself・imageに お い て顕 在 的 であ る。20

表4-7 クラスター分析(Ward法)

        一 塾 一..

による小項目の分類結果

」⑩5対 人能力がある

407一 般鮑力がある

501社 交的

502関 放的

503明 るい
504に 蟹やか

505お しやべり
506ユ ーモアがある

507温 厚

508優 しい

508世 話好き

510 頼りがも、がある

1
511お 人好 し

513積 極的i

5ユ4行動的」
_一=  _、...

515活 発

518お っちょこちょい

517せ っかち

519 好奇，Z，旺盛

520 柔軟{生がある

521素 直

522楽 観的

523お おざうば

524の んき

526度 胸がある

527意 志が強い

5銘 忍耐強い

5四 強情 ・頑固

530努 力家

531主 体性がある

「 …
1406対 人能力がない

1408一 般能力がない1

512敏 しが りや1
518お 調子者

525抑 鬱的

540の ろま

541無 神縫

544繭 い

545冷9

1i鴻 無蟹着

1547感 情を表さない
一._漏 一 ≡__. __一..閲_ .

532塞 じめ ・誠実

533貴 任感がある

534常 識がある

535養 り性

536几 帳面

537 約東を守る

538慎 璽
・539追い込み型

542非 社交的
543無 口 ・ロ下手

548執 碧`心・がなし、

551理 屈つぽい

552細 かいことが好壷

554璽 領が良い

556継 済観念がない
557経 済姻念がある

558は っきりしている

559男 らしさ ・女らしさ

560忘 れっぽい

581通 俗的往格額型

606短 気

60?攻 鼕的

611負 けず鎌い

617神 経質

621目 立ちたくない

728マ イペース

737革 新的

738傑 守的

之 ラー.継 一B一
549も のぐさ

550思 考的

553繊 瑠

555藝 領が悪い

562そ の他(情 意)

601白 己申心的

602鯖}屋

603好 き嫌いが激 しい

604飽 さっぽい

805感 情的

608見 栄っぱり

609自 信過剩

610 野`こ、的

612生 意気

613子 供つぽい

614主 体性がない

815感 傷的

616貴 任感がない
618心 配性

619 4、`己、者
620恥 ずかしが り屋

 之.ラ ー二零L.ターご.q
ll6友 人

。301容 婁 ・体格

1302健 康 ・体質1

303身 体的能力i

401顧 が良い

1402 頭が恵4、

1
403専 門能力がある

404専 門能力がない1

409博 識 。物知 り1

632恐 怖症
け05容 姿に対する意識

?23も てる

724も てない

725硬 派

1
726軟 派

731日 課 。習慣i

732生 活状態1

㎜ 審美指向

i
740欽 食への指向

741ス ポーツへの指向

黼灘1鑰
747

748

750

752  ●味  好み  遺命姨  超自然

匚憂 』ζ.匹、夏
1117齏 人

627ず るい
628う そつ譬

702遭 学の希望

703就 職の希望

704緒 婚に関する願望
707鮨 力に関する願望

708性 絡を変えたい

709逃 避願望

7⑩ 非現実的願望

713現 在の欲求

714将 来

717自 分に不満

718私 は不幸

719将 来性がある

721個 性的
730現 在の気分

746懐 古的記述

749生 苑に対する意識

7駱 その他(指 向)

               

騨野
…鵬
鵬隆「

622ナ ルシスト

623ひ がみっぽい

624意 地悪

625し つこい

626物 事にこだわる

629あ まのじゃく

630～ ぶる

631多 ■人椿

722自 己と絶壱の評個の違い

727欲 張り

 雄z.タrr■ 辷
 111職 場 ・職業
112収 入

ll3所 属団体

115故 郷

202爾 親

206子 供

207配 偶者

209孫

210親 戚 ・親族

211家 族 ・家庭

212家 兼 ・寂柄

410

759  資格 ・免許  戦争体験

驢 エ
104年 令 ・世代
105生 年月日

106住 所

10?出 身

ion人 租 ・国鰭

ll4経 麗

  寒庭内の役割

  平凡

  人聞

庸 憂茜1
701成 長欲京

706健 康に対する意識

711老 後の希望

712考 も、iこ溺 一る意識

715自 分に満足

716私 は幸せ

729生 活目纏 。心掻け
733政 泊指向

?39縁 済指向

735宗 教指向

736社 会指向
751自 然観

一 一...-、.』一_一   一...一一_一_

[纛蠧 頭
110

205  クラブ ・サークル  兄弟姉妹
  .    一  一        .  - 一  一  一 }   . 冒  冒 -  -                「  一 _ .  . 一 .  一

 .彡乙ラ 』：冬 タ.rコ 」工753
私は私

754私 は誰

755実 存的記述

801WAIに 関する記述

802無 効回答
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代から40代 にかけては比較的安定 しているが，

外的な対象がself-imageに 反映される傾向や，

実存的で非日常的な自己意識が強 くなる傾向が緩

慢に進み，self・imageの 中での欲求 ・希望 ・願望

や家系 ・家族の顕在性が弱 くなる。この期間の女

性のself・imageで は，欲求 ・希望 ・願望の顕在

性の低下が男性よ りも少ないため，性差が年齢と

ともに広が る傾向がある。50代 以降では，外的

な対象，実存的 ・非日常的な意識，欲求 ・希望 ・

願望，家系 ・家族がself・imageに 顕著に反映さ

れるようになる。また，40代 で 広がった欲求 ・

希望 ・願望の顕在性 についての性差 は，60代 以

降小さくなる傾向がある。

 クラスター分析による小項目の分類：数量化m

類で得られたサ ンプル ・スコアに基づく分析は，

反応の…般的な傾向を捉xる のには適 している

が，各個人の反応の中の多様性を捉}る には適し

ていない。そこで，数量化Tll類で得られたカテゴ

リー ・ウェイ トに基 づき反応 カテゴリーを作成

し，そのカテゴリーを用いて被験者の反応を分析

す ることにした。数量化IH類 では，1人 の被験者

が同時に反応する傾向の強い小項 目が次元上で近

くに位置づけられ るため，それに基づ く反応カテ

ゴリーで反応を分類 した時，各被験者の反応は比

較 的 少 な い カ テ ゴ リー に 分類 され るこ とに な る 。

従 って ，少 な い カテ ゴ リー で各 被 験 者 の反 応 を 包

括 的 に 分 析す る こ とが可 能 とな る。

 数 量 化 皿類 で得 られ た カテ ゴ リー ・ウ ェイ トに

基 づ い て197の 小 項 目を 計 量 的 に 分 類 す るた め

に ，Ward法 の階 層 ク ラス ター 分 析 が 用 い られ

た 。 そ の結 果 ， ク ラス ター数 が10の 時 に分 類 効

果 の1っ の ピー クが認 め られ(pseudo F=64558)，

それ よ りも ク ラス ター数 が 減 少 す る と分 類 効 果 も

低 下 す るこ とがわ か った 。 そ こ で， ク ラス タ ー数

10の 時 の クラ ス タ ーを そ の 後 の 分 析 に 用 い る こ

とに した 。表4-7は ， 小 項 目の分 類 結 果 を 示 した

もの で あ る。 各 ク ラス タ ーは ， 便 宜 的 に ア ル フ ァ

ベ ッ トで呼 ぶ こ とに し， クラ ス タ ーの 順 序 に つ い

て も得 られ た 結 果 の通 りに 示 してあ る。 また ， 各

ク ラス タ ー の小 項 目の カ テ ゴ リー ・ウ ェイ トの 平

均 と標 準 偏 差 を 表4-8に 示 す 。

 クラ ス タ ーAは 小 項 目数 の 最 も多 い クラ ス タ ー

であ るが ， そ の 大 部 分 は 性 格 を 記 述 した 小 項 目に

よ っ て構 成 され て い る。 クラ ス タ ーBも 同 じよ う

な 傾 向が あ るが ， 両 者 の 間 に は ニ ュ ア ソスの違 い

が 見 られ る。 そ れ は ， クラ ス タ ーAに は 性 格 の 中

で もい わ ゆ る気 質 的 な もの が 多 く含 まれ て い るの

に 対 し， クラ ス タ ーBに は 感 情 の 浮 き沈 み な どの

 表4-8各 クラ ス タ ー の カ テ ゴ リー ・ウ ェイ トの 平 均 と 標 準偏 差

           カテゴリー。ウェイトの卑均(蟹準偏差)

；三繝 数 一三∫工II*三[1壼r-… 一正 隔

A          O.329 (0.300)

B

三!28-

D

t

L撒

…刈

回

■
辱

「

(

一

(

一

ー

「

44

…

54

.

 

…

ワ
層

一

ワ
騨

 

-

一

-

.190

.371)

二310)一

  iZa
-_」 一一___一 一

E I  3

FI13

一一 十 一 一

烈 …璽.
H(4

一一 一1一一

 zIii
__4_一

 JI 5

蚕 一㌦7
 -t_一 一

備 ・0.4・・1

    1

  1.008 (0.249) 1 0.173 (0.421)

.287)一 〇.381(0.488)一 〇.845(0.482)

  一〇.058 (0.808    0・898 (1.135)

.。.129(。.24。)1.1.966(。.978》1。.81

一繭 葱1∫hl
，繭 誌 ：蕊

.904(0.251)一1.887(0・ 塾507(o.'49)

 一〇.160 (0。489     738 (0.481)    308 (0.602)

i      O.287 (0。351)     ?1 (0.41?)
             一 一           一    一  

 

1
      0。500 (0.486) 一〇.580 (0.510)
                                                                                           ア               コ                                                                                            

ヨ 巨40'(0・7571塑 塑
      0.228 (0.127)   7.009 (0.175}

      一1.116 (0.506)  0.068 (0.791)

.1.，、_、i_錮1。m

ー
ー
セ

ー
半

」

一1.527 (0.308)
一一_π_7__1一

(0.792)

伽 隔 πδ羸1℃.228(0.，。。，

∬
曠

…巫
-礎

、0.383、1繭 羸 臨 而1，38)

琢画 画 画匝 劃二画 動一爾

⊥塑 璽 巨二塑 ⑳土璽 興 ・io.a・・塾 並 噸 ：⑳

.985，。.，56__0.41_癒 憾)
    し    .=一↓..一    ↓一.



56

                   巳i.l                        II 82

邪瓢一藩

   表4-9基 準書の大項目とクラスターの対応関係

一 ト1匝L獅 雛 侵111∴一!
社金LL⊥L国

一⊥ ヨ ー王}一3.至L 一隠

撫 國1∴ ⊥ll望

力動 的 な ものが 多 く含 まれ てい る。 基 準 書 にお い

て小 項 目は ， 意 味 内容 の類 似 した もの が 集 め られ

大 項 目を 構 成 してい るが ， この よ うな 意 味 内 容 の

分 類 に お い て も性 格 記 述 が ま とめ られ て お り， し

か も， 気 質 的 な もの と力 動 的 な もの に 分 類 され て

い る。 そ こで ， 基 準 書 の 大 項 目 と ク ラス ター との

関 連 を 見 る こ とに した 。 そ の 結果 が 表4-9で あ る

が ， 性 格 記 述 が 集 め られ て い る大 項 目は 《 情 意 》

と《 力 動 》 で あ る。 い わ ゆ る気質 的 な性 格記 述 が

集 め られ て い る 《情 意 》 の小 項 目は全 部 で62項

目あ るが ， そ の うち48項 目は クラ ス タyAに 含

まれ ，14項 目が クラ ス タ ーBに 含 まれ てい る。

つ ま り， 《 情 意 》 の 小 項 目は す べ て クラ ス タ ーA

また はBに 含 まれ て い る こ とに な る。 また ， 力 動

的 な 性 格 記 述 が 集 め られ て い る 《 力 動 》 には32

の小 項 目が あ り， そ の うち24項 目が ク ラス ター

Bに ，5項 目が ク ラス ター一Aに 含 まれ て お り，3

項 目 だ け が そ れ 以 外 の クラ ス タ ー に 含 まれ てい

る。 こ の結 果 は ， 性 格 記 述 が 反 応 パ タ ー ソの分 析

にお い て も ま と ま りを 持 っ てお り， しか も， い わ

ゆ る気 質 的 な もの と力 動 的 な もの に 大 き く分 け ら

れ る こ とを 示 して い る。 以 上 の よ うな こ とか ら，

クラ ス タ ーAを “性 格(気 質)”， クラ ス ターBを

“性 格(力 動)” と呼 ぶ こ とに した
。

 それ に対 し，幽クラ ス タ ーCは 多 様 な小 項 目を含

み ，大 項 目 との 明確 な関 係 が 読 み取 りに くい 。 そ

れ で も細 か く見 てい くと， 身 体 に 対 す る記 述 が 分

類 され る《 個 体 》 の す べ て の 小 項 目が これ に 含 ま

れ て い る。 また ， 《 能 力 》 の 小 項 目の 半 分 が この

ク ラス タ ー に 含 まれ て い る。 しか し， この ク ラス

タ ー の半 分 以 上 は 《指 向 》 の小 項 目で あ る 。 《指

向 》 に は個 人 の 指 向 的 な側 面 に つ い て の記 述が 分

類 され るが ， そ の 内容 は 多 岐 にわ た っ てい る。 そ

こ で， クラ ス タ ーCに 含 まれ る《 指 向》 の小 項 目

(700番 台 の小 項 目)を 見 る と， まず ， 〈日課 ・習

慣 〉 や 〈生 活 状態 〉 な どの 日常 生 活 を 記 述 した も

の が 含 まれ て い る。 また，〈飲食 へ の指 向〉や 〈ス

ポ ー ツへ の指 向〉 な どの趣 味 や 好 み を記 述 した も

の も多 く含 まれ てい る 。つ ま り， こ こ に含 まれ る

指 向 につ い て の記 述 は ， 全 体 的 に見 て 日常 的 な も

のが 多 い 。 この よ うな 事 実 を 総 合 的 に 見 て ， クラ

ス タ ーCを “身 体 ・能 力 ・日常 生 活 ” の クラ ス タ

ー と解 釈 した
。 この クラ ス タ ーは ， 一 見 多 様 な も

の が 入 り交 じっ た もの の よ うに も見fxる が ， これ

は 身体 を核 と した 身 辺 的 な記 述 の 集 ま りと考 え る

こ と もで き る で あ ろ う。

 そ の他 に ， クラ ス タ ーDとGも 《指 向》 の小 項

目を多 く含 ん でい る。 クラ ス タ ーDの 小 項 目を 見

る と， 希 望 や 願 望 を 記 述 した もの が 多 く含 まれ ，

そ の ほ か に ， 希 望 や 願 望 と関 連 す る よ うな 自己評

価 も含 まれ て い る。 そ こで ， ク ラ ス タ ーDを “希

望 ・願 望 ” の クラ ス タ ー と解 釈 した 。一 方 ， ク ラ

ス タ ーGに は ，〈成 長 欲 求 〉，老 い や老 後 に 関す る

記 述 ， 自分 に対 す る満 足 感 や 幸 福 感 の他 に ，「～指



向 」 とい う小 項 目名 を持 つ もの な どが 含 まれ てい

る。 こ こで の指 向 に 関す る小 項 目は ， ク ラス タ ー

Cに 含 まれ る趣 味 や好 み と異 な り， 個 人 の生 き方

そ の もの を方 向づ け てい る よ うな キ ャセ ク シ ョ ン

が 多 い 。 こ の ク ラス ター の小 項 目全 体 を 見 る と，

個 人 の トー タ ル な指 向性 を 表 してい る よ うに も見

え， ク ラス タ ーGを “自己 実 現 的 欲 求 ” の クラ ス

タ ー と考 え て も差 し支 え な い で あ ろ う。 クラス タ

ーJの 項 目数 は 少 な い が
， 《 指 向 》 の 中 の 実 存 的

な 記述 と《 そ の 他 》 の小 項 目で構 成 され てい る。

前 に も述 べ た よ うに， 〈無 効 回 答〉 に は 自分 を 隠

喩 を用 い て表 現 した よ うな 〈隠 喩 的 表 現〉 も便宜

的 に併 合 され てい る。 そ こで ， この クラ ス タ ーを
“実 存 的 自己 意 識 ” の ク ラス タ ー と解 釈 した

。

 残 りの4つ の ク ラス ター を見 る と， まず ， ク ラ

ス タ ーEに つ い て は ，数 量 化 皿類 のV軸 で高 い カ

テ ゴ リー ウ ェイ トを 得 た3つ の 小 項 目で構 成 され
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て お り， これ を そ の ま ま “祖 父 母 ・父 母” の ク ラ

ス ター を 呼 ぶ こ とに した 。 ク ラス ターFは ，職 業

と家庭 に 関す る小 項 目で構 成 され て お り，“職 業 ・

家庭 ” の ク ラス タ ー と 判 断 した 。 クラ ス タ ーH

は ，〈兄 弟 姉妹 〉 が 含 まれ て い る もの の ，“学 校 生

活 ” の クラ ス タ ー と 考 えて よい で あ ろ う。 そ し

て， クラ ス タ ー1は ， 基 本 的 な デ モ グ ラ フ ィ ッ ク

属 性 につ い て の 小 項 目 で 構 成 され てい る。 そ こ

で ， この ク ラス ター を “基 本 属 性 ” の ク ラス ター

と考 えた 。

 各 ク ラ ス ター の 反 応 傾 向 ：以 上 の よ うに して 得

られ た ク ラス タ ーに 基 づ き各 被 験 者 の 反 応 を 分 類

し， 被 験 者 の 反 応 傾 向 を 分 析 した 。 そ こで は ， 各

被 験 者 が そ れ ぞ れ の クラス ター の 反応 を して い る

か 否 か が 分 析 され ， 各 ク ラス ター の言 及率 が 算 出

され た 。 つ ま り，被 験 者 の何 パ ー セ ン トが 各 ク ラ

ス ター に分 類 され る反 応 を してい るか を 求 め た の

表4-10各 クラス ターの性 ・年齢別言及率
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で あ る。 そ の 結 果 を 性 ・年 齢 別 に示 した もの が表

4-10で あ る。

 まず 全 体 的 な 傾 向 を 見 る と， ク ラス ターCの 言

及 率 が 高 い こ とが 目に つ く。 高 校 生 と60才 以 上

の 男 性 を 除 く，す べ て の 性 ・年 齢 で90%以 上 の

者 が ク ラス ターCに 言 及 して い る。 こ れ は ， ほ と

ん どの 個人 に とっ て ， 自分 の 身体 ，能 力 ， 日常 生

活 な どがself-imageの 不 可 欠 な要 素 で あ る こ と

を示 して い る。 それ に対 し ク ラス ターEは ，す べ

て の性 ・年 齢 で10%以 下 の言 及率 しか な い 。 こ

れ は ， こ の ク ラス ター に含 まれ る小 項 目が3項 目

しか な い こ と も影響 して い る が ， ク ラス ターは 数

量 化H噸 の結 果 に基 づ いた もの で あ る こ とを考 慮

す れ ぽ ， こ の3項 目が他 の項 目 との 関連 が 薄 い 特

殊 な もの で あ る と も言 え る で あ ろ う。

 他 の ク ラス ター は ，年 齢 や 性 の違 い に よ っ て言

及率 が大 き く変 動 してい る 。 クラ ス タ ーAの 言 及

率 は ，高 校 生 の 男子 で若 干 下 が っ てい る もの の，

全 体 的 に小 学 生 か ら大 学 生 まで 上 昇 し，50代 ま

では 比較 的 安定 して お り，60才 以 上 に な る と下

降 す る傾 向が あ る。 また ，性 差 に つ い て は，60才

以上を除いて女性の方が言及率 が高 い傾向があ

る。この結果は，性格の中でも気質的なものにつ

いてのself-imageが ，小学生から成人す るまで

の間に顕在化していき，青年期 と成年期を通 して

高い顕在性を維持す るが，老年期になるとその顕

在性が薄れていくことを示唆 している。クラスタ

_gも 性格に関するものであるが，力動的なもの

が集められたクラスターである。言及率は，クラ

スターAと かな り類似した変動を示 しているが，

大学生ではっきりとした ピークに達 し，それ以降

は下降す る点が異なっている。大学生が 自我同一一

性の確立時期にあた ることを考慮すると，この時

期に力動的なものがself-imageの 中で顕在的に

なることも理解できる。

 クラスターDは 希望 ・願望のクラスターである

が，図4-3を 見ると，女性は高校生で言及率が ピ

ークに達 し，男性は大学生でピークに達 している。

そ して，男女ともに20代 以降は30%か ら40%

程度の言及率 を維持 している。クラスターDに

は，〈進学の希望〉，〈就職の希望〉，〈結婚に関する

願望〉など，将来設計に関わる希望や願望が多く
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含まれている。そ うい う意味では，社会に出る前

の年齢で言及率が高いのも理解できる。また，女

性は平均す ると男性に較べ社会 に 出 る年齢 も早

 く，結婚年齢 も男性よ りも低い。従って，男女の

言及率のピークが異なるのは，性差による発達的

なズレと考えることもできるであろ う。それに対

しクラスター一Gは，年齢とともに言及率が上昇 し

てお り，小学生では10%以 下で しかなかったの

に対 し，60才 以上では75%以 上にもなっている

(図4-4)・ このクラスターには，個人の生き方そ

のものを方向づけるような指向についての記述が

含まれてお り，これを自己実現的欲求の クラスタ

ーと解釈 した。自分の生き方を包括的に反省する

には，精神的な発達が必要であ り，また，自分の

人生の意味づけをしたいという欲求は，人生の終

わ りに近づ くにつれて強 くなるものと思われる。

おそ らくこの結果は，このような発達や欲求を反

映 した ものと言xる であろ う。

 クラスターJの 実存的な自己意識も，ある意味

では自分自身の意味づけに関す るものと言える。

このクラスターの言及率は，高校生をピークとし

てそれ以降下降 している。実存的に自分を捉xよ

うとする傾向は，青年期の特徴とも考xら れる。

具体的な属性や性質を列挙することでは捉えきれ

ない “私”とい うものを捉 えようとすると，「自

分は何者か」とい う問いに対し 「私である」と答

えた り，メタファーで表現 した りす るこ とに な

る。あるいは，axが 得 られず 「本当は何者なの

だろうか」 とい う疑問が浮かぶことになる。そ う

い う意味では，WAIに このような反応が現れる

ことは当然と言xる であろ う。 しか し，自己意識

が未発達な時期には，自己の存在をこのように意

味づけようとする欲求も精神的な能力も弱い。一

方，人生経験が深まるにつれて，自分の属性や性

質に自分な りの意味を見出すことができるように

なる。おそらく，自我同一性確立以前の青年期に

は，自己の存在を意味づけたいとい う欲求が高ま

る一方で，自分を意味づける属性や性質に対する

同一性が十分になく，そのために実存的な自己意

識が強 くなるものと思われる。

 クラスターF，H，1は ，デモグラフィックな

属性，社会生活，家庭 ・家族と関連するクラスタ
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一 で あ る
。 ク ラス タ ー1は ， 基 本 的 な 属 性 に つ い

て の クラ ス タ ー一で ， 全 般 的 に 高 い 言 及 率 が あ る

が ， 小 学 生 で 特 に 高 く，60才 以 上 で 低 くな っ て

い る。 こ の よ うな基 本 的 な属 性 は ，生 涯 を通 して

重 要 なself-imageの 要：素 であ るが ， 発 達 の 初 期

のself-imageに お い て特 に 顕 著 で あ り， 老 年 期

には 顕 在 性 が 薄 れ てい くも の と思 わ れ る。 クラ ス

タ ーFは 職 業 と家 庭 に 関 す る もの で あ るが ， この

ク ラ ス タ ーの 言 及 率 は ， 大 学 生 以 下 で 低 く，20

代 以 降 で急 激 に上 昇 して い る(図4-5参 照)。 こ

れ に は ， 当然 ，就 職 が 関 連 して い る もの と考 え ら

れ るが ， そ れ だ け で な く， 結 婚 す る こ とに よっ て

自分 の家 庭 を築 くこ と も大 きな 要 因 とな っ てい る

もの と思 わ れ る。 一 方 ， クラ ス タ ーHは 学 校 生 活

に 関 す る もの で あ り， 大 学 生 まで は70%以 上 の

言 及 率 が あ るの に 対 し，20代 以 降 の ほ とん どの

年 齢 で10%代 まで下 が っ て い る(図4-6参 照)。

つ ま り・ クラ ス タ ーFとHは 相 補 的 な関 係 に あ

り・ 年 齢 に よ って いず れ か が 重 要 なself・image

の 要 素 とな る と言}る で あ ろ う。 そ して ， これ ら

は ・ ク ラ ス タ ー1と と もに ，self-imageの 広 い

意 味 で の社 会 的 な要 素 を構 成 してい る もの と考x

られ るQ

 ク ラ ス ター の 併 合 に よ る ク ラス タ ー 言 及 パ タ ー

ンの 分 析3各 被 験 者 のWAI反 応 は 複 数 の クラ ス

タ ーの 内 容 を 含 ん で お り， そ れ らの 組 合 せ に よっ

表4-11 クラスターと大クラスターとの対応関係

大・ラ・・一
一」 ・ラ・・一

13社 会 ・生物的基禝  C3身 体 ・能力 ・日常生活

皿：性絡

皿3欲 求 ・自己評価

E3祖 父母 ・父母

F3職 桑 ・寂庭

H3学 校生活
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て 構 成 され て い る。 しか し， そ の組 合せ は個 人 に

ょ って hで あ り， 膨 大 な クラ ス タ ーの 組 合 せ パ

タ ー ソが 存 在 す る こ とに な る。 この 分 析 の 被 験 者

に つ い て 見 れ ば ， 全 部 で564の 組 合 せ パ ター ンが

あ る。 これ らの パ タ ー ンを 用 い る こ とに よ り， か

な り詳 細 に 個 人 を 分 析 で き る。 しか し， そ の こ と

は 一 方 で ， 結 果 を 煩 雑 に し， 全 体 像 が わ か りに く

い とい う問 題 に もな る。 そ こで 本稿 で は ， ク ラス

タ ーを 併 合 してWAI反 応 の傾 向 を全 体 的 に把 握

す る試 み に つ い て だ け 触 れ て お く。

 クラ ス タ ーを 併 合 す るに は い くつ か の 方法 が あ

るが ， こ こで は 高 校 生 まで の 分 析 で示 され た “社

会 ・生 物 的 基 礎 ”，“性 格 ”， “欲 求 ・自己評 価 ” の

3っ に ク ラ ス タ ーを 分 類 す る こ とに した 。 こ の3

つ の ま と ま り自体 は 高 校 生 まで の 分 析 で 帰納 的 に

得 られ た もの で あ るが ， これ は槇 田 ・佐 野 の パ ー

ソナ リテ ィ ・スキ ー ムや 基 準 書 ゐ 大 項 目 と も対 応

し， パ ー ソナ リテ ィやself・imageを 包 括 的 に捉

え るの に有 効 な もの と思 わ れ る。 また ， 本 節 の分

析 で示 され た ク ラス ター もこ の3つ の クラ ス タ ー

と対 応 関係 を持 っ て い る。 そ こ で，10の ク ラ ス

ター を 併合 して ，1社 会 ・生 物 的 基 礎 ，II性 格 ，

皿 欲 求 ・自己評 価 の3つ に ま とめ ， これ を “大 ク

ラ ス タ ー”と呼 ぶ こ とに した 。 具 体 的 に は 表4-11

に もあ る よ うに ，1社 会 ・生 物 的基 礎 に は ク ラス

タ ーC，E， F， H，1， Jが 対 応 す る。 クラ ス

ターCに つ い て見 る と，身 体 や能 力 を生 物 的 な基

礎 と呼 ぶ こ とが で き， また 日常 生 活 も，生 物 的 と

社 会 的 に弁 別 す る こ とは む ず か しい が ，個 人 の基

礎 的 な 部 分 を 成 して い る と 言 え る。 ク ラス ター

E，F， H，1に は 家庭 ， 学校 生 活 ，職 業 な どの

広 い 意 味 で の 社 会 関 係 に つ い て の記 述 が分 類 され

る。 また ，ク ラス ター1に は 〈人 種 ・国 籍〉や 〈人

間〉 な どの 生 物 的 な 規定 も含 まれ て い る。 ク ラス

表4-12大 クラスタ ーの言及パター ンによる被験者 の分類結果

年齢
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図4-7 大 クラスターの言及パターンによる被験者

   の分類結果

ターJは 実存的な自己意識を反映 した ものである

が，これは個人が自分を根元的に意味づけようと

する試みの現れ と言 うことができるであろう。n：

性格には，性格についての記述が分類されるクラ

スターA，Bが 対応する。そ して， HI欲求 ・自己

評価には，具体的な将来の希望や願望が分類 され

るクラスターDと ，より包括的な自己実現的な欲

求が分類 され るクラスターGが 対応する。また，

この2つ のクラスターには自己評価についての記

述 も含まれている。このように して作られた大 ク

ラスターは，前節で示された3つ の クラスターと

内容的 にほとんど等価 なものであ り，10の クラ

スターがこれと対応す るとい うことは，2つ の分

析の妥当性を示す ものと言えるであろう。

 大 クラスターに対する被験者の言及パターンを

分析すると，高校生までの分析で得られた結果と

同じように，被験者を大きく4つ の言及パターソ

に分類できることがわかった。それは，1社 会 ・

生物的基礎にだけ言及 している者，1社 会 ・生物

的基礎とII性格に言及 している者，1社 会 ・生物

的基礎 と皿欲求 ・自己評価に言及 している者，そ

してこれ らすぺてに言及 している者の4つ のグル

ープである。これは，1社 会 ・生物的基礎にほと

んどすべての被験者 が言及 しているためであ る

が，社会 ・生物的基礎がself-imageの 不可欠な

要素であることを示唆している。

 性 ・年齢ごとに被験者をこの4グ ループに分類

した結果が表4-12で あるが，高校生までについ

て見ると，前節の分析と類似 した結果であること

がわかる(図4-1， 図4-7参 照)。そ して，大学

一WAI反 応 の反応 パター ンの分析一  61

生以上も含めて見 ると，self-imageの 発達的変

化の特徴を捉xる ことができる。小学生から大学

生の間では，1社 会 ・生物的基礎にだけ言及する

者が減少 し，すべての大 クラスターに言及する者

が増える傾向がある。これはself・imageの 分化

・多様化を反映 した ものと考えることができるで

あろ う。1社 会 ・生物的基礎 にだ け言及す る者

は，大学生以降安定 しているが，すべてに言及す

る者は大学生と20代 の間で減少 し，その後安定

している。20代 で1社 会 ・生物的基礎 と■ 性格

に言及する者が増加しているので，これは，皿1欲

求 ・自己評価に対す る言及が20代 になると減少

す るためと判断でき，卒業，就職，結婚などに よ

るself・imageの 変化を反映 しているものと思わ

れる・20代 から40代 までの間は全体的に大きな

変化 はない。50代 になると1社 会 ・生物的基礎

とII性格に言及する者が減 り，すべてに言及する

者が増えている。これは大学生と20代 との間で

の変化の逆であ り，皿欲求 ・自己評価に言及する

者が増加 していることを意味 している。また60

才以上では1社 会 ・生物的基礎と■性格に言及す

る者が減 り，1社 会 ・生物的基礎と皿【欲求 ・自己

評価に言及する者が増加 している。これは，II性

格に言及する者が減 り，皿欲求 ・自己評価に言及

す る者が増加しているためと判断できる。 クラス

ターGの 言及率を見ると50代 以降で上昇 してい

る(図4-4参 照)。従って，皿欲求 ・自己評価の

中で も自己実現的な欲求 が，50才 以降にself-

imageに おいて顕著になることの現 れと言 える

であろ う。

4. まとめ

 本章では，WAI反 応の反応パターンを分析 し

た結果について述べた。その中でも小学生から老

人までを対象 とした 分析 では，1989年 度版基準

書の197の 小項 目の反応パターンが数量化類で分

析 され，その結果5つ の次元が 得 られた。それ

は， 1.内 容的把握一形式的把握の軸，II.自 己

に対する意識の軸，m.実 存的意識 ・非日常的意

識の軸，IV.欲 求 ・希望 ・願望の軸， V.家 系 ・

家族の軸である。これらの軸での被験者のサ ンプ
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ル ・ス コ アを 分 析 した 結果 を ま とめ る と次 の よ う

に な る。 小 学 生 か ら大 学 生 まで は ，性 格 や希 望 ・

願 望 で 自己 を 記 述 す る傾 向 ， 実 存 的 で 非 日常 的 な

自己 意 識 が 強 くな る 傾 向 ， 家系 や 家 族 がself-

imageで 顕 在 的 に な る傾 向が 進 む 。 また ，欲 求 ・

希 望 ・願 望 な どが 強 くself-imageに 反映 され て

い て ， 特 に 中 学 生 ， 高 校 生 の 女 子 で 強 く反映 され

る。 この 期 間 は 性 差 も比較 的 大 き く， 実 存 的 ・非

日常 的 な 意 識 も含 め た 自己 に 対 す る意 識 は ， 女 子

よ りも男 子 で 強 い 。 そ して ， 性 格 ， 欲 求 ・希 望 ・

願 望 ， 家系 ・家柄 は ， 男 子 よ り も 女 子 のself-

imageに お い て 顕 在 的 で あ る。20代 か ら40代

に か け て は 比較 的 安 定 して い るが ，外 的 な対 象 が

self・imageに 反 映 され る傾 向 や ， 実存 的 で 非 日

常 的 な 自己 意識 が 強 くな る 傾 向 が 緩 慢 に 進 み ，

self・imageの 中 で の 欲 求 ・希 望 ・願 望 や 家系 ・家

族 の 顕 在 性 が 弱 くな る◎ この 期 間 の 女 性 のself-

imageで は ， 欲 求 ・希 望 ・願 望 の 顕 在 性 の 低 下

が 男性 よ りも少 な いた め ，性 差 が年 齢 と と もに広

が る傾 向 が あ る。50代 以 降 では ，外 的 な 対 象 ，

実存 的 ・非 日常 的 な意 識 ， 欲 求 ・希 望 ・願 望 ， 家

系 ・家族 がself・imageに 顕 著 に反 映 され る よ う

に な る。 また ，40代 で 広 が った 欲 求 ・希 望 ・願

望 の顕 在 性 につ い て の 性 差 は ，60代 以 降小 さ く

な る傾 向 が あ る。

 数 量 化m類 で得 られ た カ テ ゴ リー ・ウ ェイ トに

基 づ き， ク ラス ター分 析 に よっ て小 項 目の分 類 を

行 な い ，10の クラ ス タ ー を 得 た 。 そ れ は ，A.

性 格(気 質)，B.性 格(力 動)， C.身 体 ・能 力 ・

日常 生 活 ，D.希 望 ・願 望 ， E.祖 父 母 ・父 毎 ，

F.職 業 ・家庭 ，G.自 己 実 現 的 欲 求 ， H .学 校

生 活 ，1.基 本 属 性 ，J.実 存 的 自己 意 識 の 各 ク

ラ ス ター で あ る。 これ らの クラ ス タ ーに 対 す る言

及 率 を分 析 した 結 果 ， 身 体 ・能 力 ・日常 生 活 は あ

らゆ る性 ・年 齢 で言 及 され る こ とが 多 く， 祖 父 母

・父 母 は い ず れ の 年 齢 で も言 及 され る こ とが 比 較

的 少 な か った 。 性 格(気 質)は ， 大 学 生 まで 言 及

率 が 上 が り， 大 学 生 か ら50代 ま で安 定 して お り，

60才 以 上 で 言 及率 が 下 が っ て い る 。性 格(力 動)

は 大 学 生 では っ き り と した ピー クを 描 い て お り，

そ れ 以 降 下 降 して い る。 希 望 ・願 望 の 言 及 率 は ，

高 校 生 か ら 大 学 生 に か け て ピー クに 達 してか ら

20代 で下が り，それ以降安定 している。自己実

現的欲求の言及率は，年齢が上がるに従って上昇

し，60代 以上では約750に 達 している。実存的

自己意識の言及率は，高校生でピークに達 し，そ

の後下降 している。学校生活と職業 ・家庭は相補

的な関係にあ り，大学生までは学校生活の言及率

が高 く，20代 以降は職業 ・家庭の言及率が高 く

なっている。そして，基本属性については全体的

に言及率が高いが，小学生で特に高 く，60才 以

上で下がっている。

 最：後に，クラスターを1社 会 ・生物的基礎，r【

性格，皿欲求 ・自己評価の3つ の大 クラスターに

併合し，その言及パターンの分析を行なった。そ

の結果，ほとんどの被験者は，1社 会 ・生物的基

礎に言及してお り，他の2つ の大 クラスターに対

する言及パターンによって，被験者は4つ のグル

ープに分類 できることがわかった。それ に よる

と，小学生か ら大学生の間では，1社 会 ・生物的

基礎にだけ言及する者が減少 し，これら3つ すべ

てに言及する者 が増加する。20代 では皿欲求 ・

自己評価の言及率が下が り，結果として1社 会 ・

生物的基礎とr【性格だけに言及する者が増える。

そ して20代 から40代 にかけては比較的安定 し

ている。50代 以降，再び皿欲求 ・自己評価 の言

及率が上が り，II性 格に言及する者が減少 してい

るo

 小学生から老人までを対象とした分析から以上

のような結果が得られたが，ここからself・image

のい くつかの大 きな特徴 を理解す ることができ

る・その1つ は，self-imageの 分類 に関す るも

のである。self・imageが 多様で広い範囲 に及 ぶ

とい うことは，第2章 の基準書作成の過程や第3

章の反応頻度の分析でも明らかになっていた。本

章ではi数量化皿類によって1人 の個人のWAI反

応のまとまり方を分析 した結果，WAI反 応に現

れるself・imageが 意味内容のまとま りを持った

10の クラスタ 4'分 類 できることが示 された。

基準書の作成過程においても意味内容の類似に基

づいてself・imageが いくつかのまとまりに分類

されているが，数量化皿類に基づく分類は意味内

容の類似ではなく，反応の相関関係あるいは共変

関係に基づいたものである。それにも関わらず，
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クラ ス タ ーが 基 準 書 と も対応 す る よ うな意 味 内 容

の ま と ま りを 持 って い る こ とは ，各 個 人 のWAI

反応 の 中 に こ の よ うな ま とま りが 潜 在 してい る こ

とを示 唆 して い る。 つ ま り，1人 の個 人 の各 反 応

の間 には 意 味 的 な 連 関 が あ る とい う傾 向が 示 唆 さ

れ てい るの で あ る。 この よ うな 傾 向 は あ ま り強 い

もの で は な く， そ れ ぞ れ の 個 人 の 反 応 を 見 れ ぽ 多

様 な 内 容 を 含 ん で い る よ うに見xる 。 しか し，個

人 のWAI反 応 が あ らゆ る 内 容 を 含 む の では な

く，意 味 的 な偏 りを 持 っ てい る。 こ の よ うな 反 応

の相 関 関 係 あ るい は 共 変 関 係 に基 づ くself-image

の分 類 は ， 意 味 内容 の ま と ま りを 持 ち ， しか も個

人 差 を 反 映 して い るた め ，self-imageを 包括 的

に理 解 す る上 で も有 効 な もの と言xる で あ ろ う。

 2つ め の特 徴は ，self-imageの 具 体 的 な 内容

につ い て の もの で あ る。 この 分 析 で は ， 身 体 ， 能

力 ， 日常 生 活 に 関 す る記 述 が1っ の クラス ター を

形 成 し， しか も この クラス ター は い ず れ の 性 ・年

齢 で も多 くの 被験 者 に よっ て 言 及 され て い る 。 こ

れ は ， こ の よ うな身 体 を核 とす る身 辺 的 な記 述 が

self-imageの 不 可 欠 な 要 素 で あ る こ とを 示 唆 し

てい る。 身 体 は ，James(1892)の 自 我 理 論 や

Allport(1962)の プ ロプ リウ ム で も 自己 の 原 初

的 で 基 本 的 な 要 素 と して 挙 げ られ て い る。 こ こ で

得 られ た 結果 は ， 身体 が身 辺 的 な もの と密 接 に関

連 してい る こ とを 示 して お り， 間 接 的 で は あ る

が ， 身体 がself・imageの 重 要 な要 素 で あ る こ と

を 実 証 した もの と も言 え る で あ ろ う。

 最 後 にself-imageの 発 達 に つ い て 見 る と， か

な り明確 な特 徴 が この 分 析 の 結 果 認 め られ た 。 ま

ず ，児童 期 か ら青 年 期 に か け て 個 人 のself-image

が 分 化 し， 多 様 な 内容 のself-imageが 含 まれ る

よ うに な る傾 向 が見 られ た 。 こ の よ うな分 化 ・多

様 化 の傾 向 は大 学 の卒 業 ま で続 くが ， これ は 自我

同一 性 の確i立の時 期 とほ ぼ 対 応 す る もの と思 わ れ

る。 自我 同一 性 は こ の よ うな 多 様 なself-image

を 持 ち， そ れ らを1人 の “私 ” と して 統 合 す る こ

とに よ って 達 成 され る もの と言 え るで あ ろ う。 ま

た ， 発 達 に 伴 っ てself-imageの 内容 も 変 化 す

る 。学 生 の 間 は学 校 生 活 がself-imageの 重 要 な

要 素 で あ る の に対 し， 学 校 の卒 業 後 は 職 業 や 家 庭

が そ れ に 代 わ る。 また ， 自分 の 性 格 に つ い て の

self-imageは ，児 童 期 か ら 青年 期 にか け て 次 第

に顕 著 に な る。 そ して ，高 校 生 や 大 学 生 とい う子

供 時 代 の最 終 段 階 で希 望 や願 望 が顕 著 に な り， 加

齢 が 進 む に従 っ て， 自己 を包 括 的 に 意 味 づ け た い

とい う欲 求 が ，self・imageに 大 き く反 映 され る

よ うに な る。 この よ うな 内 容 的 な 変 化 は ， 個 人 の

生 物 的 ・精 神 的 な 発 達 状 態 や個 人 の 置 か れ た 社 会

状 況 を 反 映 してい る。 そ うい う 意 味 では ，self-

imageは 個 人 の 生 きた 姿 を 表 して い る と 言 え る

で あ ろ う。
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1.研 究 の まと め

 本 稿 では ， 「組 織 行 動 研 究 ，No.16」 に 引 き続

き，WAI技 法 に よ る 自我 の 実証 的研 究 に つ い て

述 べ た 。わ れ わ れ は ， 自我 を 実 証 的 に 捉 え る際

に ， 個 人 が 抱 い て い るself-imageが 有 効 で あ る

と考 え ，WAI技 法 を 用 い てself-imageを 分 析

して い る。わ れ わ れ の研 究 プ ロジ ェ ク トの 目的 を

挙 げ る と， ① 実 証 的 な方 法 で 個 人 のself-image

を具 体 的 に捉 え， そ れ が どの よ うな 範 囲 に 及 ぶ か

を 把 握 す る こ と， ② 様 々なself-imageが どの よ

うな 頻 度 で 現 れ るか を 分 析 す る こ と， ③個 人 の持

つ 多 くのself-imageが 相 互 に どの よ うな 関連 を

持 って い るか を 分 析 す る こ と，④WAI技 法 を パ

ー ソナ リテ ィ診 断 を行 な うた め の技 法 と して確 立

す る こ とで あ る。 こ の よ うな 目的 のた めYr， わ れ

わ れ はWAI技 法 を用 い てself・imageの 分 析 を

行 な っ てい る。

わ れ わ れ は ， まず ，“基 準 書 ”と呼 ば れ るWAI

技 法 の た め の 反 応 カ テ ゴ リー を 作成 す る こ とに し

た 。 これ はWAI反 応 の具 体 的 な 内 容 を把 握 す る

た め に ，反 応 の 内 容 分 析 を通 じて帰 納 的 に作 成 さ

れている。基準書の一・番最初の版は1983年 度に

作成 された。その後，「基準書 の改訂一〉反応の分

類→集計一〉反応傾向の分析一〉基準書の改訂」とい

う過程を繰 り返 して，基準書の精緻化 が進 めら

れ・その結果，約300の 小項目を持つ1986年 度

版基準書が得られた。この基準書はかな り安定性

があ り，その後，1988年 度までほとんど変更を加

えられずに分析に用いられた。しか し，この基準

書はまだカテゴリー数が多 く，これを用いて分類

を行なうには，数ケ月に及ぶ トレーニングを要す

る。そこで・さらに小項 目の併合を中心とする基

準書の改訂を行ない，その結果，199の 小項目を

持つ1989年 度版基準書が完成された。この基準

書では，199の 小項目が，《社会》，《家庭》，

《個体》・《能力》，《情意》，《力動》，《指

向》，《その他》，《無回答》の9つ の大項 目に

分類されている。

 このような手続きで作られた基準書は，分析の

ための反応カテゴリーであると同時に，WAI技

法によってどのような反応が得られ るかを具体的

に示すものでもある。つまり，基準書は，多 くの

個人から得られたself-imageを 具体的に列挙 し

た リス トと言 うことができる。一方，基準書の作
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成の過程で，基準書の大項 目と槇田 ・佐野(1965)

のパーソナ リティの概要のスキームとの間に対応

関係が認められた。これは，パーソナ リティのほ

とんどすべての側面についての記述が，WAI技

法において 出現 し得 ることを示 してお り，self・

imageあ るいは自我 ・自己の理解に対するWAI

技法の有効性を示唆 している。

 WAI技 法で得られた小学生から老人までの約

14，000名 の反応を，1989年 度版基準書を用いて

分析 した結果，WAI反 応のいくつかの特徴が見

出された◎まず，WAIに は個人にとって重要な

もの，あるいは，重要な事柄が現れる傾向がある

とい うことである。これは，WAIの 反応が個人

の自我関与と密接に関連 していることを示唆 して

いる。もう1つ の特徴は，WAI反 応に，指向的

側面，デモグラフィックな属性，社会関係につい

ての記述が多い とい うことである。これは，この

ような側面 や属性 が，self・imageに おいて，特

に重要で，中心的なものである可能性が高いこと

を示唆 している。また，発達的な変化についても

い くつかの特徴を捉えることができた。まず，児

童期から成年期に至る発達においては，個人の社

会的あるいは生物学的基礎がself-imageの 中で

顕在性を失っていき，その一方で性格が顕在化し

てくるとい う特徴がある。成人期 の特徴 として

は，職業と家庭がself-imageの 中で重要な位置

を占めているとい うことが挙げられる。老年期に

は，self・imageの 広 が りが失われていくとい う

特徴が見られたが，その一方で，自己や社会に対

する肯定的な態度が現れている。

 さらに，WAI技 法で得 られた反応を基準書に

よって分類し，その反応パターンの分析を行なっ

た。反応 パターンとは，各個人の全体的 な反応

が，どのような反応の組合せによって構成 されて

いるかを表 した ものである。これを分析すること

によって，個人の反応のまとま り方や，反応間の

相関関係あるいは共変関係が捉えられる。 これを

WAI反 応の分析に適用 し，個人のWAI反 応が

どのようなself-imageに よって構成されている

かを分析すれば，個人のWAI反 応の全体的な特

徴が捉xら れ る。反応パターンの分析は，林の数

量化皿類を用いることによって体系的に行な うこ

とが 可 能 とな り， そ の 結 果 ， そ れ ぞれ の 反 応 は ，

個 々人 の 反 応 の ま と ま り方 を 反映 す る よ うな複 数

の 次 元 の 上 に位 置 づ け られ る こ とに な る。 この よ

うな 次 元 で 構 成 され るself-imageの 空 間 は ，個

人 内の 構 造 とは 別 の 意 味 でself-imageの 構 造 と

言 うこ と もで き る。 これ は ，多 くの個 人 か ら得 ら

れ た 個 々 のWAI反 応 を 構成 要 素 と し， 個hの

WAI反 応 は ， そ の構造 に お い て ，反 応 パ ター ソ

の 類 似性 に基 づ い て位 置 づ け られ る。

 小 学 生 か ら老 人 まで の約14，000名 のWAI反

応 を ，1989年 度 版 基 準 書 に よ って 分 類 し， そ の

反 応 パ ター ンを数 量化m類 で分 析 した 結 果 ，1.

内 容 的把 握 一形 式 的 把 握 の 軸 ，II.自 己 に 対 す る

意 識 の軸 ，III.実 存 的 意 識 ・非 日常 的 意 識 の 軸 ，

IV.欲 求 ・希 望 ・願 望 の軸 ， V.家 系 ・家 族 の 軸

の5つ の次 元 が 得 られ た 。 これ らの 軸 での 被 験 者

のサ ンプ ル ス コアを 分 析 した 結 果 ， 次 の よ うな こ

とが 示 され た 。 小 学 生 か ら大 学 生 まで は ， 性 格 や

希 望 ・願 望 で 自己 を 記 述 す る傾 向， 実 存 的 で 非 日

常 的 な 自己 意 識 が 強 くな る 傾 向， 家 系 や 家 族 が

self・imageで 顕 在 的 に な る 傾 向 が 進 む 。 また ，

欲 求 ・希 望 ・願 望 な どは 強 くself・imageに 反 映

され て い て ， 特 に 中 学 生 ， 高 校 生 の 女 子 で 強 く反

映 され る。 この 期 間 は 性 差 も比 較 的 大 き く， 実 存

的 ・非 日常 的 な 意 識 も含 めた 自己 に 対 す る 意 識

は ，女 子 よ りも男 子 で 強 い 。 そ して ，性 格 ， 欲 求

・希 望 ・願 望 ， 家 系 ・家 柄 は ， 男 子 よ りも女 子 の

self-imageに お い て顕 在 的 で あ る。20代 か ら40

代 に か け て は 比 較 的 安 定 して い るが ，外 的 な対 象

がself・imageに 反映 され る傾 向 や ，実 存 的 で非

日常 的 な 自己 意識 が 強 くな る傾 向 が緩 慢 に進 み，

self-imageの 中 で の 欲 求 ・=希望 ・非 望 や 家 系 ・

家 族 の顕 在性 が 弱 くな る 。こ の期 間 の女 性 のself・

imageで は ， 欲 求 ・希 望 ・願 望 の 顕 在 性 の 低 下

が 男性 よ りも少 ない た め ，性 差 が 年 齢 と と もに 広

が る傾 向が あ る 。50代 以 降 では ， 外 的 な 対 象 ，

実存 的 ・非 日常 的 な意 識 ， 欲 求 ・希 望 ・願 望 ， 家

系 ・家 族 がself-imageに 顕 著 に 反 映 され る よ う

に な る 。 また ，40代 で 広 が った 欲 求 ・希 望 ・願

望 の顕 在 性 につ い て の 性 差 は ，60代 以 降 小 さ く

な る傾 向 が あ る 。

 さ らに ，数 量 化 皿類 で得 られ た カ テ ゴ リー ・ウ



エ イ トに 基 づ き， ク ラス ター 分 析 に よっ て 小項 目

の 分 類 を 行 ない ，10の ク ラス ター を 得 た 。 それ

は ・A.性 格(気 質)，B .性 格(力 動)， C.身

体 ・能 力 ・日常 生 活 ，D.希 望 ・願 望 ， E .祖 父

母 ●父 母 ・F.職 業 ・家 庭 ，G .自 己 実現 的 欲

求 ・H・ 学 校 生 活 ，1.基 本 属 性 ，J .実 存 的 自

己 意 識 の各 ク ラス ター で あ る 。 これ らの クラ ス タ

ー に対 す る言 及率 を分 析 した 結 果
， 身 体 ・能 力 ・

日常 生 活 は あ らゆ る性 ・年 齢 で言 及 され る こ とが

多 く， 祖 父 母 ・父 母 は い ず れ の年 齢 で も言 及 され

る こ とが 比 較 的 少 な か った 。 気質 は ， 大学 生 まで

言 及 率 が 上 が り， 大 学 生 か ら50代 まで安 定 して

お り・60才 以 上 で言 及 率 が 下 が っ てい る。 力動

は 大 学生 で は っ き りと した ピー クを描 い てお り
，

それ 以 降 下 降 してい る。 希 望 ・願 望 の 言 及 率 は ，

高 校 生 か ら 大 学 生 に か け て ピー クに 達 して か ら

20代 で 下 が り， そ れ 以 降 安 定 して い る
。 自己 実

現 的 欲 求 の 言 及 率 は ， 年 齢 が 上 が るに 従 って 上 昇

し，60代 以 上 で は 約75%に 達 して い る
。 実 存 的

自己 意 識 の 言 及 率 は ， 高校 生 で ピー クに達 し， そ

の 後 下 降 して い る 。学 校 生 活 と職 業 ・家庭 は相 補

的 な 関 係 に あ り，大 学 生 ま では 学 校 生 活 の言 及 率

が 高 く・20代 以 降 は 職 業 家 庭 の 言 及 率 が 高 くな

っ て い る。 そ して， 基 本 属 性 に つ い ては 全 体 的 に

言 及 率 が 高 い が ， 小 学 生 で特 に 高 く，60才 以 上

で下 が っ てい る。

 また， クラスターを1社 会 ・生物的基礎，■性
格，皿欲求 ・自己評価の3つ の大クラスターに併

合 し，その言及パターンの分析を行なった。その

結果，ほとんどの被験者は，1社 会 ・生物的基礎

に言及 してお り・他の2つ の大 クラスターに対す

る言及パターンによって，被験者は4つ のグルー

プに分類できることがわかった。それによると，

小学生から大学生の間では，1社 会 ・生物的基礎

にだけ言及する者が減少 し，これ ら3つ すべてに

言及する者が増加する。20代 ではm欲 求 ・自己

評価の言及率が下が り，結果として1社 会 ・生物

的基礎 とII性 格に言及する者 が増 える。そ して

20代 から40代 にかけては比較的安定 している
。

50代 以降・再び皿欲求 ・自己評価の言及率が上

が り，n性 格に言及す る者が減少 している。

 反応パターンの分析か ら得 られた結果は，self一
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1mageの い くつ か の大 き な特 徴 を示 唆 して い る
。

そ の1つ は ，各 個 人 のWAI反 応 の 中 に意 味 的 な

連 関 が あ る とい うこ とで ，2つ め の特 微は ， 身 体

を核 とす る身 辺 的 な記 述 がself-imageの 不 可 欠

な要 素 で あ る とい う こ とであ る。 そ して 発 達 的 な

特 徴 と しては ， 児 童 期 か ら青 年 期 に か け て 個 人 の

self-imageが 分 化 し，多 様 な 内 容 のself・image

が 含 まれ る よ うに な る こ とや ， 学 生 の 間 は 学 校 生

活 がself・imageの 重 要 な要 素 で あ る の に対 し，

卒 業 後 は職 業 や 家庭 が それ に代 わ る こ とが 示 され

た 。 また ，児 童 期 か ら青 年 期 にか け ては 自分 の性

格 につ い て のself-imageが 次 第 に顕 著 に な り，

高 校 生 や 大 学 生 とい う子 供 時 代 の 最 終 段 階 で は 希

望 や 願 望 が 顕 著 に な る。 そ して， 加 齢 が 進 む に 従

っ て， 自己 を 包 括 的 に 意 味 づ けた い とい う 欲 求

が ・self-imageに 大 き く 反 映 され る よ うに な る

こ とな どが示 され た 。

2.自 我 ・自己研究における研究結果の

  位置づけ

 本 研 究 で は ・WAI技 法 を 用 い てself-imageの

分 析 を 行 な った 。 これ は ， 自我 あ るい は 自己 を心

理 学 的 に 理 解 す る上 で，self・imageを 分 析す る

こ とに 意 味 が あ り・WAI技 法 がself-imageを

実 証 的 に 捉 え るの に 有 効 な技 法 で あ る と考 えた か

らで あ る。 こ こで は ，本 研 究 で得 られ た 結 果 と自

我 ・自己 の 問題 との関 連 につ い て若 干 考 察 を 加 え

る こ とにす る。

 第1章 でも述べたように，自我 ・自己の問題は
3つ の 視 点 か ら考 え る こ とが で き る

。 そ の視 点 と

は ， 自我 ・自己 の 領域 あ るい は 内 容 ，構 造 ，機 能

の3つ で あ る。 そ してself・imageは
， 特 に 自我

・自己 が どの よ うな領 域 に及 ぶ もの であ るか を 理

解 す る上 で有 効 な概 念 と思 わ れ る。 本 研 究 で は ，

WAI技 法 で 得 られ た 具体 的 なself-imageを 内

容 分 析 し， 基 準 書 とい う形 に ま とめ て い る。 そ の

結 果 を 見 る と・self-imageは ，名 前 ，性 別 ，年 齢

な どの 基 本 的 な 属 性 ， 社 会 ・家族 の 中 で の 役 割 あ

るい は 社 会 ・家族 に 関す る様 々 な態 度 ，身 体 ，能

力 ，性 格 ，欲 求 や願 望 ， 自己 評 価 ， 趣 味 や 好 み な

どの キ ャセ ク シ ョ ン， 実 存 的 な 自己 意 識 な どに 及
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ん でい る。 これ は ，self-imageが 広 い 範 囲 に及

ぶ こ とを 示 して お り， 自我 ・自己 の 領 域 に 関 して

もこ の よ うな 広 い 領 域 を 考 慮 す る必 要 が あ る こ と

を 示 唆 してい る。 自我 ・自己 の 領 域 を どの よ うに

考 え るべ きか とい うこ とに 関 して は様hな 考 え 方

が あ る。 例 え ば ，James(1892)の 物 質 的 客 我

は ， 身 体 ， 所 有 物 ， 家 族 ， 国 家 な どの 広 い範 囲 を

含 ん でい るが ，Freud(1933)の 理 論 で は ，外 界

と 内界 を 区 別 す る傾 向 が 強 い 。 この よ うな 考 え方

の 違 い は ， 自我 ・自己 を どの よ うな もの と して考

え るか の 違 い に よ る と ころ が 大 き く，双 方 の主 張

が 対 立 す る こ とを 必 ず し も意 味 して い るわ け で は

な い 。 しか し， 本 研 究 で 得 られ た 結 果 を見 る と，

少 な く と も， 個 人 の 主 観 的 な 自我 ・自己 の 領 域

は ， 皮 膚 の 内 側 に 限 定 され る もの で は ない と言 え

るで あ ろ う。

 多 くの 個 人 か ら得 られ たself-imageを ま とめ

た 基 準 書 を 見 る と， 自我 ・自己 の主 観 的 な領 域 が

広 い範 囲 に 及 ぶ こ とが うか がわ れ るが ， 各 個 人 を

見 る と， そ の範 囲 は それ ぞれ 異 な り， 従 っ て 自我

・自己 の 領域 もそれ ぞれ 異 な っ てい る と考xら れ

る。例7..ば ， あ る個 人 のself-imageは 社 会 全 体

に 及 び ， ま た 別 の個 人 のself・imageは 個 人 的 な

生 活 の領 域 に限 定 され てい る。 また ， こ の よ うな

範 囲 の 広 さだ け で な く，self-imageの 内 容 そ の

もの も個 々人 に よっ て大 き く異 な っ てい る。 従 っ

て ， 自我 ・自己 の領 域 を考 え る場 合 に も， そ の範

囲 や 内 容 に大 き な個 人 差 が あ る と考 え るべ き で あ

ろ う。 む しろ ， この よ うな違 い に こそ， そ の個 人

の 固有 性 が反 映 され て い る と見 るべ きか も知 れ な

いo

 基 準 書 に よる反 応 の分 析 か らだ け では 明確 に は

わ か らな い が，self・imageの 相 互 関 連 性 の 分 析

や イ ソタ ビュ ー を行 な った 結 果 を見 る と(岩 熊 ・

槇 田 ，1989)，self-imageの 中 に は ， 自分 を よ く

表 してい る も の とそ うで な い もの が 存 在 して い る

よ うに 思 わ れ る。 つ ま り，self-imageに は ， 自

分 ら しさを 感 じる程 度 ， あ るい は ， 自我 関 与 の 程

度 に 違 い が あ る と 考 え られ る 。 これ を “中 心 的

な”self・imageと か “周 辺 的 な”self-imageな

どと表 現 す る こ と もで き る。 中 心 か ら周 辺 に 行 く

に従 っ て， 自分 ら しさが 薄 れ ， 自我 関 与 も低 くな

って い く。 逆 に 言 え ば ， 自我 関 与 の低 い もの を周

辺 的 な 領域 と呼 ぶ こ とが で き る。 そ して最 終 的 に

は ， 自分 ら し さや 自我 関与 を全 く感 じない 領 域 に

達 す るの で あ る。James(1892)は ， 字 宙 を 自我

と非 自我 に 分 け ，両 者 の 間 に “一 大 破 裂 ” が あ る

と述 べ て い るが(James著 今 田訳 ，1939， 上 巻

P・215)， この よ うな 表 現 に 従 え ぽ ，周 辺 の 外 側

に は 非 自我 の領 域 が存 在 す る と言 え る で あ ろ う。

しか し， 自分 ら しさ や 自我 関 与 は ， 中 心 か ら徐 々

に 薄れ て行 き， 周 辺 にお い てわ ず か に な り， や が

て全 く感 じ られ な くな る とい った 変 化 を す る もの

で あ り，周 辺 とそ の外 側 との間 にはJamesの 言

う よ うな “一 大 破 裂 ” は 存 在 せ ず ， 自我 と非 自我

の境 界 は曖 昧 な もの と考 え る方 が 自然 であ ろ う。

従 っ て， 個 人 の 自我 を 全 宇宙 と 考xる こ とや ，
“島 宇宙 ” と考 え る こ と も 可能 で あ ろ う

。 む しろ

重 要 な のは ， どこに 個 人 の 自我 ・自己 の 主 観 的 な

中 心 が あ るか とい うこ とに な る。 この よ うな こ と

に対 して も，WAI技 法 に よ ってself-imageを

捉 え る こ とは 有 効 性 を 持 って い る と思 わ れ る。

 自我 ・自己 の 構 造 に つ い て は ， 構 造 とい うもの

を どの よ うに 考 え るか に よっ て 様 々 な もの が あ

る。 例 えば ， 各 個 人 自身 が 各self-imageを 主 観

的 に どの よ うに 関 連 づ け て い るか とい う認 知 的 な

構 造 も， 自我 ・自己 の 構 造 を 考xる 上 で 有 効 な も

の と思 わ れ る(岩 熊 ・槇 田 ，1989)。 そ れ に 対 し，

本 稿 では ，WAI反 応 の 反 応 パ タ ー ンか らself-

imageの 共 変 関 係 に基 づ く構 造 を 分 析 した 。 こ

れ は ，WAI技 法 で 得 られ た 多 くの 個 人 のself-

imageを 相 互 に 位 置 づ け た もの で あ り，個 人 の

中 に 想 定 され る 構i造Lでは な い 。個 人 の 各self・

imageは そ の 中 に 位 置 づ け られ ， 個 々人 もそ の

中 に 位 置 づ け られ る。こ こに位 置 づ け られ たself・

imageは ， WAI技 法 で 得 られ た あ らゆ るself-

imageを 含 ん で お り， この 構 造 は ， そ れ らを 個

人 差 に 基 づ い て位 置 づ け て い る 。従 っ て ， この よ

うな 構 造 は ， 多 くの個 人 のself-imageの 総 体 を

理 解 した り，個 々人 を比 較 す る上 で有 効 な もの と

な る。 と ころ で ， 実際 に得 られ た 構 造 を見 る と。

小 学 生 か ら高 校生 ま で の 分 析結 果 と小学 生 か ら老

人 まで の 分 析 結 果 の 間 に 細 か い 違 い は あ る もの

の ， 両 者 は 全 体 的 に共 通す る 部 分 が多 い 。 まず ，
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self-imageが 近接 して位 置 づ け られ る 傾 向 が あ

る 。 これ は ，個 人 の各self-imageの 間 に 意 味 的

な 類 似 性 が 存 在 す る こ とを 示 唆 してい る。 しか

し，意 味 内容 の類 似 性 と言 って も， 必 ず しも一 元

的 な もの では な く， 意 味 関 連 は 多 元 的 な もの で あ

る。self-imageに 関 して 言 え ぽ ， そ れ に 反 映 さ

れ てい る生 活 領 域 の 近 接 性 ， そ れ が 表 して い る態

度 や 感 情 の 類 似 性 ， あ るい は ， そ の よ うなself-

imageを 生 み 出す 自己 意 識 の 類 似性 な ど 様hな

もの が ， 意 味 的 な 類 似性 と して知 覚 され る。例 え

ば ， 小 学 生 か ら老 人 まで の 分 析 で は ，1 .内 容的

把 握一形 式 的 把 握 の 軸 ，II.自 己 に 対 す る 意 識 の

軸 ，ITI.実 存的 意識 ・非 日常 的 意 識 の軸 ， IV.欲

求 ・希 望 ・願 望 の軸 ，V.家 系 ・家 族 の軸 の5つ

の次 元 が得 られ てい る。 これ らの次 元 を 見 る と，

主 に 自己 意 識 の様 相 の類 似 性 に基 づ い た ま と ま り

を示 してい る よ うに見 え る。 つ ま り， そ れ ぞ れ の

自己 意 識 の強 度 の 違 い に ，self・imageの 個 人 差

が 現 れ てい る と見 る こ とが で き る。 そ の 一 方 で ，

これ らす べ ての 次 元 を 用 い てself・imageを 分 類

した 結 果 であ る クラ ス タ ーに は ， 生 活 領 域 の 近 接

性 を 反 映 した もの も含 まれ て い る。 例 え ぽ ， 学 校

生 活 あ るい は 家 族 ・職 業 が 同 一 の クラス ター に 現

れ て い る。 これ は ， この よ うな 生 活 領 域 が ， 類 似

した 自己 意 識 に よ ってself・imageに 反映 され て

い る こ と を 示 唆 し て い る 。 そ して ，self-image

は ， この よ うな 自己 意 識 に よっ て捉 え られ ，表 現

され る もの で あ り， 自我 ・自己 の 構造 を 考tiる 場

合 に お い て も， この よ うな 自己 意識 を考 慮 す る必

要 が あ る と言xる で あ ろ う。

 と ころ で ， この よ うに して得 られ た クラ ス タ ー

は ，槇 田 ・佐 野(1965)の パ ー ソナ リテ ィ ・ス キ

ー ム と もお お まか に対 応 してい る
。 こ の ス キ ー ム

は， 個 人 の パ ー ソナ リテ ィを 理 解 す る上 で 考慮 す

べ き側 面 を 示 した もの で ，Allport(1937)の サ

イ コ グ ラ フや ，Cattell(1964)， Eysenck(1947)

な どの 考x方 を 参 考 に して 作 成 され た もの で あ

る。 い わ ば ， パ ー ソナ リテ ィを理 解 す る視 点 を 専

門 家 の 目か ら呈 示 した もの とbx..る で あ ろ う。 そ

れ に 対 し，一一般 の個 人 が 自分 とい うパ ー ソナ リテ

ィを どの よ うに捉 え て い るのか を調 べ ， それ を共
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変 関係 に基 づ い て分 類 した もの が 本 研 究 で 得 られ

た クラ ス タ ー と言 うこ とが で き る。 つ ま り， 個 人

差 に 基 づ い て 分 類 され た パ ー ソナ リテ ィの 側 面 ，

あ るい は ， 個 人 の 自己 意 識 の 違 い か ら分 類 され た

パ ー ソナ リテ ィの 側 面 と言 え る。 従 って ， ス キ ー

ム と クラ ス タ ー との 間 に 対 応 関 係 が あ る とい うこ

とは ， パ ー ソナ リテ ィを これ らの側 面 か ら理 解 す

る こ との 妥 当性 を 示 唆 して い る と 言 え る で あ ろ

う。 た だ し， ス キ ー ム と ク ラス ター は完 全 に対 応

して い るわ け で は な く， 部 分 的 に 異 な る 点 もあ

る。 例 え ぽ ， ク ラス ター で は ，身 体 ，能 力 ， 日常

生 活 が1つ の ま とま りを形 成 して い る の に対 し，

ス キ ー ム で は ，身 体 ，能 力 は それ ぞれ1つ の側 面

と して扱 わ れ ， 日常 生 活 は指 向 に含 まれ てい る。

ま た ， ク ラス タ ー で は分 離 され てい ない 職 業 と家

庭 は ， ス キ ー ム で は 社 会 と 家庭 に 分 け られ てい

る 。 それ に対 し， ス キ ー ム で指 向 と して ま とめ ら

れ てい る ものは ， 多 くの クラ ス タ ーに 分 離 して い

る。 ス キ ー ム の各 側 面 は ， パ ー ソナ リテ ィ全 体 を

理 解 す るた め に 便 宜 的 に ま とめ られ た も の で あ

り， そ もそ も明確 な 境 界 を 持 つ もの で は な い 。 従

っ て， ス キ ー ム と クラ ス タ ー との 間 に範 囲 の違 い

が あ る こ とに は 何 の 不 思 議 もな い が ， この 違 い

は ， 自己 意 識 か らは 個 人 の パ ー ソナ リテ ィの基 底

を 成 す 社 会 ・生 物 的 な 基 礎 が あ ま り弁 別 され な い

の に 対 し， 指 向 的 な 部 分 は 細 か く分類 され る こ と

を 意 味 して い る と見 る こ と もで き るで あ ろ う。 こ

れ は ， パ ー ソナ リテ ィあ るい は 自我 ・自己 を理 解

す る上 で ， 指 向 的 な もの を よ り詳 細 に検 討 す る必

要 性 を示 唆 して い る と も考 え られ る。

 自我 ・自己 に は様hな 主 体 的 な機 能 が 考 え られ

るが ，本 研 究 はself-imageを 分 析 対 象 と して お

り， 自我 ・自己 の機 能 を 直 接 的 に 扱 った もの で は

ない 。 従 っ て， 本 研 究 の 結 果 か ら， 自我 ・自己 の

機 能 に つ い て 言 及 す る こ とは で きな い 。 しか し，

self-imageと 自我 ・自己 の機 能 の間 に は 密 接 な

関 係 が あ る と考 え られ るた め ， こ こで は ， 自我 ・

自己 がself-imageに 対 し どの よ うな 働 きを して

い るの か に つ い て 若 干 触 れ て お く こ と に す る 。

self-imageは ， 主 体 的 な 自我 ・自己 に よっ て知

覚 あ るい は 想 起 され 表現 され た もの で あ り， そ こ

に は 主 体 的 な 自我 ・自己 の機 能 が反 映 され て い る
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もの と思 わ れ る。self-imageの 知 覚 ・想 起 に つ

い て言xぽ ，上 に も挙 げ た よ うな 自己 意 識 に よ っ

てself・imageは 捉 え られ て い る と考 え られ る。

また ， この よ うなself-imageの 知 覚 や 想 起 は ，

WAI技 法 の 施 行 時 に の み 起 こ る もの で は な く，

日常 生 活 の 様 々な 場 面 で 行 な わ れ ， 個 人 が 置 か れ

た 状 況 に お い て どの よ うに 行 動 す べ きか の 指 針 を

与 え て い る と考 え られ る。 そ の 結果 ，個 人 の 行動

に は 一・貫 性 が 生 まれ ， 個 人 の 同 一 性 が 維 持 され

る。 そ の 一 方 で ， 自 らのself・imageを 作 りだ

し， それ を維 持 して い る の も自我 ・自己 で あ る。

個 人 は ， 自分 に関 す る様 々 な情 報 を知 覚 し， そ の

情 報 を 処 理 し， 自己 に と って 有 効 なself-image

を作 り上 げ て い る 。 また ，そ の よ うなself-image

を修 正 した り，捨 て る こ とに よ って ，適 切 なself-

1mageを 維 持 して い る と も 考 え られ る。 適 切 な

self-imageを 作 る こ とが で きな か った り， self-

imageの 適 切 な 修 正 が で きな い 場 合 に 心 理 的 な

不 適 応 が お こ る と考 え れ ば ，Rogers(1951)の 理

論 と も符 合す る こ とに な る。つ ま り， 自我 ・自己

は ・ この よ うなself-imageと の相 互 作 用 を行 な

っ て い る と考 え られ る の で あ る。

 以 上 の よ うに，わ れ わ れ の研 究 はself-imageを

分 析 対 象 と した もの であ るが ， そ こか ら 自我 ・自

己 の問 題 につ い ての 若 干 の 示 唆 も得 られ た 。 自我

・自己 には 様 々な 問 題 が あ るが
，self-imageか ら

自我 ・自己 を 理 解 して い くこ と も部 分 的 に は 可 能

と思 わ れ る。

3.展 望

 最 後 に ， 今 後 の 展 望 につ い て 述 べ る こ とにす

る 。 ま ず ，WAI技 法 につ い ては ， こ こ ま で の研

究 で ，基 礎 的 な資 料 が ほぼ 集 め られ た と言 え る で

あ ろ う。 つ ま り，WAI技 法 に よ って ， どの よ う

なself・imageが ， どの よ うな頻 度 で現 れ るか が

ほ ぼ 明 らか に な った 。 また ， 反 応 カテ ゴ リー で あ

る 基 準 書 も， ほ ぼ 完 成 した と 考 え られ る。今 後

は ， 不足 して い る年 齢 層 の デ ー タを補 いつ つ ，基

準 書 の最 終 的 な調 整 を行 な う予 定 で あ る 。そ の一

方で，われわれの目的の1つ に，WAI技 法をパ
ーソナ リティ診断に用いるための技法 として確立

することがある。そのため，WAIの 多くの事例

について，他の技法も併用 しつつ，個人の分析を

進めることが必要であろ う。

 分析技法については，本研究で用いられたいく

つかの技法がある程度の有効性を持つことが示 さ

れた。しかし，WAI技 法で得 られる反応の分析

技法については，まだ 未発達 な部分が 多い。特

に，個人のself-imageの 構造を分析する技法に

ついては，今後，より簡易で多 くの個人を対象と

できる施行方法や分析技法の開発が必要である。

このような個人の分析の積み重ねにより，自我 ・

自己についての理解 も進 むものと思 われる。ま

た，このような個人分析を統合するような分析技

法も望まれる。その1つ の解決策として，本研究

では反応パターンの分析を行なった。反応パター

ンには個人の反応 が全体的 に反映 されるため，

self-imageを 全体的 に捉xる ことにある程度成

功 した と言xる 。しか し，反応パターンには現れ

ない個人 の特徴 もあ り，今後，self-imageの 相

互関連性の分析技法の開発と併せて，より多 くの

個人を，よ り包括的に捉えられるような分析技法

を開発 してい く必要がある。

 また，WAI技 法によるself-imageの 分析に

よって，部分的に自我 ・自己を理解 していくこと

も可能であることが示された。特に本研究の分析

結果 においては，self・imageに 指向的 なものが

多く，自我 ・自己の理解において大きな意味を持

つことが示唆 されている。しか し，基準書による

反応の分析は，ア ・プリオ リな前提を持ち込んで

いないため，全体的な反応傾向を探索的に調べる

のには適 しているが，特定のself・imageを 詳細

に分析するのには 必ず しも適 していない。従っ

て，持向的な側面に焦点をあてたWAI反 応の詳

細な分析カテゴリーの作成を して，self-imageの

指向的な側面について分析を行な うことも考えら

れる。このように指向的な側面の分析を行な うこ

とにより，自我 ・自己についての新たな知見が得

られるものと期待される。
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1. 1989年 度 版 基 準 書

2.WAI事 例 集
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1.1989年 度 版 基 準 書

 基準書は，WAI反 応のための評価カテゴリー

である。基準書は，WAI反 応の内容分析の結果

に基づいて帰紳的 に作成 されてお り，1983年 に

初版が作成されて以来，数回の改訂が施されてい

る。基準書の第7版 にあたる1989年 度版には，

小項目と呼ばれる199の カテゴリーがあ り，それ

らは大項目と呼ばれ る9つ の上位カテゴリーに分

類されている。

 ここには，1989年 度版基準書の 全 カテゴリー

の小項 目名と例示を掲載 した。小項 目名は，各カ

テゴリーの全体 を代表 するように付 けられてお

り，例示は，実際どのような反応がそのカテゴリ

ーに分類されるかを示 している
。実際の分類評価

においては，小項 目名と例示を総合的に見て，最

も近いと思われ るカテゴリーに反応を分類するこ

とになる。小項 目の中には，例示を挙げていない

ものもあるが，その場合は，小項 目のみが分類評

価の基準 となる。なお，基準書の巻末には，小項

目名及び例示の五十音順索引を掲載 してある。

 1989年 度版基準書の構成 は右 のようになって

いる。

   大 項 目 名

1・ 社会

2.家 庭

3・ 個 体

4

一

臥

[

ε

冖

乳

ハ

a

能

 

情

一
力

力

一
意

一
動

指向

その他

9.無 回答

索 引

i小項 目番号

1
      ペ ー ジ

ー               一 一                                   . 一 亨           一   一     .

101～118

201～212

301～303

401～410

501～562

601～632

701～759

801～802

901

76

7

■

[

0
◎

7

●

「

7
●

78

 

79

「

82

」

85

 

88

}

88

「

89
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1.社 会

小項目名

           一一一.一一「一■一一一 一」一 一一

      例 示
一一一一一一一 一 一.一 一 一. 一一 一一一鹵.一一.一一一.一 一 .一

ioi

名前

・名前

102 ・私 は人か ら 「チ ヤコ』 と呼ばれ て

ニ ックネー ム います
'・ニ ック ネ ー ム は ～ です

103

性 別

・男 ・女

       一皿一「皿一.一

104

           一一一 ，一一 一一

・年齢

年齢 ・世代 ・未成年 、中年
・三十代

・思春期

・大人 と子供の間

}

105 ・～年 ～月～ 日生 まれ

生年月日 ・戦前派 ・戦後派

・犬年生 まれ

・昭和 一桁

. 

106 ・東京都 民

住所 ・杉並 区に住ん でいる

_____.__-一__一..一

107 ・～ 出 身

出身 ・江戸 っ子、浜 っ子
・本籍 は～

・～ で生 まれ た

一『 ㎜ 一 一 尸一一

108 ・東洋 人

人種 ・国籍 ・アング ロサ クソン人

・日本 人

・国籍 はア メ リカ

 }一 ，一一一一 一}一 一 一 ー ヒー

109 ・学校 が好き

学校 ・学校へ行 き た くない

・先生 が嫌 い

・学校 名、 学生、学 年、学部 、

学籍番号
・浪人、受 験生
・高校生活は面白かった

一 一一一 一哮一 一.『 冒丁¶一 丁-「 一 、-`丁 一 一 一}， 一一.一 己 φ.一 φr一.

110 ・～ゼ ミに入 っている
  魅

ク ラ ブ ・ ・～ゼ ミのOB

サ ー クル ・児童文化研究会に入っている
・クラブに青春 をかけてい る

・～サ ー クルの幽霊部 員です

・学生時代 は ラグ ビー部 だった

・会社 でサー クル に入っ ている

一』 一T一一  一一 一陶  }. 一F 『 一一- }

  一.一 一一 一「 一 悸一一〔.π曹一 ～ .一一 一一 一 一

小項目名 例 示
幽

111

   一一一一              一一.一一一「

・上司 と うま く行 ってい る

職場 ・職業 ・仕事に不熱心

・上司 に恵 まれ ていない

・会社名、 会社員、社 会人
・職種、 仕：事内容 、部 暑
・仕事 が忙 しい

       ・無職
■幽ir_____._一.一 一_._一 ■一_一_一__.一_，_____.____.一_.

112 ・年収、 月収、収入 が多 い ・少な い

収入 ・年金 を～円 も らってい る

一

113

              一一一

・町内会の役員です

所属団体 ・町 内会長 です

-___.   ____._________ _一

114 ・学歴

経歴 ・出身校

・職歴

・勤続年数
_一 ・一一一一 一一 一.一一一 一一一一L 「一 一}.”} }

115 ・故郷 が懐 か しい

故郷 ・故郷 に帰 りたい

・故郷 が嫌 い

・故郷 は遠 きにあ りて思 うもの

・郷土愛 が強い

 }一}一 一尸一

its ・友人 を大切 に してい る

友人 ・友人 が多い ・少 ない

・～君 と友達

一 「一 一一一

117 ・恋人 がいる

恋人 ・片思 い申

・～ さんは私の恋 人です

一 一『   一一丁   〒 一 一 一一 「一一 7一  一

118 ・仲間意識が強い

人間関係 ・人間関係 に疲れ ている

・顔が広 い

・～の後輩 です

駒. 一一一冖  一. 一 一一『 ` 一 一 『 τ一 一『 一 ，



2.家 庭

 小項目名

201

家庭内の役劇

202

両親

203

父親

204

母親

205

兄弟姉妹

206

子供

207

配偶者

208

祖父母

209

孫

210

親戚 ・親族

J

      例 示

・夫、母、 嫁、～ の子 供。
・妊嬬(も うす ぐ母親 に なる)

・一人 っ子
、兄

・～人兄弟 の～番 目

・～家 の一員

・親 父であ る

・世帯 主

・当主

。扶養家 族 を持 ってい る

・主婦

・両親 と うま くいっている

・親 孝行

・親 を大切 に しな い

・両親健在

・父親 が好 き

・父親 と うま くいっ てい ない

・父親 がいな い

・母親 を尊 敬 している

・母親 と仲 が悪 い

・弟思い

・兄 弟の ことがたまに気 にな る

・兄弟 と仲が悪 い

・～人兄 弟

・子煩悩

・自分の子供 が嫌 い

・子供が一 人い る

。子供 に厳 しい

・良妻賢母の妻 がい る

・夫 とうま くいって いない

・夫と死別

・お ばあちゃん子

・祖父 と仲 が悪い

・祖父母 は健 在

・孫 が可愛 い

・孫 は うるさい

・孫 は元気 だ

・叔 父(叔 母 ・姪 ・従兄弟)が 好 き

・姑 と うま くい っていな い

・あ ま り親戚 付 き合 いは してない

 小項目名

211

家族 ・家庭

212

家系 ・家柄

一1989年 度 版 膨ll膚 一… '7”r

      例 示

・家庭は安らぎの場

・家旋に冷たい

・～人家族

・～家の子孫

・上 流階級 ー
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3.個 体

 小項目名 i      例 示      1
一一__一__一_一 一一干__一__一 一 .

301

容 姿 ・体格

302

健康 ・体質

303

身体的能力

・身長 、体重
・やせ てい る

・太 ってい る

・背 が低 い ・高 い

・中肉中背

・体格 が良 い ・悪 い

・筋 肉質

・手足 が短い

・容姿 は人並

・顔が大 きい

・色黒

・父親 に似 ている

・母親似

・健康 であ る ・持病 があ る

・体 力があ る ・ない

・目が悪 い

・疲れやす い

・ひ弱、 貧血
・血液型

・～体質(ア レル ギー体質)

・拝か き

・寒が り、 暑が り
・利き手(左 利 き)

r蹴脇編一_.燃 譎尉錻志.

・テニ スが得 意

・還動神経 が発達 している

・スポー ツマ ン

・器用 ・不 器用

・味覚が発達 している

・音痴

・歌が下 手

・リズム感

・芦が大 きい

・腕力が ある

・字が上 手 ・下手 ・きれ い ・汚 い

4.能 力

圏 一一一 魎_曹 一.一 麁__一 一一一 一一 一一一 τ一一一雫一一一 一T』一  } 一一幽  `〒 冖 一  一一-

 小項目名
一 一. -    一  .肝-τ τ一T  一 一一 '  τ.

401

      例 示
-'『■ τ一』一『』 一一r                                     .『 一一. 一 一一..一 一 一.  刪

・見通 しがき く

頭が良い ・頭はまあまあ賢い

・頭 は悪 いわけ ではない

・IQ(知 能指数)が 高い

・頭の回転は速い方である
一 冖

402

           一 『一一一 一，

・知能が低 い

頭が悪い ・頭の 回転 が遅 い

403

              一冖一

・英語が得意

専門能力 ・ピアノが得 意

がある ・経営 ・営業 能力が ある

}

404

   一『 一『  i  一〒 ㍉一. 『 冖 一一    一一 一 一一        一

・英語が不得意

専門能力 ・経営 ・営業 能力が ない

がない ・理数系が天敵である
一  τ  蘇一  マ  =耳    一                                                              一-一 雫

405 ・指導力 がある

対入能力 ・組織力がある

がある ・説得力 がある

一 h=¶ 一  一「                                                   .一

406 ・指導力 がない

対人能力 ・組織 力が ない

がない ・説得力が ない

■一一F冊 一一一 一 }『}潤 厂一可 一〒≡一π 一ρ 一 一π  }一 一 一 ≡三一『 『w冒 一噌雫一一 『} n一一.冒 一 丁「一  『    一 丁「-逗=-

407 ・勉強が得意
一般能力 ・美的セ ンスがある

がある ・人の真似が上手
一     一一. . }一 馳 「『 - 一 一マ ーr一 冒 }     冒一置皿 晶 羸 _齟 晶'量   一皇 一曁一   }  一 一 一～ 耳 一国  甲 「r 胃

408 ・成績が悪い
一般能力 ・美的セ ンスがない

がない
  ，亀一 .  、ぐ 一4謂 .「 ー                      ワ                        謂 一一 す 電炉 一』 「 一          幽論 凵一

409 ・知識がある

博識 ・物知 り ・博識

・物知 り

{一 一_一_一 ユ冨一 ._耶..三 轟 一電 一.一_臨.7. Yヨ      幽」

410 ・運転免許を持っている

資格 ・免許 ・英検2級 を持 ってい る

・剣道5段

・書道3段

融1車



5.情 意

 小項目名

501

社交的

502

開放的

503

明 るい

504

に囓やか

505

お しやべ り

506
ユーモア

 がある

507

餌

508

優 しい

      例 示

・外向的

。気さく

・愛想が良い
・親しみやすい

・人見知りしない
・気やすい

・同調的
・鳩調性がある

・人付き合いがよい
・集団で何かするのが好き

・秘密を持たない

・思ったことをすぐ顔に出す
・嘘が下手

・嘘をついてもすぐばれる

・明朗

・陽気

・快活

・笑い上戸

・おち やめ

・騒 が しい

・面 白い

・ひ ょ うきん

・宴会要員

・口が軽 い

・口数が多 い

・話 し上手

・人前で話すのが得意

・話題が豊富
・人と話していてもネタのつきたこ

とがない

ユーモアがある

冗談が好き

寛容
鷹揚
おおらか

温和
おだやか

温かい

思いやりがある

親切
気だてがよい
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 小項目名

509

世話好き

510

頼りがい
 がある

511

お人好し

512

寂しがりや

513    [例示なし]

積極的

514

行動的

       例 示

 ・面倒見が良い

 ・人の相談にのるのが好き
 ・おせっかい

 ・気が利く

 ・よく気が付く

 ・人から頼りにされる

 ・相談役 ・網整役になる
 ・包容力がある

 ・情にもろい

 ・同情しやすい
 ・涙もろい

 ・人が良い

 ・人を信じやすい
ー一

 ・一人 でいるのが搬 い

       ・実行型

       ・じっと考えるのは搬い
       ・行動しながら考える
 .竺 }「 一 一 一'-一 一丁 一■一一}一 尸 一鹵.r一一一 一一 下斬.r一画._㍉ 一了尹 一_「.一 一__Tr肩_.

515    ・おてんば

活発     ・元気

       ・エネルギ㌣がある
      暗P「 可 〒一.『 櫓F皿} ?曹㌔  T一 τ 一三・η.一 r一一 ・一一.γ ・  耶縞乱L訌旧 一 一

516    ・そそっかしい

おっちよこ  ・ドジ

 ちよい   ・軽率

       ・うっかり

       ・早のみこみをする
       ・あわてもの
       ・落ち着きがない

517    ・気ぜわしい

せっかち   ・せかせかしている

518    ・調子にのりやすい
お調子者   ・おせじによわい

       ・のせられやすい

519    ・詮索好き1
好奇心旺盛  ・野次馬

       ・何事にも関心を持つ

       ・気が多い
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小項目名

520

柔軟性がある

521

素 直

522

楽観的

例 示

・融通 がき く

・気分 転換が うまい

・気持 ちの き りか えが速 い

・わ りき りが速 い

・適応 性があ る

・順応 性があ る

・従順

・物 事に こだわ らな い

・物 事を気軽 に考 える

・くよ くよ しない

・小事に拘 らない

・さっぱ りしている

・先 の ことは余 り考 えない

・これ といった悩 みが ない

523    ・ずぼら

おおざつば  ・ややこしいことが嫌い

       ・几張面でない

       ・繊細さに欠ける

524    ・のんびりしている
のんき    ・おっとりしている

       ・気が長い
       ・気長に待っていられる

525    ・わけもなく落ち込むことがある

抑欝的

526

度胸がある

527

意志が強い

528

忍耐強い

・一人 でいた くなることがあ る

・タフ

・気丈

・芯が強 い

・逆境 に強 い

・動揺 しない

・大胆

・あが らない

・勇敢

・あ ま りび くび くしない

・自制心 が強 い

・意志が強 い

・根気が ある

・我慢強 い

・糟 り強 い

・根性 がある

・や り通す

 小項目名

529

強情 ・頑固

530

努力家

531

主体性がある

532

ま じめ ・馘実

533

責任感がある

534

常識がある

535

凝り性

536

几帳面

537

約束を守る

538

慎重

539

追い込み型

齟一}一 一 一一一一  一 P-F  .山齟準.一 一 一一一 齟『 一r一.  一 F   ， ▼  一一 _驫 高_r

     例 示
一 一 一7「 一7「              -

融通がきかない

切り替えが下手

順応性がない
一」 一A“瞞.. .

頑張り家
地道
勤勉
働き者
一 一          一- 『 一      r   .{一     冖 .一               匹 』 ヒ細 .一』

しっか りしている

自立心がある

自分をちゃんと持っている
一『 『 一一

・フ ェア

・公正

・陰 口をきか ない

・正 直者

・曲がった ことは掘 い

・義務 を果たす

・義理 堅い

・律儀

・常畿 家

・礼儀 を知 っている

・一途

・情熱 家。

・物事 に熱 中 しや すい

・やりかけたことを残すと気になる
・身の回りのものは懸ちんとしてお

 く
・まめ

・きれい好豊

・潔癖

・掃除好き
・いつも部屋のなかをきれいにして

いる

・パ ンクチュアル

 。じっ くり腰 を据 えて考 える

 ・用心深 い

 ・無理 なことは しな い
叫

 ・ス ロー ス ター ター

 ・取 り掛か るのが遅 い



 小項目名

540
のろま

541

無神経

542

非社交的

543

無 口 ・口下手

544

暗 い

545

冷静

      例 示

・のろ い

・とろい

・ゆっ く りしてい る

・鈍感

・にぶい

・無頓着

・図 々 しい

・図太い

・ふてぶ て しい

・あっか ま しい

・内向的

・非社 交的

・自分 の世 界に こも りが ち

・人付 き合 が嫌 い ・下手

・孤独が好 き

・大勢 でい るのが嫌 い

・一 人でい ても平気

・無愛想

・とっつきに くい

・あ いきよ うが ない

・ぶ っき らぼ う

。口が堅 い

・聞き役に まわ る

・口数 が少 ない

・寡黙

・無駄 口は聞か ない

・大勢 で話 しをす るのは苦手

・人前 で話す のが苦 手
、下手

・自分の考 えを ス トレー トに表 せな

い
・自分 自身 を表現 す ることが苦手

・根暗

・陰気

・クー ル

・感情的にならない
・冷 たい

・冷 めてい る

・ニ ヒリス ト

・非情
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 小項目名

546

無頓着

547

感情を
 表さない

548

執着心が無い

549

もの ぐさ

550

思考 的

551

理 屈 っぽ い

552

細かいこと

 が好き

553

繊細

554

要領が良い

      例 示

・まわりを気にしない

・世聞体を気にしない
・回りが気にならない

・世事に無関心

・気が利かない
・他人に対する気醜りに欠ける

・無表情
・喜怒哀楽が顔に出ない

・淡泊

・熱 中す る ことがない

・欲が ない

・野心が ない

・物 欲が ない

・怠 け者

・面倒 くさが り屋

。横着

・筆不精

・ぐうた らしてい るのが好 き

・じっ と してい るの が好き

・ぼんや りしてい る

・エネルギ ーがない

・無気 力

・ぼ ・一っ としている

・a.人 で考 えるの が好き

・行動 よ り頭 で考 える タイプ

・理屈 をこね るのが好 き

・真理 を追求す る

・理論 家

・議論 好き

[例示 な し]

・敏 感

・ナ イーブ

・デ リケー ト

・傷つ きや すい

・感受性豊 か

・世渡 りが うまい

・調子 が よい
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小項目名

555

要領が悪い

556

経済観念
 がない

557

経済観念

 がある

558

は っき り

 している

559

男 ら しさ ・

 女 らしさ

560

忘れっぽい

561
通俗的

 性格類型

.一一」

562

その他
一_一一」

6.力 動

例 示 一 『. 一一『 -一.一一『 . 一 一 一 一   『 -一 一一一.一 一一

小項目名
一7一 一 丁-¶-「 一一 一一一一n一

      例 示
一一・世渡 りが下手 一r〒}T一 ，一 一 一 一..一 一一一 一 一 一 一 一丁一 一 一一 一一

・時間配分が悪い soi ・自分勝 手

『 一}一 一一邑一 一一 一 一一一 マー.一一 一 一 一 一一一 .呷一一 自己中心的 ・傍若無 人

・浪費的 ・独 断的

・衝 動買 いを して しま う ・思 いや りがない

・や り くりが下手 ・わ がま ま

・いつ も赤字 を出 している ・身厨 手

     . 一 一一 一 一}}一 一一.一.}「.一 一 一 一-一 一 一 一一一一 一

・節約 的 602 ・気分に波がある

・や りく り上 手 気分屋 ・今 泣いた烏 がも う笑 った

             一・貯金が うまい ■ 唱ヒL一一-一7- 一 一一一 一 一.一脚一 一.一 ■畠 一 一 炉¶ ・一 一.一.L一 ¶炉一

『 603 ・人 の好 み ははっき りしてい る

・思 った ことを まっす ぐに言 う 好き練い
・物 事をは っき りさせ る が激しい

一一.一 一一一・白黒を はっき りさせ る

- 604 ・移 り気

・女 らしい 飽きっぽい ・浮 気っぽ い

・勇 っぽ い ・熱しやすく冷めやすい
・男まさ り ・根 気がな い

- ・諦 めが早 い

・忘れ もの ばか りしている ・粘 りがな い

・健忘症気味
冒}一 一 一一 一一』 一

・忍耐 力が ない

・持続性がない
・典型 的 な～型 の性格 。 ・三 日坊主

・典型的な長女タイプの性格 一 一 一一一 一 一 一 一一..一 一 齟… 疊 旧 「「幽「醇 一 一一

・典型的なA型 人間 sos ・自制心が ない

・(通 俗的性格 分類)

一 一.一-「 一 一 一--一}一}-一 一皿

感情的 ・衝動 的

・克 己心 が ない

(情意その他) ・感情 が激 しい

・感情を抑えられない
皿h^ r，㎝.-∫ 〒.一一一一η ・うれ しが り屋

・泣 き虫

sos ・短 気であ る

短気 ・怒 りっぽ い

・けんか早 い

一 一一 一一 一 一 一.一 「罰-一一 一 一 一 τ一

607 ・気 が強い

攻撃的 ・き つ い

・強 引

・競争心が強い

・気 が荒い

・けんかず き

一          一一一 一一一 一 一「曹    噛『

6.力 動

1



 小項目名

sos

見栄っぱり

sos

自信過剰

610
野心的

sip

負けず嫌い

612

生 意気

sia

子供 っぽい

614

主体性がない

      例 示

・他人に良く見せようとする

・ええかっこしい

・人にかっこいいところをみせたが

 る
・自己主張が強い
・我が強い
・目だちたがり屋

・派手好き

・自惚れや

・自信をもちすぎる
・プライドが高い

・自信家
・自尊心が強い

・人を見下す

・人をばかにする

・向上心がある
・高望み

・理想が高い

・勝気
・くやしがり・や

・人とはりあいたがる
・意地っぱり

・強がり

かわいげがない

無邪気

考えが幼稚です
甘えんぼう

もしない

世聞知らず

考えが甘い

依存心が強い

すぐ相談する
自立心がない

付和雷同
自主性がない

人に左右されやすい

優柔不断

すぐ意固地になるのは欠点

家にいると親に甘えてしまって何

ぐずぐずする傾向がある
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 小項目名

615

感情的

sis

責任感がない

sip

神経質

618

心配症

619

小心 者

620

恥しがり屋

      例 示

・自己暗示にか か りやす い

・感情移λ しやす い

・被 暗示性

・ロマ ンチス ト

・ム ー ド派

・夢多 き人

・空想家

・夢想家

・いい加減

・投 げや り

・ル ーズ

・だ らしない

・賣任転嫁 しやす い

・神経が細かい

・くよくよ悩む

・すぐ気に悩む
・悩みが多い

・後侮ばかりしている

・物事を気にする
・不安を感じやすい

気になる
・悲観的

・まわりを気にする

・相手の顔色を気にする

・世間体を気にする

・人の言うことを気にする
・気を使い過ぎる

・出かけるときに戸締りがあれこれ

・何事も悪い方に考える傾向にある

・気が弱い

気が小さい

意気地がない

はっきり 「ノー」と言えない

臆病
小心

あがりやすい

緊張しやすい

焦る

難籌㌍ !
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国■iii『 『一 π一門

一一 一〒 冖  冖

小項目名 例 示
        _一.一 一 一 π了}「 一・噛邑一 一『 τ一 一 ・  一一一r一 一一一■旧匿㎜i一

s2i ・お とな しい

目立ち ・静 か

た くない ・目だ たない

・地味

・我が強 くない

・消極的

・(積 極性 に欠 ける)

・派手な事は嫌い

 ・自・分をあま り飾 りた てない方
_- 一 一 一

622 ・自意識 が強 い

ナル シス ト ・自分 がかわ いい

_r _.一 一_ ・r.  ，r   一一                                                    一

623 ・や きもちや き

ひがみっぽい ・妬 み深い

・うらや ま しが り屋

・い じけやす い

・卑屈

・疑い深 い

一' 」一.

624 ・陰険

意地悪 ・あげあ しとり

・口が悪 い

・皮 肉屋

・辛 らっ な ことを言 う

喞嘱iロ凸.『 皿 一 } 一一一 一  『

・人 をす ぐに とが めて しま う

・批判癖
             .一一『一 」劉 一.

625 ・執念深 い

しつ こい
・根 にもつ

・未練 がま しい

㎜   乱 一 覇竃   一 ・    .

s2s
物事に

[例示なし]

こだわる
F _一 一  一一一 一 }一      一 『 -  .『一 一一 一 冒 一    h尸炉冒『，」「

627

ず るい

・悪知恵が働く

    一 コ.  一一 一 「冖 一一一一一一.一一}  }  「一  .『一一一  一『.一         一.一 一 一 鴨  一 一一}.

628 ・ほ らふき

うそつき ・虚言癖がある
「一} 一 一一.-.一 一一 π 「T}『 冒 干} 一〒 

sao ・かわ い子 ぶ る

～ ぶる ・ぶ りっ子

・真面 目ぶる

・偽善 的、 偽惑的
L     一一一  .T r一 一  r r一 一一  一7  .一 .幽一 一一 一一一一一一 一一 一 ・一  一一 一一 一 ・一`一 帽一一           一一- 

630 ・素 直でない

あまのじゃく ・ひね くれもの

・反発心が強い
.一 一.r■ 、r一 “門r「一闇

小項目名

631

多重人格

632

恐怖症

例 示

・明 るいけ ど暗 い

・優 しさ と厳 しさが同居

・積極 的 であ るよ うでいて引っ込 み

思案 です
・二重人格

・人格が分裂 してい る

・多重人格

・高所恐怖症

・赤面恐怖症

・脅迫観念的



7.指 向

 小項目名

701

成長欲求

     一

XO2

進学の希望

703

就職の希望

XO4

結婚に

 関する願望

?05

容姿に
 対する意畿

Los

健康に

 対する意識

707

能力に

 関する願望

?08
性格を

 変えたい

709

逃避願望

      例 示

・自分を球長させたい

・明日に向かって生きている

・アイデンティティを確立させてい

きたい
・目標に向かって努力する

・偉大な画家になりたい

・仕事で成功したい

神の真理をみつけたい
・自分について人間についてもっと

知りたい
 一 一      鴨  冖  r  皿  一 一   岫 一   「  鹵  一  一   一   一 “               -   闇     」  一   一   一   一  『  一  幽   ，   } . 一  一  一   }  一    .     一    一  一 一  一  山   一 一 曹  一 曹 . 一

逸学 したい
・～大学 に入 りた い

・～ とい う職業に就 きたい

・～ とい う職 業に就 きた くない

・看護婦 さんにな りたい

・水商売 は した くない

・結婚 したい

・結婚生活 に憧 れ る

・～ と結婚 したい

・や せ たい

・きれ いにな りた い

・も う少 し身軽に な りたい

・格好 は気 に しな い

・髪 をの ばそ うと思 う

・身だ しなみ を気 にす る

・フ ァッシ ョンに興味 があ る

・健康 にな りたい

・体力が欲 しい

・健康 を気 にす る

・健康の ため ジョギン グしている

・歌 が うま くな りたい

・スキーが うま くな りたい

・～な人間 に成 りたい

・機 転が利 く人 間に な りたい

・蒸 発 したい

・消 えたい

・家 出 したい

・大 人にな りた くない

・でき るな ら逃 避 したい
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 小項目名

710

非現実的願望

ail

老後の希望

例 示

・翼が欲 しい

・猫 にな りたい

・長 寿であ りたい

・老 後はの んび り暮 したい

・年 を とっても老け た くない

・定 年後 は～ したい

712    ・年はとりたくない

老いに    ・最近誕生日がきても嬉しくない

 対する意識 ・老いを感じる

       ・近ごろめっきり白髪が増えた
       ・鏡を見る度年を感じる
      一し                ，畠. .._.____.一 炉一一.___ 一

713

現在の欲求

?14

将来

?15

自分 に満 足

His
自分は幸せ

717

自分に不満

718

自分は不幸

719

将来性がある

・ワープ ロを買 い たい

・テニ スが したい

・(～ が したい ・欲 しい。)

・お 金が欲 しいなあ

・将来は外国で暮らしたい

・将来の希望はまだない

・10年 後は母親になっているだろ

 う
・未来への明確なビジョンはまだな

い

・自分の性格に満足

・自分の性格が好き
・自分の生き方に満足している

・人間 に生 まれ て よかった

・日本人 でよかっ た

・毎 日が楽 しい

・自分が瘉い
。自分の性格に不満
・自分の性格が嫌い

・自分の生き方に不満がある
・私は欠点だらけです

・劣等感がある

・白分はまだ未熟

・生豊ているのは辛い
・なぜこんな時代に生まれたのだろ

 う

・可能性のある人

・絶対大豊くなる人

・21世 紀を背負う人
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小項目名

720

平凡

721

個性的

726
軟派

722

自 己と 他 者 のi・ 他 人 に本 当 よ り良 く思 わ れ て い る

 評 価 の 違 い1

      一 一一一… 一一一一一一

723   1[例 示 な し]

も て る   1            

一一一一一一一 一_一一一一一 一 一一

724   i[例 示 な し]

も て な い  1
一一一一 一一一i一 一一一一一一 一… 一 一一 一 一一。____一

725   1[例 示 な し]

硬 派    1 
一一一一  '   一.一一一一_._.__.一_ _.._

      1

i    例 示
1     _.一.一 一一一.一t_一_.一_..一 一.一_一_一
の

1・ 平凡 な生活

i・ 人 畜無害
1・ 無難 な人間
コ

1・ そ の 他 大 勢

1一 一一一一一一-t一 一 一一一一一 一 一一一 一一__一_一 一一一一一.一..一一..一_一

ロ

； ・個 性 が あ る

1・aニ ー ク
ロ

1・ 人 の 真 似 が 瘉 い

1   一一一一・一 一 一一一一__一一一_.一一 一一一___，..._
 

1・ 人 か ら誤解 されや すい

1・ エ ッ チ

1・ 好 色 家
1

727   1・けち

欲張り   i・セコい

      i・守銭奴
一一一一 一一一 一ア ー_一一一一      

コ                            ヘコマ        ロ     

728   i・独立自尊
マイペース i

      コ

729   i・余暇は有意義に過ごすべきだ

生 活 目標 ・      1・毎 日が充実す るよ うに生 きる

 心 がけ  i・ 一 日を大 切 に したい      
1・ もの を大 切にす る

      1  一一一一一一 一一一一一_一一τ____.___一 一_.一一ー
      コ
730   1・気会良好

現在の気分 i・気分が安定している

      1・悩んでいる      i
・落ち込んでいる

 一一一一囓一___ 一 一 一_一置 _

                                                        

731   i・ 起床 は6時

日課 ・習 慣 1・ 電 話を よ くする
      コ

      1・ タバコを吸う

      i・ ピアノを習っている      
1・掃除、洗濯に明け暮れています

      ■

 小項目名

?32
生活状態

733

政治指向

734

経済指向

?35
宗教指向

736
社会指向

737

革新的

738

保守的

      例 示

・毎 日忙 しい

・犬 を飼 ってい る

・経済的 に 自立 している

・アルバ イ ト

・独 身貴族

・共働 き

・そ の 日暮 し

・アパー ト暮 し

・寮生
、下宿 人

・下町育 ち

・山の上 に住 んでい る

・～ と暮 ら している

・独 身
、新 婚、離婚

・一人暮 し

・未既婚
、 再婚

・金婚式

・別 居中

・単 身赴 任

・未 亡人

・結婚 ～年

・政治に関心 があ る

・支 持政党

・政治 家の～ さんが好 き
、 癩い

・世 の中すべ て力

・毎日必ず経済新聞を読む

・株に興味がある
・経済摩擦が気になる
・世の中すべて金

・信仰は重んずるべきだ
・キリスト教の信者である

浄土真宗である
～を信じない

神は存在する

社会問題に興味がある

社会の役に立ちたい

新しいもの好き

革新的
常に流行の先端を行っている

変化を好む

保守的

流行を追うのが嫌い



一一1989年 度 版 基 準 占 一 一 87

一一一.一一  一『 冖 - 〒厚 冖 一 一           7  -7  一一一 一 一    _ 一 一 一9」曽」  『 一-一「  π一「 「 一一 一  『 一一一一  一  r         rr  胃   - 一 屮 7 一.  一_-_     _一 一             一 一圃

小項目名 例 示 小項目名 例 示
一 ■一齟一一一           .一 一 一 一一-一_-一一

739 ・骨董品などに心を魅かれる
} 冒一-                一 一一

?48

一一一-冒一一7冒〒 一    『 一一 一『 一一.         一一一-一冖 一              冖一 一一司

・赤 よ り白が好 き

審美指向 ・絵 をか くのが好 き
好み ・山が好き

・音楽が好き ・子供が好き
・美 しい もの に憧れ る ・人混 みが嫌 い

・星 を見 るの が好 き ・自然 が好 き

・茶道 、華道、 書道 『        一i一 『   -閲 『}   一『 一尸}『       一-. 

一         一 一  一 一一 一 』 『 一7『一一一 冒一一          一鹵一 冒一一}一一 豊__一_

749 ・死 は美 しい

740 ・辛 いものが好 き 生死に対する ・死 を受 け入れ る

飲食への指向 ・甘党
意識 ・生 きるこ とは素晴 らしい

・食べ るのが好 き ・死ぬのも運命です
・酒好 き

_.一__一____」__.一_一 一一_一____一 一一一一__ 750 ・運 命 を信 じる

741 ・運動をするのが好き 運命観 ・運 がい い

スポーツ ・野球を観るのが好き ・占い を信 じる

への指向 ・好き なスポー ッ 一.一 鹵一 .} 一τ冖-一 一 一 齟一 一一 幽-一-一 一 一.ir」 」■伽__r齟_一 一一 一一

一 一一一 一『}一 一一一    } 吻雫 -一}『一 一膕「 一一一 一一一・.一 一.一 一一一             ■一「戸，齟四. ■一 一

751 ・自然 は偉大

742 ・旅行するのが好き 自然観 ・地震 が怖 い

旅行への指向 ・趣味は旅行 一 一一 一 「『         一-鹵.一一一一..閲凵㎜}一 一一

752 ・時の流れはとめられない
一 齟齟   --「 一一. 一一 一一 一.____ 一

超自然 ・四次元の世界はあるとおもう

743 ・賭事 が好 き 一幽n畠 一一幽一皿 一 一 一』 一一-一 一 一P一一..一 一-T一 一 一 一一 ヒ ー-_

ギヤンブル ・麻雀 はつ きあい程度 753 ・私は私自身です
への指向 私は私 ・私以外の何者でもない

一山一}             一，一 “一  一  冖 一、 一 一鹵一臨一'}一 一_一 一一_一__一         一τ一一一-一 一『一.一

744 ・勉強 が好 き
754 ・私は なんだ ろう

勉強 ・学問 ・文系が嫌 い
私は誰 ・私 は..。 わ か ら な い

への指向 ・哲学が好き ・どこか らきて どこにい くの だろ う
一 鹵一 一一¶皿}         .ヒ宀一 -冒■ 幽_曽膚r-r冒 ・何 の ため に生 き ているのだ ろ う

745 ・タバ コを吸 う人 とはつき合 いた く 一 『 一一   .  ..■ - 冒  一 一 一一一 一 一 一.齶L   一 一一一   一 .一一            一一. ，一

人の好き嫌い ない 755 ・生 き ている

・背の高 い人が好 き 実存的記述 ・存在する個体
・厚化粧の女は嫌い ・私 一入 しかいな い

・京都、東京 の人が好 き ，

・都 会の人、 田舎者が好 き 756 ・宇 宙人
、地球 人

・貧乏ゆすりをする人は嫌い 人間 ・生物 、人間
一一一 丁■.幽 一一 ㎜ 一一...一      f一 一 『 一一 一一}一 つ一鹵一一 一一 冒一 .  一一一 ・手 が2本 、足 が2本

?46 ・よ く昔の思 い出にふ ける 一              一 冂 __P  _P  ， 一  _r_一 一           「 一 一-

懐古的記述 ・過去を省みることが多い 757 ・私 は花 、私 は象

隠喩的な記述 ・はずれ 者
L一 丁幽一 一'一 「r一   『--'r 一 ・変わ り者

747 ・ドライブ、料理、 映画が趣 味 ・ア ホ、 バ カ 、 天 才

趣味 ・将棋が趣味 駒一r一___一_一___-

・手芸、洋 裁、読書 が趣味 758 (指向その他)
・オーデ ィオが好 き その他
・カ ラオ ケが趣味 一 『  一

一『 一一 冒一 一--一一一.     .一『 、町 一冖- 齟一厂 一         ↑一一真驫島臨醜一 馳一 「一 一

759 ・東京大空襲で家を焼かれた

戦争体験 ・戦争の時に集団疎開した
・終戦直後の混乱期を生き抜いた

凹 一一 一一一一 甲π7一.一 一 一一 一 一匹 一一 一 卍}邑 』一 一一 『`匿 冖n}  ・     一一_            .一・・ _一 一一P一一「
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8.そ の他

 小項 目名

801

WAIに

 関す る記述

802

無効回答

      例 示

(WAIに 対する批判 ・感想)

(ふざけて書かれた回答)

(理解できない回答)

9.無 回答

隣二1
例 示

(全く書かれていない回答)

(不完全で意味を成さない回答

一



      あ

IQ(知 能 指数)が 高 い ・・…401

あ い き ょ うが ない     542

愛 想が 良 い        501

相 手の 顔色 を気 にす る ・… …618

アイデ ンテ ィテ ィを確 立 させ

 たい

赤より白が好き

あがらない

あがりやすい

明るい

明るいけど暗い

飽きっぽい

諦めが早い

あげあしとり

足が2本

701

748

526

619

503
631

604

604

624

756

明 日に 向か って生 き てい る …701

汗か き

焦る

温かい

頭が良い

頭が悪い

頭の回転が遅い

頭の回転は速い方である・・…401

頭はまあまあ賢い     401

頭は悪いわけではない… … ・401

新しいもの好き     737
あっかましい       541

暑がり

302

619

50?

401

402

4U2

厚化粧の女は嫌い

兄

アパ ー ト暮 し

アホ

甘えんぼう

甘党
あ まの じゃ く

あ ま りお こ らな い

あ ま りび くび くしない … ・…526

アル バ イ ト

302

745

201

732

757

613
740

B29

507

アレルギー体質

あわてもの
アングロサクソン人

いい加減

セ 、

732

302

516

108

家柄

ハ◎

り
4

1
1
尋

-

Ω
U

り
6
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索 弓1

家出したい

家にいると親に甘えて何もし

 ない

709  運 が い い

生 き てい る

生 き てい るの は辛 い

生 き る こと は素 晴 らしい … ・・749

意気 地 が ない       619

意志が強い

613

?55

718

いじけやすい

意地っぱり

意地悪

依 存 心 が強 い

偉 大 な画 家 にな りた い・・・・…701

527

623

sii

624

614

_.途          535

一日を大切にしたい    729

一般能力がある      407

一般能力がない       408

いつも赤字を出している・… ・556

従兄弟が好き       210

田舎者が好き       745

犬年生まれ        105

犬を飼っている      732

今泣いた鳥がもう笑った・… ・602

             750

運 転 免許 を持 っ てい る ・・・・…410

運 動 神経 が発達 して いる ・・…303

運 動 をす るの が好 き    741

運命観

運命を信じる

え

n
V

O

【
0

真
》

ワ
」

ワ
6

映画が趣味         747

営業能力がある      403

営業能力がない      404

英検2級 を持っている・… …410

英語が得意

黒

気

険

色

陰

陰

飲食への指向

隠喩的な記述

      う

WAIに 関する記述    801

WAIに 対する批判 ・感想…801

sai

544

624

740

757

英語が不得意
ええか っ こ しい

エ ッチ

江戸っ子
エネルギーがある

エネルギーがない

絵をかくのが好き

宴会要員

追い込み型

お

403

404

608

?26

107

515

549

?39

504

老いに対する意識

嘘が下手

うそつき

り
6

Ω
U

《
U

り
ん

E
O

O
O

老いを感じる

着
揚

横
鷹
おおざっぱ

大勢でいるのが癩い

大勢で話しをするのは苦手…543

おおらか

539

712

712

549

507
523

542

嘘 をつ いて もす ぐばれ る ・・…502

疑い深い
歌がうまくなりたい

歌が下手

宇宙人

623

70?

303

755

sis

739

604

649

750

623

605

soy

お金が欲 しいなあ

臆病
怒りっぽい

叔父が好き
おしやべり

おせじによわい

うっか り

美しいものに憧れる

移り気

おせっかい

おだやか

自惚れや

占いを信じる

うらやましがり屋

うれしがり屋

浮気っぽい

落ち込んでいる

落ち着きがない
おちやめ

お調子者

お っち ょ こち よい

夫

07

13

19

06

10
05

18

09

07

30

16

03

18

16

01

5

7

6

6

2
5

5

5

5

7

5

5

5

5

2

夫 と うま くいっ てい ない ・・…207



so

夫と死別

お っ と りしてい る

オー デ ィオ が好 き

おてんば

弟思い

7

4

7

5

5

3

9

9

9

1

4

9

8

0

1

1

8

4

0

2

4

1

0

0

5

5

5

2

0

0

0

1

1

0

0

0

2

5

7

5

2

1

5

5

5

6

1

7

2

2
5

6

5

5

学部
学間への指向

歴

系

学

家

男

男っぽい

男まさり

男らしさ

お と な しい

大人と子供の間

大 人 にな りた くな い

おばあちやん子

叔母が好き

陰口をきかない

お人好し

思いやりがない

思いやりがある

面白い

賭事が好き

109

744

114

212

532

743

偽悪的

き

消えたい

気が荒い

気が多い

過去を省みることが多い・・…746 気が利かない
～がしたい                 気が利く

家族
片思い中

気
校

勝
学
学校が好き

学校へ行きたくない

格好は気にしない

3

1

7

1

9

9

9

5

9

5

1

1

1

1

9

9

4

3

8

1

1

1

1

0

0

0

0

0

1

1

0

1
1

3

1

3

1
2

7

2

1

6

1

1

1
7

1

5

2

2

2
2

7
7

7

7

5

気が小さい

学校名

発
庭

活
家

思ったことをす ぐ顔に出す…502 家庭内の役割

思ったことをまっす ぐに言う・558 家族に冷たい

親孝行

親父である

親を大切にしない

音楽が好き

厚
痴

温
音
女

202

201

za2

?39

507

303

103

559
559

507

家庭は安らぎの場

気が強い

気が長い

気が弱い

利き手

聞き役にまわる

気さく

気丈
起床は6時

華道
可能性のある人

株に興味がある
～ が欲 しい

傷つきやすい

気ぜわしい

偽善的

気だてがよい

我慢強い

女らしい

女らしさ

温和

カ 、

快活           503

外向的          501

懐古的記述        746

会社員          111

会社でサークルに入っている・110

神の真理をみつけたい・… …701

神は存在する       735

髪をのばそうと思う    705

寡黙
辛いものが好き

カラオケが趣味

かわいげがない

会社名
開放的

顔が大きい

111
502

sai

118

608

621

かわい子ぶる

変わり者

考えが甘い

考えが幼稚です

顔が広い

我が強い

我 が強 くない

鏡 を見 る度年 を感jiる … ・…712

革新的
学生

ワ
4

0
σ

3

n
V

ワ
8

ー
エ

学生時代はラグビー部だった・110

学籍番号        109

学年           109

頑固
看護婦さんになりたい・… …703

感受性豊か

感情移入しやすい

543

?40

747

612

630

757

613

613

529

感情が激しい

几張面

几張面でない

きつ い

0

9

7

9

6

9

9

7

4

9

2

3

1

6

1

3

7

0
8

6

3

7

3

0

0

1
4

0

1
0

2

1

0

4

0

2

3

5

1

3
0

3

2

0

6

7

6

5

5

5

6

6

5

6

3

5

5

5

7

5

5

6
5

5

5

6

機 転 が利 く人 間 にな りた い …708

喜 怒哀 楽 が顔 に 出な い・・・・…547

気 長 に待 っ てい られ る… ・…524

気 分が 安定 してい る    730

気 分転 換 が うまい     520

気 分 に波 があ る      602

気分屋

気分良好
義務 を果 たす

気持 ちの き りか えが 速 い ・・…520

気やすい

sae

730

533

553

615
605

615

605

547

605

530

507

545

逆境に強い

ギヤンブルへの指向

感傷的

感情的
感情を表さない

感情を抑えられない

器用

競争心が強い

兄弟姉妹

頑張り家

寛容

感情的にならない

兄弟と仲が悪い

兄弟のことがたまに気になる・205

協調性がある       501

郷土愛が強い        115

京都、東京の人が好き… … ・745

脅迫観念的

501

526

743

303

so7

205

205

恐怖症
虚言癖がある

切り替えが下手

ssz

632

s2s

529
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義理堅い 533 潔癖

キ リス ト教の信 者 であ る ・… ・735

きれ い好 き

きれ いに な りたい

議論好き

気を使い過ぎる

金婚式

勤続年数

緊張しやすい
筋肉質

勤勉

く

536
705

551

618

?32

114

619

301

53Q

空想家         615

ぐうたらしているのが好き…549

ぐずぐずする傾向がある… ・・614

～家 の一一員

～家 の子 孫

けん かず き

けんか 早 い

気

康
元
健

健康である

健康に対する意識

健康になりたい

健康のためジョギングしてい

 る

536
'101

21`1

60?

sos

515
3az

302

70s

70s

健康を気にする

口が堅い

口が軽い

口数が多い

口数が少ない

口が悪い

口下手

くや しが りや

くよ くよ しない

くよくよ悩む

暗い

543

505

505

543

624

543

611

522

sib

544

110

現在の気分

現在の欲求

706

70s

730

?13

410

560

子供
子供が好き

子供が一人いる

子供っぽい

子供に厳 しい

好み

子煩悩

細かい事が好き

凝り性

剣道5段

健忘症気味

20s

748

20s

613

206
?48

246

552

535
これ とい った悩 みが ない ・・…522

根気がある

根気がない

根性がある

      さ

最近誕生日がきても嬉しくな

恋人

こ

い

婚

 

再

528

644

528

11?

11?

sa7

618

519

soy

り
4

り
6

1
↓

0
0

ワ
4

ワ
8

恋人がいる

強引

後悔ばかりしている

ク ラブ

クラ ブに青 春 をか けて い る・

クール

～君 と友 達

・・110

 545

 its

好奇心旺盛

攻撃的

高校生活は面白かった・・

強情

経営がある

Z：ナ

・・…  109

403

557

556

734

向上心がある

高所恐怖症

好色家

5zs

61Q

632

726

532

514

514

先 の こ とは余 り考 えな い ・… ・522

サ ー クル         110
～ サー クルの 幽霊 部員 です …110

酒 好 き

さっ ぱ り している

公正

経済観念がある

経済観念がない

経済指向

経 済的 に 自立 して いる ・・・・…732

経済 摩擦 が 気に な る    734

軽率

経営能力がない

516

404

114

732

727

302

704

704

?04

732

112

行動しながら考える

行動的

行動 よ り頭 で考 え る タイプ …550

硬派

声が大きい
?25

303

115

115

115

115

茶道

寂しがりや

寒がり

冷めている

騒がしい

存在する個体

三十代

故郷

故郷が療い

経歴
下宿人

けち

故郷が懐かしい

故郷に帰りたい

故郷は遠きにありて思うもの・115

国籍

血液型

結婚したい

結婚生活に憧れる

結婚に関する願望

国籍はアメリカ

紹婚～年

月収 が多 い ・少 ない

148

108

729

721

721

605

740

522

?39

512

302

545

504

?55

io4
～さんは私の恋人です・… …117

       し

自意識が強い       622

資格          410

字 が上手 ・下 手 ・きれ い ・汚

 い            303
時間配分が悪い      555

自己暗示にかかりやすい・・…615

指向その他

思考的

心掛け

個性がある

個性的
克己心がない

骨董品などに心を魅かれる…739

孤独が好き

自己主張が強い

自己中心的

仕事が忙 しい

自己と他者の評価の違い・・…722

仕事で成功 したい     701

仕事内容

758

550

608

601

111

仕事に不熱心
542 支持政党

111

111

733
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自主性がない

思春期

自信家
地震が怖い

自信過剰

自信をもちすぎる
静か

自制心が強い

自制心がない

自然が好き

4

4

9

1

9

9

1

7

5

8

1

1

4

9

1

2

1

1

0

0
5

0

0

2

2

0

4

5

5

0

0

0

3

3

6

1

6
7

6

6

6

5

6

7

7

7

6

6

5

7

5

自分は不幸        718

自分はまだ未熟      717

自分をあまり飾りたてない方・621

自分を成長させたい    701

自分をちゃんと持っている…531

地味

自然観

自然は偉大

持続性がない

自尊心が強い

親しみやすい

621

736

111

736

小心者

冗談が好き

Q
V

Ω
U

-
↓

A
U

2
U

民
U

衝動 買 い を して しま う・… …556

書道3段

衝動的

社会指向

社会人

社会 の役 に立ち たい

社会 問題 に 興味が あ る ・・・・…736

下町育ち

しっ か りしてい る

じっ くり腰 を据 えて考 える …538

しつこい

実行型

実存的記述

浄土真宗である

情にもろい

社交的

習慣
501

731

735

521

106

7Q3

625

514

755

じっ と考 え るの は嫌 い ・◆・… ・514

じっ と してい るの が好 き ・・…549

児 童文化 研 究会 に入 っ てい る ・110

指導 力があ る      馳 405

指導 力が ない       406

死 ぬの も運 命 です     749

死は美しい

持病がある

自分がかわいい

自分が嫌い

749

302

622

717

sol

情熱家
蒸発したい

将来

宗教指向

順
所

従
住
就職の希望

終戦直後の混乱期を生き抜い

自牙勝手

自分自身を表現することが苦

手

自分について人間について知

 りたい

自分に不満

自分に満足

543

将 来 性 があ る

将来 の 希望 はま だ ない … ◆…714

将 来 は外 国 で暮 らしたい ・… ・714

た

上流階級

昭和一桁

410

605
?35

511

535

Los

714

719

759

7a1

717

715

自分 の生 き方に不 満 があ る …717

自分 の生 き 方に満 足 してい る ・715

自分 の考 えをス トレー トに表

 せ な い

自分の子供が嫌い

自分の性格が嫌い

自分の性格が好き

自分の性格に不満

自分の性格に満足

自分の世界にこもりがち・・…542

自分は幸せ

543

206

?17

715

717

?15

集 団で何 かす るの が好 き… ・・501

執 着心 がな い       548

姑 と うま くいっ てい ない ・… ・210

柔 軟性 が あ る       520

収 入 が多 い ・少 ない    112

10年 後 は母親 に な って いる

 だろう

執念深い

手芸が趣味

受験生
守銭奴

主体性がある

主体性がない

4

5

7

9
7

1

4

7

4

2

1

7

2

0

9

2

7

1

4

4

2

1

2

4

0
2

3

1

0

1

1

0

4

4

2

2

6

4

2

3

3

3

7

6

7

1
7

5

6

1

1

1

2

7

7

5

5

5

7

6

5

5

5

業
種
場

歴

職
職
職

職
所属団体
書道

自立心がある

自立心がない

白黒をはっきりさせる・… …558

死を受け入れる      749
人格が分裂 している    631

～出身

出身校

入
婦

味

収
主

趣
趣味は旅行
順応性がある

順応性がない

情意その他

将棋が趣味

進学したい

進学の希望

芯が強い

212

105

111

111

111

114

113
739

531
614

神経が細かい

神経質

?42

7az

526

617

sip

信 仰 は重 んず るべ き だ・… …735

婚
種

戚

新

人
親

消極的
常識家

常識がある

732

108

2io

親 戚付 き合 いは してな い ・… ・210

切

族

親

親
身体的能力

人畜無害

重
長

慎
身

正直者

上 司 と うま く行 っ てい る・・… 111

小事 に拘 らない      522

上司 に恵 まれ て いな い … … ・111

716  小ｵ1

心配性

審美指向

辛らつなことを言う

真理を追求する

$19 図 々 しい

す

508

210

303

720

538

301

618

?39

624

551

541



スキーがうまくなりたい・・…707

好き嫌いが激しい     603

好きなスポーツ      741

杉並区に住んでいる    106

すぐ意固地になるのは欠点…611

すぐ気に悩む      618

すぐ相談する      614

素直

素直でない

図太 い

ス ポー ツへの指 向

ス ポー ツマ ン

ずぼら

ずるい
ス ロー ス ター ター

      せ

性格を変えたい

521

629

541

741

303

523

sz7
539

生活状態

生活目標

政治指向

政治 家 の～ さん が好 き、嫌 い ・733

誠実

政治に関心がある

生死に対する意識

成績が悪い

成長欲求

生年月日

物

別

生
性
せかせかしている

背 が低 い ・高い

責任感がある

責任感がない

責任転嫁しやすい

赤面恐怖症
世間知 らず

世間体を気にしない

世間体を気にする

セコい

世事に無関心

世代
世帯主
せっかち

積極性に欠ける

積極的

積極的であるようで引っ込み

 思案

嬲

鶸

嬲

鵝

嚮

擣

欝

譏

驪

驪

鏘
黔

畿

器

黔

絶対大きくなる人

1
1

0
σ

り
0

1
■

食
U

ワ
8

説得力がある

説得力がない

節約的
背の高い人が好き
～ゼミに入っている

5

6

7

5

0

0

9

5

3

3

9

9

5

9
9

3

4

0

0

5

4

1

1

0

0

5

2

1

0

0

5
5

0

0

4

4

5

7

1

1

5

1

5

5

5

1

1

7
7

4

4
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他 人 に本 当 よ り良 く思 われ て

～ ゼ ミのOB

世話好き

戦後派

繊細
織細さに欠ける

い る

他 人 に良 く見せ よ うとす る …608

タバ コを吸 う

タバ コを吸 う人 とつ き合 い た

 くない

タフ

詮索好き

先生が嫌い

戦前派
戦争体験

戦争の時に集団疎開した… ・・759

専門能力がある

専門能力がない

      そ

掃除好き         536

掃除、洗濯に明け暮れていま

 す           731
相談役になる        510

組織力がある       405

組絏力がない        406

そそっかしい       516

その他大勢         720

その他(指 向)      758

その他(情 意)      562

その日暮し       732

祖父と仲が悪い      208

祖父母         208

祖父母は健在        208

た

体格
体格が良い・悪い
～大学に入りたい

1
1

2

2

2

1

5

6

6

2

6

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

1
3

3

3

7

3

3

3

4

4

5

3

7

6

6

食べるのが好き

頼りがいがある

だらしない

短気
短気である

単身赴任
淡泊

り
乙

0
0

1
」

り
6

0

0
0

ワ
」

農
U

ワ
σ

5

6

0

0

6

6

6

2

8

4

2

4

1

1

0

0

3

4

7

5

7

5

6

6

6

7

5

      ち

近ごろめっきり白髪が増えた・712

地球人

知識がある

父親

父親がいない

父親が好き
父親 と うま くい っ ていな い …203

父親 に似 ている

知能が低い

地道
「チ ャコ」 と呼 ばれ てい ます ・102

中肉申背

中年

調子がよい
超自然

調子にのりやすい

長寿でありたい

体質
～体質

体重

対人能力がある

対人能力がない

調整役になる

町内会長です

町内会の役員です

貯金がうまい

大胆

体 力 があ る ・ない

体力が欲 しい

つ

通俗的性格分類
通俗的性格類型

6

9

3

3

3

3

1

2

0

2

1
4

4

2

8

1

0

3

3

7

5

0

0

0

0

0

0

0

3

0

0
0

5

5

1

1

1

1

1
5

7

4

2

2

2

2

3

4

5

1

3

1

5

7

5

7

5

1

1
5

常 に流 行 の先端 を行 って いる ・737

高望み

疲れやすい

翼が欲 しい

冷たい

強がり

多重人格

他人に対する気配りに欠ける・546  手足が短い

て

561

561

302

714

545

611

301



94

定年後は～したい
～ で生 まれ た

出かけるときに戸締りが気に

 なる

-
↓

ウ
亅

-
亠

0

ワ
4

ー
ム

手が2本

適応 性 が あ る

でき るな ら逃避 したい ・・・・…709

哲学が好き

sis

756

520

テニ ス が したい

テニスが得意

デ リケー ト

照れ屋

典 型 的 なA型 人 聞

典 型的 な ～型の 性格 。 ・・・・…561

典 型的 な長 女 タイ プの性 格 …561

天 才

744

713

3d3

553

620

561

             757
電話をよくする      731

      と

～という職業に就きたい・・…703
～という職業に就きたくない・703

東京大空襲で家を焼かれた…759

東京都民

当主

同情 しやすい

同調的

逃避願望

動揺しない

東洋人

都会 の人 が好 き

時の流 れ は とめ られ ない ・・…752

度胸がある

読書が趣味

10B

Zai

511

501

709

526
108

745

独身
独身貴族

独断的
～ と暮 らしてい る

独立自尊
～と結婚したい

どこからきてどこにいくのだ

ろう

ドジ

526

?47

732

?32

soi

?32

728

?04

年 は と りた くない

年 を とっ ても老 け た くない …711

とっつ きに くい       542

共働き

754

516

712

ドライブが趣味

取り掛かるのが遅い

努力家

732

747

539

530

とろい

鈍感

な

0

1
よ

4

4

F
O

F
O

猫になりたい

内向的 542

553

118

sas

sis

妬み深い

(
U

O
O

ー
ユ

リ
4

ワ
」

0
0

熱 しやす く冷 めやす い … … ・604

熱 申す るこ とがな い    548

ナ イ ーブ

仲間意識が強い

泣き虫

根にもつ

粘りがない

粘り強い

投げやり
なぜこんな時代に生まれたの

625

soy

528

 だろう        718

何事にも関心を持つ    519

何事も悪い方に考える傾向に

 ある
～な人間に成りたい

生意気

名前

sis

?48

612

101

549

511

618

730

622

年 金 を～ 円も らっ てい る ・・… 112

年収 が 多 い ・少 な い     112

年齢           104

      の

能力に関する願望
～の後輩です

～の子供

のせられやすい

怠け者

涙もろい

悩みが多い

悩んでいる

ナルシスト

何のために生きているのだろ

う

派

 

軟

`こ

のろい

のろま

のんき

のんびりしている

      zま

配偶者

にぎやか

74?

118

241

518

540

540

524
524

754  バ カ

726 博 識

21世 紀を背負う人

二重人格

日課

504

?19

631

731

恥しがり屋

はずれ者

働き者

は っき りして いる

は っき り 「ノー」 と言 えな い ・619

派 手 好 き

207

?57

409
s20

757

530

558

ニ ッ クネー ムは～ です ・・・・…102 派 手 な事 は嫌 い

ニ ヒ リス ト                話 し上手

にぶい

日本人

日本人でよかった

545

541

108

His

211

gas

201

?56

118

648

621

505
話 しネ タの つきた こ とが ない ・505

～人家族

～人兄弟

～人 兄弟 の ～番 目

人間

はにかみ屋

母

母親

母親と仲が悪い

母親似

人間関係

人 間 関係 に疲れ てい る・… …118

人 間 に生 まれ てよ かっ た ・・…716

忍耐強い         528

忍耐力がない       604

妊婦(も うす ぐ母親になる)・201

      ね

根暗

母親を尊敬している

浜っ子

早のみこみをする
パンクチュアル

反発心が強い

ピアノが得意

ひ

620

201
204

204

301

204

107

516

537

629

ピアノを習っている

544 被暗示性

403

731

615



ひがみっぽい

悲観的
卑屈
非現実的願望

非社交的
非情
左利き

美的センスがある

美的センスがない
人が良い

人 か ら誤解 され やす い ・・・・…722

人 か ら頼 りにされ る

人 混み が嫌 い

人付 き合が 瘢 い ・下 手 ・・・・…542

人付 き合 いがよ い

人 とは りあ いた がる

人 にか っ こいい とこ ろをみ せ

 たが る

23

18

23

10

42

45

02

07

08

11

22

10

48

42

01

11

心

も

心

7

石

5

3

4

4

5

7

5

7

5

5

6

806

人に左右されやすい    614

人の言うことを気にする… ・・618

人の好みははっきりしている・603

人の好きisい       745

人の相談にのるのが好き・・…509

人の真似が艨い      721

人の真似が上手       407

人前で話すのが得意    505

人前で話すのが苦手、下手…543

人見知りしない      501

り

し

子

知

暮

つ

見

人

人

入

一

一
一人 で いた くな る ことが あ る ・525

一人 で いて も平気

一 人 で いる のが嫌 い

一 人 で考 え るのが好 き・・・・…550

人 を信 じや す い

人 をす ぐに とが め て しま う…624

人 を ばか にす る

人を見下す

皮肉屋

ひねくれもの

批判癖

秘密を持たない

ひょうきん

弱
感
血

ひ
敏
貧

嬲

畿

驪

謝

驪

嬲

驪

覦
驪

0
σ

り
乙

PO

O

P◎

3

貧乏ゆす りをする人は嫌い…745

無愛想

ふ

プ ア ッシ ョンに興 味が あ る …705

不 安 を感 じやす い

不完全で意味を成さない回答・901

フェア

不器用
ふ ざ けて書 かれ た回答 … … ・802

部暑

ぶっきらぼう

物欲がない

筆不精
ふてぶてしい

太っている

無難な人間

扶養 家族 を持 っ てい る ・・・・… 201

プ ライ ドが 高い

ぶ りっ子

～ぶ る

42

05

18

32

01

03

02

11

42

48

49

41

01

20

01

09

石

7

β

5

9

3

8

1

5

5

5

5

3

7

2

6

付和雷同

文系が嫌い

へ

sso

630

614

744

平凡           720

平凡な生活        720

別居申          732

部屋のなかをきれいにしてい

 る            536

変化を好む        737

勉強が好き        744

勉強が得意         407

勉強への指向       744

傍若無人

`ま

包容力がある

保守的
星を見るのが好き

ぽ一っとしている

ほらふき

本籍は～

ぼんや りしている

      ま

soi

510

738

739

549

s2s

107

549

毎日忙：しい       732

毎日が充実するように生きる・729

毎日が楽しい        716

毎日必ず経済新聞を読む・・…734
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マイペース

曲がったことは嫌い

負けず搬い

孫

孫が可愛い

孫はうるさい

孫は元気だ

まじめ

真面目ぶる

麻雀 は つ きあい程 度

全 く書か れ てい ない 回答 … ・・901

まわ りを気 に しない

まめ

回りが気にならない

まわりを気にする

      み

28

32

11

09

09

09

09

32

30

43

01

46

36

46

18

7

石

6

2

2

2

2

5

6

7

9

5

5

5

6

見栄っ張 り        608

味覚が発達している    303
身騰手         601

未既婚          732

水商売はしたくない    703

未成年          104

身だしなみを気にする・… …705

三日坊主         604

見通しがきく       401

身の回りのものはきちんとし

 ておく         536
未亡人          732

未来への明確なビジョンはま

 だない         714
未練がましい        625

無回答

無気力

む

無口

無効回答

無邪気
無戦
無神経
夢想家

無駄口は聞かない
ムー ド派

無頓着
無頓着

無表情
無理なことはしない

01

49

43

02

13

11

41

15

43

15

41

46

47

38

9

る

6

8

6

1

5

6

5

6

5

5

5

5
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姪が好き

め

明朗

210

503

3a2

621

608

621

410
549

509

   '

優柔不断

友人

目が悪い

目だたない

目だちたがり屋

目立ちたくない

免許
面 倒 くさが り屋

面 倒見 が良 い

      も

も う少 し身軽 にな りた い ・… ・705

目標 に向か っ て努 力す る ・・…701

友人が多い ・少ない

友人を大切にしている・… …116

融通がきかない      529

融通がきく

614

116

116

ゆ っ く りしてい る

もてない

もてる

520

544

?21

615

506

724

723

549

522

s2s

535

522

B18

両親健在

ユニ ー ク

夢 多 き人

ユー モ アがあ る

陽気

よ

洋裁が趣味
503

?4?

301

705

sal

538

554

555

寮生

料理が趣味
旅行するのが好き

旅行への指向

理論家

ル ー ズ

る

202

732

74?

742

742

551

      れ

礼儀を知っている

容姿

容姿に対する意畿

ものぐさ

物事 に こだわ らな い

物事 にこ だわ る

物事 に熱 中 しやす い

物事 を気 軽 に考 え る

物事 を気 にす る

物事 を は っき りさせ る ・・・・…558

物知り

ものを大切にする

やきもちやき

や

0
σ

0
0

0

り
6

」
恐

ワ
5

野球を観るのが好き

約束を守る

623

741

537

508

容姿は人並

616

冷静

劣等感がある

用心深い

要領が良い
要領が悪い

ろ

534

545

?1?

老 後 の希望        711

老 後 はの んび り暮 した い ・・…711

浪人
浪費的

余暇は有意義に過ごすべきだ・729  ロマンチスト

抑鬱的
欲がない

よく気が付く

優しい

欲張 り

525

548

509

727

優 しさ と厳 しさが 同居 … … ・631

よく昔の思い出にふける… ・・746

四次元の世界はあるとおもう・752

世の中すべて金      734

世の申すべて力      733

嫁
世渡りがうまい

野次馬

野心がない

519

548

sia
705

301

748

732

世波りが下手

野心的
やせたい

やせている

ら

わ

わりきりが速い

109

556

615

わがまま
わけもなく落ち込むことがあ

 る

0

1
亠

9
南

ハ
V

促
》

ρ
U

zoi

554

555

～を信じない

忘れっぽい

楽観的

山が好き

山の上 に住 ん でい る
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やり通す

勇敢

ゆ

リズム感

理想が高い

律儀

流行を追うのが嫌い

良妻賢母の妻がいる
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2.WA1事 例 集

 この事 例集 には、 大学 生 か ら40代 までの47

事例 を掲 載 した。 掲載 され た事 例 に は、 その 年齢

にお いて 一般 的 なも の と特 殊 例 の両 者 が含 ま れ る

よ う努 め たが、 適 切 な事例 がな い場 合 もあ り、 年

齢 ・性 別 ご との事 例数 には偏 りがあ る。 なお 、 小

学 生 か ら高校 生 ま での 事例(宴 例1～ 事 例48)

につ い ては、 「組織 行 動研 究 ，No.16」 に掲 載 さ

れ て い るの で参照 され たい 。

 事例 の構 成 は以 下 の よ うに なっ て いる。

事例49～66

事例67～76

事 例77～88

事 例89～95

大学生

20代

30代

40代

p. 97～104

p.104～108

p.109^一114

p.114・}117

 各事例は、被験者の反応を忠実に掲載 しようと
極力努めた。各回答は、回答番号をつげて1つ ず

つ掲載してあり、その回答に自分らしいものとし

てOが 付けられている場合、回答番号を0で 囲ん

である。また、1989年度版基準書で分類した際の

の小項目番号を、各回答の最後の0内 に示して

ある。被験者の回答の中には、プライバシーの保

護や印尉の都合からそのまま掲載できなかった部

分もある。それについては以下のような変更を加

えて掲載 した。

① プ ラ イバ シー保 護 の立 場か ら、 その まま渇載

す る こ とが でき ない 固有 名詞 は、 《》 の 中に説

明 を入れ て省略 を行 なっ た。

② 被験 者 自身が 反応 内容 の訂 正 を行 な って い る

部 分 は、 ■ を用 い てあ る。

⑧ 文字 や 文章 が、 各 行の 上 や 下か ら挿 入 され て

い る もの は、 {}の 中 に入れ て印 刷 し てあ る。

④ その 他説 明 が必 要 な もの につ い ては、 ※ を用

い て回 答の 後 で説 明す る か、 あ る いは、 [注3]

と して反 応 の 中 で説 明 を加 えた。

大 学 生

事例49男 性 19才7ヶ 月(大 学2年 生)

1 《大学 名 》 文学 部社 会学 科 専攻 の 学生.

  (109)

② 陶 芸倶 楽部 在籍 、 男.(110，103)

3関 東 学 生陶 芸連 盟 。学陶 委員.学 陶 展 担 当

  (110)

④ 酒 弱 し.特 に弱 し.キ ライ (302，740)

⑤ 煙 草 はす わ な い. 大 キ ラ イ.(731，740)

⑥ 落 語.歌 舞 伎 、演劇 な どに 傾 倒 して いる.

 (747)

⑦ 古典 派 特 に モー ツ ァル ト ベ ー トー ヴェ ン、

 他 にバ ッハが好 きで あ る (739)

⑧ 男 が女 よ りす ぐれ てい る と信 じる者 (758)

⑨ ま だ若 い 19才 (104)

10 女性 に 関 して い う と、 日本 的 で和 服 の似 合 う

  首の 若冠 長 い人 が 良 い (745)

⑪ 例 と しては岩 下 志麻 の フ ァ ン (745)

⑫ ロマ ン ・ロラ ン と べ 一 トー ヴ ェン を こよ な

  く愛 して い る者 (739)

⑬ 趣味 は多彩 (731)

14 ちゃ らん ぽ らん で.う す っぺ らな女 性 を特 に

 搬 う (745)

⑮ コ ミュニ ケー ショ ン に特 に興 味 が あ る。

 (?44)

16 現 在.う わ さ は あ る が、 特定 な女 性 は な し

 (732)

⑪  陶 芸 が好 き であ る (739)

⑱  好 き な陶 芸家 は.浜 田庄 司.荒 川豊 蔵.河 井

 寛 次郎.富 本憲 吉.(739)

⑲ 小磯 良 平 の総 が 特 に好 き な男 (739》

20わ り とプ ライ ドが高 い (609)

 主にデモグラフィックな属性と陶芸をはじめと

する審美的な指向についての記述で構成されてい

る。審美的な指向が被験者にとって重要な意味を

持つことが、この反応から感じられる。

事例50 男性 20才2ヶ 月(大 学生2年 生)

1線 いな人 間 が多 い (603)

2利 己主義 者・(601)
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3自 分 よ りも恵 まれ てい る人 間 に対 す る しっと

 ・己・力弍弓墜L、  (623)

④ 自分 よ りも恵 まれ て い ない人 間 に対 す る 同情

 心 も強 い (511)

δ}理 性 よ りも 感 情 に左右 され る (605)

6精 神 的 に 大 人 に な りきれ な い (613)

7他 人 に 対 して偏 見 を抱 きや す く、 いつ ま でも

 それ に縛 られ る (625)

8い つ も、 あ りも しな い理想 を 求 め てい る

 (615)

9現 実 に は 失 望 してい る (718)

⑩ 心 が狭 く 他 人 や社 会の 欠点 を許容 す るこ とが

 でき ない (624)

⑩ 気 が弱 い くせ に 強 者 に反発 した が る

 (619，624)

⑫ 物 事 に 感動 しやす く、喜 怒哀 楽 が 極端 であ る

 (553，645)

13い つ も 誰 かに 頼 っ てい たい と思 っ てい る

 (614)

14好 き な人 間 には 自分の 弱 さ を見せ て 理解 して

 ほ しい と思 う (118)

15表 面上 は 交際 上 手 を 装 って いる (630)

16友 人 は多 い方 だ と思 う (116)

17自 分 は 恵 まれ てい るの か そ う でな いの か わ

 か らない (758)

⑱ 嫌 いな 人間 は徹 底 的 に嫌 い、 良 さ を認 めよ うと

 しない (603)

19理 屈 で 考 えて い る事 と 感情 との 食い 違 い に悩

 む (758)

20僕 にと って 友人 は 自分 よ り劣 った者 でな けれ

 ば な らない のか も知 れ な い (116)

 自分の性格を中心に記述しているが、自己に対

する洞察を自分なりの言葉を用いて表現 しているa

ある意味では過剰な自意識も感じられるが、これ

はこの年齢の被験者の反応の特徴でもある。

事例51男 性 21才9ヶ 月(大 学3年 生)

1私 は これ まで21年 間 たい した こ とも無 く

 平 凡 に生 き て来 た.(720)

2私 は1957年 の 夏 愛 知 県の 暑 い 日の昼 誕

  生 した.(105)

3私 の心 の 中 には さ ま ざ まなcomplexが あ り

  トラウ マ があ る よ うだ(717)

④ 私 はあ ま り活動 的 な ほ うでは な く ナ マケ モ ノ

  のほ うであ る.(549)

5私 は、 いつ も目先 の こ とにア クセ ク した り して

  い る 自分 や 他の 者 が嫌 に な る ，(717，745)

6私 は 身長165cm.体 重55kgで まず まず

 健 康 な人 間 だ.(301，302)

7私 は一 般 に悲 観 的 にもの ごと を考 えてお く、 そ

 れ は失 敗 の シ ョ ック をや わ らげ るため であ る

  (618)

⑧ 私 は、 規則 正 しい生 活が 出来 ない.(731)

9私 の家 は大 学 か ら1時 間ほ どか か る.(731)

⑩ 私 は 長男 で 性格 的 に は お っと りしてい る.

 {201，524)

11私 は 過 去 には 天文 学 や 文学 に こ った こ とがあ

 る.(744)

12私 は、 政 治 的関 心 は強 い ほ うで はな いが 体制

 は批判 す べ き だ と考 える (733)

13私 は、 大 学新 聞 会や ゼ ミに所属 して いる.

 (110，110)

14私 は、 何 か 自分 の生 きが い に なる よ うな仕 事 を

 したい.(701)

15私 は、 マ イ ホーム 主義 はあ ま り好 ま しい もの と

 は 考 えて い ない.(758)

16私 は、 才能 はあ ま りない 人間 だか ら努 力 しな く

 て はな らな い.(720，729)

17私 は、 もっ と生 き い きと した人間 に な りた い と

 思 っ て いる (708)

18私 は、 勉強 のた めの 勉強 は 良 くな い と常 に思

 って い る (758)

19私 は長 生 き は した くな いが、 健 康 な らそ れ も

 良 転、. (711)

20私 は、 あ ま りと りえの ない 人 間 だ.(720)

 自己や外界に対する批判が多 く、懐古的な記述

がある点もこの事例の特徴である。これは否定的

な自己評価を反映したものと思われる。また、こ

の年齢はで懐古的な記述が現れることは珍しい。

事例52 男性 22才3ヶ 月(大 学4年 生)



!私 は 人 間 で す.(756)

2私 は 大学 生 で す (109)
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健 康 で す (302)
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長男 です (201)

冷 たい面 が あ り ます (545)
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人 見知 りをす る こ とがあ ります
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興味 とい う こと を信 じま せん 。(758)

 運 命論 者 で す 。(750)

計 算高 い 男 です。(554)

人 との接 触 が に が て です 。(542)

ま じめ です (532)

説明 不可 能 です (758)

とか げ ではあ りませ ん (757)

酒 がす き です (740)

考 え て しま い ます (801)

〃 ま と も で す .(534)

 個々の回答は大学生において標準的なものであ
る。内容が多岐にわたっている点は、大学生の反

応の特徽の1つ である。

事例53男 性 22才5ヶ 月(大 学4年 生)

1 男 (103)

222才 (104)

3神 奈川 県民 (107)

4南 足柄 市民 (107)

⑤ 《学校 名》 出 身 (114)

⑥ 長 男 (201)

7人 間 科学 専 攻.(109)

8文 学部 生.(109》

⑨ 《ゼ ミ名 》 ゼ ミ (110)

10大 田 区在住 (106)

⑩ 映画 好 き (747)
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⑫ 《姓 名 》 (101)

13ア ーム ・レスラ ー (303)

14《 大 学 名》 生.(109)

⑮ 日本 人.(108)

16地 球人 (756)

17生 物 (756)

⑱ ス キー ヤ ー (303)

19車 好 き (747)

20普 通 の人 (720)

 個々の回答は標準的なものであるが、全体的に

見ると性格や内面の記述は見られない。また、回

答がほとんど1つ の単語で構成されていることも

特徽的である。

事例54 男性 23才lOケ 月(大 学生)

① 私 は ポール マ ッカー トニ ーです 。(902)

2私 は ジ ョン レノ ンです 。(902)

3私 は ジョー ジ ハ リス ンです 。(902)

4私 は リン ゴ ス ター です 。(902)

5私 は ドンヘ イ リー です 。(902)

6私 は リチ ヤー ド カー ペ ン ター です。(902)

7私 は カ レン カー ペ ンター です0(902)

8私 は ミ ック ジャ ガー です。(902)

⑨ 私 は ステ ィン グです 。(902)

10私 は フ レデ ィ マー キ ュ リvで す 。(902)

11私 は ジー ン シモ ンズ です。(902)

12私 は フ ィル コ リンズ です。(902)

13私 は ジ ョン デ ンバ ー です 。(902)

14私 は グ レン フ ライ です。(902)

15私 は ポー ル サイ モ ンです 。(902)

16私 は アー ト ガー フ ァン クル です。(902)

17私 は ダニ ー オ ズモ ン ドで す。(902)

18私 は ポール ヤ ン グです 。(902)

19私 は ヒュ ーイ ル イ ス です 。(902)

20私 は ブル ー ス ス プ リン グステ ィン です 。

 (902)

 回答のすべてが人名であり、これは施行時の被
験者の態度に問題のある事例である。しかし、こ

れらはすべて音楽関係の人名であり、被験者のキ
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ヤセ クシ ョンが うかが えるC

事 例55男 性 23才lOヶ 月(大 学4年 生)

廴 私 は 人聞 です.

2   今年 の 夏 頃 には、 就 職 が決 ま って い る

 だ ろ う 学 生 です.(714.109)

3   4年 聞 あ ま り 真 面 目に 勉強 しなか っ た

 学 生 です。(109)

4   自分 の 将 来 を け っ こ う 楽 しみ に し てい

 る男 で す0(714)

5'割 と要 領の い い面 と、 悪 い面 が 同居 してい る.

  (631)

⑥   自信家 です.(609)

7   割 と頭 の い い人間 です。(401)

8   相 手の 考 えが 判 っ た り、 こまか い素 振 り

 に気 付 いた りして、 それ を少 し

9   気 にす る 所が あ ります.

※8，9で1回 答(618)

10   日本 人 です 。(108)

ii，  《姓 名》 です 。(101)

12  男 です 。(103)

1   友人.先 輩.後 輩 が た くさんい る 幸せ

 者 です (116，118，716)

※14～20は 無 回答(90D

 13答 しか 記述 され てい ない が、 内容 か ら見 て

施行 時 の被 験 者の 態度 に 間題 は な い。現 在 と将 来

の 自 己が 中心 に記 述 され てお り、 この被 験 者 の 自

己評 価 が高 い こ と もうか が える。

事 例56男 性 23才10ヶ 月(大 学4年 生)

1 男 です.(103)

2 学生 です 。(109)

③ 夢.多 き青年 です。(615)

4 1人 子 です。(201)

5特 別 な 人 間 です 。(757)

6東 京都 民 です 。(106)

7渋 谷 区民 です。(106)

8著 者 です。(757)

⑨ ギ タ リス トです 。(739)

⑩ 芸 術家 です。(739)

⑪ ピー ターパ ン ですa(757)

⑫ 心 の旅 人 です 。(757)

13社 会 にな じみに くい 人 です 、(529)

⑭ 観 念先 向 型(観 念 論 者)で す 。(615)

151人 が す き であ り、 淋 しが り屋で もあ る.

 (542，512)

is宇 宙の 傍観 者 です 。(757)

17二 面 性 の多 い人 間 で す。(631)

18乱 筆 家 です 。(303)

噸 文学 者 です 。(739)

⑳ 変わ って い ますJ(757)

 メ タフ ァー を用 い た記述 が多 く見 られ るが、 お

そ ら くこれ は 自分 の指 向 を誇張 した もの と思 われ

る。 この よ うな表現 の 仕 方 は男 子 高 校生 に多 く見

られ る。

事 例57男 性 24才10ヶ 月(大 学4年 生)

ユ 人 間 です (756)

2大 学生 です (109)

3日 本人 です (108)

4千 葉県 人 です (106)

5松 戸市 民 です (106}

6《 姓 》 です (lal)

7誰 で もい い じゃ ない か.(801)

8店 員や っ て ます.(732)

9き の う 雑 誌 を 買っ た者 です.(732)

10わ か っ てる はず だ ，(poi)

11メ ガネ の 方の 《姓 》 です.(301，101)

12教 えて あ げな い (801)

13男 です (103)

14女 性 で はあ りませ ん (103)

15老 人 で は ない (104)

16病 人 で はあ りませ ん.(302)

1724で す.(104)

18地 球人 です.(756)

19作 業 に時 間 のか か る 私 です あ とひ とつ

 (540，801)

20'62生 まれ です.
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 デモ グラ フ ィ ックな属性 が中 心 で、 部分 的 にW

AIに 対 す る批判 的 な態 度 も認 め られ る ， このよ

うな事 例 は高校 生 の 男子 に は見 られ るが、 大学 生

ではあ ま り見 られ ない。

事 例58 久性 19オOヶ 月(短 大1年 生)

rj，私 は 、 人 間 だ。(756)

② 私 は 、 大 人 で あ る 。(104)

3私 は 、 悲 し い。(730)

4私 は 、 優 し い。(508)

SDI私 は 、 思 う。(757)

6私 は 、 小 さ い。(301)

7私 は 、 わ か らな い 、(754)

8私 は 、 考 え る。(757)

⑨ 私 は 、 走 り た い 。(757)

10私 は 、 見 る こ と が で き な い 。(757)

11私 は 、 夢 を も っ て い る ，(615)

12私 は 、 泣 き た い し、 怒 り た い 。(757)

13私 は 、 冷 た い.し か し 直 せ な い 。(545)

14私 は 、 赤 や 青 や 黄 や 黒 や 緑 で も あ るa(757)

⑮ 私 は 、 楽 し み た い 。(713)

16私 は 、 い つ も欲 しい 、 で も 手 に 入 らな い 方 が い

 4、。 (727)

17私 は 、 気 む ず か し い し、 不 器 用 で も あ る が 、 そ

 ん な 自 分 を 気 に 入 っ て い る 。(606，303，715)

⑱ 私 は 、 疲 れ る、 で も そ の 方 が い い の か も し れ な

 い 。(302)

19私 は 、 常 に 空 想 の 中 に で も 生 き て い る。(615)

20私 は 、 恵 ま れ て い る?(716)

 を 感 じ る人間 (558)

4自 分が 良 い と思 う方へ 率 直 に進 めず 、 ため ら う

 こ とが 多 い人 間 (614)

⑤ あ い まい さ に甘 ん じてい る部 分 と、 あ い まい さ

 を嫌 う部分 とが 同居 してい る人 間 (631)

6劣 等 感 と 自 己嫌 悪 の塊.(717)

7物 事の 基準 を高 くと りす ぎて、 上 ばか り眺 め て

 い る人 間 (610)

8そ の う ち本 当の 自分 に なれ る だろ うと、 「いつ

 か亅 ばか り考 えてい る人 間 (701)

⑨ 思うことが先ばしりしすぎて その鷺 腎 を

 をお ろそ か にす る こ とが 多 い人 間 (517)

ioさ さ いな こ とに 自分 に しか 価値 の な いよ うな

 意 味合 を持 たせ ては 喜ぶ 人間 (609)

ll本 心 を3割 だけ しか 入れ て書 か な いよ うな詩人

⑫ 抽 象的 な こ とに 抽 象 的 な分 析 を して かつ 結果

 を 出せ ない人 間 (550)

13'.寂しか った り、 ハ ン グ リー だ った りす る時 だけ

 人 に甘 えかか る よ うな猫 型人 間.(613)

14物 事の 判断 、 決定 が たい へ ん遅 い 人 間.(614)

⑮ 自分の 感情 に な かな か素 直 に なれ ない 人間.

 (629)

rise必要 以 上の 抑 制 を して、 自分 で 自分 を縛 りつ け

 しま う人間.(618)

17自 分以 外の もの か らの抑 圧等 には、 た いへ ん反

 発 を感 じる人 聞。(629)

18欲 しい もの が 手 に入 る まで、 それ に執 着す るが

 手 に入 る と熱 が冷 め る。(604》

19何 で も う らや ま しが る こ とが多 い人 間.(623)

⑳ 典 型的 文系 人。(561)

 名 詞 に よる メ タフ ァwは 時折 見 られ るが 、 この

よ うな表 現 はあ ま り見 られ ない。 部 分的 に は理 解

可 能 であ るが、 全 体的 に見 ると難 解 な反 応 と言 え

る。

 自 己の性 格 を 中心 に深 く洞 察 を行 なっ てお り、

被験 者の 知 的 水準 が高 い こ とが うか が え る。 ただ

し、 内容 は否定 的 な もの が多 く、 力 動的 な不 安 定

さが 感 じ られ る。

事例59女 性 (大学1年 生) 事例60 女性 19才6ケ 月(大 学2年 生)

1か な りの 自 己中 心主 義者 (601)

2周 囲 の こ ともつ い気 に な って 自 己中心 に徹 す

 る こと は出来 な い人 間 (618)

3良 い につ け悪 い につ け徹 底 してい る こ とに価 値

① 人聞 です 。(756)

2《 姓 名》 で す。(101)

③ 学 生 です 。(109)

4日 本人 です。(108)
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5生 き物 です 。(756)

6子 供 です。(104)

7地 球 人 です 。(756)

⑧ 《姓 》家 の 次女 です。(201)

9女 性 です 。(103)

10ア ジア人 で す。(108)

⑪ 北 海道 人 です 。(107)

12旭 川市 民 です 。(107)

※13～20は 無 回答(901)

 デモ グラフ ィッ クな属性 の記述 に 終始 してお り、

性榕 や 内面 に つい ての 記述 はな い。 ま た、 回答 も

13し か ない。 このよ うな事例 は小 学生 に多 く、

大学 生 では珍 しい。

16私 は、 芸術 作 品 に接す る ことが好 きで す。

 (739)

17私 は、 自分 の外 側 の世 界 につ い て、 い つも 淡泊

 であ りたい。(729)

18私 は 自殺 ・安 楽死 には反 対 です 。(749)

19私 は 、 イ ヌ ・ネ コと一 緒 に暮 らす の が好 き で

 す 。(748)

20私 は 、絶 えず 活 動 的 であ りたい。(729)

 指向的な側面について記述が多く、被験者の審

美的な指向や、宗教や生命に対する態度などが理

解できる。それに対し、デモグラフィックな属性

についての記述がほとんどないことも特徴的であ

る。

事例61女 性 19才7ケ 月(大 学2年 生) 事例62 女性 19才7ヶ 月(短 大1年 生)

1私 は 夏 目漱 石 とい う作 家 と 彼 の作 品を愛 す

 者 です 。(739)

2私 は 3才 ごろ、生 死 の 間を さ ま よっ た ことの

 あ る者 です。(749)

3私 は 高校 の 時 、カ トリックの教 育 を受 け、非常

  な影響 を うけま した。(109，735)

4私 は 、簡素 な美 しさが好 き です 。(739)

5私 は スポー ツ が 苦 手 です 。(303)

6私 は、 目立 つ こ とが あ ま り好 きで はあ りません 。

 {621)

7私 は、雑 踏 の 中 に長 い間 い る と、 感性 が鈍 る気

 が します 。(542)

8私 は、 いつ も 余裕 を持 っ てい たい。(729)

9私 は 書 道 や 華道 をた しな んだ こ とが あ りま

 す 。(739)

10私 は 高校 時代 、部 長 な ど を して、さか んに クラ

 ブ 活動 をし ま した。(110)

11私 は、 マ リア様 を理 想 の 女性 と してい る者 です。

 {739)

12私 は、``悩 む” とい う行 為 を厭 い ます 。(522)

13私 は 、真 言宗 の 檀家 に生 まれ た こ とを幸 い に思

 っ て い ます 。(735，716))

14私 は、 現在 の地 に住 ん でい るの を 、非 常 な幸 福

 と思 って い ます 。(106，716)

15私 は、 文章 を書 くのが 好 き です。(747)

① 私 は 《姓 名》 です 。(101)

② 私 は 《姓 》 家 の長 女 です。(201)

⑧ 私 は 《姓 名 》 の姉 です 。(205，201)

4私 は 今 スキ ー にこ って いま す。(741)

5私 は 日本 に住 ん でい る 日本 人 です 。(108)

6私 は ア メ リカ人 で はあ りませ ん。(108)

7私 は 女 です 。(103)

8私 は ま だ結婚 して いませ ん 。(732)

9私 は 学 生 です 。(109)

10私 は 車 の免 許 を持 って います 。(410)

11私 は 少 しわ が ま ま です 。(601)

12私 は あ ま り頭 が良 くあ りませ ん。(402)

13私 は 安達 町 の 町民 です 。(106)

14私 は 健康 です。(302)

15私 は 人 にた の まれ た らいや とは言 えませ ん。

 (509)

16私 は スポ ー ツが好 きです 。(741)

17私 は テ ニ スが で き ます 。(303)

18私 は 涙 も ろい です 。(511)

19私 は 彼 が います 。(117)

20私 は つ ま らな い人 か も しれ ませ ん (717)

 家族、デモグラフィックな属性、性格、趣味と

多岐にわたって記述してあるが、それぞれの内容

は、内面的な豊かさを感じさせるものとは言えな
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い。 これ は 、精 神 的な 発達 の 不 十分 さが 反応 に も

反映 してい る ため と思 われ る。

事 例63女 性 19才10ヶ 月(短 ：大2年 生)

1私 は気が 小 さい (619)

② 私 は 空想 好 き であ る (615)

3私 は 根性 が な い (604)

④ 私 は 人の す る こ とが気 に な る (618)

5私 は お菓 子作 りが趣 味 であ る (747)

⑥ 私 は 涙 も ろい (511)

⑦ 私 は 人の 目を気 にす るほ う であ る (618)

⑧ 私 は よ く肉親 に相 談 す る (211)

⑨ 私 は人 と話 す こ とが 好 き であ る (505)

⑩ 私 は人 に物 事 を説 明 す る ことが得 意 で あ る

 (407)

11私 は めん どうな こ とが嫌 い だ (549)

12私 は どち らか と い えば友 達の 中 で判 断 を下 す役

 目であ る (116，531)

13私 はア ドベ ンチ ヤー ロマ ンの よ うな映画 が 好 き

 であ る (748)

14私 は 東 京 に憧 れ てい る (748)

⑮ 私 は 感動 しやす い ほ うで あ る (605)

16私 は くよ くよ悩 む が す ぐ忘 れ て し ま う

 (618，522)

17私 は だ ら しな いほ うか も しれ ない (523)

18私 は や さ しい感 じの服 が好 きだ (705)

⑲ 私 は オ ッチ ョコチ ョイ であ る (516)

⑳ 私 は 事後 に悩 む こ とが よ くあ る (618)

 性 格 を中心 に記 述 され て い る。女 子大 生 の 性格

記述 と して は標準 的 な もの と言 っ て良 い。 た だ し、

一般 的 に は
、 性格 記述 だけ でな く、 よ り多 様 な反

応 が現 れ る こ とが 多 い。

④ だか ら “僕 って何 ” なん て質 問 され ると答 え

 に窮す る浅薄 な 人聞 。(801，543)

5家 族 の 中で は 堂 々 と長 女 の座 を 占め てい るの

 であ ります 。(201)

⑥ 家 族 内 にお いて 疎 外感 なん ぞ感 じた事 の な い

 鈍 感 な人 間 です 。(211，541)

⑦ 私 自身 あ ま り ペ タつ く人 間 関係 を撮 う女の

 子 だ と思 っ てま す。(11$)

8だ か ら 若 干 希薄 な関 係 で も物 足 りな さ を感

 じな い女 の子 な ん です。(118)

9孤 独 を嫌 っ て生 き てい るわ け でも ない か ら.幸

 運 なの か も しれ ませ ん。(542，716)

⑩ 今 だか つ て徹 底 的な孤 独 を味 わ っ た事 の ない

 甘 ち ゃん だ と思 う。(732，613)

11私 の 回 りには 客 観 的に 見 て 一 応 友 人 と呼べ

 る 人が 常 に います 。(116)

⑫ 以前 友人 に 「空 気 み たい な感 じ」 と言 われ

 納 得 して る人 間 です 。(758)

13考 えて み る と ふ うわ りふ うわ りと生 き てき て

 い る様 な気 がす る0(757)

14何 だか んだ と頑 張 っ ても 結 局 自分 の して い

 る事 は 苦痛 とは ほ ど遠 い。(716)

15人 生 一度 だ け だか らと 緊 張 す る事 もあ る の で

 す 。(701)

16平 凡 な女 の 子 だな あ と つ くづ く思 い なが ら

 書 いて いる の です。(720)

⑪ 正 直言 って 私 は 平 凡 であ る事 に 最近 全 然

 不 満 を覚 えない 。(715)

18平 凡 であ る 事 だっ て む ず か しいの だ と 居 直

 っ てい るの です.(715)

19こ う して見 る と 我 な が ら 幸福 な人 間 だ と内

 心 思 っ てい る人 間 です。(716)

⑳ ふ わふ わ してい て 他人 に左 右 され や す い面 が

 多分 に あ ります.(614)

事例64 女性 21才3ヶ 月(大 学2年 生)

1私 って生 物 は 一応 人 間 とい う高等 動 物 に属

 す る ら しい 。(756)

2私 は 只 今 《大学 名》 の 二 年生 。(109)

⑧ 何 故 か今 ま で 自分の 存在 を否 定 した こ とが ない

 図 々 しい人間 です 。(755，541)

 反応内容は分析的であり、ユーモアも感じられ

る。また、非常に肯定的な生活感情が読み取れる。

これは知的水準が高く、力動的に安定した被験者

の事例と言える。

事例65 女性 21才5ケ 月(短 大2年 生)
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ユ 地 球 に住 ん でい ます.(756)

2人 間 です.(756)

3女 です.(103)

4苦 労 ばか り してい ます ，(718)

5他 人の 目が 気 に かか ります ，(618)

6プ ラ イ ドが 高 い です.(609)

7夢 を お い続 け てい ます (701)

8だ せ い で 生 き てい ます (758)

9現 実 と 理 想 の ギ ャ ップに い つ も悩 まされ てい

  ます (718)

]Q調 禾ロを求 め て います (758)

11あ らゆ る こと を こなせ る 人 間に な りたい と思

  って い ます (708)

】2家 を 出 て 一人 暮 しが した い です ，(713)

13他 人 に 干 渉 され るの が いや です .(542)

14バ カさわ ぎ して 何 もか も 忘れ たい です

  (713)

15時 々、 生 きて い るのが い や に な ります

 (718)

16自 分 の 存在 が なん なの か わ か らな くな ります

 (754)

17生 き てい て楽 しい ことが み つか りませ ん

 (718)

⑱ 偉 くな っ て 他 人 をみか え してや りたい です

 (701)

19他 人 が 私 の こ とを認 め て くれ な い (718)

⑳ あ と どの く らい 生 きて い るの だ ろ う (749)

 否定的な自己評価、生活感情は高校生や大学生
の反応に見られるが、このように反応全体に現れ

ている事例は珍しい。

事例66 女性 22才9ヶ 月(大 学4年 生)

① 女(103)

② 大人 (104)

⑧ 子 供 (104)

4空 気 (757)

5身 体 (756)

6生 身の 人間 (756)

7嘘 (757)

⑧ 真 実 (757)

9虚 飾

⑩ 肉体

11紹 合

12分 離

13不 安

14自 信

15顕 示

16熱 があ る

17胃 腸 が弱 い

18生 き る望み に輝 いて い る (701)

19明 日が 明 るい (522)

201人 しか い た くない (755)

(757)

(756)

(75?)

(75'1)

(61$)

(719)

csosa

  {302)

   (302)

 単語 廴つに よ る メ タファ ーが多 く、意 味 を理 解

で き ない もの も多 い。 この よ うな形 で 自 己を表 現

しよ うとす る者 は、 高 校生 か ら大 学生 に か け て時

々見 られ る，

20代

事例67 男性 23才8ケ 月(会 社員)

1私 は、 男 であ る (103)

2私 は、23才 であ る (104)

3私 は、 静 岡 県 出身 であ る (107)

4私 は、 今、 一人 で暮 ら してい ます (732)

5私 の家 族 は、5人 い ます (211)

6私 には、 姉 一 人 と妹 一人 い ます (205)

7私 の 仕事 は、 コ ン ピコ、一 タの オ ペ レー シ ョ ンで

 す (111)

8私 は、 この仕 事 が好 き です (111)

9私 は、 積任 感 が強 い です (533)

10私 は、 お とな しいです (621)

11私 は、 お っ とり して います (524)

12私 は、 真 面 目です (532)

13私 は、 素 直 です (521)

14私 は、 健 康 です (302)

15私 は、 や さ しい です (508)

16私 は、 元気 です (302)

17私 は、 ス ポー ツ が好 き です (741)

18私 は、 ドラ イブが好 きで す (747)

19私 は、 自分 が好 きです (715)
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20私 は、 この 会社 に入 って よか っ た と思 い ます

 (111)

 内容 は デモ グラ フィ ックな属 性、 家 族、 仕 事、

性 格 、好 みな ど多 岐 にわ た って い る。 ま た、 自 己

や 外 界 に対す る肯定 的 な態 度 も感 じ敢れ る。 ただ

こ、 内面 性の 豊 か さは感 じ られ ない。

事例68 男性 26才(会 社員)

ユ 私 は 二男 であ ります.(201)

2私 は 東京 にす んで い るが 生れ は 群 馬 であ る

 (106，107)

3私 は 現在26歳 にな っ たば か りであ る

 clo47

④ 私 は、 色 々 と違 っ た場所 に住 ん でみ た い 。

 (714}

◎ 私 は 春 よ り も 秋 が 好 き であ る(748)

⑥ 私は 一人でいる時間 を大切に してゆきたい

と考 えてい る.(729)

⑦ 私 は 言 葉 の使 い方 、 内容 に は 以 外 と神 経質

 だ ，(536)

8私 は 日常 は睡 眠 時 間は 少 ない が、 多 くと って

  もや は り眠 い (731)

⑨ 私 は あ る程度 時間 を か けて何 か をす るのが 好

  き だ.(735)

⑩ 私 は次 か ら次 と、 や っ てみ た い ことが 思 い浮 び、

  迷 うこ とが あ る.(519)

11私 は 近 ごろふ り りぎみ なの で、 食べ てもふ と

  らない よ うに な りたい (705)

12私 は 野 菜 類 は余 り食 べ な いが、 肉類 は比 較的

 多 く食 べ る (740)

13私 は 昔 は スポ ー ツが好 きで、 見 た り、 自分 で

 も した が 今 は あ ま り しな い ('r41)

⑭ 私 は 田舎 に長 く住 んで い たの で、都 市 に 住み

 た い と子頃 よ く考 えた (714)

⑮ 私 は 早 く30代 に な りた い と思 って いる 。行

 動 に 自信 を持 っ てい る人が 多 い.(708)

⑯ 私 は 穏厚な人間になる前に一度は戦闘的にな

 ってみたい (708)

⑰ 私 は 日常緊張することが少ないことは 精神

 的に人間を弱 くすると思 う.(729)

ia.私 は 強 い 信念 は持 つべ き だ と思 うが
、 自分の

 年 齢 に よ り変わ る と思 う.(729)

]9私 は 富 士 山へ ・一度 は登 って みた い .(713)

⑩ 私 は 雨 の降 る 臼は 家 の 中 にい るの が と て

 も楽 しい (748)

 誤字 が い くつ か見 られ るが、 願望 や 自分の 態度 、

信念 、 考 え方に つ いて 明解 に記 述 してい る。 態度 、

信念 、 考 え方 な どは、 社 会人 の 中年 男性 によ く見

られ るが、 この年 齢 で はあ ま り見 られ な い。

事例69 男性 26才11ヶ 月(会 社員)

 1両 親 と私の 三 人家 族 です 。(202，211)

2現 在、 身長181cm， 体重78kgで や や ふ と り気味

  です。(301)

3得 意 で はあ りません が、 スポ ー ツが好 きで、 今

  は テニ スに凝 っ てい ます 。(741)

4出 身は 沼津 市 です が、 東 京生 活 は も う20年 以

  上 にな ります。(107，106)

5読 書 は好 き です が、 今 は読 む 暇が な いの が不 満

  です。(747，732)

6趣 味 とい え るほ どの もの は、 持 っ てい ませ ん。

  (732)

7高 校 時代 に 野球 をや って い ま した。今 では い い

  思 い 出 です。(110)

8大 学時 代 を無 為 にす ご したこ とを 少 々不満 です。

  {111)

9今 の 仕 事が 忙 しいの で、 少 々不満 です。(732)

10人 とつ き合 うの は あ ま り得 意 で はあ りませ ん
。

 努 力 は して い ますが 。(542，729)

11一 人 でい る時 間 が他 人 よ りも多 い で し ょ うか
。

 (732)

1.1他 人 の 目が ひ ど く気 にな る性 質の よ うです
。

 (618)

13議 論 とか、 争 い ご とはあ ま り好 み ませ ん
。

 (621)

14ひ と りっ子 であ る こ とが、 大 き なハ ン デ ィキ ャ

 ップ であ る よ うに思 い ます。(201)

15自 尊心 はか な り高い 方 だ と思 います 。 特 に出 身

 大学 に つ いて。(609，114)

16そ れ で い て、 自信家 では あ りませ ん。(621)
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17人 ごみ は嫌 い です。(748)

18本 質 的 に怠 け者 だ と思 い ます 。(549)

19将 来 、 大物 に な ると か、 大き な仕 事 を して み た

 い と思 い ます。(701)

20時 々、 現実 か ら逃避 した くな る こ とがあ ります。

 (709)

 家 族、 身体 、 生 活史 、性 格 な ど幅 広 い内容 が 記

述 され て いる。 特 に、 性格 につ いて は分 析的 で客

観的 に記 述 され てい る。 ま た、 力動 的 な不安 定 さ

も若 干 見 られ る。

享 例70男 性 29才!Oケ 月(会 社 員)

1僕 っ て.

2

3

4

J

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

男 です。(103)

夫 です 。(201)

父 です。(201)

会社 員 です 。(111)

合気 道初 段 です 。(410)

旅 が好 き です。(742)

せ っか ち です。(517)

大阪 っ子 です。(107)

歌 が好 き です。(747)

陽気 です。(503)

要領 の 良 い方 です 。(554)

人づ き合 いの 良い 方 です。(501)

次男 です 。(201)

体 を動 かす こ とが 好 き です。(74D

6回 も引 っ越 しを しま した。(732)

4人 兄 妹 で す 。(205)

親 バ カ 子 煩 悩 で す 。(206)

165cm、57kgで す 。(301)

健 康 で す 。(302)

生 き て ま す 。(755)

 この被験者は、回答の3を 見てもわかるように

既婚者である。既婚者の反応には、この反応のよ

うに家族についての記述が多く含まれる傾向があ

る。

事例71 女性 21才Oケ 月(会 社員)

1人 間 です.(756)

2女 の子 です.(103)

3社 会人 です.(111)

45人 家 族 の 次女 です.(Zii，zai)

5日 本人 です.(108)

6《 会 社名 》 の社 員 です.(111)

7横 浜 市戸 塚 区の 住民 です.(106)

8《 学 校名 》 の 卒 業 生 です.(114)

9明 るい です.(503)

1Q自 動 車教 習 所 の 生 徒 です.(732)

11会 社 でお 花 を な らっ てい ます.(110)

12バ ドミ ン トンをや っ てます.(741)

13バ レー ボー ル をや っ てい ま した.(741)

14ス ポー ツが 好 き です (741)

15ネ コ といっ しょ に住 ん で いま す (732)

16少 し太 っ てい ます.(301)

17食 べ る ことが好 きです.(740)

18友 人 が い ます (116)

19仕 事 で ワー ドプ ロセ ッサ ー を使 って い ます

 (111)

20サ ッパ リした性 格 です (522)

 日常生 活 に つい ての 記述 が 多 く、 ま た、仕 事 に

つ い ての 記 述 もい くつ か 含 まれ てい る。 一方 、性

格 につ い ての記 述 がほ とん どな く、 若干 幼 さ を感

じさせ る事 例 と言 える。

事例72 女性 22才4ケ 月

1私 は 《姓 名》 といい ます.(101)

② 私 は 《大 学 名》 を今 年 卒業 しま した (114)

③ 私 は ス ポー ツ が 大好 き です (741)

④ 私 は 人間 関係 を 大 切 に し たい と思 っ てい ま

 す (118)

5私 は 小 さな こ と をあ ま り 気 に しませ ん.

 (522)

6私 は 細か い こ とに気 が き き ませ ん.(523)

⑦ 私 は 物事 を柔軟 に 考 え たい と思 っ て います

 (729)

8私 は 考 え を押 しつ け られ る こ とが き らい で

 す (728)

9私 は い ろ いろ な ス7d：一ツ に 挑戦 してみ た
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  い と思 って い ます (741)

10私 は 動 物 が 大好 きです (748)

11私 は 入 に対 して や さ し くあ りたい と 思 っ

  て います (729)

12私 は 神経 質 で はあ りませ ん (522)

13私 は 後悔 す る こ とが き らい です (522)

14私 は 人 前 で 話 す ことが 苦 手 です (543)

15私 は いつ も感 性 を 大 切 に 思 っ てい ます

  {553)

16私 は クラブ で 忍 耐 力 を 得 ま した (110
，

 528)

⑰ 私 は入 を 疑 う ことが き らい です .(511)

J8私 は 良 い友達 をた くさん も って い ます(116)

⑲ 私は あまり人に 怒る ということをしません

 (547)

⑳ 私は 違った環境の中でも 順応してしまうほ

 うです (520)

 デモグラフィックな属性についての記述が少な
く、 好み や性 格 に っい ての 記述 が多 い。 全体 的 に

対 人指 向 的 で、活 動 的 な感 じが す るが 、 自分 の性

格 も客 観 的に 見 てい る。

事例73 女性 23才Oケ 月

① 私は人間です

②

⑧

④

5

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

11

⑫

13

14

15

16

17

       (756)

〃 女性 です (103)

〃OLで す .(111)

〃 《会 社名 》 の社 員 です (111)

〃 新 入社 員 です (111)

〃 《姓名 》 です (101)

〃 《姓 名》 の 娘 です (203
，201)

〃 《姓》 家 の長 女 です (201)

〃 妹 です (201)

〃 姉 です (201)

〃23才 の青 年 です (104)

〃 《大学 名》 の卒 業生 です (114)

〃 江 戸川 区の 住民 です (106)

〃 営 業 企 画室 の一 員 です (111)

〃 成 人 です (104)

〃 五 月荘 の住 民 で す (732)

〃 学生 ではあ りませ ん (111)

8

◎
U

O

ー
ユ

ー

り
乙

〃 中央 区 で働 い てい る者 です (111)

〃 国 鉄の 利 用者 です (731)

〃 日本人 です (108)

 ほとんどの反応がデモグラフィックな属性や家
族についての記述であり、性格や好みなどについ

ての記述は一切ない。このような事例は女性では

非常に珍しい。

事例74 女性 24才1ヶ 月(会 社員)

 1地 球 の1住 人 であ る (756)

 2 日本人   で 。 〃一 (108)

3独 身の 女 性 で 一 〃一 (732)

④ 冒険 心 旺盛 で あ る。(519)

5内 心 は臆 病 者 であ る (619)

⑥ 空 想好 きだ が 夢想 家 ではな い (615)

7世 間一 般 の常識 に 欠け てい る 人 閲だ (546)

8物 事 に 対す る執 着心 が薄 い 一 〃一 (548)

⑨ 自称、 超 常現 象 研究 家 で ある.(752)

10意 志 は固 く、 強 い方 だが 、頑 迷 固 陋 とい う程

  では ない (527)

⑪ 厄介事は回避し 安逸を 好む傾向がある人間

  だ.(554)

12``戦 争 を知 らな い子 供達 ，，の1人 であ っ た
。

  (105)

13今 は昭 島市 の住 民 で あ る。(106)

14片 道、1時 間40分 かか っ て通 勤 して い る会社 員

  であ る。(731，111)

15頼 まれ ると 断 り切れ な い性 格の 持 ち主 で あ る
。

 (509)

⑯ 数 学 は 大 嫌 い であ る (744)

17英 語 は 学 校 で習 うだけ で は身 につ か ない と思

 っ てい る。(758)

18テ ニ ス以 外 の ス ポー ツは好 きであ る.(741)

⑲ お 濟 を飲 む と陽 気 に なる.(302)

20他 入 の心 を気 遣 い過 ぎ る と ころが あ る(618)

 広い鮑囲の内容が含まれてお り、全体的には標
準的な事例と言える。この年齢にしては大人とし

ての落ち着きや安定感が感じられる。
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事例75 女性 28才1ヶ 月(会 社員)

1 《会社 名 》 の人 事部 で 、入社6年 目に 入 り、給 与

 ・福利 全 般 的 な こと を して ます 。(111)

2生 まれ てか ら、27年 間 《姓》 とい う姓 で した

 が 家 庭の 事情 で今 は 《姓》 です 。(101，211))

3自 主性 がな く、ど うにか なる だ ろ うと 思 い なが

 ら過 ご して き ま した。(614)

4身 体 を動 かす こ とが 大 好 き で、たま に 、テニ ス

を した り今 は水泳 を 習 って ます 。(741)

5涙 も ろ く テ レ ビを見 て るだ けで 泣 い て しまい

 ます 。(511)

6明 る くて 笑 い は、絶 や さ ない と 思 い ます 。

 (503)

7初 めて の人 で も、如 才 な く話 せ ますが 、なか なか

 自分 自身 を 出 せ ませ ん。(543)

8犬 が大好 きです が8年 前 に死 ん だ犬 が忘 れ ら

 れ ず 今 は飼 っ てい ませ ん 。(732)

9小 さい 時か ら 芸事 が好 きで 、高校 時 代 は 演 劇

 部 に入 っ て ま した。(747，110)

10悩 み ごと があ る時 は 、友 人 よ りも 姉 に 話 す方

 が多 い です 。(205)

11自 分 が され た くないの で 、人 の心 の 中へ は 深 入

 り しません 。(729)

12自 分 の 部屋 にい る時 は カセ ッ トか レコー ドを

 つ け、音 楽 が流 れ て ます 。(731)

13積 極的 であ るよ うで いて 、引 っ込 み思 案 で す。

 (513，fi 21)

14食 べ物 の好 き嫌 いは 全 然 あ りませ ん 。(740)

15外 国の 本 よ りも 、日本 の作 家 の本 の方 が好 き で

 す 。(739)

16今 の んび りと景 色 を眺 めな が ら 電 車 の 旅 を

 した い です 。(744)

17家 族 は 両 親 と兄姉 で二 入 とも結 婚 して ます が

 兄 姉が いて良 か っ た と{思 い ます。}(202，

 206)

18身 近 な人 の こ とは、厳 しす ぎ る目 で 見 て し まい

 ます。(624)

19人 の気 持 ち ばか り気 にか け て しま い、別 の とこ

 ろで抜 けて しま い ます。(618)

20陽 気 です が 、人 が話 すの を 聞 く方 が 好 き です 。

 (503，543)

 ひ とつ ひ とつ の 回答 が長 く、 内容 も内面 的 な も

の が多 い 。性 格 につ い ての 記述 か らは、 自分 自身

を客観 的 に見 てい るが、 不 安定 さも感 じ られ る。

事例76 女性 29才3ケ 月(主 婦)

① 私 は、 常 に子 供 や 夫、 そ して 身 内の 健康 や 幸

 福 を願 って い る.(206，207，211)

② 私 は 動物 や 草 花が 好 き で将 来 大 き な庭 を もち

 花 を沢 山咲 かせ るこ とが夢 で あ る.(748，714)

3私 は、 す ぐ子供 を しか りつけ て しま うが しか

 っ たあ と大 き な後悔 がい っ も残 る.(206)

④ 私 は、 料理 よ りも そ う じ洗濯 が 大好 きであ る 。

 {748)

5私 は 子供 の寝 顔 を 見る と 安 らぎや 、幸 せ を

 感 じる.(206，716)

6私 はな に よ りも健 康 が第 一 であ る と思 っ てい る

 {706)

7私 は小 さ い頃 か ら背 が低 い事 に対 して劣 等 感 を

 持 って い た.(705)

8私 は 時 間 的に ル ー ズな人 、 だ ら しな い人 は嫌

 い であ る (745)

⑨ 私 は 少 し 自分 でも いい子 ブ リッ コ主義 だ と思

 うと こ ろもあ る (630)

10私 は 貧 し くて もい いか ら 人並 の生 活 が 出来

 れ ば いい と思 う (729)

⑪ 私 は 自分 自身が 好 き であ る.(715)

12私 は 与 え られ た仕事 に対 し迅速 にか つ正 確 さ

 をモ ッ トー に して処 理 したい.(729)

13私 は誰 か らも好 かれ 信頼 され る人 間 に な りたい。

 (708)

14私 は 子供 の 頃か ら少 々怒 りっ ぽ い とこ ろが あ

 っ た.(606)

⑮ 私 は人 か ら手先 が器 用 だ と良 く言 われ 自分 自身

 も洋裁 や 細 かい事 を{す るの が}す き です

 (303，552)

16私 は姉 妹 の うち どち らか と言 うといつ も相 談 事

 を され る方 です (205，510)

17私 は家 族 の もの か ら結婚 して か ら性格 が変 わ っ

 た ネ と よ く言 わ れ ます (758)

18私 は 自分 でも又 他の 人 か ら 家庭 と仕 事の 両 立



 を よ くや って る とほめ られ ます (715)

19私 は仕事 をす る様 に なっ てか ら… 日一 日が充 実

 してき た と感 じ る.(111，716)

20私 は人類 み な平 和 で幸 福 で平等 でな けれ ば な ら

 な い と思 う (736)

 この被 験者 の人 柄 や、 家 族、 特 に子 供 に対 す る

態度 がよ く現 れ て いる 事例 であ る。 男性 の場 合 も、

既婚 の 場 合、 家族 ・家 庭 に つい ての 記述 が現れ る

が、 大 部分 は 「夫 」、 「父」 な どの 役翻 につ い て

の もの で、 感情 も含 め た記述 は 女性 に多 い。

30代

事例?? 男性 30才7ケ 月(会 社員)

1私 は カモ メ。(757)

② あ なた で す 。(757)

③ 私 です。(753)

4人 間 です 。(756)

⑤ 私 は 《姓名 》 です 。(101)

6私 は 社 員 です。(111)

7私 は 小 さい もの です 。(757)

8私 は 父の 子 です 。(203，201)

9私 は 太陽 の子 です 。(757)

10私 は 海の 子 です 。(757)

11い った い 私 は だれ で しょ う 。(754)

12私 は 小さ い 虫 です 。(757)

⑬ 私 にもわ か りませ ん。(754)

14そ うい うキ ミは ダ レ だ。(801)

15私 は 地 球 です 。(757)

⑲ 私 は 原 子 で す。(757)

17私 は 本 当 に 生 き て い るの で し ょうか。

 (755)

18私 は 本 当 に存 在 して い るの で しょ うか。

 (755)

19私 は、 まぼ ろ し です 。(757)

20私 は 夢 で す 。(757)

 メタファーによる自己規定が多く、その意味す

るところは理解し難い。このような反応は高校生

の男子で時々見られるが、社会人の男性では非常
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に珍 しい。

事例7s男 性 30才1ケ 月(会 社員)

1最 近芥 川 賞 に 入選 した 小 説 の題 名(?)。

  (801)

② 自間 自答 して、 自縄 自縛 す る存 在。(757)

3長 くて 白い尾 を引 きな が ら 細長 い軌 道 を飛 ん

  で 行 く意 識。(757)

④ 間 いか け た 「私」 を無 限 に追 いか ける 鏡の 部屋 。

  (757)

1510才 を過 ぎ た頃 か ら、 つ い最 近 ま で ま とわ り

 つ いた も う1人 のr私 亅 。(757)

6 「席 」 につ い て初 め て 存 在 を確 か め られ る 人 。

 (75?)

7子 供 で あ り、 夫 であ り、 父 とな っ た 「私 」。

 (201)

8気 が つ いた と きに は、 同一 で な い者 。(755)

⑨ 「関係 亅 づ け て初め て 確認 でき る者 。(755)

⑩ 今 か くあ るよ うに しか あ り得 ない 「私 」。

 (755)

11私 の子 供 で ある 双子 の 「僕 」 は、 ま だ 自分 自

 身 を対 象化 して いな いr僕 」 。(757)

12多 少 の ワガ ママ を許 してや りたい 「私 」。

 (758)

13も っ とも親 し く、 も っ とも不 可解 な 「私」0

 {755)

14仮 面 が 真顔 であ る イロ ニカル な 存在 。(755)

⑮ この よ うに間わ な くても良 い よ う な世 界 を 求め

 る 「私」 。(758)

16知 覚 を持 続 で きな い不 出来 なr私 亅。(408)

17社 会 内存 在 であ りなが ら、 社 会か らとび 出 そ う

 とす る意 識 のか た ま り。(755)

⑱ 「僕」 と云 う発 声 を もっ て よ うや く統 一 され

 た か に見 え る非 存在 。(755)

19心 と 肉体 と そ して 名付 け られ た呼称 の す べ

 て。(755)

⑳ 定 め られ た時 間 と量 を こな して ホ ッ とす る 「

 私 」 。(801)

 メ タフ ァー一や 哲 学的 な記 述 で構 成 され てい る珍

しい 事例 であ る。 この 被験 者 は、 お そ ら く普 段 か
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らこの よ うな思 索 を してい るも の と思わ れ る。 こ

の よ うな反 応 は大学 生 の男 子 に 見 られ る ことが あ

るが 、社 会 人 では ほ とん ど見 られ る ことは な い。

19こ うい う間 を少 年 時代 に は、 根 をつ め て考 え た

 もの だ。(753)

⑳ ど うに か30近 くに な り、 現 実 と ナ レア ウ こと

 が 出来 るよ うにな っ た。(758)

享例79 男性 34才11ケ 月(会 社員)

130台 申頃 独 身、1人 息 子、 資 産 ほ とん どな

 い、や や 肥満 型 (104，732，201，301)

2愛 媛県 宇 和 島市 出身 、幼 少 よ り高 校卒 業 ま で大

 阪 市 に住 む.(107)

3 《高校 名》 → 《大学 ・学 部 名》 → 《会 社名 》 の

 経 歴 を歩 ん でい る。(114)

4色 弱の 為 理学 部志 望 を 断念 せ ざ るを得 な か っ

 た 。(302，702)

5 一人 っ子 の 為 ワ ガマ マ であ る。(201，601)

⑥ か つ ては、 文学 青 年 であ りか つ ス ポー ツ マ ンで

 あ った 。(739，303)

7時 と場所 に応 じて表 面 的 態度 を変 える こ とは苦

 痛 では ない 。(520)

8日 常 生活 に お い ては、 習慣 ・伝統 に忠 実 で あ る。

 1738)

9本 質 的 には、 ニ ヒ リス トで 結 局 は な るよ うに

 しか な らな い とい う思 い が強 い。(545)

10正 義派 で、 セ ンチ メ ン タル で あ るが、 人 に その

 よ うに思 わ れ る ことに は、 抵 抗が 強 い。(532，

 615)

⑪ 感 情 を素 直 に出 す こ とは恥 つ か しい こ とだ と、

 意 識 してい る。(621)

⑫ 気 の合 う友達 とは夜 遅 くまで飲 み 歩 き、馬 鹿 さ

 わ ぎ を して い る。(116)

13人 か ら見 た私 が私 であ っ て 真の 「私」 とい う

 も の はな い。(753)

14私 は一 体誰 なん で しょ う。少 年 じゃあ る ま い し

 あ ま りに青 くさ い と思 い ます が (801)

15観 念 の 世界 では 自 由に羽 を伸 ばせ て た の し

 む こ とが で きる。(615)

16如 才 な いの で、 年 寄 りに は 人 気 が あ る。

 (554，723))

⑰ リア リス トで あ り か つ ロマ ンチ ス ト で あ る。

 (545，615)

18独 りの 時は、 文 学 ・演劇 ・映 画 に対 して感情 は

 スム ー ズに流 れ る。(739)

 自分の性格やものの考え方を申心に淡々と語っ

ている。内容も表層的なものではなく、かなり深

い内容も含まれている。大人の落ち着きが感じら

れる同時に、少年時代への憧憬もあるように思わ

れる。

亭例80 男性 38才11ケ 月(会 社員)

1僕 はS.22年 生 まれ。 団塊の 世代 の … 人。

 1104)

2僕 は 九州 ・若 松 に 生 まれ育 ち、19才 の 時上

 京 した 。(107)

3僕 は 高校 時代 か ら広い世 界 に あ こが れ、 大学

 で は外 国語 を専 攻。(114)

4僕 は 学 生 時代 はほ とん ど勉 強 し なか った が、

 幸 いに も就 職 で きた。(111)

⑤ 僕 は 細 か い事 が嫌 い。 大 き な枠 組 み を作 る こ

 とが 好 き。(523，748)

⑥ 僕 は 身体 的活 動 を伴 う仕 事 が好 き。 スポ ー ツ

 は もち ろん。(111，741)

7僕 は26才 で結婚 。``予 定” 通 り1男1女 の

 父 とな り満足 。(732，206，201)

⑧ 僕 は7才 の時 か ら両親 と別居 して き たの で独

 立 心 は旺盛 。(202，531)

⑨ 僕 は 他人 か ら指 示 され て動 くの は嫌 い。 そ の

 逆 は好 き。(629)

10僕 は でき るだ け多 くの 国 を訪 れ、 旅 行記 を書

 き た い。(744，714)

11僕 は 子供 とは でき る だけ距 離 を置 い た 父親 で

 あ りたい。(206，201)

⑫ 僕 は 国際 人 を 目指 した い。(701)

⑬ 僕 は 親 と しての 責任 が 終わ れ ば 妻 と二人 で

 余生 を楽 しみ た い。(201，207，711)

⑭ 僕 は 会 社 で は できれ ば 役員 ポ ス トに つき た い。

 (703)

15僕 は 今 の 生活 に特 に不満 は な い。欲 を言 えば

 き りが ない か ら。(?16)
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16僕 は 真の 友入 は一・生 の うち2人 いれ ば良 い と

 思 って い る。(116)

⑰ 僕 は 何 で 毒れ 燃 え る時 とそ うでな い時の 落差

 は か な り大 きい。(525)

18僕 は 小 中学生 の 頃 はプ ロ野 球の 選 手 にな りた

 か った。(703)

19僕 は 政 治 の世 界 も多少 関心 があ る。(733)

20僕 は 最低73才 ま で生 きた い と思 って いる。

 (711)

 肯 定的 な生 活感 情 を 読み 取 る こと の でき る事例

であ る。 この 被験 者 の場 合、 仕 事 と家 庭 の両 者 に

つ い て現状 に 満足 してお り、 そ れが 反応 に反 映 し

てい る。

事例81 女性 33才10ケ 月(主 婦)

 Σ、私 は 洋 裁 が好 きだ。(747)

② 私 は、 小説、 詩 、思 想書 をい つ でも読 ん で いた

  レ、。 (739，745)

③ 私 は、 二人 の男 児の 母親 ■ で、子 供 を愛 し てい

  る。(206，201)

4私 は、 夫 に精 神 的 に支 え られ て 幸 せ だ
。

  (207，716)

5私 は、 一・・人 で過 ごす 時間 が好 き だ
。(542)

6私 は、 い いか げん な 言 動 が 出来 に くい
。

  (532)

⑦ 私 は、 いつ も何 か を追 い求 め てい な い と生 き ら

  れ な い、(701)

8私 は、 情 もろ い 部 分 も 多い 。(511)

9私 は、 男 性 的 な 樵質 も 一 面 強 い。(559)

10私 は、 感受 性 が 激 しい。(553)

11私 は、 宗教 団体 、 政治 団 体 な ど団体 が嫌 いだ
。

  1748)

⑫ 私 は、 神 の ゆる し を 信 じて い る。(735)

13私 は、 物質 に こだ わ りを 置か ない
。(758)

14私 は、 人 を愛す る気持 ち を大 切 にす る
。(729)

15私 は 花 木 や 自然(海 、 山)の 中 にい るの が好

 きだ。(748)

16私 は、 親友 には何 でも腹 を割 って い く性 格 だ
。

 {502)

⑰ 私 は、 人 生 に本 物 が 欲 しい。(701)

18私 は、表 面 的 な言動 や 人物 を信 じな い
。(758)

19私 は、 何 事 に も 流 行 に 流 され た くない
。

 (738)

20私 は、 かわ いい女 性 にな りたい。(708)

 性格と態度や好みなどの指向的な側面について
の記述が多くを占めている。このように内面的な

関心が強い__，方で、社会的な関心の弱さを感じる。

事例82 女性 34才4ケ 月(ス ナック勤務)

(11父 と母 の 間 に生 まれ た3女 (zos
，2a4，zai)

② 《姓 名 》 と い う名 の34才 の 独 身女性 (101
，

 104，732，103)

③ この世 の 中 に 私 とい う人間 が一 人 しか存 在 し

ない (755)

'41感 覚 が 男み た い な女 (559)

⑤ 気の つ よ い女 (607)

6 変 に わ が まま な女 (601)

7 八方 美人 (554)

⑧  人の 面倒 見 が いい 方 (509)

9 冷 た い部 分 も持 っ てい る(か な り) (545)

⑩ 安 うけあ いを す る (554)

11 思考 力散 漫 (604)

⑫  人間 よ り動物 の 方 が好 き (748)

13 自分 の考 えがr番 正 しい と思 っ てい る 人 聞

 (715)

14他 人 の 目を気 にす る方 (618)

⑮ 常 識 的 な人 間 (534)

16 見 栄 っぱ りな女 (608)

⑰ 音楽 か らはな れ られ な い女 (739)

⑱  お金 が 大好 きな 女 (734)

19 相 手 次第 で凹変わ る人 間 (520)

⑳ 女 で あ るか ら勇 が 好 き (726)

 性格、特に力動的な側面についての記述が多い。
また、 r女」という単語で体言止めになっている

回答 も目に つ き、 自分 の性 別 をか な り意 識 して い

る ことが うか が え る。

事例83女 性 34才8ヶ 月(幼 稚園教論)
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1私 は主婦 です (201)

2幼 稚 匳 に勤 め てい ます (111)

3毎 日車 で30分 か か り通勤 して い ます(731)

④ よ く太 って い ます (301)

⑤ よ く お しゃべ りを します (731)

6毎 日 幼稚 口 の子 ども たち と たの し くあそ ん で

 います.(111)

7家 で は手 芸 をす る こ とが 好 きです.(747)

8家 庭菜 廚 を'する こ とが好 きです.(747)

92人 の 子 ど もの 母親 です.(206，201)

⑩ 身 長 は157cmで す (301)

⑪ 体重 は63kgで す.(301)

12好 き な色 は赤 です ，(748)

13好 き な食べ 物 は 、 くだ もの です.(740)

14頭 の髪 は み じか い です (301)

15色 は くろ い です (301)

1.6コ ー ヒーが 好 き で1日4は い ほ どの み ます

 (740)

⑰ よ く笑 い ます (503)

⑱ よ く食べ ます(740)

19字 がき たな いの が悩 み です.(303)

20め が ね をか け てい ます.(301)

11私 は 、 シ バ フ が 有 っ て 木 を 多 沢 移 え た い 。

 (713)

12私 は 、 シ バ フ の 有 る 庭 で 、 コ ー ヒ ー を の み た い 。

 (713)

13私 は 、 芝 に 横 に な っ て 空 を 見 た い 。(713)

14私 は 、 芝 の 庭 で 、 犬 と、 た わ む れ た い 。(713)

15私 は 、 庭 か ら、 ヨ ッ トを 見 た い 。(713)

16私 は 、 ヨ ッ トに 乗 っ て ，■ 夜 空 を 見 た い 。

 {713)

17私 は 、 潮 風 の 中 で、 星 を、 見 た い 。(713)

18私 は 、 ヨ ッ トに 乗 っ て 遠 く へ 行 き た い 。

 (713)

19私 は 、 ヨ ッ トで 友 達 と、 、 パ ー テ ィを 、 し た い 。

 (713)

20私 は 、 ヨ ッ ト■ が、 ほ し い 。(713)

 す べ ての 回答 が 願望 であ る とい う非常 に珍 しい

事例 であ る。願 望 の 内容 も現 実 的 なもの では な く、

夢想 に近 いも の であ る。 この 女性 が35才 で ある

こ と を考 える と、 特殊 な事 例 と言 え るであ ろ う。

事例85 女性 36才6ケ 月(会 社員)

 日常 生 活 と身 体 に関 す る記述 が 多 く、 性格 に つ

い てはほ とん ど触 れ られ てい な い。 しか し、 これ

らの 記述 か らも被 験 者 の明 るい人 柄 が想 像 で きる。

事例84女 性 35才2ヶ 月(主 婦)

1私 は、 今北 海 道 へ行 きた い.(744)

2私 は、 北海 道 へ 行 っ て お い しい もの を食 べ た

 し、o (740)

3私 は、 北海 道 を、車 で ドラ イブ した い。

 (744)

4私 は、 北海 道 の 高原 で、 の ん び り空 を見 た い。

 (713)

5私 は、 雲 に乗 っ て旅 に出 たい.(710)

6私 は、 雲 に 乗 っ て 日本 一周 し たい。(710)

7私 は、 各地 の雲 の様 子 を 見た い。(710)

8私 は、 雲 の 上か ら 山 を 見 たい。(710)

9私 は、 庭 の 広 い家へ 住 み たい。(713)

10私 は、 海 の 見 え る 家へ 住 み た い。(713)

1あ きっぽ い 性格 なの で しっ っ こ くす る よ うに し

 て いる.(604，708)

② 温 厚 で小 さ い子 供 な ら たい てい なか よ くなれ

 る.(507)

3人 と付 き合 うの に深 く付 き合 うこ とは しな い.

 (542)

4と って もめ だ ちたが り、 だけ ど一 歩 う しろ にさ

 が って しま う.(608，621)

5人 の意 見 に左 右 され やす い.(614)

61日 中 口 を き かな くて もい られ る.(543)

7暗 示 にか か りやす い.(615)

⑧ 本 読ん だ り映 画 を見 た りして涙 を なが す.

 1615)

9戸 締 りな ど なん ども 確認 して外 に 出て テ レビが

 気 にな っ て{も どる か とい う とその ま ま出 か け

 て しま う} (618，523)

10着 る洋 服の 色 が年 々 かわ っ て 今 年 は ピン ク去

 年 は紺 その 前 は黄 色 … (705)

11本 を 読 み 出す と 読 みおわ るま でね むれ な い.



 (747)

12こ の ご ろテニ ス を してい て手 ヌキ をす る こ とを

 お ぼ えた.(741)

13ボ ー リングが昔 と くい だっ たの で今 や る とヘ タ

 ではが ゆ い.(303》

14し ば ら く旅 行 を して いな い.こ ん どは ア メ リカ

 本 国へ 行 きた い 。(744)

15野 球 の ため に テ レビや 小 さい ラジ オを か った.

 {741)

⑯ 巨人 が ま け た り 読 ん だ本 がお も しろ くな かっ

 た りす る と気 げん がわ る くな る.(602)

17配 置 に かん しての バ ラ ンス感 覚 はあ る け ど色彩

 感 覚 が とぼ しい.(407，408)

18料 理 は つ くるこ とよ り あ とか たず けの 方 が得

 意 (407)

19人 の す き き らいが あ る けど か くして しま う，

 (603，621)

20い つ も 年長 の 人 とつ きあ うとい うか 対話 して

 い るの で くた びれ る.(118)

 これ は独 身女性 の事 例 であ るCデ モ グ ラフ ィ ッ

クな 属性 や家 族 に つい ての 記述 はな く、性 格 と日

常 生活 につ い ての記 述 が 中心 と なっ てい る。 この

年 齢 でデ モ グ ラ フィ ッ ク属 性や 家族 につ い ての記

述 が な いもの は、比 較 的少 な い。

事例86女 性 36才11ヶ 月(主 婦)

1私 は デ パー トに な りた い.

2私 は 時計.

3私 は セ ロテ ー プ

4私 は 水道

5私 は バ ック

6私 は 月.

7私 は クモ

8私 は バ ラ

9私 は 柿 の 木

10私 は 輪 ゴム

11私 は 絵

12私 は カー テ ン

13私 は ハ ンガー

14私 は タ ンス
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15私 は 扇 風機

16私 は 机

17私 は 電 車

18私 は グ ローブ

19私 は み か ん

20私 は 信 号.

 メ タフ ァー だけ で構 成 され て いる 反応 であ るが、

ここに挙 げ られ てい る物 か らだ け では、 被験 者 が

どの よ うなself-imageを 持 って い るのか よ く理解

で きな い。 た だ し、 これ らの物 か ら被 験 者 の 日常

生活 があ る程 度 浮 か ん で くる。

事例87 女性 39才(保 母)

1私 は人 間 です。(756)

2昭 和20年4月12日 山形 県 米沢 市 舘 山十六

 軒 町 に 生 まれ ま した.(105，107)

3名 前 は 《姓 名 》 で した.(101)

4儲 婚 して 《姓名 》 に な りま した。 現住 所 は 昭

 島市 玉川 町 《番 地》 です (101，106)

5夫 の 名前 は 《姓 名》 です 。(207)

6子 どもが3人 い ます。(206)

⑦ 私 は 保母 と して働 い てい ます 。(111)

8圜 の近 くに住 ん で い ます 。(732)

9担 当ク ラス は き く組 です.(111)

10私 の 父 は 《姓 名 》 母 は 《姓 名》 と いい ます。

 (203，204)

11兄 妹 は、 兄 が4人 姉 が 一 人 弟 が3人 い

 ます。(205)

12私 は 上か ら6番 目 下 か ら4番 目に な りま

 す 。(201)

⑬ 小 学校 か ら現 在 ま で健康 に過 ご してい ます 。

 (302)

14職 場 で 子 ども と接 して い る 時 が楽 しい。

 (111)

15物 事 をあ ま り人 に相談 しな い で 自分 で決 断す

 る こ とが多 い.(531)

16友 達 との交 流 も多 く、 人 に たよ られ る事 が 多 い

 (116，510)

17ス ポー ツが 好 き であ るが 水 泳 は 不 得意 であ

 る。(741，303)
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la人 と話 を した り、 ・'緒に 行 動す る事：を好 む .

 (501)

19手 先の 活動 が 好 き で 描 い た り、編 ん だ り.作

 っ た りよ くす る。(552)

20食 べ る こ とが大 好 き な人 聞 であ る。(740)

 前 半 はデ モ グ ラフ ィ ックな属 性 と家 族 につ い て

の 記述 で 占め られ てお り、 後半 は性 格 や 好み な ど

が 多 い。 全体 的 に、安 定 感 を感 じる事例 であ る。

事 例88女 性 39才5ケ 月(パ ー トタイマー)

!私 は 白 で す 。(757)

2水 色 で も あ り ま す 。 〈757)

3緑 に も な り ま す 。(757)

4赤 で も あ り ま す ，(757)

5黒 に も な り ます0(757)

6黄 で は あ り ま せ ん 。(757)

7土 色 に は な り ませ ん 。(757)

8私 は イル カ です.(757)

9私 は ハ ワ イ で す 。(757)

10私 は 沖 縄 で す 。(757)

炒 私 は クマ で す 。(757)

12私 は10円 です.(757)

13私 は 針 で す.(757)

14私 は ヨ ー3一 で す.(757)

15私 は ウ メ で す 。(757)

16私 は ケ シ ゴL.で す.(757)

17私 は 温 泉 で す.(757)

1$私 は イ ヨ ウ で す ，(757)

19私 は カ ッ プ で す 。(757)

20私 は や き そ ば です 。(757)

 す べ ての反 応 が メ タフ アー に よる 自己規定 に な

っ てい るが、 む しろ思 いつ くもの を羅 列 しただ け

とも考 え られ る。部 分 的に は、 自分 自身 を被験 者

な りに表現 した もの も 含 まれ てい るか も知 れ ない

が、 全体 的 に は拒 否的 な反 応 と見 るべ き であ ろ う。

1?裾 野 市 稲荷 に住 む 《姓 名 》 です.(106
，101)

② 《姓 名 》の 夫です (207，201)

③ 《姓 名》 と 《名 》 の 父親 です.(206，201)

441歳 の男性 です.(104，103)

5ス ポー ツマ ンです。(303)

6本 を読 む こと と散策 が好 きです 。(748)

7 《会社 名》 に勤務 して い ます.(111)

8父 母 は健在 で近 所 に住 ん で い ます 。(202)

9子 供 の 頃か ら静 岡県 に住 ん でい ます。(107)

10出 生 地 は鹿 児島 県 です が、 覚 えて いませ ん。

 (10?)

11美 しい もの が好 き です。(739)

az粘 り強 い性 格 です。(528)

13手 先 きは不 器 用 です 。(303)

14背 が高 く、 や せ てい ます 。(301)

15兄 弟 は 五人 で、 上 か ら二 番 目 です ，(205，201)

16動 物 が好 き です 。(748)

17人 との付 き 合 い は好 きです が得 意 で はあ りませ

 ん 。(501，542)

18安 定志 向 です 。(758)

19家 族 旅 行 が好 き です 。(744，211)

20血 液 型 はO型 ですC

 反応内容はどれも一般的なものであるが、全体

的に見ると、性格についての記述が少なく、家族

について記述が多い。これは、家族に対する関心

の強さが反応に反映されているものと思われる。

事例90 男性 41才1ケ 月(会 社員)

1短 気 な 男 (606，103)

2栃 木 県人 (106)

3中 肉中背.(301)

4と ち らか とい う と誠 実 な方 で あ る.(532)

541才 の男 (104，103)

6 《会社 名》 社 員 (111)

7健 康 で 運 動 好 き (302，741)

※8～20は 無 回答(901)

40代

事例89 男性 41才7ヶ 月(会 社員)
 7つ の 回答 しか書 か れ てお らず 、積 極 的 にWA

Iに 反 応 してい る とは 考 え られ ない。 しか し、性
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格、 デモ グラ フ ィ ックな属 性 、身 体 な どにつ い て

は一・応 は言及 され てい る。

事例91 男性 42才3ヶ 月(出 版物の編集)

，1嘘 つ き です (628)

② 「神 こそ嘘 の極 北 だ」 と■{公}言 鹽 ■{し て

  は ばか らな い}有 神論 者 であ る (735)

③ 袋 小路 の風 です (757)

④ アル 中一 歩 手前 です 。 万歳! (302)

⑤ 平 等主 義 者 です (733)

⑥ 辛 い存 在 です 。言 い 換 えれ ば、 マ ジメ です 。

  1532)

⑦ 職人 の 息 子 です 。Tokyo下 町 生れ です ，(203，

 107)

⑧ あ んに ゃ もん に ゃです (757)

⑨ 非 暴 力 の アナ キ ス トです (733)

⑩ 落 語 フ ア ンです 。特 に、 志 ん生 。 (748)

⑪ 祈 る しか 能 のな い人 です 。 そ の位 置 に{ず っ と}

 い る人 です (757)

⑫ メ タフ ァの 信 奉者 です (757)

⑬ 大 田省 吾 ■ 「水 の 駅」 に100%重 な る者 です

 (758)

⑭ ``現在形 の 過去 ” を た どる人 です (757)

※ 「現 在 」 と 「過 去」 がOで 囲 まれ てお り、 両者

が矢 印で 結 ばれ 、 「イ レカエ」 とい う指 示が 付 け

られ てい る。

：翻 騰 拿蛻 撚 嬾 う{しかない}
 者 です。(407)

⑰ ア ンチ ・グル メ です(象 徴 的 に言 って)(757)

⑱ 抽 象癖 と分析 癖 の所 有 者 です (551)

⑲ たぶ ん、 子供 た ちの 人気 者 です (118)

⑳ す てき な レデ ィの恋 人 です (117)

 本人も述べている通 りメタファーが多用されて

おり、この年齢の男性の反応としては極めて稀な

事例である。これには被験者の職業も大きく影響

しているとも考えられる。

事例92男 性 46才3ケ 月

1私 は福 島 県 の会 津若 松 市 出身 で昭 和35年 か ら

  首 都圏 に出 て きてお ります.(107，732)

2私 の家 庭 は妻 と娘2人 の4人 家 族 です.(207，

  206，211)

3私 は、入 社以 来 営業 畑 にお りま したが 、昭 和56

  年 に総 務 ・人事 を担 当 し、昨年 か ら現 職 に就 い

  て います.(111)

4私 の 趣 味は 、読書 で それ も戦 国時 代 を書 い た歴

  史小説 が好 き です.(747)

5私 は将 来 、ひ まが 出 来た ら、「や き もの 」 を して

  み た い と考 えてお り ます.(714，739)

⑤ 私 は 、少年 時代 、ボー イ ・スカ ウ トに入 隊 し てお

  り、その 時 の経 験 は役 に立 っ てお ります.(113)

7私 は気 が 向 くと 、料 理 を し ますが 、得 意 な もの は

  揚 げ物 、煮物 です.(747)

8私 の 通 勤時 間 は長 いの で電 車 の 中 で読 書 を しま

  す が 、そ の時 は推 理 小説 等 の軽 い もの です.

  (731)

9私 は 、ス ポー ツが好 き です。 す るの は あ ま りう

  ま くない の です が、み る の は どん な ス ポー ツ で

  も好 き です 。(741)

10私 は、プ ロ野 球 の監 督 で は、三 原 さん が好 き で し

 た.奇 想 天 外 な発想 に興 味が ひか れ ま した.

  (748)

11私 は 長男 です の で 、礼儀 正 し くと いっ た よ うに

 育 て られ た反 動 が 、この よ うなこ とに な った と

 思 い ます.(211)

⑫ 私 は 、人 よ り決 断 は 早い 方 だ と思 います が 、あ と

 か らよ りよ い発想 が 出 て くや まれ る ことが あ り

 ます.(514)

⑬ 私 は、子供 の教 育 は 一貫性 の あ る方 が 望 ま しい

 と考 え 、中学 ・高校 が連 続 してい る私 立 に入れ

 ま した.(206)

14私 は 先輩 諸兄 か ら 「人 の上 に立 つ も のは 笑顔

 をたや さず に」 とい われ たの で、そ の通 り と思

 い実 行 す る よ うに{し てい ます.}(729)・

⑮ 私 は、人 の意 見は よ く聞 きた い と思 っ てい ます

 が 、しば しば全 部 を聞 き終 らぬ うちに 話 を して

 しまい ます 。(729，517)

16私 は 、現在 の仕 事 に就 い てか ら皆 の 話 をよ く聞

 い て 、志気 の 高揚 を はか りたい と考 えてい ます 。

 (111)
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17私 は人 に仕 事 を頼 ん で も、返 事が な い時 は 自分

 で して しまい ます 。(111)

18私 は、定 年 にな っ た ら出身地 に帰 りた いと思 っ

 て い ますが 、家 族の こと を考 え る と思 った よ う

 に はい かな い よ うです.(711，211)

19私 は昨年 父を な く し、・母が1人 で 元気 に 商売 を

 し てお ります が 、母 の意 欲 のあ る 限 り続 け させ

 てや りたい と思 い ます.(203，204)

⑳ 私 は 、この よ うなも の とか感 想 文等 は期 日が迫

 らな い と と りか か らず 、しば しば提 出 が遅 れ ま

 す。(539)

 それ ぞれ の 反応 が長 く、 生 活 史や 家族 、 職業 、

日常 生活 につ い て詳 し く記 述 さ れ てお り、 しかも

言葉 遣 い もて いね い であ る。 これ は 反応 を読む 人

間 を強 く意 識 した模 範 回答 と見 る こと も でき る。

事例93 男性 48才8ヶ 月

1私 は誰 で しょ う? 改め て考 いた こ とは な い

 難 しい質 間 だ (801)

2私 は人 間 だ.も っ とも地 球全 体 の動 物 が認 め て

 い る訳 で は ないが! (756)

3自 分 では考 いる こと が出 来 る. (本 能以 外 の行

 動 をす る)=狭 い (756)

4文 字 を 書 く.(訳 の分 か らな い こ とを、ゴ チャ

 ゴ チ ャ書 く)=理 解 出来 ない (756)

5生 まれ て、この かた 人生 を無 意 味 に、す ご して し

 まっ た=焦 り有 り

6  〃

   _.安 堵 (716)

(717)

〃 無 事 に過 ご した

7こ ん後の人生を穏やかに送れるだろうか

=心 、酉己  (714)

8大 き な仕事 を して見 たい =野 心 (701)

9苦 労 な どせ ず の ん び り暮 らして行 き たい

 富怠 け心 (714)

10他 人 よ り リッ チな生 活 を した い =見 栄

 (713)

11自 分 の こ とを他 人 は、 ど う思 っ て、い るの だろ

 う?=猜 疑 心 (618)

12自 分 が 申心 にな る こよ うな生 活(世 の 申)が し

 て見 た い=欲 望 (601)

13嬉 しい 時 には ニ コニ コ、 可笑 しな時 に は大笑 い

 =感 情 (605)

14書 いて い る と自分 に も色 々な 欲望 感 情 があ る

 もの だ ，(758)

15たa、 大 き な喜 び、 深 い悲 しみ、 憤 り、 今ふ り

 返 っ て 見る と大 した起伏 の 人生 で は無 い

 (720)

16私 は、 や は り人 間だ (756)

※17～20は 無 回答(901)

 「私 は 誰 で しょ う?」 と い う問 いに対 し、 内観

しなが ら反 応 してい る よ うであ る。 反応 内容 も分

析的 な 自己洞察 とい う 印象 を受 け る。 「人 間」 と

い うこと以外 、 デ モ グ ラフ ィ ックな 属性 に は一 切

触れ られ てい ない稀 な事例 であ る。

事例94 女性 40才3ヶ 月(主 婦)

1神 経質 です 。(617)

2努 力家 です 。(530)

3口 下 手 です 。(543)

④ 正義 感 が強 いです 。(532)

5や さ しい です 。(509)

6女 らしい です。(559)

7外 出す るの が好 きです 。(748)

⑧ 家 で手仕 事 をす るのが 好 き です。(748)

⑨ 記 憶 力 がよ い です。(407)

⑩ お っち ょ こち ょい の とこ ろが あ ります 。

11努 力はす る が ど こか ぬ け てい る と ころが あ りま

 す 。(530，516)

12や った こ とに対 し必 ず後 悔 してい ます 。(618)

13計 算が 苦 手 です。(408)

14近 所付 き合 いが上 手 です 。(118)

⑮ きれ い 好 き です 。(536)

16高 所 恐 怖症 です 。(632)

17ま じめ です 。(532)

⑱ 心 配 症 です (618)

19世 話 好 きです 。(509)

20'お 人 好 しです 。(511)

 ほとんどすべての反応が性格についての記述で

占められているが、このような事例は主婦では稀



であ る。性格 記 述 その もの は常套 句 で構 成 され て

い て、 内面性 を感 じさせ る もの では な い。

事 例95女 性 48才3ケ 月

1 私 は一 つ年 上 の主 人 がお ります。(207)

2か つ、 三 人 の子 供の 母 です。 長 男21才 長 女18

  才{次 女11才}(206)

3私 は、 長女 に生 まれ たせ い か姉御 肌 です。

  (201，510)

4 す ぐ感惰 的に な り喜怒 哀 楽 が激 しい ですa

  (605)

5 涙 も ろ く・情 は・ 厚 い方 だ と思 い ます ・

  (511)

6 人 と話す の が大 好 き で相 手の心 が知 りたい で

 す 。(501)

7今 、 一 番 の楽 しみは 、昔 の仲 間 とお しやべ りす

  る事 (116，505)

8姑 、との 生活 に 葛藤 、 してい ます.(210)

9姑 、との 暮 しは 自分 に 与 え られ た 人生 の課 題 で

 す.(210)

10い っ も 向上心 に 燃 え、 自分 を 、叱 咤 し てお りま

 す.(701)

11だ ん だ ん女 でな くな って しま う様 で恐 ろ しい.

 (?12)

12最 後 ま で女 であ る こ とを守 りたい、 努 力 もす

 る.(729)

13健 康 が 幸福 の源 、心 を明 る く、 人 を愛 したい.

 (729)

14夫 婦 仲良 く、子 供達 と仲 良 く、人 と仲 良 く した

 b、。 (207，206，118)

15早 く出来 上 が った人 間 よ りい つ ま で苦 しみ悩 む

 人 間 で良 い (701)

16 私 の趣 味 は読 書 と、 音 楽 です。(747，739)

17 血 液型 は 典型 的 な O型 です.(561)

18仕 事 と子供 と、 家 事 に追 われ て夢 中で生 活 して

 来 た。(111，206，732)

19 子離 れ して、 ゆ と りが もて た ら好 きな事 一 つ

 で もや りた い (711)

20欠 点 を でき るだ けお さ え て 自分 ら しい生 き方 を

 した い です 。(701)
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 家 庭 につ い ての 記述 が 多 く、 その 中 での 人間 関

係 に まで言 及 され て いる 。 また、 自分の これ まで

の生 きざ まや これ か らの展 望 に つい て も述べ られ

てい る。 決 して広 範 囲 の内 容 を含 む もの で はな い

が、 深 く掘 り下げ られ た反 応 と言 え る。




